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藏所氏 門 家 田 紫 


奮 著 『吉田 松 陰』 は" 明治 二十 六 年 十二月を 以て 出版し" 爾來十 
三阪を 經 、絕阪 となり。 改訂 『吉田 松 陰』 は、 明治 四十 一年 十月を 
以て 出阪 し、 今や 其の 二十 阪を 刊行せ んとす 。前者は 日 淸戰爭 の 
前年に して、 後者は 日露 戰爭 後三年 也。 與 に是れ 風雲 蓊勃 の雰圍 
氣 中の 產 物と 爲す〇 

古人 日く、 光陰は 百 代の 過客 也と。 今や 奮 著 刊行の 時を 距る 、旣に 
百年の 四 分 一に 垂ん とし、 改訂の 時を 距る、 復た十 年に 垂ん とす。 
當時 血氣方 さに 剛 、滿 腔の 悲憤、 筆を揮ぅて 行々 紙に 聲 あるの 槪 
ありし 著者 も、 今や 人生 行路の 半を 過ぎ、 日暮途 遠の 嘆 あるを 免 
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れず 。著者 年々 歳々 に 老ひ 、著書 依然として、 故 態を 存す ◦彼是. 
撫し來 りて、 豈に 感慨に 勝 ふ 可ん 哉。 

本書の 實 値に 就て は、 著者 敢て自 から 語る を 好まず。 但 だ 其の 多 
大 の缺陷 ある Dr きに 拘らザ 。最近 二十 四 年間に、 前後 三十 有三阪 
を 出した るを 見る は何ぞ や ◦亦た 以て 本書の 主人公た る 吉田松 陰 
其 人の 人格が、 明治、 大正の 社 會に 、其の 人望の 隆 念 るを 知る DT し。 
然り 彼れ 松 陰 先生は、 死せ りと 雖 も、 尙ほ現 •時代に 於て、 活ける 感 
化を 光 被し つ、 ある 也 〇是れ 豈に區 々著者の 榮と云 はんや、 實に. 
天下の 爲めに 、快 心の 一事 也。 世の 憂 國の士 は、 此の 一事に 就て、 
聊か 意を 強ぅ して ' pf 也。 


松 陰 先生は 未成品 也。 彼は 晚學 の學 生が、 未だ 大學の 門戸を 出 < 
ざる 時に 於て、 其の 一生を 了れ り ◦され ど 名工の 大筆淋 滴た る 下 
繪 は、 庸 匠の 五彩 燦爛たる 蠭幀に 勝る 萬々 也。 松 陰 先生は、 自か 
ら完 人を 以て 任せず、 彼は 最も 大膽に 其の 過誤" 缺點を 意識し、 
良 白し、 且つ 暴露した る 快 男兒也 ◦吾人は 彼の 短所に 於て、 尤も 其 
の 愛好す 可き を 見る 也〇而 して 我が 大正時代の 社會に 、必須と す 
る 人物は、 形 似 的 松 陰に あらず、 精 靈的松 陰 也 Q 卽ち 其の 學ぶ 可 
きは、 彼の 言行の 末に あら ザして、 其の 眞骨 頭に あり。 其の 大本 
領に あり。 其の 至誠 欺か ザして、 己を 捨て、 君國に 殉する 大節淸 
操に あり 0 


今や 大戰爭 は、 我が 出阪界 に災 し、 讀 者ょり 廉價な る 書籍を 奪 ひ 
去りつ、 あり。 著者 深く 此に慨 する 所 あり、 特に 發行 所に 命じて、 
本書を 廉賣せ しむ。 是亦た 聊か 報效の 一端と 信 ザ。 乃ち 其の 結果 
として、 本阪は 出來 したる 也 ◦而 して 特に 本阪に 於て、 故 伊藤 公の 
手書して、 著者に 與 へられた る 松 下 村 塾の 詩を、 添 ふる 所以は 何ぞ 
や。 蓋し 現 時に 於て、 且つ 今後に 於て、 松 陰 先生の 精神を 體 得し 
て、 以て 國家 棟梁の 大器と なる の 人士 輩出せ ん事を 祈れば 也。 松 
陰 先生の 感化 や、 遠くして 且つ 長し、 豈啻だ 直接に 松 門 受敎の 一一 
三 子の みに して 止まん 哉。 


大正 六 年 九月 十】 日 於國民 新聞 編輯 局樓上 
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遨德 文章 叙 =彝 偸 — 〇 精忠 大節感 _  0 
如 今廟廊 棟梁 器。  多是 松門受 .人 
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例  言 

舊 著を 改訂す るは、 新たに 起稿す るの 快活なる に 若 かす 「况 や此書 
の 如き、 修繕と 云は / 1 ょ-^ も、 事實に 於て は、 新築に も懸 きたる 大 
修繕を や Q 

著者は 前年 來 、屢ミ 此の 企を 實行せ 4> &欲 L T " 遷延 日】 日を 過き 
た 6 ◦偶 ミ 本年 五月 乃 木 大將の 剴切なる 懲慂を 受け％ 猛然と して 斯 
事に 從ふ〇 八月 三日 緒論を 起艸 し、 九月 五日 結論を 脫稿 す。 中間の 
小斧大 斧、 舊 著と 比較せ は、 自ら 分明なら む ◦若し 乃 本大將 ©1 1* 
微 6 せは、 予は 今日に 於ても、 其 志を 果し 得 ^ る や 否を 知ら 嘗❹ 
松陰門下の士、野村子爵は、著者の舊嚷『吉田松陰』に就て、最も嚴 
密 、精細 愈、 る 批評を 下し 〇旦つ 著者に 對し て、 懇切、 丁寧なる、 數 


回の 垂示を 與 へられた 60 若し 此書に 於て、 舊著に 比して、 更に 松 
陰 先生の 眞 面目を 發 揮し 得た る點あ うとせ は、 其の 一半は、 野 村 子 
爵 に 負 ふ 所なる ことを、 吿 白せ すん は あらす。 

且又 先生の 相續 者" 吉田 庫三 君 か、 其の 豐富 なる 資料を 與へ 、其の 
資料の 撰擇 に關 する 注意を 與 ふるに 於て、 煩を 厭は す ◦特 R 家寶 .た 
る 貴重の 資料 3 へ も、 殆と 悉く 予の 縱觀に 一任した るは、 予か 最も 
感謝せ 3 る 可ら S る 所 也.)， 凡を 本書の 眼目た る 可き 資料は、 君に ょ 
6 て、 若く は 君の 厚意に ょ h て 蒐集した る ものと す Q 
乃 木大將 、江 木 千 之 君、 亦た 舊著 『吉田 松 陰』 に 就て、 逐一 指摘す る 
所 あう 〇其の 著者を 裨 益した る， 淺少な ら 3 うき 〇若し 夫れ 桂 侯爵、 
寺 內 子爵、 柴田 家門 諸君の 資料 1: 與へ 、若く は 資料 供給の 便宜を 與 
へられた るか 如％ 0 文學博 士 井上哲次郎、 文學 博士 大槻 文彥 及 CA 村 


田 峰 次郞 諸君 か、 著者の 質問に 對して 、誨 示を 愛 ^ 36 しか 如き、 
何れも 著者の 謝意に 値 ひせ すん は あらす G 

此 書の 編輯 及 a 校正に 就て は、 社友 並木 仙 太 % 君 最も 勗めた ぅ。 而 
して 校正には、 草 野 茂 松 君、 印刷には、 渡. 邊爲藏 君の 勞に負 ふ 所 あ 
60 著者を して、 短日 字に 本書を 出版す るを 得せし めた るは、 職と 
.L て IJ: 友 諸君の 力に 賴る Q 

明治 四十 一年 九月 二 十四日 

家 淇 水 尊大 人 八十 七歲の 誕辰 
•  蘇  峰學人 
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吉田松 陰 年譜 

◎天 保 元年 庚 寅  松 陰一歲 

.八月 四日 長 門國萩 城下 松 下 村に 生る 〇 藩士 杉 百合 之 助の 次子， 
母は 兒 玉氏〇 

◎•天 保 三年 壬 辰  松 陰三歲 
賴 山陽 逝く。 

◎天 保 五 年 甲 午  松 陰五歲 

德川 齊昭蜈 夷を 開拓し 邊に備 へん ZL とを 建言す 0 
◎天 保 六 年 乙 未  松 陰六歲 

六月 仲 父 吉田大 助の 後を 嗣く 、家 世々 兵學 師範 __  M を 以て 毛 
利 氏に 仕 ふ 〇 


◎天 保 七 年 丙 申  松 陰七歲 

眞田幸 貫 十二支 砲を 鑄る ◦德川 齊昭砲 臺を助 川に 築く Q 
◎天 保 八 年  丁酉  松 陰八歲 

英 船浦賀 港に 來る Q 米穀 騰貴 天下 大に飢 ぅ ◦二月 大鹽毕 八郞亂 
を 大阪に 作す ◦五雨 判 一分 判を 鑄る 〇四 H 將軍家 齊退隱 し、 家 
慶將 軍と なる 〇 

◎天 保 九 年 戊 成  松 陰九歲 

正月 家 學敎授 見習と して、 藩學 明偸舘 に 登る ◦渡 邊舉 山、 高 野 
，長英 の 徒、 書を 著して 大に 外宼 に備 ふへ きを 論す ◦江 戶西城 火 
あ 60 

◎天 保 十 年 己 ^ 松 陰十歲 

十一月 始めて 1 館に 出勤し、 家學 を授 く。 佐 久間象 山 江戸 


遊 學す〇 渡邊舉 山、 高 野 長 英獄に 下る 0 

◎天 保 十一 年 庚 子  松 陰 十一 歲 

藩主 毛 利 敬 親の 前に 於て 兵書を 進講す。 英 船長 崎に 來る ◦光格 
上皇 崩す 0 

◎天 保 十二 年 辛 丑  松 陰 十二 歲 

前 將軍家 齊薨す ◦水 野 越 前 守 幕政の 改革に 著 手す ◦眞田 幸貫老 
中と なる Q 德川 齊昭巨 煩を 鑄る Q 
◎天 保 十三 年 壬 寅  松 陰 十三 歲 

佐 久間象 山海 防 八 策を 上る 〇七月 文政 打拂 令を 修正し、 寬 政の 
舊に 復す〇 天保曆 成る Q 相總 沿海の 防備を 嚴に し、 羽田 奉行を 
置き、 下田 奉行を 復 す。 淸國 g 1£>に 在ぅて は英兵 上海を 取 $、 
南京に 入る、 南京 條約 成る 〇 所謂る 阿片 戰 爭也〇 


◎天 保 十四 年 癸 卯  松 陰 十四 歲 

水 野 越 前 守 職を 罷め "阿部 伊勢 守 之に 代る 〇村田 淸風毛 利 公を 
輔けて 、羽賀 臺に大 調練を 催す 〇水 芦烈 公 # 昭) 驕慢に 募れ i と 
の咎を 被- CN、 幽蟄 せしめら る 〇洋船 南海に 來る〇 
◎弘化 元年 甲 辰  松 陰 十五 歲， 

九月 藩主 毛 利 敬 親の 前に 於て 孫子 虛實 篇を講 し、 七 書 直 解を 賜 
はる 〇和蘭 使節 和 蘭 王の 忠吿 書を 齎し來 る、 幕府の 返書 要領を 
得す 〇露船 松 前に 來る Q 六 月 水 野 越 前 守 再 CA 幕閣に 入る 〇此歲 
藩士 山 田 宇右衛門 江 戶 ょぅ 歸 $、 天下の 大勢を 說き 、松 陰を M 
勵す ◦是ょ -CN 報 國の志 益 ミ 旺んな 60 
◎弘化 一 一年  乙 巳  松 陰 十六 歲 

松 陰 兵法を 山 田 亦 介に 學ふ Q 米 艦 浦賀に 來 1C、 漂 民を 送還す 0 


二月 水 野 越 前 守 幕 閣と議 合は すして 去る 0 砲臺を 浦賀に 增 築す p 
@ 弘化 三年 西 午  松 陰 十七 歲. 

三月 山 田 亦 介ょ h 長 沼 流兵學 の* 免許を 受く〇 米 艦 浦賀に 來 6 て 
國 書を 呈 す〇佛 船長 崎に 來る ◦丁抹 船 始めて 來る ◦英船 南海に 
出沒 し、 米の 捕鯨船 擇捉に 漂 著す 〇邊海 漸く 多事 也 ◦仁 孝 天皇 
崩御 〇 

' ◎弘化 四 年  丁 未  松 陰 十八 歲 

二月 及 a 十一月 藩主 毛 利 敬 親 學舘に 臨みて 松 陰幷に 門人の 家學 
講義 及 作圖を 見る 〇 十月 藩士 林眞 人ょぅ 大星 目錄の 免許 返傳を 
受く〇 相 房 海岸を 警備す 〇孝明 天皇 御 即位 0 
© 嘉永 元年 戊*  松 陰 十九 歲 

正月 家 學敎授 の 後見人を 解く  ◦六月 藩主 毛 利 敬 親 松 陰 並に 門人 


を 城 中に 召して 家學❷ 作 穿 Ir 視 る。 佐久間 象 山 洋式 砲を 作る 0 
' il 臺 .を 浦賀に 築く 〇 
◎嘉永 二 年 己 酉  松 陰 二十歳 

三月 水陸 戰略を 著し、 尋て外 宼御丰 當方御 內用掛 5: 命 せらる 0 
七月 藩 命に ょ 6 大逮 豐 浦、 赤 馬關 0 海岸を 巡視す ◦十月 門人 
.を 率ゐて 城 東 羽賀臺 U 操 習. を 行 ふ。 

© 嘉永三 年 庚戍  松 陰 二十 一 歲 

八月 藩主 毛 利 敬 親 C 、 前に 於 •て 武敎 全書 守城篇 籠城の 大將 心定の 
條を講 す、 藩主 太 R 感動す。 八月. 二十 五日 九州に 遊 a 、 十二月 
二十 九日 歸る 〇撕 行經る 所" 小 •倉" 佐賀 、大 村、 長 崎、 平戶、 
天草 3 島 原、 熊 本、 柳 川、. 久胷米 等 ic して 〇平戶 に 留る事 五十 
饞日二 山 鹿 萬 介に 家學を 學ひ 、又 多く 新譯 珍書を 讀み 、艮 崎ぶ 


於て 譯官鄭 幹 介に 支那 語を 學 ひ、 唐 館、 蘭 館を 訪 a 蘭 船に 上纟、 
熊 本に 於て 宮 部鼎藏 等、 佐賀に 於て 草塲佩 川、 武富圯 南 等に 交 
ぅ。 萁他 到る 處に 文武 知名の 士を訪 ひ、 又 海外の 事情に 得る 所 
多し ◦斯行 松 陰の 生涯に 深甚なる 關涉を 與ふ〇 和 蘭 王 再 a 歐洲 
の 形勢を 忠吿す Q 

© 嘉永四 年 辛亥  松 陰 二十 二歲 

正月 林眞 人ょ 5 極祕 三重 傳の印 可 返 傅を 受く〇 正月 藩主 毛 利 敬 
親 松 陰に 就きて 山 鹿 流 兵 學皆傳 を 受く〇 三月 藩主に 扈從 して 江 
戶に 遊ふ〇 安積 艮齋 、古 賀茶溪 、山 鹿 素 水 等に 從學 し、 始め， て 
佐 久間象 山と 相 見て 師弟の 關 係を IT す ◦六月 宮部鼎 藏と房 相を 
巡遊して 形勝の 地を 按し 、鎌. 倉に 入ぅて 瑞泉 寺に 竹院 上人を 訪 
上 〇橫井 小 楠 天下を 巡遊す ◦十二月」 し 邸、 宮部 鼎藏と 東北 行を 


なす、 r: 邸の 1 擧は松 陰 か 身 世 齟齬の 第一 著た-^ 和 氣淸麿 正 
一位を 贈らる 0 

d 嘉永五 年 壬 子  松 陰 二十 三歲 

正月 宮部 鼎藏 等と 水戶 を發 し、 白 河、 會津 "新 潟、 佐 渡、 弘前" 
靑淼 、盛 岡、 仙臺 、米澤 等を 歴遊して 四月 江戶 に歸る ◦斯行 に 
於て、 水戶は 松 陰に 最も 大なる 印象を 與へた る 所 也〕 五月 萩に 
歸 ぅ謹愼 命を 待つ Q 十二月 C 邸. の 罪を 以て 籍を 削ぅ 祿を褫 はる 0 
和 蘭 上 言して 明年 米 艦の 來朝を 吿く ◦九月 •今上陛下 御 降誕 0 
•d 嘉永六 年 癸丑  松 陰 二十 四歲  , 

十 年間 諸 國遊學 の 許可を 得、 正月 萩を 發 し、 海路 四國に 過ぅ、 
大阪に 達し、 畿 內を經 、伊賀ょ ^ 伊勢に 入 6、 中 仙 道を 經 、六 
月 一日を 以て 江戸に 入る 0 斯行も 又 沿道の 諸 名士を 訪問し、 見 


聞 得る 所 多し Q 六月 三日 米 國水師 提督 彼理 軍艦 四隻を 率ゐ 、浦 
賀灣 に來 う、 國 書を 獻 し、 交 親^! 商の 期を 迫る、 此時將 及 私 言 
等を 著して 藩主に 呈す ◦七月 露 艦 二隻長 崎に 來 う、 樺 太 境界 確 
定 請求書を 致す 9 七月 將軍家 慶薨し 家 定職を 襲く 〇品川 灣に砲 
臺を 築く  ◦九月 佐 久間象 山 等と 謀うて 竊に露 艦 搭 .乘の 意を决 し、 
十三 日竹院 上人を 鎌 倉に 訪 ひ、 十八 日 江 戶を發 し、 京都を 經、 
•熊 本 R. 到る ◦此時 橫井小 楠と 相 見て、 傾倒す る所淺 からす ◦十 
月 二十 七日 長 崎に 至れは、 露 艦已に 去れう、 遺慽想 ふ 可し Q 復 
熊 本に 赴き 宮部鼎 藏等を 伴 a 、 十 1 月 十三 日 萩に 歸る ◦十二月 
四日 京都に 入 3、 沿道の 諸 名士を 訪ひ 、十二月 一一 十七 日江戶 R 
還る。 

◎安政 元年 甲 寅  松 陰 二 十五 歲 

L 


正月 海戰 策を 作うて 藩主の 覽に 、達す。 正月 米國 使節 彼理 軍艦 四 
隻 汽船 三隻を 帥ゐて 江戶 羽根 田に 入う、 退て 神奈 川に 投錨し" 

又 去て 伊豆 下田に 泊す。 三月 五 n 金子重輔と江戶を發し米_、艦を 
逐ふて 下田に 至う、 二十 七 H 夜 米 艦に 赴きた る も、 遂 ，に 海外 遊 
學の 志を 達する 能は す Q  二十 八日 自首して 縛に就き、 四月 十五 
'日 檻 輿江戶 に 達す 〇佐久 間 象 山 免 亦 松陰蹈 海の 罪. に 關 連して 獄. 
に 下る ◦三月 神 奈川條 約 成る。 九月 十八 日 松 陰の 罪案定 うて、 
金子 重輔と 藩に 錮せ らる〇 十月 二十四日 長 門 野 山の 獄に 下る o' 
七月 英 船長 崎に 來る〇 十月 露 艦 下田に 來 る。 皇居 炎上す 0 
◎安政 二 年 乙 ^ 松 陰 二十 六歲 

正月 金子 重輔野 山の 獄中に 病死_ す」. 五月 村 田 清風 逝く 〇十月 江 
戸 大地震？ 藤 田 東 湖 逝く  〇十 二月 十五 日 野 山の 獄を 出て、 家 ^ 


錮 せらる 〇 

◎安政 三年 两®  松 陰 二十 七歲 

七月 蟄居 中 家 學を授 くるの 許可を 得、 松 T 村 塾を 開く。 老中 堳 
田 備中守 外國 事務 及 貿易 取調 •を 命 せらる ◦七月 米國總 領事/  S. 
祠 下田に 來る Q 江戸 諸 城門の 兵備を 西洋 銃に 改む Q 
◎安政 四 年  丁巳  松 陰 ニ ナ八歲 

松 下. 村 塾增築 成ぅ 門人 日. に 進む。 五月 下田 奉行" ぐ リ. スに逼 ら' 
れて .規程 章 八 箇條に 調印す、 所謂る 安政 條約 是也〇 六月 閣老阿 . 
部 伊勢、 守 卒す 〇堀 田備 中， 守閣老 となる ◦十月 ハリス 江 戶‘に 入ら. 
將軍に 謁し" 閣老を 始め 幕吏の 諸 秀才に 開國 貿易の 已む 可ら 3 
るを 說く〇 十二月 三日 三百諸侯に 開港 0 已む 可ら S る 旨を 傅へ" 
且つ 其の 意見を 問 ふ Q 

H 


◎安政 九 年 戊 午  松 陰 二十 九歲  - 

尊王 愛 國の念 益 I 深く 書 策 論議 愈と 多し 〇 正月ょぅ 四月に 百； $ 
堀 田閣老 自ら 京都に 遊說す ◦三月 大 K 煥發 。四月 井伊直弼 大老” 
となる 〇六月 堀 田備中 守、 松 平 伊賀 守を 退け、 太 田道醇 、間 部 
詮 勝、 松 平和 泉 守を 老中と なす Q 六月 勅許を 俟 すして 米 國條約 
の 調印を 爲す Q 七月 將軍家 定薨す ◦七月 尾 張 卿 隱居愼 、水 戸 烈 
公 駒 込に 愼み 、水 戶慶篤 卿、 一橋 慶喜 卿の 登營を 停め、 松 平慶. 
永に 隱居愼 を 命す Q 八月 家 茂將眾 となる 〇 八月 密 勅水戶 に 下る a 
九月 間 部詮勝 京都に 入る 〇梁 川星巖 逝く ◦梅 田、 賴其 他の 志 ± 
縛に就く もの 前後 相 接す 。十一月 松 下 義塾 血盟 出來 す。 間部詮 
勝 要 * の 計 書 全く ® 1 廳す〇十一月二十九日過激の罪を以て再ひ 
家に 嚴囚 せらる 〇 十二月 五日 投獄の 命 下る 〇 十二月 晦日 間 部 ^ 


勝 始めて 參內す o 

◎安政 六 年 己 未  松 陰 三十 歲 

二月 二十日 間部詮 勝江戶 に. 歸る〇 三月 十日 京 囚江戶 に. 下 著、 

大名 it 預けら る〇 五月 三日 鷹 司、 近衛、 三 條の三 大臣 落飭 す。 
£月二 十五 日 松 陰の 檻 輿 萩を 發す ◦六月 英國と 交通の 條 約を 定， 

む 〇 七月 露 國と條 約を 結 ふ 0 七月 江 戶傳馬 町の 獄に 下る 0 八月 
二十 八日 一 橋 慶喜隱 居 愼 、水戶 烈 公水戶 表へ 永 © 居 水 戶慶篤 
卿差控 、岩瀨 、永 井の 職祿を 奪 a 謹愼 "川路 隱居愼 み、 太田備 
後 守愼み 〇此日 他に ^ 囚處斷 頗る 多し 〇 十月 七 H 橋 本左內 、賴 
三 樹三郞 刑 斬 せらる Q 十月 十一 日米 國總 領事 d リス 登營 。松 平 • 
容 堂に 謹愼を 命す Q 十月 二十日 松 陰 獄中に 永訣 書を 作る ◦十月 
二 十六 日 留魂錄 成る 〇 十月 こ 十七 日 刑に 就く 0 

一三 


谷 


松 陰の 刑に 就く や、 尾 寺 新之丞 、飯 田 正 伯、 木戸 孝 允、 伊藤 
博 文 等 屍を 收め て、 骨ヶ原 回向 院に ，葬ぅ しか 〇文久 三年 癸 亥 
正月 久阪義 助、 伊藤博文、 品 川 彌二郞 等 之を 東京 府荏原 郡 世  • 
田 ヶ谷村 若 林に. 移ぜ 

明治 十五 年 十一月 墓畔に 松 陰 神社を 建つ 〇事 聖聽に 達し、 

思 召を 以て 金幣を 賜は る 0 

明治 十五 年 十二 ：月 三十日、. 松 陰の 自賛 肖像、 留 魂錄、 山河 襟. 
帶詩幅 等 天覽に 達す Q 

明治 二十 二 年 二月 十日、 特旨を 以て 正 四 位を 贈らる。 

明治 四十 一年 十月 十八 日、 松 陰茲後 五十 年に 相當 する を 以て 彳 
舊 藩主 及 a 門人 故舊 等、 五十年祭 典を 執行す 0 
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吉田松 陰 

緖論一 

國家 生存 問題の 重なる 一は、 如何にして 國民 か、 其の 祖國を 愛し、 
其の 祖國を 敬し、 其の 祖國を 信し。 祖 國の爲 には、 其の 勞苦 も、 其 
の 困難 も、 其の 身體 も、 其の 財產 も、 即ち 其の 生命 及 CA 之に 附屬す 
る 一切の 事物を も、 擧 けて 之に 献 くるを 辭せ 3 るの 精神 ^ 養 ふ 可き 
かにょ $ て、 解决 せらる 〇極言 すれは、 國 .家は 此の 精神の 爲に 生存 
し、 此の 精神を 失墜して、 衰頹 し、 滅亡す 〇 東西 古今の 歷史 、實に 
.其の 擧證 者た AQ 固ょぅ 是を以 て" 唯一の 原因と 稱す るを 得す。 然 


も 重なる 原因、 茲に在 6、 主なる 原因、 玆に 在う Q 
希 臘か 叢爾た る 小 邦を 以て、 波斯の 侵入軍を 擊 退し / 2 る も、 此の 精 
申に よる 〇羅馬 か 七 岡よう 起うて、" 附近を 併呑し、 遂に 世界的. 大帝 
國 を 建立した る も、 此の 精神 R よる ◦而 して 遂に 北 狄の爲 に、 躁 職 
せられた る も、 亦た 此の 精神の 失墜に よる Q 近時に 於け る 伊太利 王 
國の 統一、 獨逸 帝國の 勃興、 孰れ か 此の 精神の 發 揚に碼 據せ§ る も 
の ある 可き 〇 若し 夫れ 今 H の大 英帝國 か、 昔時の 羅 馬帝國 よう も、 
廣大な る 版圖を 有しつ、、 尙ほ 其の 淋漓た. る生氣 、活力を 失 ii S る. 
诉以丈 何を や 0 アングロ" サキ ソン 人種的 抱負と、 自尊心 あるか 爲 
に， あら t や ◦大英 國民は 、何事に 於ても、 如何なる 塲 所 ^ 於ても、 
，决 して 第二 流に 就かす とは、 彼等の 决心 にして、 又た 彼等の 努力に 
.あらす や。 蝥の 文人 李 _ 嘆して 日く、 神堯一 旅を 以て、 天下を 取る 〇 


.後 1H: 子孫 天下を 以て、 河北を 取る 能は 3 るを 憂と 爲 すと ◦蓋し 支那 
1 一十 四 朝の 歷史は "反對 の 方面よ $、 愛國的 精神の、 國 家の 存立に 
.缺く 可ら S るを 敎訓 する 資料 也。 支那の 詩人は、 『時 窮節乃 見』 と 歌 a 
たれと も ◦平生 涵泳 、修養す るに あら 3 るよ $ は、 决して 然る 能は 
す ◦乃ち 偶 ミニ 三の 義人 出つ る も、 志士 岀 つる も、 多數の 人民は、 
禽奔獸 散、 唯た 勝者の 前に、 叩頭を 是れ競 はんとす 〇而 して 其の 勝 
■者の 何者た るは" 毫も 擇ふ 所に あらす ◦宋 末を 見よ、 明 末を 見よ Q 
吾人は幾許節義 0- 士あるを認む、然も彼等は唯た、彼等をして節義 
の 名を 成さし め ^ るに 止 咬 國 家の 存亡に 關し ては、 何等の 効用 
なか $しにあらすや〇是れ卒生養ふ所の廣から言。遍からす、而し 
て 親切なら 3 るか 爲のみ 〇 

.方今 世界の 大勢は、 內に 人種的 統一を 爲し "外に 國民的 膨脹を 期す G 

H 


米國か 南北 戰爭の 1 大犧牲 を 事と して" 尙ほ 其の 統一を 贏ち 得た る 
も、 是れ か爲め 也〕 伊太利 や、 獨 逸の 統一 も、 主として 是に 由る 0 
乃ち 虞 翁の 愛蘭 自治 案 か、 失敗した る も、 此の 統一を 傷く る ものと 
して、 多數英 人の 爲め に、 反對 せられ 穴る か 爲め也 ◦世界は 蒸汽力 
.の 爲に 、縮小せられ" 更に 電氣 力の 爲に 縮小 せらる 〇曾て 九州の 大 
名 か、 江戶 參勸 に 要した る 時間は、 今や 優に 世界 1: 一週す るに 足る 0 
是に由 6 て 之を 觀 る、 一國に 施した る 所を 以て、 之を 世界 R 施す。 
是れ 自然の 勢の み。 

世界は 一個の 競塲 也、 列强は 其の 競走 者 也 ◦競走の 目的は、 世界 其 
物に あぅ ◦競走 者の 單 位は、 國家其 物に あぅ 〇然ら は 則ち 如何にし 
て、 優者た るを 得 可き 〇是れ 列 强經世 家の 苦慮、 焦心す る活 題目に 
して、 其の 解釋や 固ょ 6 多端な々 と雖 も、 職と し. て 國民 愛國的 精神 


の 長 養に 歸著せ すん は-あらす ◦ル I スヴ H 广卜 か、 其の 世界に 於け：、 
る 一大 共和 國民 を" 日夜に 鼓吹し つ ゞあ るは、 亞米利 加 魂の 養成 也 e 
維廉 第二 世 か、 歐洲中 原に 於け る 一大 帝國 民を、 •常住 鞭撻し つ、 あ 
るは、 愛祖國 的精釉 の砥礪 也 〇是れ 彼等の 好事に あらす、 閑 事業に 
あらす、 此の 如くなら すん は、 其の 國家 を. 護持す る克は すと 確信し 
つ 、 あれは 也 〇乃ち 何事に も 落ち 附き拂 ふ英國 S へ も、 或は 帝 國 B 
を 創始し、 國民 をして 世界的 帝. 國 の自覺 心を、 警醒せ しめんと 欲し 0 
或は 國 旗を 公館、 校 堂に 揭 くるの 制 法を 作 國民 をして 國 家を 具 
體的 t-c 體認 せしめん と 欲し 〇或は 市民 讀 本を 編纂して、 愛國の 精神 
を、 市 店の 小 民に 頒布せ んと 欲し 〇或は 射的 俱樂 部を 設けて、 國民 
をして 提身護 國の氣 象を 養は しめんと 欲し ◦其の 愛 國心敎 育を 必需 
、として、 之に 對 する 百般の 施爲 "殆と 到ら S る 所な きか 如し 〇是れ 


英人 か、 當 初よぅ 愛 國心の 稀薄なる か 爲に あらす ◦唯た、 よ 6 多く 
之を蓄積せん乙とを希圖しつ、あれは也〇奈翁に§へ膝を屈せ36 
し英 人、 其の 脊髓 骨の 鋼鐵 よぅ も 堅き を 以て、 世界に 誇る 英人に し 
て、 岌 々乎と して、 內 自ら 危惧 5: 懷くか 如きは 何を や Q 是れ t に 國 
際 的 競爭の 劇甚、 猛烈なる を證 明す る ものに あらす や 0 
文明は 個人に 對 しては、 仁惪あ 6、 恩愛 あ 30 人と 人との 關 係は、 
文明の 進 步と與 に圓滿 に 近き つ、 あ^ NQ  S れと 國と國 との 關 係に 至 
3 ては、 决し て然ら す、 又た 然る 能は す Q' 個人に 對し ては、 慈善 制 
度 は" 殆と 完全に 近く 行 a れつ、 あれと も ◦國家 に對 する玆 1 善なる 
ものは、 未た 是れ あらす 〇 弱 き 個人 は" 國 家の 溫 翼の 下に、 强き個 
人の 凌 暴よ 6 保護 せらる、 も 〇弱 き國 家は、 强き國 家相 互の 猜疑心" 
嫉妬 心に て 持 合 ふの 外、 之を 保護す る 者を 見す。 是れ國 家の 武装の 


已 む 可ら S る 所以 也〇而 して 武装の 根柢は、 精神に あ ho 愛國的 粘 
神の 涵養は、 國家 精神的 武装の 第一義 也。 何れの 時、 何の 代に も、 
此の 精神 や忽 にす 可ら す ◦然も 今日を 以て、 特に 然 {と爲 す。 何と 
なれは、 國際 的競荦 の 程度に 比例して" 之に 應酬 する 國民的 素養を 
必需と すれは 也〇 


日本の 世界史に 於け る" 最近 四十 年間の 較 著なる 活動は" 少く とも 
世界に 對し •て、 二 個の 問題を 提供した 其 一は、 白晳 人種 以外 ^ 
於て、 即今の 國際的 競塲に 立ちて、 或る 地位を 占， め 得 可き 者の 存在 
する 事是れ 也 ◦其 二は、 國際的 競爭に 於て は、 文明 的 技巧、 物質的 
資料 以外に、 國 民の 獻身的 精神に 俟 つ もの 多大なる 事 是れ 也。 吾人 
か 問題と 云 a しは" 寧ろ 謙遜に 屬す ◦若し 露骨に 云は \ 或 •は 斷案 
と稱 する も妨け X かる 可し ◦何と なれは" 世界 列 國 何れも：、 二 個の 
事實を 、事 寧と して 識認 し / 2 れは 也。： 

白晳 人種は、 必す しも 自 個を 以て、 人類の 總ての 優秀を 鍾めた る も- 
のとは 誇ら  S  6 き 〇. 彼等は  印度、  波斯に  於け  る"  哲學 "宗敎  等  5:  鑑 


賞す るを 禁 する 能は 3  {き ◦彼等は 支那 人を 輕蔑 しつ ゞも 、其の. ^ 
殊の 文明に 對し ては、 多少の 尊敬を 拂 ふを 禁 する 能は S うき 〇然れ 
と 經世的 力量に 至うて は、 彼等は 白晳 人種 以外に、 之を 識認 する 能 
はす、 又た 斷して 欲せ 3 うし 也 ◦乃ち 異人 種は、 支配 せらる 可き も 
の、 白晳 人種は、. 支配す 可き ものとは、 殆と 先天的 約束と して、 ir 
定し たる 所な うき Q 

然るに 日本の 興隆は、 此の 斷 定に對 して" 逐一 其の 謬戾を 指摘し 來 
れ 60 彼等は 最初 tt 冷笑し、 中間 疑惑し、. 最後に 驚嘆した う。 固ょ 
$此の三個の階次は、 一氣呵 成に、 經 過した るに あらす 〇日本 か 世 
界の 舞臺に 於て、 歐米 列強と、 對 等の 位地を 占 ひるに、 四十 年を 要 
したる 如く、 彼等を して 其の 事實に 眼を 撥せ しむる に、 亦た 同樣の 
歲月を 要し 穴 6 き ◦二十 七 八 年 役に 於て は、 世界は 日本の 强 きょ ム 
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も V 寧ろ 支那の 弱き に" 目を 覺 ましたう き ◦三十 三年 拳 匪の 亂に於 . 
ては、 日本 兵 か、 歐 米の 兵と、 相 伍して 其の 武功を 著し たれと も 0 
それと て も 疑 深き もの、 負惜 みの 多き 者は、 是れ 一の 有色 人 園 か、 
他の 有色 人種に 對 する、 勝利に して 〇未た 白晳 人種の 前に 立つ 可き 
資格 あう と" 斷定す 可ら すと 云へ 60 然も 三十 七 八 年 役 R 到うて は、 
事實的 論理の 前に、 餘儀 なく も、 屈服せ 3 る 可ら S. る 乙 と V はなう 
ぬ ◦如何なる 惡名 も、 露國 政府に 附す るを 得 可し 〇  3 れ と露國 軍隊 
か、 歐洲 に 於け る 恐怖た う" 尊敬た る 乙とは、 决して 一人の 異辭あ 
•るな し。 其の 軍隊に 後れを取ら 36 し 日本は、 自から 求めす して、 
ffi 界 一等 國 R 伍す る ZL と、 なう ぬ 0 

此の 一事は、 世界に S して 甚た IIJ 切なる 影響を 與へ たうき 〇白晳 人： 
M か 其の 獨斷的 人师觀 を、 打破せられ たるは、 言 ふ (C 及は す〇  •白 


晳 人種 以外に 於て、 是か爲 めに 白皙 人種の 侮蔑の 下に、 埋沒 せられ‘ 
たる 自覺的 精神は、 俄然と して 動き" 勃然として 首を 擡け 來れぅ 〇 
埃 及" 土 耳 其、 亞 剌比亞 、特に 印度に 於け る 人種的 活動の 如きは、 
最も 見逃 かす 可ら 3 る 適例 也 Q 頃ろ モルレ I 卿 か、 英 W 上院に 於け 
る、 印度の 形勢を 說き〇 其の 不穩の 情 態に 言及し" 其の 原因の 一を 
以て、 三十 七 八 年 役に 於、 ける 日本の 武功の 刺激に 歸し たる か 如きは"‘ 
决し て牽强 、杜撰の 意見と 云 ふ 可ら す ◦惟 ふに 世界に 於け る 白晳人 
種 以外の 活動は、 今尙ほ 未 發の事 實に屬 する を 以て、 吾人は 容易に 
其の 運命を 論定す る 能は 3 る も〇少 くと も 二十世紀に 於け る 重なる 
要件の 一は、 此に存 する 乙と を、 疑 ふ 可き 理由な きか 如し ◦而 して 
之に 對し て、 如何なる 程度 迄、 日本 か 責任を 負 ふ 可き 乎、 負は^/ る 
可ら S る 乎〇是 亦た 今日に 速斷 する の 要な しと 雖も 、多少の 責任を' 
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負擔せ s る 可ら 3 るは、 覺 悟 * 0 前の 事たら すん は あらす 〇而 して 其 
の 責任を 負擔 する 第一は、 吾人 自から 良好なる 模範を 示す よ 3、 急 
なる は 無く、 又た 善き は 無し 0 

若し 夫れ 愛國的 精神 か、 如何に 偉大なる 役目を、 國際的 競爭に 於て > 
勸め つ、 あるかに 至 3 ては 〇 日本人 自 個と 雖 も、 事實か 當人に 向て 
說明 する 迄は、 氣附か 3 うし 所なら む 〇 然も 吾人 か自 から 氣附 くよ 
う も、 列强は 、 よ $ 多く、 よう 早く" よう 切に、 其の 氣を附 けたう 0 
日本人 か野蠻 の勇氣 と、 文明の 技巧と を、 m 當に 調和し 得た る 手際 
は、 世界の 驚嘆に 値 a した うしと 雖 も :0 更 K をれ よ 3 も、 驚嘆を 博 
したる は、 擧國 一致、 君 國の爲 めに" 其の 身を 竭 し、 且つ 竭 さんと 
する 精神に て. あ {き 〇 世界は 實に 愛國的 精神の 權 化を、 日本 國民に 
於て、 見出した AO 或は 武士道と 稱し 、或は 日本 魂と 云 ふ も、 其 實 


，は 1 也 ◦彼等は 之を 見出す ?: 以て 足れ 6 とせす、 之を 硏究 し" 之を、 
學 習し、 更らに 之に 超乘す 可く、 奮勵 し來れ 60 乃ち 日本は 知己 公 
世界 忆得 たると 同時に、 其の 特色を 奪 はんとす る、 幾多の 競爭 者 1: 
得た 60 是れ 吾人 R 取^ V て、 弔す 可き 乎、 悅ふ 可き 乎。 をは 見解の 
.如何によ る も、 要するに 事實 は、 事實 として 蔽ふ 可ら す ◦吾人 或は 
恐る" 自 から 世界に 對して 、愛國 的 精神の 師を以 て 居る 間に C. 世界 
の 或 者は、 吾人よ $ も 一層の 愛國的 精神を、 發 揮し、 國家的 活動に 
堪 へ、 國民的 膨脹を 遂け〇 久しから すして、 吾人を して 愛國的 精神 
の硏究 と、 學習 とを、 彼等の 中 R 求め 3 る 可ら 3 るに 到らし めん' 乙 
とを 〇是れ 固よぅ 祀憂な {、 然れ とも 絕對 的必 無の 事に あらす ◦驕 
る 者は 必す 怠ぅ、 怠る 者は 必す 壤る〇 吾人は. 世. 界の眷 鐘た るを 以て、： 
诌か ら滿 足す 可ら す 〇他を 警醒して、 自 から 廢 弛す ◦是れ 實に C 國 


世界に 於け る 植民 政策は、 西班牙 之れ か 先 動 者た 30 世界に 於け る 
航海 業は、 葡萄牙 之れ か 卒先 者た ぅ 。東洋に 於け る經營 は、 和 蘭を 
以て、 其の 隨 一と 爲す ◦而 して 彼等 即今の 狀態 奈何 〇 世界 常 王な く、 
萬物定 主な し ◦唯た 能く 自 から 努力す る ^ のにして、 始めて 其の 立 
塲に 立つ を 得 可し 〇 事の 成る は、 成る の 日に 成る にあら す 〇日本 か 
四十 年來 、鎖國 の 小島 國 ょぅ、 一躍して 世界の 舞臺 に、 偉大なる 役 
目を 働ら き、 世界の 歷史に 偉大なる 印象を 留めた る もの 〇固ょ 6 
明治 天. 皇 と、 其の 臣民の 力に ょると 雖 も、 維新 改革の 大業を 成した 
る、 又た 其の 原因を 成した る、 幾多の 先進 者の 功德 を、 忘却す 可ら 
す。 吾人は 其の 往を紹 き來を 啓く に 於て、 宜しく 深く 思は 3 る 可ら 
す。 惟 ふに 先進 者の 濺き たる 熱淚 と、 碧 血とは、 吾人を して 自から 


.覺 ぇす 愛國的 精神を" 受用 せしめた {。，然も 吾人 自 から 之を 養 a " 
.之を 長し" 更に 之を 後進に 遺す 所な くんは、 國家は 何を 以て、 今後 
R 於け る ffi 界の競 塲に 立つ を 得ん 乎。 


然らは 則ち 如何にして、 愛國的 精神を 養成す 可き。 日く 請 ふ 之を u 
本 歷史に 求めょ ◦國史 は 國 民の 年代記 也、 吾人 か 祖先を 知らん と 欲 
せは、 須 らく lit 中に 於て、 之を 繹ね 3 る 可ら す〇而 して 大和民族の 
淵 原、 其の 中 樞たる 萬 ifc 一系の 皇統、 其の 當 初ょぅ 雄大 開濶 なる 皇 
;謨、 悉く 是に在 AO 惟 ふに 帝國 主義の 名は、 新なる も、 其實は 故し 0 
世 或は 帝國 主義 か、 新 輸入の 名詞た るを 知々 て" 其の 淵源の 實に 
皇祖 皇宗の 上代に 存す るを 遺る ◦祈年祭 祝詞の 1 節に 日く" 
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登。 宇 事物 頸 根衝拔 段。 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎。 稱辭 竟奉久 登。 宣。 
吾人は 其の 文 宇の 古朴、 奇 奥なる か爲に "•其の 旨 義の昭 明、 博大な 
るを 閑却す 可ら 3 る 也 ◦若し 單に 詞藻の 上ょぅ、 之を 評せん 乎 Q 其 
の 渾 々として 涯ぅ 無き、 尙書も 1 之に 對して 慚色 なから す〇而 して 
所謂る 世界的 帝國の 理想は、 裳に 此に 胚胎す ◦白雲の 掩ふ 所、 靑海 
の冼ふ 所、 馬蹄の 到る 所、 舟 車の 達する 所、 何れ か 我か皇 化に 光 被 
せられ S る もの あらん や 〇 
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人 或は 日く、 日本は 世界 無二の 國體な うと ◦然も 其の 國體 は、 何に 
ようて _ 明 せらる、 乎 ◦吾人は 開 國の當 時に ■  我 か 大和民族. か、 
■皇室を 中心として、 發 育した る事實 に 據 うて、 之を 知る を 以て、 最 
も 直截なる 方法と 信す ◦吾人は 自國を 美な うとす るの 理由を 以て、 

, 漫 3 に 他の 國體を 指 斤す るの 危險を 避け S る 可ら す Q  3 れと； ill 界何 
の國 か、 我 か 日本 帝國の 如き、 家族 的國 家 0 構成 1: 見る を 得 可き 0 
皇室は、 大和民族の 本 幹に して、 我 か 大和民族は、 其の 枝葉 也 0. :：: 
本國 家は、 此の 家族の 膨脹した る もの 也 ◦我 か 天皇は、 日本 國民 
の 元首に して、 又た 大和民族の 家長 也 Q 支那 聖人の 理想た る、 君即 
.父！ T 我國に 於て は、 尋常. の 事實 也" 故に 皇室 中心 主義は、 理論よ 
,う演繹したる事實にあらすして、事實よう歸納したる理論 & 0 
夫 和 民族とは、 何物なる 乎、 如何なる 地よう 來 6 たる 乎、 如 可なる 


時代に 來 6 たる 乎" 如何にして 日本の 主なる 民族と なう し 乎。 をは 
未 判の 問題なら む Q  3 れと 如何なる 懐疑派 も， 皇室 か 大和民族の 本 
幹た る 乙とは、 之を 否定す るの 勇な かるへ し？ 故に 尊王 心と 愛國心 
とは" 唯た 觀察點 を 殊にした る 迄にして、 二 名に して 一義 0L ◦尊王 
即ち 愛國 にして" 愛國 即ち 尊王 也 ◦日本 國 民の 愛國心 の、 恒に 新た 
にして、 恒に注 なる は、 其の 泉 源 あれは 抱。 泉 源とは 皇室 也 Q 日本 
國民は 、愛國 6 を、 自利 的 打算に 求む るを 要せす 〇又穴 高遠なる 哲 
學的理 論に 依る を 要せ T> ◦限 前の 皇室、 恒に我 をして 其の 報恩 感德 
の 念を 生せ しむ Q 是 亦た 一種の 宗敎 心と 云 ふ 1:. 得 可し Q 吾人は 日本 
國 民の 愛國心 か、 世界に 通用す る、 單 純なる 意義に 於け る愛國 心ょ 
う も、 更に 深甚の 意義 あう、 多大の 趣味 あるの、 決して 徒然なら 3 
るを 見る 也 ◦乃ち 日本に 於て は、 愛國心 は、 他國に 於け る宗敎 心の 
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ft 用を、 倣し つ、 ある ものと 見る も妨 けす。 

擧國 一致の 如きは、 言 ふは 易く 行 ふは 難し ◦英國 は 寮 翁の 大敵を 控 
へて、 尙 ほ擧國 一致なる 能は s  A き〇近 くは 南阿 戰爭に 於ても" 自 
由黨は 、少 くと も 其の 黨 中の 大部分は、 之に 反對 したう き〇吾 人は 
我國に 於ても、 必ら すし も總 ての 問題に 向て、 國論の 統一した る 例 
の， 多から 3 る ^ 知る 〇然も 非常の 塲 合に 於て は、 期せす して 然るを 
得る 所以は 何を や ◦是れ 一 國民か 即ち 一家 族た うとの、 觀 念の 王し 
來 $ たる か爲 にあら す や ◦而 して 總ての 異論 も、 反目 も、 乃至 敵意 
も、  至尊の 前に 於て は、 一切 平等、 唯た 皇室の 臣民た るの 外、 何 
物 も あら 3 るか 爲にあ らすや 〇是れ 維新の 大改革 か、 其の 大化 大寶 
の 改革以 來 、稀 有の 出來 事た うしに 拘ら す、 數年 ならす して、 成就 
したる 所以 也 0  一切の 事， 悉く 之を 國 家に 歸 著せし め、 國 家の 事、 


悉く 之を 皇室に 歸 著せし む 〇戰爭 も 此の 如く、 平和 も跄の 如し ◦封 
建 制度 も、 此の 如くして、 廢 止せられ 。立憲政治 も、 此の 如くし 1; 
施行 せらる。 神武 天皇の 當時に 於て、 皇室 か 大和民族 運動の 本 原 
たる か 如く、 今日 R 於ても、 國民的 活動の 歸著黯 は" 一として 皇 ^ 
なら 3 るは なし ◦皇室は、 吾人 か 祖先に 德 澤を與 へたる か 如く、 今 
尙ほ 吾人に 德 澤を與 へつ、 ぁぅ。 吾人は 維新 先進 者の 功德を 、崇敬 
する に 際して、 彼等を して iH: の 如き 功 德を作 3 しめたる 所以の、 皇 
室に 存 するとを、 感 戴す 可き、 最初の 義務を 服膺せ さる 可ら す。 而 
して 也國に 於て ft 暫 らく 措き、 我 か 帝國に 於て は、 尊王 心を 控除し 
て、 愛國 6 の 單獨に 存立す 可き 理由な きとを 知悉せ 3 る 可ら す〇而 
して 約言 すれは、 愛國 心は、 之を 國史に 求め 〇國史 11 、 之を 皇室に 
ミめ。 皇室を 中心として、 大和民族の 活動、 發達 、膨 腺 5: 求 1; るの 


二 一一 

根本的 見解を 粑 持せ 3 る 可ら す 0 

〔註〕 白皙人種以外 1- 、  優勝なる 人種な しとの 宿 論^、  新奇な S 事實 *し 據 
りて、 打破せられれろ白晳人間には〇  强ひて 其の 宿 論な M 護せ んか爲 じ、 
H 本人の 祖鬼を 目して、 白皙 人種な y と 判 斷する もの あり 〇米人 グリフ 
> 并 XI 博士の如きは、 四十 年來 日本人の 親友 4- 以て、 自から 居る 一人 セ 
$ か、 頃る其の新著卩は、 S リ {- 日本人 白晳 人種 說 4- 、 唱道し つ、 あ yo 
故 田 P 鼎 軒の 如 吾 も、 亦 r: 日本人 4* 以て、 白皙 人種と ^ し T: リ兔斯 の 
如く人種論じは" 異同 あれと も 0  日本 國 K か、 皇室 4» 中心とする、 一大 
家族 制の 發 ^ し ?: る もの ^ る こと It 、  未 ?: 其の 異說 ある ものを 聞かす ' 0 


大人は 國 家の 或る 代表者 也" 國民か 其の 大人に 對 する 興味を 失した 
る 時は、 是れ 國民墮 落の 徵候也 〇之を 民族ょぅ 見れ は" 大人は 民族 
の 或る 部分を 代表す 〇之 5: 時代 i ぅ 見れ は、 大人は 時代の 或る 部分 
を 代表す ◦若し 大和民族の 何物 / 2 るを 語らん と 欲せは、 吾人は 何ょ 
$も先 0 、其の代表的人物を歷擧するを以て、捷徑とせ3る可らす0 
而して 其の 時代を 知らん‘ と 欲せは、 時代に 於け る 大人を 歷擧 する を 
以て、 捷徑 とせ 3 る 可ら す ◦吾人は 賴朝 や、 泰 時を 無視して、 鎌 倉 
時代を 知る を 得 可き 乎 Q 吾人は 信 長 や、 秀吉を 無視して、 元 龜天正 
の 時代を 知る を 得 可き 乎 ◦抑 ミ 又た 天智 天皇 や、 鎌足を 無視して、 
近 江 朝廷の 大政を 知る を 得 可き 乎 ◦大人 硏究 は、 决して 書生の 閑 事 


零に あらす 〇國 民を して 其の 大人を 知らし め 其の 大人の 大人 ブる 
所以を 知ら-しむる は、 單 6 國民 的自覺 心 i: 振起せ しむる に 止ら S る 
可し ◦吾人を して 英雄的 心事の 高潮に 達せし むる ものは、 唯 穴 其の 
英雄と 接觸 せし 〇 るに 在る 也 ◦是れ 國 史硏究 か、 大人 硏究 に俟 /a s 
る 可ら S る 所以 也 〇  , 

維新 改革 史は 、之を 單 純なる 歷史 として 硏究 する には、 餘ぅに 吾/ 
こ ^ 近す 〇 材料は 寧ろ 多き に 若しむ 可し 〇  § れ と冷靜 、詳悉 せる 比 
交 硏究に は、 餘 ぅに 其の 情 實の纒 綿す るを 遺慽 とす ◦然れ とも 若し、 
吾人に、最も必要なる國史の部分を擧けょと云は\、_武開_史に 
次き ては、 維新 改革 史を指 るを 得す。 何と なれは 維新 改革 史は 
吾 V こ、 接近した るの みならす、 明治の 時代 も、 之を 精確に 語らは 
維新 改革 史の 第三 篇に 外なら 3 れは也 ◦即ち 明治の 時代は、 維新 改 


革の 驚濤駭 波の、 橫 流し 來れる 後を 承け たる ものにして、 維新 改革 
史を .知ら 3 れは 、以て 明治の 時代を 知る 能は 3 れは 也〇 
顧みれ は 明治の 時代 も" 旣に 四十 年を 經たぅ 〇大和 民族 か、 世界 列 
强と"對等の地步を占む可き奮鬪は、旣に其の1段落を吿け /2 $0 
此れょぅ は 世界 列强の 一, 員と して、 國際 政治に 如何なる 活動 $: 爲す 
可き 乎〇是 れ實に 緊急の 問題 也〇而 して 之を 解釋 する の 任は、 實に 
現代の 壯 溝、 及 ひ靑 年に あ 6 ◦知らす 彼等は、 如何なる 準備を なし 
つ、 ある 乎〇彼 等の 責任は、 維新 改革 當 初の 先進 者に 比して、 果し 
て讓る 段 なき 乎 Q 然り 固ょぅ 其の 多き を 加 ふる も、 其の少 きを 減せ 
§ る 可し C 然も 彼等は、 其の 素養 ある 乎〇吾 人は 之を 思 ふ每 に、 J 
た ひは 喜 a"  I た ひは 懼れ 3 るを 得す 〇 其の 喜 ふは、 天の 大任を、 
明治の 志士に 與ふ るに あ ぅ〇 其の 懼 る、 は、 此の 大任を 負擔 する R 


二 六 

於て" 或は 少しく 怠る 所な き や 否やに &' う 〇今や 維新 改革の 急先鋒 
たる、 吉田松 陰、 橋 本景岳 等の、 其の 尊王 愛 國の碧 血を、 斷頭瘍 に 
濺き てょり、 五十 年を 經たう ◦吾人 か 少しく 彼等に 就て 語る あるは、 
此の 新時代に 於け る 新 要求に 應 する 所以に あら 3 るな き 乎 Q 
予は自 から 揣ら す、 如上の 理由を 以て" 其の 題目と して、 吉田松 陰 
を撰擇 したう Q 是れ松 陰 か、 日本 男兒 として、 多くの 黙に 於て 代表 
的 人物た るを 信す ると 同時に、 更に 多くの 勲に 於て、 維新 改革 時代 
の 代表的 人物た るを 認め たれは 也 ◦而 して 更に. 他の 理由 あう。 著者 
は 十歲內 外にして、 旣に 殉難 艸 、振 氣篇 等に ょ 6 て、 松 陰の 絕命辭 
等を 誦し 穴う 〇未た 二十 歲に滿 たす して、 留魂錄 、幽室 文 稿 等を 愛 
讀した 60 而して 明治 二十 五 年の 春、 吉田松 陰に 就て" 一塲の 講話 
をな し、 更に 千篇の 文を 作う、 之を 雑誌に 揭 け、 翌 明治 二十 六 年の 


冬" 初めて 『吉田 松 陰』 の 1 書を、 世に 公に * L たう Q 爾來 版を 改 むる 
凡を 十三 回、 而して 三 雨 年來、 殆と絕 版の 姿と なう ぬ ◦是れ 著者 か 
年少 氣銳の 作物と して、 聊か 慊ら 3 る もの あ $ しか 爲め 、特に 新版 
を 出た 3 しめ 36 しに 由る ◦然も 今や 松 陰 其 人の 五十 年期 R 際し、 
江湖の 松 陰を 知らん と 欲する 者、 漸く 多 § を 加 ふるに 際し、 此儘默 
止す るは、 甚た 初心に 負く 所 あるを 感す〇 是を以 て 之を 松 陰門 下 現 
存 者、 及 a 松 陰に 關係 ある 數君に 諮う、 琪新 たなる 談話と" 新たな 
る 材料と、 及 a 舊枒 料に して、 著者の 新たに 得た る 見解と、 而して 
最近 十六 年間に 得 / a る 著者の 意見と にょうて、 茲に 再 a 、 此の 主人 
公に 就て、 語らん と 欲す 〇著 者は 全き 松 陰を、 描かん とする 大望な 
し ◦又た 一 黙 半 點の 誤謬な き 松 陰を、 描かん とする 自信なし 〇但 た 
其の 日本 男兒 としての 吉田松 陰、 維新 改革の 卒先 者と しての 吉田松 


陰に 就て、 其の 面目の 一片を 發 揮す るを 得〇而 して 之 か爲に 、明治 
の 現 時に、 活ける 志士の 典型を 揭け 、現代 及 a 將來の 志士を して、 
少しく 維新 改革の 先進を 尙友 せし むる を 得は、 是れ 著者の 宿志 全く 
酬$ 72 りと謂ふ可き也〇 


誰 そ 吉田松 陰と ほ 

玉 川に 遊 ふ 者は、 路 、世 田ヶ谷 村を 經む ◦東京 城の 西、 靑山街 道を. 
行く 里餘 ◦平 岡逶逛 として 起伏し、 碧 蕪 疎林、 其の 間を 黙 綴し、 鷄 
犬の 聲扣聞 ゆ。 街道ょぅ 迂折 する 數百步 、忽ち 茅葺の 小祠堂 あぅ、 

嗟 呼 是れ吉 田 松 陰の 幽魂を 祭る 處〇 

祠 後の 小 杉 槍 尖の 如く、 森 然として 天を 刺す 〇 之を 徑すれ は、 幾多 
の 小 碑、 行儀 能く 屏列 する を 見る 〇 をの 左右に 在る は、 同志、 同 難 
諸人の 墳墓に して、 彼は 恰も 幽界の 大統領た るかの 如く， 其の 中央 
に 安 暇す。 數 株の 蒼 松は、 樱樹に 接して、 其の 墓 門を 護し？ 一個の 
花 崗石 鳥居は、 『王政 一新 之歲 大江孝 允』 の •字を 刻して、 長へ. に 無 
韵の悼 歌を 傳ふ〇 


三 o 

五十 年 前、 日本 國を 震動し" 且つ 震動の 本尊た る 松 陰 も、 今は 此ベ 
鎭 坐して、 靜か なる轉 となぅ ◦春雨 秋風 人の 訪ふな く、 _ 々たる 松 
韵は 、日本 男兒の 記念 / 2 る 櫻 花の 雪に 和して 吟し 〇  _ 々たる 蟲 語は、 
武藏 野の 原よ 6 出て、 原に 入る、 明月の 淸光を 帶んて _ ふ 0 
未 死の 幽魂、 尋ねん と 欲する も、 今 何の 處にか ある ◦請 ふ 吾人を し 
て 彼を 九 原の 下よ 6 起し、 少しく 彼に 就て 語らし めよ 〇 


吉田松 陰は、 關 原の 役に 於て、 西 軍の 殿將 として、 大 坂を 守り、 德 
川 氏に 向て 弓を 挽ける" 毛 利 家の 世臣な 彼は 杉 氏の 子、 33 て、 
叔父 吉田 氏を 繼 き、 祿五 十七 石を 食む 〇彼は 固ょぅ 徼祿の 士〇天 保 
元年 八月 長 門國萩 城の 東郊に 生れ、 安政 六 年 十月 國事 犯罪 人と して、 


江戸に 於て 首を 斬らる ◦をの 間 僅かに 三十 年 ◦而 して 彼 か 社 會に馳 
驅した るは、 嘉永 四年俟 駕に扈 して 江戸に 赴きた るょ §以來 、最後 
の 七 八 年に 過き す。 彼の 社會的 生涯、 此の 如く 短命な 彼 果して 
傅 ふ可& 咚の ある 乎 Q 
日く 然も 

彼は 多くの 企 謀を 有し" 之を 自か ら實 行す るの 機會を 得 3  & き〇彼 
の 歷史は 奮闘の 歷史な う、 彼の 一代は 多難の 一代な う〇 然も 特に 注 
目す 可き は、 彼 か 維新 改革に 於け る、 好箇の 急先鋒た る rJ と 是れ也 0 
若し 維新 改革. にして 傳ふ可 くんは、 彼 も 亦た 傅へ 3 る 可ら す ◦彼は 
恰も 難產 したる 母の 如し、 自 から 死せ うと 雖 も、 其の 赤兒は 成育せ 
う、 長大と なれ 60 彼れ 豈に傳 ふ 可ら S らむや 0 


三 11 

家庭の 兒  • 

長 門は 山陽の 西陬に 僻在す、 而して 萩 城 連山の 陰を 蔽 a 、 渤海 の衝 
に 當る〇 其の 地 海に 背き 山に 面す、 卑濕隱 暗 ◦城の 東郊は 即ち 吾 か 
松 下 村な ぅ ◦松 下の 村た る、 南は 大川を 帶 ふ、 川の 源、 溪間數 十 里" 
人 能く 窮む るな し、 盖し 平氏 遺 民の 隱匿 する' 處 ◦其の 東北 二 山の 大 
者は 唐人 山と 爲 す、 朝鮮 俘虜の 韵陶 する 處 。小者は 長 添 山と 爲 す、 

松 倉 伊賀の. 廢址な 6 0 山川の 間 A 戶 一千、 士 農在焉 、エ 商： 仕 •焉と 0 
是れ 彼か自 から 語れる 故鄕の 光景 也 ◦彼は 實に天 保 元年 八月 四日を 
以て、 萩 城の 東郊、 松 下 村護國 山の 南 麓に 生る Q 

彼の 父 杉 百合 之 助は、 敬神 家に して 忠摯 篤實 なる 循吏 なぅ き 〇彼の 
母兒玉 氏は、 賢に して 婦道 あ 姑に 事る 至孝、 子を 敎 ふる 則 あ 


仁恕 勸儉 、稼 穡の勞 に 任し、 自 から 馬を牧 する に 至る 〇甞て 彼女の 
寫眞を 見る に" 豐頋 、細目 〇 貞淑、 溫 厚の 風、 藹 然として 掩ふ 可ら 
さるもの あ 60 母の 兄弟に 竹院和 尙あ う、 鎌 倉瑞泉 寺の 方丈に して、 
圆覺 寺の 第一 座を 占む、 學殖德 行 衆に 抽んす ◦父の 仲 弟に. 吉田大 助 
あ. CN、 即ち 松 陰の 養父な 60 彼れ 剛正 にして 夙に 大志 あう 〇經史 を 
精硏 し、 一 5a を爲 さんと 欲す ◦瘍を 病み、 S から 起た 3 るを 知へ 
異藥を 郡け、 從容 自若と して 死す 〇歲 二十 九〇其 の叔 弟に 玉 木 文 之 
進 あう" 硬直" 廉幹に して 民政に 達す 〇松陰 幼時の 師は 、則ち 彼な 
3 ◦明治 九 年 前 原 一誠の 亂 、門人 數輩 之に 黨して 死傷す 〇彼 慨然と 
して 日く、 是れ 平素の 敎育 、其の 宜しき を 得 3 るの 致す 所な う ◦何 
の 面目 あうて か、 父兄 R 對し 、且つ 子弟を 敎 へん やと 。 先塋の 則に 
自殺す、 行年 六十 七 〇 


三 四 

彼の 一家、 友愛 輯睦 、忠誠に して 勸克 ◦其の 父 若く は 叔父の 如き、 
公衙 ょう 歸れ は、 直ち R 田圃に 耕 耨す〇 松 陰の 幼き、 書を 挾ん て瓏 
上に 讀み .、義 解せ 3 る あれは、 直ちに 圃 間の 父、 若く は 叔父に 就 S 
て 之を 質せ^ N と 云 ふ Q 

彼の 尊王 護國の 志氣は 、特に 其の 家學の 祖師 山 鹿 素行に 負 ふ 所 多し G 
彼の 幼き や、 土塊を 以て 宮闕の 狀を爲 う、 日く 是れ織 田 信 長 か 禁裡 
の 荒廢を 修繕した るに 擬 するな うと 〇 彼の 刑に 就かん か爲に 、江 都 
に 檻 送 せらる、 や、 彼自 から 懷を賦 して 日く、 〇 平素 趨 E 違， ill 海： ■斯 
行獨識 慰 M 君： 耳存 文政 十 年 詔。 口 熟秋洲 一首 文。 小少 尊. 攘志 早决。 
蒼 S 馬 情 何 紛❼溫 淸剩得 留_1 兄弟 一 直 向 m 天 I 掃 = 怪雲 1 』。 秋洲 〗首 文 
とは 玉 田 氏の 『神 國由 來』 の 1 書に して" 其の 劈頭には、 『大日 本豐秋 
津洲 は、 神の 國 なう Q  @ の國と 申す は、 天地 開く るの 初 神 現 はれ 1 

v 


し t 1』の文ぁ.パ .° 文政十年の詔とは 將 軍家齊 S: 、 太 政 大臣に 壬 
し 給 ふ 詔書に して" 其. 文 左の 如し 0 

詔  不 fe fe。 則勸善 之道敏 焉 。不 If K 貝。 則 報 功之 典廢矣 。征夷 
大將軍 源 朝臣。 1 乳 鎭， ra 方： 文覃 ，萬 方 一久 ^ 爪牙 之 職 一重 荷 肱 之 
任 ~ 濟黎 民 鼓腹 之樂一 無：： 蠻夷 If 夏 之 患 1 朝家 益 安。 海字彌 平。 曩 
新-一宮 室； 規模 復 wn。 交修 ，政典,祭祀興 )1 。其德宏大。其功豐！。 

已 P 武備 重職 ( ' ^ 加，， 文事 尊官 一. 今 住 ± 政 大臣 -0 宣賜 fe 右近 衞府生 
各 一人、 近衞四 人、 隨身兵 仗， 焉 。式 表 ^ 績フ 普吿关 下) ^ 押 朕 
意： 主 若 施行。 

當 時家齊 父子 坐から 此の 優 詔を 拜し 、自 から 入朝して 之を 奉 謝せす 0 
彼の 父 沐浴 衣を 更ベ 、遙に 京師を 拜し 、泣て 日く、 王室の 式微、 武 
R の 跋扈、 終に 此 it 至れる かと。. 彼は 此の 如き 氛圍氣 の 裡に敎 育せ 


琴" 

られ た う 〇亦： た 以て-家 '庭 敎 W の  一 ■を 知纟 

彼の 家は 松 下衬 中に あ 3、 其の 幼時 嬉戯す るは、 其 0 兄妹 あるの み。 
彼 ば實に 家庭の 溫 .かにして、 剛健なる 大氣 中に 成育せ う 〇彼か 死 斤 
抵る 迄、 其の 父母に 對し ては 固ょ^ V、 其の 兄妹に 對して 、掬す 可き 
友愛の 深 情を 湛 へたる は、 單う 其の 天禀‘ のみに あらす。 

彼は 實に杉 氏 家. 庭の 兒 也。 其の 義勇 公に 殉する 公共心、 其の ® 王 護 
國の志 氣 、.其の 至讓に して 自 から 欺か S る 精神、 皆な 荒 村 老屋の 中 
に 磅 1 i したる、 家庭の 感化 中ょう 得來 6 たるを M ふ 可ら す 0 

〔註〕 松 陰の 父 百合 之 M 常道、 恬 齋と號 す、 家 貧* U して 勤儉の 家風の 中 1. 
成長せリ0六歲の時'父(即ち松陰の祖父七兵衛常德¥.年ぱかり江戶在勤を 
命せられ、 母親の 手 一とつ に 育てられ、 自然 幼少 家事の 手薄な とし 
て、 ますます 勸儉 •の 風 ^ 養成せ り 0 

其 父 常德亦 勤儉の 武士 1. て、 且讀 書か 好み、 江戸 在 ! t 中 じはく 國 ■許の 


子供の 爲め ，レ 書 4-. 下せ ゅ。 曾て 『五經 圖酶』 な 下せし 時、 常道は 喜 ひに 堪ヘ. 
す、 爾 '後'  生： 涯此 .書.' 4. 座'  右’ に“'  當時の 喜 4.. 回顧せ リ。 

廿 一歳、 父 死して 相續 す。 

家 貧 1: して 奪ら 農業 ^ つとめ f: り、 然も 其讀 書を 嗜むの 深き、 米 春く 時 
は スが V 木！： 一 棚. 4. 架し、 之 1 r 書を 載 tf て 来’ ^ # きく 之： 讀み 、畑！- 1 出 
て、 も哇の 草の 上 Li 置 吾て、 !». さへ あれ (t 即ち讀 •め 90 

其の 如く 好む て讀む 所は 玉 田氏務 『神 國由 來』 、『文政 十 年 二 ; 1 十六 日 詔』、 會 
澤の 『新 論 一の 寫本、 茶 山、 山陽の勤王 » 史等の諸詩文、分けて山陽『楠公墓 
下 詩』 なと 1: て、 日々 二子と 米舂 畑、 >  ちの 片手に 自から 之 ^ 誦し、 亦 其 二 
手 (松 陰 兄 第 也.) r- II せしめ T: り 〇斯 すること每.日少しも_はらす、例刻11 
到り 来 # 塲の邊 Y  田畑の ^ 1- 琪 々の 聲閗ゅ れ ば、 弟 玉 木 文 之 進 (松 陰の 叔 
父 也〕 像 LL 笑つ て 日く、 『ャァ ま ?: 兄 §んのか始圭つれ』と0 

常邀の 勤勉なる は 訊 列 も 0-. なり、 異 B ■久 阪義胁 其 家 !: ある數 月、 主人な 
評して 日く 『衣 今斯 .る 勉强 家な し』 と 〇  常 •し 無用の 談話を 避け、 松 陰 兄弟 L1 
向 ひても 『話す 暇 かもるなら 本な 識 V) 』 と、 常々 戒め ?: り 〇  後 仕官して 家計 
檢 豐かな る Li 凱つ て も、 自ら 奉す る J 極めて 薄く、 魚肉 終 Li 膳 ^ 上る も、 

m 七- 
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垒 か 改め 禮せ され (t 食は す、 而して 貧を 救 ひ 人 ^ 濟へ ろ續 •親る 多し 〇 
玉 木 文 之 進、 常德の 二 男 常道の 弟、 松 陰の 叔父 0 

勤儉 兄 1- 過き S 位の 男 1- て、 經學 U 通し 能書な リ 〇兵學 を 研究し 四萍砲 
術を. 研究せ リ〇  併し 大の和 流 砲術 熱心 Li て、 和 流 It 十分 西泽流 LL 敵す る 
に 足る と 1K ヘリ 0  平生 水戶學 薇 の 諸 書を 愛 讀 し、 就中 『靖献 遺言』 4» 尊 
奉し、 毛 利 公 又り も 『尊 纏の 大義 ^ 磘 守し….』 の廉 4- 以て 賞 賜 4» 受け t: り 〇 
曾て 代官 ?: りし 時、 昔 橘 莨 基 か 五國守 となりし 時、 其の 處 1 の 秘訣を 述 
へて 『百 術不如 一淸』 と〗 K へる をと リて 、『不 如 一淸』 の 四 字を 刻し r: る 印 4* 用 
ひ、 淸廉 4» 以て自からも期し人11も許され ?: り0藩主ふり賞賜あれは、 
部內の 堤防 1- 用 ひ、 貧民の 肥料 培養 等の 用 II® し、 種々 仁政の 蹟ぁり 0 
茧 木と 其 姪 松 陰 0 關係縿 深厚なる は、 左の 一詩^ 見 S も 知る 可し 0 

明治 辛 未 三 歲、 距二音 姪義 S 致 レ 身 T  巳 十三 年 矣 、其 間 風雲 屢變、 

不 レ 能 レ 無 レ It 二 然于中 懷一焉 、十月 某 B 乃 其 忌 辰 也、 祭 而告レ 之 一 K、 

玉  木正韫 

於 レ テ 可レ爲 籀且爲 。丈夫 本領 自如 レ斯。 IH 名 明 分 心 曾 信 ◦尊 夏 攘夷 義豈 疑。 
世事 紛紜長 慨嘆。 人情 浮薄 日 推移 Q  知不十 有 三年 後。 須鈍 侬然獨 守レ癡 G 


每 


彼は 亦た 時勢の 兒なう ◦日本 國に 醞釀釀 酵した る大氣 は" 遂に 彼 か 
如き 人物を 生して、 彼 か 如き 事業を 行は しめたう 0 
吾人は 時勢の 槪 括的觀 察を 爲 る 可ら す〇而 して 之に 先ち て、 更 
に 其の 淵 原來歷 を詳に せ S る 可ら 3 るの 必要を 感す Q 

氺伞*  本 * 染卑 

人に 百 歲の壽 なく、 社會に 千载の 生命な し。 流石に 社 會的經 綸の神 
算鬼エ を 施した る德川 幕府 も、 定 命の 外に 出つ 可ら す〇二 百年の 泰 
平は 德川 幕府の 賜物な う、 •而 して 德川 幕府 も 亦た 其の 泰平の 爲に倒 
る 可き 數を擔 へう ◦生產 的 進步は 、爭亂 の 時代と 幷存 せす、 天下 泰 


00 

卒ば、 武備 機關の 制度と 兩立 せす ◦今や 武備 機 關の聲 頓 は、 其. の 生 
存と雨 立せ さる 卒和を 齎らし 來れ 丽して 平和は 何物を 齎らす 0 
平. 和 & 當の 使者な  富は 進步 せう、 非常に 進步せ {、而 して 其の 
.富は、 皆な 封建 武士 B 外の 富な うき 〇平 和は 富の 生產を 齎らす のみ 
ならす、 亦た 富の 快樂を 齎らせ 6 ◦當の 快樂を 齎らす のみなら す、 
亦た 富の # 拜を 齎らせ {◦封建 武士を 中心として 組織し * る 社會、 
:焉ん を此 に. 到うて、' 其の 中心黯 の 傾斜せ 3 るを 得ん や Q 
封建 武士は、 餘所の 花を 傍目に 眺めて 暮らす の 外、 別に 妙手 段 もな 
し〇彼 等の 世祿ば 依然た う。 社會の 生 fg は、 駸 々乎と して 進步 せう 〇 
今 ば. 誇： 方な し、 唯た 借金の 一 あるの み ◦借金の 向 ふ 所 天下に 敵な し。 
堂々 たる 十 萬 石 以上の 城 持、 國 大名 か 頭を 垂れて、 大坂 商人の 憐み 
を 請 ふ も、 亦た 氣の # なら f や〇 下の 上に 做 ふ 更に 甚し & もの. あり、 


ン封篥 ± 族. 0 '窮 ^ は：勢ひ止むを得さると知るへし〇.看ょ德川氏瓦解 
に：際じ"旗卞'の士にして、 御藏 元 •に 負債し / 2 る總 高" 殆と 一千 萬圆 
に 上^ CS しと 云 ふに あらす や。 富の 進步は 、武士‘ 0 窮迫を 意' 味し、 窮. 
一迫！！ 借金を. 意味 t、 借金. は 武士の 社 會に 於. ける 勢力の 失墜を 意味す 
，况ん や 平和の 時代. に 於け る 武士は、 山上に 於け る 船頭の み ◦失火な 
き 時の 消火 夫の み ◦寒中の 永 塊の み。 炎 一 暑の 綿 衣 •のみ。 獨り 其の 無. 
.用た るを 證す るの みならす、 亦た 一種 不能 力なる' 符號 を帶ひ 、何と 
なく 社 會 嘲笑の 資料 / 2 るに 過き 3 る も 0 なくん ti あらす Q 彼等 か 『腰 
の 朱 輪は、‘ 伊達 tc . lt 差き ぬ J と f 吟 しつ ゞ 、.大道' を li 
啓の 直'. 覺的 本能は、 旣に 冷眼 もて 無用の長物た ると を 看破した る や 
知る. 可—. の' み、 况んや 二百 年の 泰平は、 ' 彼等を し ' £ 、 # 0 生えた る 御 
姬樣た らしめ たるに 於て、 を や。 1 言す' n は、 彼等は 武士の 習練を」 去. 


四 n  i 

$ て、 武士の 外貌を 存した 30 武士た るの 實力を 棄 て、、 武士の 虛 
名を 擁した う ◦完備せ る 封建制度は、 平和を 來じ 、平和は 封建制度 
の 凋落を 來す〇 

a つ 平和の 社會に 於け る 唯一の 衛生 法は、 總ての 者に 向て 自由 競爭 
を與 ふるに あう ◦而 して 封建 社會は 世襲の 社會に して、 自由 競爭と 
雨 立せ す。 試に 思へ 封建の 創始に 於て は、 十 萬 石の 大名は、 自か ら. 
十 萬 石の 實力 あう。 千 石の 侍は、 自 から 千 石の 實力あ 3 ◦實 力と 地 
位とは、 槪して 其の 平衡を 得た るに 相違な く Q 約言 すれは、 比例 的 
平民主義の 行は れ たるは、 爭ふ 可ら 3るの事實と云は‘さるを得.す0 
然れ とも 豪傑の 後、 必 すし も 豪傑なら す、 勇將の 子、 必す しも 勇將 
な^ 〇す〇 剛健 忠武 、敵に 背を 見せ S る 參河武 土の 末、， 必ずしも 參河 
武士なら す〇 時と 俱に 人は 變 し、 人と 俱に 其の 位地と 實 力とは 相 ひ 


逆行し、 遂に 全く 顚倒 する に 到る 〇  , 

今や 武備 機 關に據 {て 立ちた る 封建制度 か、 其の 最も 不利益なる 平 
和の 時代に 於て、 平和 社會唯 f の 衛生 法た る 自由 競爭を 禁し て、 尙- 
ほ 二百 餘 年の 生命を 保ち / 2 るは 何を 〇 吾人は 其の 理由の 重なる 者と 
して、 『株』 の賣 買、 『獻 金』、 及 a 養子の 制、 而して 忌む 可き、 惡む可 
き贿賂 を數へ 3 るを 得す 0 

富の 勢力は、 槍先 功名 まても 侵 かせう ◦功名の 記念 / 2 る、 封建 武 ± 
の世祿 も、 其の 末世に 於て は、 一種の 株式と なう、 賣買 せらる V に 
到れう、 今日に 於け る有價 證券 同樣に ◦特に 獻 金3 へ すれは、 その 
金高に 相當 する の家祿 、格式を 附與 する の 制すら 出て 來 {、 をの 狀 
乃ち 海防 費獻 金を 募て、 位階を 賣 るか 如き もの あう き 〇或 物は 皆無 
に 優る ◦自由 競 爭の餘 地な く、 四 門を 閉ちて 籠城し、 永年 作う 附け 

四 三 


四. 四 

の 封' 建 社#. it 於て は、 新 分子を 注入し、 新 要： 素を 與ふる もの、 斯の 
賣祿買 株の 管 樋を 通して 來る も、 亦た 已む 可ら. S るに あら' す や C  : 世 
襲 制に 於て は、： 養子は 實に缺 く 可ら さるものな も 苟も 相續. 者な く 
ん' は、 家名 斷絕 、遺族 離散の 恐れな くんは あらす。 故に. 斯る塲 合に 
於てば、 養子 制は 便宜の 制の みならす、 必然の 制と 云は § る 可ら す 0 
而して 此の 養子 1 を、 動 も. すれは. 枯死 せんとす る 封建 it 會に 、新活 
力を. 與ふ る a なる 要： 素 たれ ◦試に 思へ 封建 社會に 於て、 凡を 明主と > 
稱し賢 君と' 唱へら る、 もの、 槪して 皆な 養： 字なら さるは なきを 〇德 
川 泰平の 英主 _ 吉 、德川 中興. の 主 八 代將 .軍 吉宗 、德 川最. 後の 將軍慶 
喜、水戶烈.公、德.川，時代第一,の、賢相松 ¥ 定.信、林家中興の林衡、上 
杉 鷹 山 公、 細 川靈感 公、 毛 利英 S 公の 如ぎ、. 近くは 井伊直弼の 如き、 
、皆な 養子たら _ る ばな し。 彼等 K して 他の 家を 繼 かすん は、 終身 部 


屋 住、； 若く は 小身に 止々、 碌々 として 世の 下た 卿と な {、其の 姓名 
5r: M 史 に 留む'苛ぐもあらす。乃ち知る養子の制は、位地と實力と，顚 
.倒しつ、 ある. 封建 社 # に 向て、 幾分 か 其の 平衡を 恢復せ しむる の、 
若く は 不平 均を 甚しか ら 3 らしむ るの 効用 あ 3 し 乙 とを。 

贿勝， に 至-^ ては、 其の物 自身 旣に 罪惡 なれは" 吾人は 敢て 之を嘉 尙 
せんと 欲せす 〇然れ とも 四角四面、 慣例 格式の. 定 ぅたる 社會を 活動 
せし むる 積 杆を 求めは、 吾人は 猶豫 なく 指を 賄賂に 屈せ すん は あら 
す。 罪惡も 時に 取 3ては、善効を生する、猶ほ荆棘の蔓に葡萄を穫 
るか 如し Q 甞て藤 田 東 湖 か、 幕府の 能吏 矢 部駿河 守との 對 話を 記し 
た. るを 見る に 日く、 

矢 部 余！ T- 謂て： m く 足下は 川路 三： 左 衛 門に 親し さ i し 川. 路 又 (t 岡 本忠： 次郎 
r な •.といへ 名 も： の It 元'.. 來 勘定 所 ムリ 出身せ り 勘： 定：所 ，の 人々 才力 4- 以て 出身 
- t •ろ ® 合 ゆ 乎 III 路岡本 何れも 其.. 跡 立派な リ某 It 二 兀來三 百 俵の 御 XII 士  i  y 
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カク 吏て じ 出 i3 し r: る It 才力 1- あら t 皆 賄賂を •以て 致し n る i i: 大方 
の 嘲り も あらんと 思 ふな リと語 れる 風情サ スが 1- 取 飾な く且 It 英雄の 氣 
象 ありけ る ゆ ^ 彪答へ ける (t ィカに も老 兄と 川路 等と ! 1 出處 同し. から— 
ろ© s ^ 出 J の 相違 も あるへ く贿胳 4» 以て 出 葛す る It 元 ふり 譽へき 6 にあ 
ら されと も rs 、 lL 1 つの 說あ y 全く 身 家の M - 4* 欲し 富貴 逸 樂 4> 藉 はんと' 
て 贿賂を 行 ふ も あり 又恬 » 無爲 1- せは 終 5 無 聞の みならす 上の 爲 K 心 力 
^ 盡すを もな し 得す サラ パ少く 道 ^ 抂ても 當路へ 出 •、 國 家の 爲 ^ 力 ^ 盡 
し 名 4» も 後世に あけ まほし 吾に て 自ら 進て 求る 人 も あるへ し此 二人は 跡 
同して 志異匁 リとい ふへ しと 申しければ 矢 部 も 欣然と して 喜 ひけり この 
S 川路 か 所謂 小韓信 小寇萊 といへ るに 的中せ り胯 下の® を 忍ん て 天下に 
大功 4> 立てん と 思 ふ 心 洞察す へし 

惟 ふに 是れ 唯 / 2 一例の み 〇高材 逸足の 士 、出頭の 地を 求めん と 欲す、 
萬 一知 己に 遭 ふ、 或は 可な {◦若し 遭 ふ 能は すん は、 彼等は 利器を 
抱いて、 拘文死 法の 中に 宛轉た ら 3 る 可ら す〇 賄賂 ZL を是 時に 於て 
彼等に 自由を 與ふ可 けれ ◦蓋し 自由 競 爭禁斷 の 社會に 於て は、 贿賂 


は實に 自由 競季の 名代と なる 塲合あ $ と 知らす や c 
皰 の 三者は" 積極的に 於て、 封建 社會に 新奇なる 元氣 、活動、 刺激 
を與 へ。 消極的に 於て" 封建 社 會の 敵た る、 世襲 以外の 智勇 辯 力を、 
封建 社 會に吸 集して、 其の 反抗の 精神を 減殺し /2 る もの なれは ◦封 
建 社 會の 主灌 者は、 fe 三者に 向て、 深く 謝する 所な かる 可ら す〇天 
下泰毕 の 時に 於て、 德川 幕府を 擁護した るは、 參河 武士の 典型た る 
大久保 彥左衛 門の 子孫に あらす して" 寧ろ 賂賄 若く は 養子、 株の 賣 
買な-^ とは、 頗る 驚 怪の極 なれと も、 事實 は决 して 之 1: 否定す る 能 
i  S る 也 C 

然 ぅと 雖 以上の 三者は" 自然の 經濟 ょぅ 發 生した る、 封建 社 會の自 
療法に 過き す ◦此の 自 療法 あるか 故に、 封建 社會の 萬歲を 期す 可き 
にあら す 〇實力 ある ものは 千に して" 養子と なる ものは 一、 出身を 

四 七 


■ 

希 ふ ものは 萬： にして、 贿賂茬 くは 『株』、 或は 『獻 金』 にょぅて" 其 0 
志を： 達する ものは 十。 乃ち 富の 勢力 か、 一方に 於て 封建 社會 を # み 
つ、. あるに、 他方に 於て は、 封建 社 會は 其の 活力を. 失 ふて、 旣に祜 
死 せんとす 〇單 々活力を 失 ふの みならす 〇社會 の精粹 は、 漸く 封建 
社會の 外に 集 3、 智勇 辯 力は、 ^ に 封建 社會の 敵と なぅ、. 封建 社會 
は、 其の 中心 黯を失 ふて、 漸く 傾. S せんとす 〇是 れ實 に * 曆明 和の 
際に 於け る 社 會の情 態な- ON とす 0 

社 會の情 態 此の 如し ◦外交問題 激起せ 3 る も、 到底 變革は 免る‘ 可ら 
3 る 也〇而 して® it 甚 しきもの あ 3〇精神的改革 0) 、冥默の中に成 
就せられ つ、 ある 乙と 是れ 也 〇 

尊王の 精 藤は、 大和民族 成形の 當初に 淵 M す 〇然も 中間 武臣 政權 を. 
執 3、 其義晦 沒 する 「日に あらす 〇其の .忠義を 以て、 個人の 匱 條と 


なし、 社.. 會の： 生命と したる は、 德 «1 時代.を以て"其の最と爲す0 
條：の 尾 足 利の 首に 於 七は.、 『天皇' 御 謀反』 の 新 熟語 も 出て 來 6 たう^ 一。 
德.川氏に至一うては、人と人とを、信(念の大本たる理を以て繫¥、忠 
義 なる 文字 一に、 大義名分て ふ 力 ある •哲理 的の 解 釋を應 用した う ◦從 
來孝を 重ん して 忠を輕 ん したる 儒敎 も" 德 •川 氏の 天 T を 取る や、 其、 
の 社 會の情 態に 順應 し、 專ら忠 を 重ん し、 君臣の 分 •日 星の 如く 明ら 
かに〇臣の宭に事ふるや、其の情_、.若くは利.害の爲' 0 みなら'す。 
實に fe として 君 R 事 ふ 可き" 神聖' なる 義務 あ ムとな せう。 彼の 動 も 
すれは 沙上に 偶語し、 劍を按 して 其の： 君主 lr 迫らん としたる 勇夫 健 
卒も 、何時の間にやら、 君臣. の： 大義： に 支配せられ、 從順な る 良臣と 
な$了れ$〇德川氏の天下を治めた：る、文敎の力與$て大ならすと 
せす。 寧を 知らん や、 斯の 文敎 なる もの. は： 封. 建. 制度を 寸斷 する危 . 

四 九 


北 


險 なる 分子を、 其の 中に 含まん とは ◦英雄 遺 算あう Q  土 蜘蛛の 巨人 
たる 家康 斯る 意外の 事 迄は、 思 ひ 及は S  3 しを 遺憾なる。 

火 把を 握れば、 火遂 {-C 其の 手に 及 ふ、 然う思 の 外 殺 急に 及 a 瘃 れ 务〇 
饴夷傳 を 讀て 感激した る德川 光 @1 の 如きは、 劈頭の 豫言 者に あらす 
や 〇、 彼れ 英邁の 資を以 て、 親 藩の 威望を 捺 し、 其の 直截 的 哲理を 鼓 
吹す、 天下 焉を風 靡せ § らん や。 尊王の 大義は、 元 和偃武 未た 五十 
年なら 3 るに、 德川 幕府 創業者の 孫た る 彼の 口ょう 宣傳 せられぬ 0 
世に 畏る 可き は" 豫言奢 也 Q 彼等は 其の 周圍に 何の 頓着す る 所な く、 
興の 見る 所 直に 之を 語う、 其の 語る 所 直に 之を 行 はんと t し 彼等 0 
身 即ち 社會 不調和の 宴 素に して、 彼等は 如何なる 時世に 於ても、 社 
會の治 安と 相容れ 3 る 厄介物な う 〇切言 すれは、 彼等は 變 動の 卵子 
な々。 經世 家は 然ら す、 時勢を 觀 、人情を 察し" 如何なる 塲 合に 於 


.て も、 調子外れの 事を 爲 3 す ◦其の 運動 豫算の 外に 出て す、 其の ft 
、算 成敗の 外に 出て す 〇  S れは 彼等は 畏る 可き 大力 量 ある も、 殆と畏 
る 可き 運用を な § ，す〇 故に 畏る 可き は ビス マ I クに あらす して、 ル 
I  y  I it あ^ NQ ハン ブデ ン に •あらす して ミルト ン R あう . 〇 松 平樂翁 
にあら すして、 山 崎 闇齋 R あう 〇島 津齊彬 にあら すして、 吉田松 陰 
にあう 。彼等は 其の 力 * に 比較して" 動％ すれは 大 なる 出來 事の 張 
本人た 3 ◦何と なれは、 其の 結果に 頓着せ すして、 其の 前提ょう 奮 
進 すれは 也 ◦所謂る 靑矢に 霹靂を 飛し、 平地に 波瀾を 生す る 者、 實 
に 彼等の 仕業と 謂* は 3 るを 得す ◦德川 時代 豈に其 人 無らん や。 

文敎 を楣 として 天下を 治めん とし * る德川 政府は、 早く も 文 敎を箭 
として、 己に 向 a 弓を 挽く ものを 見出しぬ Q 山 鹿 素行を 見す や、 山 
崎 闇. 齋を 見す や、 淺見 綱齋を 見す や、 竹內 式部を 見す や、 山 縣大贰 

五一 


を 見す や、. 高山 彥九郞 を 見す や 〇其他 若し、 浮浪、 兵學 家、 儒者の 
徒' H 就て 之 : 1: 尋ねは、 變 動の 卵子は、 恰も 海濱の 砂礫の 如く あ' らむ〇 
彼等 豈に物 ffl 徠、： 源 白. 石、 中 井 竹 山、 e) 如く、 實際の 曲折に 應 して、 
論理を 作爲 せんや 〇彼 等は 忠義の 前提ょ 3 して、 遮二無二、. 論理的 
必然の 結. 論た る 尊王 賤覇 R 到 著せ すん は、 休せ S る 也 ◦尊王 賤 « 尙 
ほ 可な々 Q 彼等の 或 者は 遂に 幕府を 倒して、 王政 R 復古せ んと欲 し、 
丰に 唾して '® 亂の 風雲を 飛は 3 んと "試みた る もの すら あぅ さ 0 純 
理的 哲學 7P、： 冷酷なる 論理の みならは、 すだし もの 乙と なれと も。 
其の一た；3宗敎的熱氣と觸る、に至$ては.、實に甚た畏，る可さもの 
なから す Q 是の 時 (C 於て は、 恰も 酒 右 酸 水 (C 重， 曹達， を投 する か 如く、 
忽然と して 沸騰し 來るな .ぅ ..0 而 して 德川 時代に 於け る 純理 的！ I 敎は、 
单 くも 神谨 :i 抱 合し、 尊王 賤覇 、大義名分、 倒幕 復. 古、 祭政一致 © . 


理想と 聯 亙す るに 至れう ◦水 戶の 如き も 光 园の當 時ょ {、. 早く も 其 
の 臭味を 帶 ひ、 後世 水 芦 派の 豫言者 藤 田 東 湖に 至. cn ては、 『 P 古徵 xr 
.闡 -I 明 本朝 神聖 之 大道 J と 叫 破せ う 〇是 れ豈に 儒敎と 神道との 化合し 
たる 鐵案に あらす や。 山 崎 闇齋 か、 吉川 流の 神道を 儒 敎に應 用し、 
自 から 垂 加と 號し たる か 如き、 亦た 以て 其の 系統の 如何を 察す 可し 〇 
若し 夫れ 山 鹿 素行に 至うて は、 『中 朝 事實』 二 卷を 著し、 世界に 於け 
る 口 本 中心 主義、 日本に 於け る 皇室 中心 主義を 闡 明し、 痛快 剴切、 
餘 力を ^ す 所な し ◦其 言に 日く、 『布 土  (日本) 之 水 土 卓 W 於 萬 邦 -- 0 
而 人物 精，， 秀于 八紘？ 故 神明 之洋 々。聖 治 之 緜々 。煥乎 文物。 赫乎武 
德 。以 可^^ 天壤 ，也』 と ◦誰か 謂 ふ 尊王攘夷の 議論は、 嘉永 安政の 產 
物な $ と 〇  . 其の 社 會の活 勢力と な {たるは、 或は 然らむ 〇然も 其の 
觀 念の 由來 する 所、 此の 如く 其れ 深く して 且つ 遠き を 知らす や 0 
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五 四 

.儒敎 思想は 神道 化し" 國體 化し" 若く は 日本化し ◦日本化の 極は、 一 
種 尊內卑 外の 感性を 喚起し、 後來 攘夷 的 運動の 伏線と なう ◦大義 名 
分立、 何となく 幕府に 對 する 敵愾心の 標幟の 如く、. 今は 旣に冷 硬な 
る 理窟に あらす、 觸れは ■將に 手 ?: 爛燒 せんとす a 、 宗敎的 赤熱を 帶ひ 
'來れ う。 試に 思へ" 淺見 綱 齋か四 尺の 大刀を 橫へ 、其の 刀身に 『赤 
心報國 J. の 四 字を 鐫 6、 『予は 足關 東を 踐 ます、 時 あうて 機を 得は、 
義兵を 擧けて 王室を 佐く 可し』 と 慷慨し、 『菊 水の 旗、 天誅 惟れ 揚力 
う、 櫻 井の 書、 世 綱 以て 光る』 と 悲歌した る當 時の 心事を ◦意氣 堂々、 
幕府を 吞む ◦彼は 旣に 一個の 儒 f 的哲學 者の 範圍 ょうして、 改革 ^ 
豫言 者の 或に 飛 CA 進みた る 者 K あらす や ◦彼の 著書 『靖獻 遺言』 の、 如 
可に® IF 政府 顚 覆に 與 3 て、 力 あ 多し は、. 其の 彼ょう も實行 的なる 
，改革 家 竹內式 部 か、 罪 案には 『靖獻 遺言# 堂上 方へ 致 講談 候』 と 特筆 


せられ Q 經世家 的 儒者 中 井 竹 山 か、 山 崎 派を 排斥して" 竹內 式部の 
事例に 及 CA 、 『靖獻 遺言を 主張し、 臂を攘 けて 橫議 し、 目前の 大 害を 
引出し 候』 と掊 撃し / 2 るを 見れ は、 以て 其の 如何 R 大なる 感化を、 

當 時に 與へた るかを 知る に 足らむ Q 

尊王の 哲理は、 旣に 『辱な 3 に 淚乙ぼ る k 』 宗敎心 と I 致せう 〇而し 
て宗敎 心は、 人間 最大の 運動力た る 利益 心と 伴 隨し來 る ◦改革の 精、 
神は、 更に 萬 ® の 油を 注 かれた^^ 

多くの 塲合に 於て" 『自己』 は、 人類 運動力の 中心 點 たう ◦或 者は 最 
初に 『i! 己』 を 以て、 運動の 發足黙 となし ◦或 者は 最後に 『自己』 を以 
て、 到著熙 となす 0 をれ 封建 世襲の 社會に 於て、 所謂る 天の 秀 傑な. 
る 智勇 辯 力 ある もの、 何の 地に 向て 其の 驥足を 伸ん とする ◦『株』 を 
買 はんか、 養子に 行かん か、 賄賂に ょうて 身を 立ん か 〇 是れも 亦 / 2 
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五六 

限ぅ あぅ ◦限 6 ある 0 地に 向て、 限 3 なきの 欲望を 充た 3 んと欲 1、 
抑 ミ 亦た 難から す や ◦彼等 一は 必 すし 毛 名を 成し 功を 遂 るの 一念ょ 5 
して、 王政復古の 急先鋒と ならん とせ S る 可し 〇然れ とも 人の 無意 
識 的に 〔自家の 便益なる 方針に 向 V 動く は、 猶 ほ鹿か 溪水に 向て 動 
く か 如し Q 人は 自家の 利益 R 向て 進み、 自家の 禍害に 背いて 走る。 
况や 草# の 中に 蟄伏し •超 世の 奇才を 懷き 、雄氣 勃々 として 禁 する 
能. は 3 る ものに 於て を や ◦所謂る 智略 人に 絕 つ、 獨 6 身な きを 患 ふ 9 
其の 1 死を 賭して、 雲 蒸龍變 、成功を 萬〗 に. 僥倖した る、 亦. た宜べ 
ならす や 〇又た 况や 之を 鼓吹す るに、 忠義の 精神を 以てし" 之を 刺 
激 する に殉 節の 大義を 以てする を や ◦竹內 式部、 山 縣大貳 、高山 彥 
九郞の 徒、 則ち 是れ 也〇 

彼等の 多くの ものは、 其の 新 天地を 文 學界に 求めた . 而して 文學 


者と して、 當 1H: の叔孫 通と なう しもの、 亦た 尠からず 〇然 とも 其の 
多くの部分は、書を讀むは憂患の初てふ眞迦を、我か.身に實驗し、. 
家に 一日の 糧な くして、 心に 千古の 憂を 懷 く？ 其の 萬 葉の 古文 辭ょ 
う、 王 代の 政 刑律 令に 及 a 、 古事記ょう 王 代歷世 の史に 到う、 其 他 
歌詞 雜文 の學 ょう、 延 s 七 所謂る I 種の 神 典に 及 ふ 迄 ◦彼等 か 探 討 
讅 索の 結果は、 復古 的 改革を 激 成す るの 媒介たら 3 るは なかり き。 
夫れ 海 內の 文章は 布 衣に 落ち、 布 衣の 文章は 復古 的、 改革 的 思想を 
鼓吹す 。彼等の 或 者は、 自から 其の 然るを 覺え すして 然 うし もの あ 
らむ 。荷 田在滿 、加 茂眞、 淵、 本居宣 長、 小‘ 澤蘆菴 の/徒、 其の 標本た 
るな からん や 〇 

夫れ 正大なる 道理と、 _聖 にして 火の 如き 信念と" 快活なる 利益 心 
ど、 期せす して 自から 相 一致す 〇 若し 一人に して 此の 如くん は、 1 
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五八 

人を 擧けて 動くな ぅ Q  I 社 會に して 此の 如くん は、 一社 會を擧 けて； 
動くな 令〇 天下に して 此の 如くん は、 天下を 擧 .けて 動くな 60 改苹 
0-- 風雲 未た 天下を 動かす に 足らす と雖 も、 其の 智勇 辯 力 ある" 封建 
社.. 會の 厄介物た る , — 小數 人士の 腦裡に は、 百 萬の 人家 簇 擁して、 

炊 烟 .衆 海の 天を 蔽ふ 、堂々 たる 大江戶 も" 淺茅 生る 武 藏 野の 原 ^ 過' 
き'  す ◦三百の 諸侯を 膝行せ しめ、 敢て 仰き 見る 能は S らしむ る德 川. 
征夷 大將軍 も" 一の 骸骨に 過き す ◦要 言 すれは" 彼等の 眼中には 幕 
府なし ◦幕府は 少く とも、 彼等の 心意 的 印象の 裡に滅 a * 6。 反 言 
すれは* 改革は、 精神的に •彼等の 中に 成就せられ た} 〇 
此の 如く 一方に 於て は、 封建 社會 を解體 せしめん とし、 他方に 於て 
は、 改革 的氣 運、 暗 潮. の 如くに 湧き 來る 〇 之を 喩 へは、 當 .時の 封建 
社 # は、 旣に 其の 彈 ，力を 失した る 護謨 枕の 如し 〇而 し. て 空 氣の 量は、 


倍 ミ 其の 中に 膨脹し 來る〇 勢 a 此の 如し、 外よ 6 擂 き 破ら 3 る も、 

早 鹿. 中よう して 破裂せ 3 る 可ら さるの 運命に 迫れ ho 是れ實 に 寶 ■野 
明 和の 際に 於け る、 天下の 大勢な うとす 0 

則ち 寶替九 年. 竹內 式部 か、 山 崎 流の 學 旨を 挾ん て、. 堂上 公卿に 遊說 
し 〇上は 後桃園 天皇を 動かし 奉 6 .、下は 市井の 豪 富に 結 a 其の 
隱 S 暴露して、 追放せられ たる か 如き 〇若 くは 明 和 四 年、 王政 復 * 
政 s ^t l 、 總て 改革 的の 氣熘を 煽き たる 『柳 子 新 論』 の 著者 山 縣大貳 
か、 大 不敬罪の 名義に ようて、 死罪 _ 附られ ◦その 徒 藤 井 右* 衛門は 、 
獄門に懸けられ、竹內正庵(式部)は、遠島申し附られたるか如き0 
亦た 是れ 『梅 一輪 一輪つ V の 暖か 3』 にして、 尊王 倒. 幕の 理想の、 漸 
く實際 •こ， 舌 m せんとす •るを 徵 する ものに あらす や〇彼 等は ル I テ パ 
* ら 3 る も、 其の 先驅 たる ジョン、 へ ス たら すん は あらす 〇 精神的 改 
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革は、 一變 して 活劇 的 改革た らんと す ：0 大勢の 暗遷默 移す る、 をれ 
畏る 可き かな 0  ♦ 

老いても 獅子は、 百獸の 王た ぅ ◦德川 幕府は、 列 祖の餘 威に 據 $、 
社會の 惰力は、 其の 舊に仍 6 て 運動を 改めす 〇况や 封建 社會の 如き 
は、 其の 害 多き に 拘はら す、 亦た 多くの 利 あるに 於て をや〇 封建 ffih 
會の 重なる 害は、 其の ® 襲 制と、 割據 的と にあ 60 其の 重 もなる：^ 
は、 其の 地方自治 制と、 國家的 社會 制と にあ 6 ° 請 ふ 少しく 其の 句 
を說 かしめ ょ 〇國の 本は 民に あ 3 とは、 封建 社 # に 於て、 一 般 { 通 
用す る 格言な 6き〇封建政治は尙武を經とし、重農を緯とし /2 $0 
封建 君主の 典型た る 上 杉 « 山 公、 嘗て 其の 相續 者に餘 けて 日く、 

一國 家 it 先祖 ムリ 子孫へ 廛候國 家！ i して、 我私す可 4 、物 1: は是なく烫 
一人 民 It 國 家 11 屬し ?: . る 人民 U して、 我 私す 可 吾 物 l: (t 是な く 11 


一國 家人 民の 爲一 i 立 ?: る 君 1- て、 君の 爲じ 立 T: る國 家人 民 u lt 是な く fl 
右三 條御遺 念 有 間 敷 候 事 

是れ 儒敎的 政論の 粹を 柚ん てた る もの、 尋常 1 樣の 封建 政治。 の 理想、 
必ずしも 斯 くの 如く、 精 明なる 大 主義の 撤 底した るに あらす と 雖も〇 
其の 民情を 尋 酌し、 民を 養 ふを 以て、 政治の 大本と したる は、 蓋し 
爭ふ 可ら 3 る もの あり ◦封土の 分割は、 自然に 地方自治の 傾向を 生 
し、 世襲 0 制は" 果 木を 伐 6 て 薪と なし、 牝繁を 殺して 肉を 食む の 
現金 政治を 去 b て、 撫恤惠 養、 民 富みて 君主 富む の 政治と なる ◦且 
つ 封土の 小 1C して 政治 機關の 行&屆 くと、 其の 世襲 的 制度ょり して 
百年の 大計に 著 眼す るとは 〇勢 a 一 方に 於て は、 節儉 、勤勉の 風を 
獎勵し ◦他方に 於て は 拓山 、墾 海、 物產を 蕃殖せ しめ" 有無を 相 通 
せしめ、 水道、 溝渠、 貯蓄 等の 民政を 振作し、 延いて 鰥寡 孤獨を 愛 
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恤 する 等の" 自ら 現 時の 國 家社會 制を 實踐 し / 2 る もの、 1 にして 足 
らす Q 固ょ 6 暴君 汚 吏" 民を 惱 -t し 人 : i:. 漁した る 者％ 尠から 3  b し 
と_も0槪して論すれは、 ' 德川時代の封建政治は、我か國民に取ぅ 
ては、 開闢 ^ 來 無上の 善政た るとは、 吾人 か敢て 斷言 する 處 ◦武士 
の 末流、 浮浪、 をの 他沙數 の 智勇 辯 力の 徒 か、 日に 德川の ‘ 天 下を 顚 
覆せん と、. 其の 釁を靦 ふ 時に 際して ◦國 民の 多 數一 T 酔生夢死、 封 
建 政治に 謳歌し 穴る も、 亦た 宜べ ならす や Q 

人 或は 德川 幕府の 顚倒を 以て、 煩 取 苛 求、： 萬 民 疾苦に 堪へ 3 るか 故 
に、 始めて 尊王 論を 藉りて 、其の 反抗の. 端を 發きた る もの， となし 0 
恰も 維新 改革を 以て、 佛國 革命と 同一 M し、 强 ひ て 影. 像‘ 的’ 暴政を 描 
くもの あ i と雖 も、 是れ 其の 眼孔" 未た 社會の 表裏に 徹せ 3 る もの 
と 謂 ふ 可し 〇 


然りと 雖も 、天明 年間に 於け る 田 沼 意次の 執政に 際して は、 幕 觫紐 
を 解き、 S 紊れ 、濁 政 民を 惱—加 ふる に淺 間 岳の 大 噴火、 諸 
國大 風雨、 大飢饉 を 以てし" 庶民 生を 聊ん せす。 將に 是れ大 飢饉 3 
ベ も、 尊王 倒幕の 別働隊た らんと. す ◦『ィサ. 叡山に 紙 旗 押し立てむ 
千 人の 義兵 あらは、 豎子を 倒す は 限 前に 在ら』 と、 高山 彥九を 踴躍 
せしめた うしは、 實に -斯 時に ありと す. 〇德 B 幕府は 旣に ヒサ 住 +H: 
の 如くに 傾 欹せ り。 危機 實に一 .襞 0 

- 若し 松 平定 信 此の 時に 出て". 皇室を 尊 a 、 政 弊を 革新し、 天 T の 重 
f 繫 ける 學者 を、 華府の 中心に 集め。 節儉 、厲 行、 士風 の墮落を 
ひ、 遠慮、 # 謀" 農 商の 生活を 厚う し、 萬 民を して 其の 處を ^u 
天下を して 寬政大 改革に 謳歌せ しめ 3 うしなら は 〇德川 幕府の 命數 
ぼ、 旣に 眉 ® に 迫う 來 うし 也 0 
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〔註〕 柴栗山 は、 寬政三 博士の 隨 一人に して、 德川氏 文教 一新の fi ® に、 

: 最も 緊切 0 關係 ある 一人な りき 〇彼か 松 平定 信の 命 4* 奉し、 京都、 奈莨 

地方に、 今日の 所謂る 國寶 調査 ^ 爲すや 〇神武 陵に 謁し、 滿腔慷 慨の情 
咎 攄へて 日く、 

•遺 陵纔 問， I 路人一 求。 半死 孤松 半 畝！ y。 不レ有 一 & 神闢 二帝統 —〇 誰敎二 品 庶一脫 一一 夷 流 ~o 
S 王 像 設專 ii 金 間？ 藤 相墳塋 層 二 石欞 *-0 百 代 本 枝 麗不レ 億。 誰 能此离 一回 頭。 

寬政八 年 二 月  陪臣 無位 柴邦彥 謹書 

是れ 法 11 寺 や、 多武 峰 1- 比して、 神武 陵の 甚 T: 笳廢 レ r: る 4» 觀〇 仰て 祖 
■宗の 德澤を 思 ひ、 端な く 王室 式微‘ 嘆し r: る 也 :0 栗 山元 來 幕府に 褐 を 零 
く、 彼は 自 から 幕臣を 以て 居る もの、 豈に 所謂る 一 點 ?: も 幕府 r- 對 し、 
反抗の意あらんや〇 而 L て 其の 慷慨 此の 如き もの、 是れ實 U 彼の 胸奥 1- 
扶植せられ r: る 勤王 心の 發 動し T: るの み 0 之 4» 聞く 將軍 家齊、 此詩 4» 見 
て 日く、 邦彥は 直參な るに、 何故に 陪臣と (t 署 し ?: る そと 〇定信 答へ て 
日バ 、朝廷に 對すれ •は、 將軍も 臣下な り 〇され は 幕臣 ?: る 邦 彥 は、 固 I 
り陪臣にして、定信の如吾も亦陪臣たらさ 5 を得すと0是れ文政十年の 
詔軌 、約 三十 年 前 0 事と 爲す〇 


鎖國的 政策 

r  ヂ ニ  r。  - '. .•  • -  ;  “： ■.. ， • •:•  r  -  i  /•  •_  ゾ：  •つく  / 、J.'. 

•寬永 の 鎖 國令乙 を 千秋の 遺憾 なれ。 若し 此事た R なく. は、 我 か 國民 
.は 黃 海よう 渤 海に、 南洋 群島よう、. 南部 支那、： 印度洋に 迨 ひ、 太平 
洋の兩 岸に、 其の 版圖を 開きし もの 其れ 幾何を 0 
T 去年 倭奴刼 I 海？ 今年 驛騷 臨 M 蘇； 橫飛奴 刀 iL 使』 g。 城 邊野艸 人 血 
塗。』 是れ 明の 詩人 か 和寇を 詠した る 句に あらす や ◦如何に 南北朝の 
.戰亂 か" 我 邦の 武備 機關を 膨脹せ しめ、 而して 其の 餘勇 は、 洩らす 
に 由な く、 延いて 支那 邊海 を擾 したる よ Q 所謂る 和寇 の異稱 たる 胡 
蝶陣の 名は、 堂々 たる 大 明の 朝廷を して 困頓 せしめ ◦沿海の 人民を 
して、 肝膽を 寒から しめた 若し 明朝 顚 覆の 原因に 就て 求めは、 
，和 寇 固よう 其の | なる を 疑 ふ 可ら す〇然 6 彼等 か 八幡の 旗は、 翩々 
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，として 貿易風に 翻う" 其の， 輕舟 は、 北は 山 m 角よう 渤海に 達し。 南 
は黑 潮の 暖流に 乘して 、臺灣 、呂宋 よう、 安 南に 及 a 、 更に スマ タ 
海峡を 突 過して、 印度洋に 迫らん とした う き 0 
.海賊な 3 とて、 漫 、に 嗤ふ 勿れ ◦凡を 波濤の 健兒犮 る もの、 何漭か 海. 
賊 た ら ，3  6 しもの ある 0 凡を 萬 里の 大海を 開拓す る もの t w 植 K 
の先驅 たる もの、 何者か 海賊たら S うし もの ある ◦看よ 今日に 於け 
る 海上の 大王た る英 A も、 亦是れ 海賊の 子孫に あらす や 0 
生く もの あれは、 來る もの あう 0 日本 小な 3 と雖 も、 沿 海岸線 一 萬 
五 千 三百 里？. 貿易風の 吹く 處 、黒潮 暖流の 寄す る處 、物 產に宫 む處、 
黃 金の 多き 處 、氣候 中和に して 人物 俠直な る 處〇苏 の 葡萄牙、 西 班 
牙、 和 蘭、 英吉利の 外舶 か、 期せす して 來 う、 期せす して 會 したる" 
固よ 6 怪 IT R 足らす 0 


# 


千 四百 九十 七 年、 葡萄牙の 船 將ヮス 、コ デ、 ガマ か 喜 望 峰を 廻うて np ^l 
に 進みし よう 〇葡萄 牙は 東洋 貿易の 魁と な 6、 麻剌 加を 略し、 支那 
南岸に 立脚の 地を 求めん とし P 遂に 天文 十 年 (千 五 百 四十 一年) 七月， 
風波は 葡萄牙 船を 漂は して、 豐後 神宮 浦に 著せし めたり Q 爾來寬 永 
十六 年 (千 六 百 三十 九 年) 鎖國 令を 布く 迄、 凡を 九十 年間、 或は 宗敎の 
'迫害、 貿易の 制限な きに あらさう しと 雖も 、槪 して 自由貿易、 內地 
雜 居の 實を現 はし。 一方に 於て は 攻 大鼓、 矢 叫の 聲、 日 以て 夜に 繼 
くに 際し。 他方に 於て は、 天に 榮 光地に 平和の 宗敎は 、 日本の 社會 
に大 改革. を 與へ たる 火器と 共に、 同時に 到來し ◦歐洲 に 於け る新敎 
改革の 反動と して 勃興した る 『ジ H ス ィット』 派の 高僧、 熱 信 篤行の 君子 
ザクホ H  I 火— の 手に よ $ て、 洗 禮を 受け / 2 る 者、 上は 國持城 持の 大名よ 
i、 下は 庶民に 至る 迄 幾許なる を 知らす ◦南蠻 寺の 壯觀 は、 京都に 聳 
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ぇ" 交市塲 の 繁昌は、 堺浦を して" 天下の 富の 中心點 たらし めんと 
す ◦泰西の 築城 術に 傚 ふて、 天主 閣を 建る もの あ 6。 其の エ藝 、醫 
藥を應 用す る もの あ 60 甚 しきは 自 から 基督 敎的 名號を 浴 乘 り、 其 
の 印章には 羅馬 字を 用 ふるもの あ 60 女子 すら 泰西の 文字 5: 學ひ、 
之に 達する 細 川忠興 夫人 明智 氏の 如き あう •  〇- 其の物 質 上 精神 上、 如 
何に 偉大なる 影響を 及 ほした るかは、 夢想た も 及は S らむ Q 
彼來 、る 我 も亦往 か 3- るを 得す 〇修 交、 通商、 •航海は、 期せす して 谷 
大名の 手に ょうて、 重なる 商 估の 手に ょ 6 て 行は れ 、天文 廿年に は、 
我 か 邦人に して、 葡萄牙 國に到 5 客死した る もの あう ◦天 正 年間に 
於て は、 西 海. の 諸侯 大友 、大村 、有 馬の 徒、 使を 羅馬に 遺し、 三年 
にして 達し、 八 年に して 歸るを 得た 60 蒲 生氏鄕 の 如き も、 羅馬に 
使聘 i: 通した る 前後 四 回に 及へ う ◦若 をれ 日本人の 呂宋 .に 住する も 


の、 三千 人に 過き た 6 と 云 ふ 〇亦以 て 如何に 我 か 同胞 か、 海外に 膨 
脹 しつ、 あう しかを 知る に 足らむ 〇 

慶長 年間に 至うて は、 德 川家康 、歸 化英人 アダムスを して 百 廿噸の 
大船を 造らし め、 太平洋を 橫斷 して、 墨 西哥と 交通せ しめ 〇 伊達 政 
宗は 、圖 南の 鵬翼を 奮 はんと 欲して、 其 臣支倉 六左衛 門を して、 •墨 
西哥に M して、 羅馬に 使せ しむ Q をの 他山 田 長 政 か 威を 暹羅に 振 a 
たる、 天竺 德兵衛 か 印度に 渡う / 2 る、 濱田 彌兵衛 か臺灣 にある 和 蘭 
入を 挫き 穴る、 皆な 元和寬 永の 間に あ うとす 〇是 時に 於て" 貿易 特 
許を 得た る 御朱印船なる もの、 西 南洋に 輻湊 したる のみならず 〇到 
る處日 •本の 植民な きは あら しは、 今日に 於ても、 尙ほ 髡髴 とし 
て、 歷史の 上 K 痕跡を 存 する ものな くんは あらす 0 
斯く 迄に 膨脹した る ものを、 何故に 鎖國 令の 下に 廢窄 したる ^ 〇 
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時の 大勢 北む 可ら S る もの あれは なぅ ◦•蓋し 當 時 0 宗敎 ^ る ものは、 
不幸 . R して 純 乎た る 宗敎に  あらす 0 ;. 宗敎を 假 >  て 政略を 行 ふ もの あ 
6,、 政略を 假 3 て 宗敎を 行 ふ もの あぅ 〇目的 3,. へ， 正 ' L けれは、 方便 
は 問 ふ 所 tt あらす との 『ジ H スィ ット』 派の 慣用 手段は、 不謹愼 に不謹 
愼を增 し、， 遂には 其 © 目的 すら’ 敎化の 外に 逸出； しノ 漸く. 識者の 厭 
ふ 所と なる； 〇加ふ る ^ 彼の 葡萄牙、 西班牙 人 等は、 其 .' 0 B 南 諸島 R 加 
ふ.，；權詐、詭奪の手，段 -|: :弄.し.て、我に向はんと欲し0而して內國の人 
心 « 偷 々として、 動 亂の禍 機、： 働 ^ すれは 宗 敎を藉 $ て 、 卿 下 R ® 
裂 せん 土す .. p 特に 封建 制馭， の 道 未た lr からす、 各 大名® 野心 ある も 
の.、或は.宗敎を'利用し、若く « 利用せ ;& :’れ、或は外邦と結托し : 或 
は 結 托せ 6 れ、 '不測の、 變生 する 4 朱た 知る 可ら す 〇それ 未た 知る 可 
ら す、 [Tn して 早く A: 寬永 十四 年 島 原 耶蘇 敎の il R 於て、 其* の豫測 t 


試驗 せられた をれ 元 和 偃武以 來 、幾ん と 四 半世紀、 忽然と して 
淸平の 天地 . K 砲 次を 上け、 豎子を 推して、 孤城を 嬰 守し 〇赫々 たる 
德 W 霸 府の餘 威を 藉シ 、九州の 大名 之を 合圍 し、： 百戰 老功の 士之を 
攻め、 年を 更めて 始めて 抜く を 得た 60 而 して 之 か爲め に 敎 徒。 を 殺 
す もの、 前後 三十 萬 人 D をれ _ に 懲 る ものは 膾を 吹ぐ、： 是時に .於て 
鎖國 令を 布く フ亦實 に 止む を 得 3 る 也 .0 , 甞て 阿媽港、. 呂宋を 征せん 
と. 欲し、、 『圖 南 ® I 翼 何時 奮。 久 待 扶搖萬 里 風』 と 歌 a たる 獨眼 龍政宗 
をして、 今' は 『四十 年 前少壯 時。 功名 聊復 有， 私 期 -0 . 老來不 a . 千. 戈 事。 
只 把 春風 桃李 巵。』 と獨 語せ しむる R 到 h ぬ 〇平 和は 人を して 限らし 
め、 鎖 國は 雄心を して 死せ しむ Q 

鎖國令 行 はれて ょぅ以 來 、我 邦と 通商す る ものは、 僅かに. 支那、 

蘭 R して、 其の 地方 も 亦、 長 崎の 猫額大の 天地 (C 限れ 30 彼ょぅ 


來和 


る ものは、 悉く 之 1: 打拂 ひ、 我 行かん とする ものは、 悉  く 之を 
禁 L o をの 禁を 犯す ものは、 之を 遠島し、 之を 殺戮し、 甚 しきは 磔 
刑に 處 し〇而 して 更に 五百石 以上の 軍船、 三本 檣の 商船を 作る を禁 
す 〇是れ 鳥を 籠 中に 封し、 又た 其の 羽翼を 殺く 也。 沿 海岸線 一 萬 五 
千 三百 里、 今は 空しく 超 ゆ 可ら S るの 天險 となう ぬ ◦流石に 波濤の 
健兒た 3 し 日本 國民 ，も、 今は 全く 陸上 動物と な 3 ぬ〇 
鎖國 と共に、 鎖 藩の 政略は、 日本 全 州に 行 はれ 3 函嶺の 關 所を 通行 
する の 難き は、 佛人 か， サス 、口  f レンズを 通行す るの 難き ょう も 
難く  〇年々 歲々 、東西南北の 諸 大名 か、 其の 行列 供 連を 俱し て、 舂 
鴻の 去る か 如く、 春 燕の 來 るか 如く、 參勸 交代の 制に ょ {て、 江 P 
と 其の 領地との 間を 去來 したる の 外は、， 日本 國內 の往來 交通 すら、 
殆と 自由なら S うし 也 ◦是 時に 於て 國民の 膨脹 性、 全く 枯死せ さら 


A i する 绻、 をれ 豈 k 得 可 けんや c 

封建武 ± の思想には、鷄犬相聞ゆる隣藩すら、和關らす0何を况/ 
や 海外 萬 里の 世界を や 0 ■榮螺 は 其の 殻 ^ 以て 天地と なし、 蓑 虫は 其 
の 外. 包を 以て 世界と す。 封建 武 ± の 心 膽は 、其の 腰間に 橫ふ雙 刀の 
外に 出て す 〇是の 時に して 德川 幕府の 庫 I 歲なら S らし めんと 欲 1 る 
も、 固ょう 能は 3 る 所 也〕  * 

國 民的觀 念は、 相對 的の 觀念 なう。 外 國と觸 著し 來力 て、 始めて 斯 
の觀 念は 發揮 する？^ のな う ◦今や 海濤 5: 蹈ん て 隣家の 如く、 H に 往 
來 したる 西南 群島、 若く は 葡萄牙、 西班牙、 英吉利 等は、 星界 ょ々 
も 遠く 〇日に 相交涉 する は、 をの 咫尺 相 接する 隣 藩の み 〇  3 れは封 
建 武士の 眼中に 日本な きは" 决し て怪 むに 足らす 〇 彼等の 國民的 觀 
•念は、 をの 一藩に 關 する觀 念の み ◦彼等の 所謂る 國 家とは、 一藩を 
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1味するのみ。其の面積を以てすれは、眇爾たる日本國も、彼等の 
腦中に は、 餘りに 偉大に して、 遂に 理想す る 能は 3  3 き ◦如何に S 
の 如く 小 H、 粟粒の 如く 多くの 國家 か、 斯の 日本 It 幷存 したる ょ〇 
若し 當時 封建 武士 腦 中の 國家を 以て、 之を 對照 すれは、 世界に 於け 
る最 微の國 家 * る、 モントー ー I グロの 如き も、 决して 其の. 小 R 誇る 
可ら 3 る 也。 封建. 鐵網 細工の 成功は、 日本 a 民を して 精神的の 侏儒 
たらしめ た- CS き ◦  * 

然 ぅと 雖も 、識者の 眼孔は 境遇の 外に 趣 逸す 〇熊 澤蕃 山の 如き、 そ 
の 一人なる 莫 らん や。 彼は 跛の 駝鳥 なれと も、 尙ほ萬 里の 平 沙を奔 
らんと する 雄氣ぁ 60 天下の 民 皆な 覇 政の 澤 に沈醉 し、 】旅 を 以て 
天下を 爭はん としたる 幾多の 猛將 梟漢の 子孫 か、 柳營の  一®. 一笑 (C 
殺活せられつ、ぁる際に？彼の烟眼は、门十くも隣國の形勢に注け$0 


彼は :^ 親覺羅 氏、 か、 絕漢 ょう 起う、 四百 餘州を 席捲す るの 大 機を 洞 
觀し、 .國防 的經綸 を晝せ 彼は 思へ う、 北狄 支那を 常む、 延 いて 
我 邦に 及 ふ、 殷鑑 蒙古に あう と ◦彼は 思へ 3、 其の 來ら 3 るを 恃む 
なく、 我 か 待つ あるを 恃 1/ 可し と〇 彼は 思へ々、 食を 足し、 兵を 足 
す、 是れ國 防の 主眼な うと ◦彼の 經綸は 、彼の 不覊 なる 傲 骨と 共に" 
寂寥たる 蕭券の 中に 葬られた 滔々 たる 天下は、 温かなる 泰平の 
新 夢 -R 沈睡 して、 呼へ とも 覺む 可し と 見ぇ 3  $ き C 
眼を 轉して 海外を 眺れ は、 鄭芝龍 (正 保 二 年) は、 我 邦に 向て、 明の 
援兵を 請 a つ 、 あるに 際し ◦英國 K 於て は、 鐵漢ク ロ ムゥ エル 虎視 
寵蟒 し、 大に 海軍を 擴 張し、 海 王の 覇權 をは、 和 蘭の 手ょう 松して 
之を 奪 a Q 餘 勢の 及 ふ 所、 西班牙の 領地た る 西 印度の ジャメ ィヵ t 
取 6、 元祿 の末寶 永の 初に 於て は、 東洋に 向て 漸く 立脚の 地を 占め Q 
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一千 七 百 〇 八 年 (寶冰 五 年) に 於て は、 東印度 商會の 設立 ^ 見る に 及； T 
厳：々 乎と して 支那 邊 海に 迫る の 勢を 養へ {◦而 して 露國 は、 北 偏の 
後進 國た るに 係らす、 恰も 無人の境 1: 行く か 如く、 東北 亞細亞 大陸 
に 向て、 其 .- 0 手を 延は し。 其の 我 邦に 於て、 鎖國 令を 布き たる 寬永 
十六 年 (千 六 百 三十 九 年) は、 恰も 彼 か 西 伯 利の 極東— 才 n ッ ^1! 侮 岸 に 
達し ^ るの 時に して ◦爾來 滿洲を 侵し、 黑龍 江の 兩岸を 擾 し、 機に 
臨み 變 {t 應 し、 經略 止むな く。 我 邦に 於け る 犬 公方の 名 ある 快騰雄 
心の 綱吉か 、將 軍職 R 就きた る 翌年 (天 和 二 年、 一千 六 百 八十 二 年) 
K. 迨ん ては、 彼 得 大帝 位に 即き 、遠 馭長駕 、經 略の 猛志 、更に 百 尺 
竿頭 1 步を 進め P 寬保 元年 (千 七 百 四十 一年) に 於て は、 露 國揲檢 家 
ベ I リング、 亞細亞 亞米利 加の 頸 首た る 海峡を 渉ぅ、 白 令 海の 名 之 
ょ i 起れ iQ 是れ彼 得 大帝の 宿志を 成せし 一端に して、 爾來 露國は 


1 方に 於て は、 亞米利 加の 西北なる アラスヵを 占領し 他方に 於て 
は、 亞細亞 の 東北を 掩 有し、 旣に 其の 利 爪は 我 か 千島に 及へ り 0 
海外の 形勢 漸く 迫らん とする に 係らす、 我 邦に 於て は、 海 波 以外 天 
地な く 〇各國 の 事情は、 谟 として 相關 せす ◦寶永 六 年 羅馬傳 敎師刎 
A の來 ぅて 執は る、 に 際し ◦我 か 俊敏に して 精識 なる 新 井 白 石 か、 
之と 問答して 異聞を 記した る ものを 見る に、 その 問答の 調子、 何と 
なく  I 致せす 。彼は 世界を 以て 家と する の 大規模 ある 空氣を 呼吸 fo 
我は 日本の 外 日本 あるを 知ら § る鎖國 的の 小籌に 齷駆た る 情趣" 隱 
約の 間に 暴露し、 爲に 隔靴搔 痒の 感なき 能は 3 らしむ ◦斯 人に して 
此の 如し、 をの 他は 論に 及は す ◦若し をれ 八代將 軍吉宗 か、 和漢の 
學 術を 獎勵 し、 洋書の 禁を 緩ぅ し 〇醫藥 、曆數 、エ藝 、牧馬 等に 至 
る 迄、 海外の 長を 採らん としたる か 如きは 〇鎖國 令 後の 一警 策に し 
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て" 其の 恩 惠の及 ふ 所、. 嘉永 安政に 至うて、 始めて 明らかなる もの 
あう き 〇然れ とも 其の 鎖國の •禁は 、牢乎と して 抜く 可ら す 〇豫て 1 
商の 公許を 得た る 支那 V 和 蘭^/へ" 其の 通商に 供す る 支那 船を 十艘 
に 限う、 和 蘭 船を 一艘に 限る {C 至れ々 〇是れ 銅 地金の 濫出を 防く の 
政 m にして、 實に寬 政 二 年. (千 七 百 九十 年) ^ 6 とす 0 
此の 如く 長 崎の 港 門は、 寧る 外 舶に對 して 狹笮 とな たるに 係らす、 
我 か 邊海 の t 濤 は、 頻年 何となく 咆哮して、 我 か 四 境の 內に 轟けう 0 
斯く ある も 道理. なれ、 甲 比丹ク 父 クは、 太平洋を 航し て、 幾多の 群 
島を 發 見せ う〇怫 薄 西は 安 南に 向 CA 、 其の 交涉 0 端を 啓けう 〇露人 
は ^ に 南下の 勢 rc 乘し て、 權 太の 半を 占 略せ 3。 時勢 此の 如く 迫る 0 
其. の黑船 の 影 夢の 如く、 幻の 如く、 我 か 沿海に 出沒 t る も、 亦宜べ 
ならすや。而して黑船の影と共ド、我か國民'の腦 @ に、國防的觀彰 


の 湧き 來る も" 亦宜べ ならす や 9  : 

籌海， の大 策は、. 林子ヂ にようて 叫 破せられ た A。，' 彼は 日く 『西北 諸蠻 
槪して 地を 奪 a M 域を 拓： くを 以て 勢と： す。 威力 日 tt 强 く、 又 航海の 
術に 長す 〇然る に 我 か 日本 國た る、 周圍皆 海 K して、 凡を 江戸 H 本 
橋よう して 歐 羅巴洲 R 到る、 をの 間」 水路の み ◦彼來 らんと 欲せは" 
何時に て も來る 可 L ro 備へ なくん. は： ある 可ら す』 と .0 先見の明は、 奇 
禍を以 て酬. S ら .れた 办？ 彼は 蟄居 申 附られ .た} ◦彼/ 0 『三 國 通覽』 " 
『海 國兵儀 i は、 その 板木 3 へ も 取 上られた う ◦是 れ實に 寬政四 年に 
して、 恰も 賢 相 松 手 定： ft の.. 名 it ようて、 其の 宣吿は 下 3 れた 
林 子 平と 同時に、 本 多 利. 明なる も， の あう、 西域 物語を 著して 日く (寬 
政 十 年) 

B' 本 之 天下 第一の 最一 艮國 となる へ 令 所謂を 論す れ {t 神武 以來凡 一 干 五 百 
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歳の 內漸 々諸道 も 具足せ し Ir 乘しヵ ムサ スガの 土地 !. 本 郡 ^ 遷し (赤道 以 
北 五十一 度な り h ゲレスの 郡 口  y ド〆 と 同し 故 1: 氣候も 相等し) gr 唐 太 島 
•レ 大 城郭 ^ 建立し (赤道 以 牝 四十 六 度な リフラ〆 ス の都バ V スと 同し 故 !: 
氣候も 相 同し〕 山丹滿 州と 交易して 有無を 通し 殊 L1 大人參 け 建鲋江 寧府の 
產物な れ は 隣國故 何程！- 一ても 下 直 U 得て 國用 1- 達し 交易 1: 金銀 ^ 用 ひす 
品物， S しの 遣 取な れ It 多寡 It 入用 LL 任 ' T へし 下 庶民 {t 救 ^ 藏リ t; る 心地 
して 上の 大利 とならん 前後の 大益 となり 諺の 如く 兩の 手！. 一美 物 ^ 得 r: る 
尨り 只今 迄は 山 丹 人每年 一次つ ゝ小船 一! て 二三 艘つ 、唐 太 島の 南緣 4 に 
副 ふ 松 前 所在 島の SE 端 ソゥ ャと 1H ふ 所へ 渡 リ來て 土人と 交易 4> する 也 其 
品物の 內十德 (俗 11 蝦夷 錦と iK ふ滿 州の 官服 なり〕 靑玉 (俗 U 虫の 集と； ふ滿 
州の 産) 其 外 小間物 «f 皆 蝦夷の 手 道具と 成 日本 i リ 遣す 物は 鍋 及鐵瓶 海山 
獸の皮 類 ^ リ是 4* 因緣 として 街道を 開く るに 於て 11 唐 太 島の 繁昌 年を 待 
ず U 隆 u ^ y 固 ムリ 大國な れ は 日本 ふり も 瓦 國とな らん 日本 1: ては 此土 
地 ^ 詳 じせす 西北の 地 端 It 山 丹 ^ 續吾 t: y とも 云 ひ 大河 ありて 切れ ある 
ともい ふ 土地の 廣大尨 る 日本の 倍 程 も あるへ し 杯 © はな けれと 大國 t: 5 
It 證據昝 fe; りて. 必定な y 金銀 山 It 多く あるへ し 如何と いふ •し 佐 渡の 既北 


こ 所在して 海路 僅 11 二日 路程 渡海 •不案 內の心 根 i リ觀 It 遠 國の樣 1- も 思 
H しなて 典 馴 (t 長 崎 レリ (t 遙に恋 く 殊に 國羿 なれ II 片時 も 急き 度 it- 此事 
先人 主な ふと か 云 5. _ 0. 如し 心 あ るも吵誰か是％思ひ謀らさらん發 
然ら It 捨 匱 か ' f; き 土地な れ (t 是表 ての. 遊 上屋 ^ 塵と して 迫々 潤色を 加へ 
終 LL lt 大都會 の 地と な リ大 城郭 も出來 すへ し カム サス カと此 土地と 1C' 火 
都 會出來 すれ IX 典 勢 U 乘し ガム サス カムり# 淨の 諸島 i. 獨開 して 各繁" l-i 
の國 々と 成 lr 隨ひ 東都の  御成 光 も Ft ♦し 庇る 因て アメ  V 力 ® の fi マ ^ も 
® 屬し隨 て 勢 ひ ft 足の D 本島 ^ リ 

又た 日く 

大日 本 國の號 4» 東 蝦夷の 內 カム サスか の 土地 1- 遷し古 日本 國と號 し假館 
4. 据て 郡縣も 置 諸有士 を 副 土人を 介抱し H 今 ひ 法令に 不相當 II て も國の 
爲 I - (  1 換か t : く 當時モ ス ra b ヤの吏 多く® *" 住居す ろと も 構へ な 
し 7C 來 日本の 屬國の 暇 夷 土地な れ It 蕖も强 て膨是 云 事 も 成 吏し 由 哉 云と 
も 前の 道理 あれ IX 異 ■める まし 3£.. 千餘 里 0 陸地と 遠 國と云 ひ ロハ 今 (t 大德 
と 聞し H ィカ デ V ナと云 女帝 も 逝去と 聞げ (t 當時 It- 暇 夷 諸島 及 カム サス 
ガ 0 土地 ^ 取 M へ 去 時節 允 ^ んか孤 縣諸 有司の 選 擧 U 大身 小 具 陪臣 庶人 
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EI 夫 ^ 嫌 (t す 大望 ある 卷 4* 擧用 ふへ し 望な き 人 It 才能 ありと iK とも 用 ^ 
なさす 當 時郡縣 じ 任す へき 人物 ^ く It 矢 張 有司 か 選 ひ. 兼帶 させん も 可成 
へし 扨 又 カ ムサ ス カの 土地 4- 大莨國 となさん も宍張 チラゾ ダ 國の 開祖 國 
_ 4» 興し f: る 意を 用 ひて 差 ふ 事な し殊 L1 赤道 以北 度 同し けれ (t 土人の 風 
情 も 同し 成へ し 又 チ ランタ ^ 興す ムリ (t 至て 速 11 成就 マへ し 如何 $ 云 ふ 
に チラ X 夕 は 北方へ 向 ?: る國 カム サス カ U 南方へ 向 ?: る國な リ殊 LL 和 蘭 
ps lt 北海 4- 隔て 向 側‘ 1- 他國も y 東方は P スコ P ヤの 大國あ y 陸地 凡 三百 
餘里 M 方！ -L セ ; 1/ マ ーー ヤ フランス 大剛國 あり 後 (t 南方に て 本國 ホウ ゴ トィ 
ツな y 東 馘 南北 皆 .隆 國 々なれ (-t 自然と □ □ □ 風情 あり 因て 何 4» すると も 
至ての 遠國へ 出て 事 4- せされ (t 他 i  y 捍掠人 遠慮吵 憂 ある 土地な リ左樣 
の 土地 ふり觀 れ は カム サ ス カの 土地は 至ての 茛國な リ 後の. 北の方 it 地の 
續なれ とも 夜國 氷海に も續き 人烟絕 n ろ 土地 なれ It 手 入な しの 要害 堅固 
尨り 東方 It 東洋！- 一-して 夥敷 島な 9 幸 太夫 か 漂着せ し アミシ ィ少力 も此中 
なり 末 U ィ ;V F アメリカ r- 到る 西 ^ は 內 海 ^ 一 萬 町は か y 隔て チボ少 力 
又 砂 段々 と 南の 方へ 地 續滿洲 山 丹 唐 太 サカ リィ〆 島 あり 南方 li 正面の 前 
に 向て 東 ® 夷の 内 二十 二 島 松 前 島' 日本 國 琉球國 其 外周 廻の 小島と も 皆是 


十-— 本 『ヵム サスヵ 』 !: 屬し從 ふへ き 自然 具足の 島々 ともなり 東 四 南のヒ 方 
¢3  m 本 ^ 以て 長 國と心 得 r: る國 々島々 ともの みなれ U 今爰 1: 於て 此企め 
ゾ前 |: 云し和蘭陀の開祖の心取に因て開業 4» 起すに於ては悉皆成就し永 
久不動 の 大頁大 剛國な らん 事 II 十 か 十と も 相違 ある まし 此志願 あら tf r: 
まは ん 1: 於て は 英雄 も 豪傑 も 國中ふ y 躍 出 手足の 如く 成て 分骨 碎淖 I て 
國 家の 御用 1: 立へ し左樣 の 事 も來れ かしと 天地 !: 祈る も 又 ありて 不自由 
と事缺 ことなく 終に チラゾ タ國 ふり 遙 1- 勝れる | 良國 とならん は® なり $ 
れ是も 雲上の 御 掌の 內 U あるを 遠く 求めし It ® 鈍齋か 名の 如し 此道理 
明白な れ It とて 直 1: 此 所ょり 入る に當 時 0 人情 1: 移り 應し難 からん 侬て 
列の 所 X リ人 へし 外 0- 所は 則當 時の 人情な り 衆智 4. 容され は ならさる や 

.是 れ實に 破天荒の 卓識と 謂は 3 るを 得す 〇然れ とも 皮の 卓識 も、 ^ 
太 郞鬼か 島 征伐の 昔噺の 如く ヽ 何人も 眞 面目に 之を 聽 くもの なき そ 
遺憾なる U 

-然れ とも 『取 留も なき 風說 、若しくは 推察を 以て、 異國ょ 6 日本を 襲 
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ふ 事 可 有 之、 奇怪 異說等 取 交 著述』 の 議を以 て、 林 子 平を 罪した る 松 
平定 信 も、 國防に は 頗る 苦慮 焦心し ^ 3 と 見え、 # て黑 船の 圖 {(: 題 

して 日く、 

ZL の 船の ょるて ふ 事を 夢の 間 も 
忘れぬ fi 世の たからな うけ A 

と〇而 して 彼は 自か ら江戶 の咽阬 たる 豆 相房總 沿岸 ?: 巡檢し たう。 
而して 遂に 彼の 發議に 1 う、 寬 永打拂 令を 修正して、 外 舶の來 る も 
の R は、 をの 來 意を 質し、 漂流船には、 薪水 食料を 供して、 立ち退 
かしむ るの 融通 法を 設けた う ◦是 れ實に 寬永以 來の 一大 變 局と 謂は 
S るを 得す C 而して 此の 變 局を 促し 穴る もの" 亦た 邊 海の 形勢 日に 
急なる R 歸せ .すん は あらす。 

我 $ ii 者の 國防 的觀 念に、 一大 刺激を 與へ穴 る もの、 實に露 國の北 


•:邊 を 侵擾 したる に 據る Q 蓋し 露 國の警 を 報した るは、 明 和 八 年芊ヒ 
百七十一年)露國西伯利の流竄者、波蘭人 7| ^ょう始る〇然れとも 
•泰平の 醉 客は、 霜 天の 晨鐘に 目を 醒 すを 欲せす 〇延 S て 寬政五 年 露 
船 松 前に 來 う、 我 か 漂 民を 護送して 通商を 請 ふ〇 幕府 之を 斥く 〇而 
して 從 來虛說 なう として、 顧み § うし 露 國 南下の 實情 も、 此の 漂 民 
の 談話に ょうて 詳かに する を 得 ◦今は 蝦夷を も 幕府の 直轄に 歸 し、 
頻に 防禦に 餘 念な きも、 3 うとて 名 策 あるに あらす 。唯た 一時 應變 
の彌縫 策に 過き す〇看 す^-^ 斯の 如き 江山、 擧けて 人に 附 する f  口 
惜けれ ◦越ぇて 寬政十 年 露 船 蝦夷に 到う" 文化 元年 露國 使節 レサ ノ 
ット長 崎に 來 6、 互市を 請 ふ〇許 S す ◦遂に 文化 三年 (千 •八 百 六 年) 
ょ 6 四 年に 亙う、 露人來 6 て 樺 太 及 a 蝦夷を 掠めぬ 〇而 して 我 邦に 
•於ても、 近 藤 守 重は (寬政 十 年)、 擇捉 島に 渡う、 大日 本國 領の標 柱を 
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.建て 〇間宫 林藏は (文化 五 年)、 _ 太を 探. 檢 し、 糎 身 滿洲に 入う、 暴 11 
江 畔の 形勢を 按し て歸 う。 平 山行藏 は自か ら征北 軍の 先鋒と なう、 
'死を 北海に 效 3 んと 欲し、 幕府に 上書して 日く、 『一日の 苟安 は、 數 
百年の 大患な う〇 今 ま 徒に 姑息 以て 處 せは、 をの 我を 輕侮 する もの、 

: 豈に 獨う露 人の みならむ ◦四方の 外 夷、 我に 意 ある もの、 踵を 接し 
て. 起ら ひ』 と？ 蓋し 彼は 暇 夷總督 川尻 筑後 守と 相 謀う、 カム サツ カを 
襲 ひ、 直に 露 人 立脚の 地を 奪 はんと 欲した る 也 ◦壯 志蹉蛇 、行 はれ 
すと 雖 も、 護國的 精神、 敵 愾的氣 象は" 沸々 として 時勢の 兒の 血管 
中に 煮ぇ 騰れ 

斯の 如く 一方 R 於て は" 露 國の警 急な. ると. 其に、 他方に 於て は、 英 
船 文化 五 年 (千 八 百 〇八年 )長 崎に 入う、 港 內を剽 掠し" 爲めに 長 崎 
奉行 松 平 襃英を して、 自殺. して 其の 機宜を 失する の責 を、 幕府に 謝 


せしめた ぅき o  3 れは 幕府は 奥 羽 諸 藩を 催して、. 函館 を衞 らしめ" 
西國諸 大名に 令して 長 崎を警 せしめ ◦文化 七 年に 於て は'  松 平定 信 
は、 松平容 衆と 共に 房總 海岸の 防 « を 命せられ" 爲めに 東京 灣の砲 
臺を築 かしめ 。人’ 心 も 何となく 倫々 た 6 んは かぅ の有樣 とはな 6 « o 
蒔く ものは、 獲ら 3 る 可ら す〇今 や德川 幕府 も、 一 r 百年 來の惡 因果 
たる 鎖 國の苦 かき 經驗を 1 嘗め 3 る 可ら 3 る 時と なれり 〇 
國 外の 警報は、 直に 對 外の 思想を 誘起し。 對 外の 思想は、 直に 國民 
的 精神を 發 揮し ◦國民 的 精神は 1 直に 國民的 統一を 鼓吹す 〇國民 的 
統一と" 封建 割據 とは、 決して 兩立 する を 容 ru す () をれ 外國て ふ 思 
想は、 日本 ®' て ふ觀 念を 刺激す ◦日本 國てふ 觀 念の 王す る 日は、 是 
れ 各藩て ふ觀 念の 滅ふる 日な bQ 各藩て ふ觀 念の 滅 ふる 日は、 是れ 
封建 社會顧 覆の 日な 枭して 然らは 歷史の 眼中には、 旣に 明治 ra 
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年の 廢藩置 除を、 寬政 文化の 時代に 豫 想した る や 知る 可き のみ 0 
化よ うして 文政、 文政よう して 天 保、 天 保よう して 嘉 永、 安政 0 
れ實に 圓 石を 高峰の 上よう 轉 する 也。 

〔註〕 佐 藤 信 淵 著 『西洋 列國 史略』 中 1: ある 『防 海 策』 の 一節 1: 日 < 

『抑 日本の 邦 n る や 其 地 亞鈿 亞洲 東南の 海中 じあ y 北極 土地 二十 六 七 E ふ’ 
y 四十 六 七 度の 間 ^ 係リ氣 候溫暖 U して 物 產豐饒 也 其 繁花富 盛なる 事 世 
畀 中共 じ 比すへ 令の 國なし 然して 西洋の 人 It 我 日本 ^ もつ て 諸 尼 利亞國 
と 相 比 方す 今の 世 1- 當て は諳. 尼 利 亞國兵 强く且 富 盛 1; して 海外の 屬國拯 
て 多く 其 威 世界 ^ 震動す 是. 以て 我 日本 1- 對當す るか 如し 然と も 其 本國 
の 地 it 北極 土地 五十 度 1- 六十 度の 間 1: もれは 則 其 地 一 小 1; して i 氣候寒 冷. 
其 物 產の我 日本 ^ しか さる 事 論を 俟す して 知る へ 吾 ^ り 然して 彼 か 今の 
如く强 盛なる もの It 只 その ムく 大洋 1- 航行し 萬國 Li 通商す る ^ 以の故 也 
是にて も海舶 交易は 國 家の 要務 ^ る 事 ^ しる 今 我 日本 ! t 洋中の 大島な る 
を 以て もし 航海 通商の 業 ^ 興さ It 其 便利なる 事實 U 世界 第一の 上 國也今 
其 業 ^ 起ん と 欲 ' cf は 先其舶 の 制 ^ 堅固 1- して 海上 ' U 於て 風浪 及 ひ 寇 盗 i- 


是交 


遇 ふと i 畏る V 所な し且 天文 地理 測量 等の 學を 明 1: して 其 諸 器物を 淸好 
1. して 其 武備な 嚴重 •_! して 萬 m の 大海 4. 航行す れと猶 舊來 の熟路 を往か 
如し 先 淸朝及 ひ 安 南暹羅 等の 諸國 へ (t ‘使か 遣り 其禮‘ 厚く し其聘 4* 豐 U 
して 以て 和親を 結 ひ 然して 後 1- 日本 及 蝦夷 國 の物產 4- 輸送し 其泚 諸國の 
品物の 輕重を 考へ 有無 か 以て 交通し 互市の 利か 收め 且又 益 蝦夷 地 4» 開拓 
し 先 カム サツ カ ^ 攻 取リ魯 西 匝 ふり おく 所の 鎭 兵も擒 L1 して 此方 又り 戊. 
兵 4* 遣り 城郭な 搆へ 日本の 領地と すへ し抑此 カム サツ カの 地 U 右は 亞細一 
亞洲の 東方 諸國 U 通し 左 u 北 亞墨利 加の 諸 州 r 臨み 且 要害 堅固なる 海 ? f 
あつて 運送 甚 ?: 便な り 故 U 魯西亞 國ふリ 守 令 及 ひ 六 七 百 人の 軍卒を 其 本. 
國 i リ遣し 置て 以て 此地を 守る 且 近傍 諸 國の產 物を 收しむ 蓋し 此地 1. は 
初 ふり 夷人の 居住め りし 4. ® 西亞の 屬國 とな tf . しは 我 日本の 享保 年中 f 
リの事 也と いふ 且 また 此カ ムサ ツカの 地は 昏西亞 の 本國ム り 地 續の國 な 
れ共へ トルプ シカの 新 都 4- さろ 事殆六 七 •千里. あつて 是その m 域の®: る 所 
の 出 岬な リ瞀 EI 亞國 Li て も此地 の總懸 して 守り 難 吾 ^ 慮 リ且此 カム サツ 
力 U 亞細亞 と亞墨 利 加の 一一 大洲 -0 間 U 有て 東海の 喉噤な るな 以て 彼英丰 
ぺトテルコ：ーナト終 ^: 宇內か栝囊マるの意あつて此出岬ムリ萌 ^ の方一一 
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hi 餘里オ ホ少ガ とい ふ 地の 大钶 !; 侬リ 新 1: 港 ^ 開かし め此 カム サツ カの 
聲 接し 以て 東北の 大利を 收め益 諸島 ^ 開拓し 此南港 ^ 以て 東洋 諸國 4» 經 
略す るの 根本と なす 今 >4- ホ ツカの 港 ^ © 西亞 ムリ 置 所 0 守 令 及 千 餘 人の 
軍卒 あ リ此 ナホ タカ It 則 東海 ムリ ® 西亞の 本國へ 通行す る 陸路 入口な り 
然共此 陸路 It 悉く 止 白里亞 0 大寒 地に て 八月 M り 五月 迄の 間 U 每日 雪の 
降 所な り 且又 ナホ ツカ 又り ヤコ ウタ カア クタ . >" 等の 地 迄 四 五百里の 間に 
Jt 人家は I .孕 もな く 又定リ r: る禮路 もな く 高山 も數多 ありて 馬上 r- 非 さ 
れは 通行 叶 it す殊 1: 此カ ムサ タカ、 ナホ ツカ 1!も馬のな 4 /地じて陸路の 
通行 ある 每 •し 四 五百里 4* 隔て ヤコ ー少カ ムリ 馬 ^ 呼 也オホ ツカ ふリヤ コ 
1 タカ 迄畫 It 馬上に て 郊原山 谷 4» 通行し 夜 一一 入 It 每夜 野宿して 四十 日 或 
は 五十 日を 經てヤ コ ーツ 方 U 至る 事 か 得る 也此 道中 0 難 義擧て 云へから 
す 故 !- ® 西亞の 本國に て 此オホ ツカ、 カム サツ カ こ來る じ 人數 Q 五 七十 
に 及 ふ 時 It 必す 大舶 一! 駕し 瓯徉 ムリ 東方 南 大洋を 經て一 萬 三千 ffl にして 
此 地に 至る 又 北海 ムリ 廻る は 海路の 里 fe (t 近 けれと も 氷海 危險 にして 航 
行す へからす 是 4» 以 多くの 日月 ^ 費して 大西徉 i り來鉑 4» なす 也 故 1: 力 
ムサ タカ、 ナホ ツカを 守る に 瞀 M 亞皆 其の lg 子を 镌 へ 十 年 程の 在番 也此 


カム サツ カ ^ 攻 取り 其 後は 早々 オホ少 力 ^ 攻と るへ し 今 不意 1^ 兵： 出し 
て 此カ ムサ ツカ 4» 襲 u V 五 百 人の 舟師 LL て 事足り 此地 4» 鎭 護す る じ も 常 
1* 五 百 人 ^ 置て 守る へし ま t: ナホ ツカは 八 百 人 ^ て 事足り iH: 雨 地は 典 1. 
要害 堅固な れは 魯西亞 再 ひ 此地 4* 取 返ん と 欲する 共 又 何 そ 叶へ けんや 且 
珥 船の 通行す ろ ^ は. 何方の 國 II て も 恐て 水も與 へさる もの ^ れ U 大洋 一 
莴三 四千 里 ^ 隔 -t 大衆 4* 出し 我 日本に 仇 4* なす 事 あ ?: It さる も 亦 論 ^ 先 
?: マ して 明白な y 我 日本の 瞀西亞 の 慮り ある 所以の ものは 只 彼 か 此负ム 
サツ カとオ ホ ツカの 要地 1: 據 4- 以て 進退 甚 便利 1- して 宼盜も な ' T の甚 n 
易 けれは 也 且又 四洋 人の 天性 ^ て 皆 其 志 甚大 じして 終 ^ は 全世界 4» 一統 
に 己 か 有 11 爲ん をを 欲し 常 一一 併吞 4 以て 務とす 他國の 隙間 あるを 伺 ひ 夫 
• l• 乘して來て寇盜をなす瞀西亞國の百年以來の事業な見ても其情を察す 
SLL 足る 故 1- 此カ ムサ タカと ナホ タカ ^ 取て 早く 此方 1- 備 へされ It 我 東 
北の 後患い ま 1; 計る へからす 彼賊の 今迄 大患 4* な さ、 る 者は 此 二州遙 11 
懸絕 して 在 番 の 軍卒 も 小數な れは 也 今 U て U 陸路 四百 里 艱難 1- して 人家 
なしと いへ とも 彼べ テ ; V n  Q オト か 山 4* 拓吾 河 ^ 通し 新 じ 大 -m 4» 造り. 諸 
口往程 4> 便 接し 以て 他國を * し 其 大手 段 ^ 考へ 合すへ し 彼 狡なる 曾 四 21 
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いかて 此險 ii の 道 4. 永く 此儘に して 捨置 j へ けんや ? 4 一此道 開通して 旅館 
驛馬の 成就 1- 於て U 日本の 後患 甚大 1^ し V、 カム サク カ、 ナホ ツカ もま 介 
政 取 をを S むへ けんや 故 に 山道の 開通せ さる 1- 乘して 此方の 颌とな し 城 
郭 武備 ^ 嚴 ffiu して 鄂羅 東海を 窺の 源 ^ 塞き 以て 賊種の 根 ^ 技 C へし此 
一一 港は 共 1- 要害 極て m 固 11 舟運 又甚 た ® 1W して 實 1- 東北 海邊 U 於て 第一 
の 要地 也此地 4 取得は 後 ! t 此所を もつ て 東北 經晷 の蛰极 として 此兩港 i 
り舶を 出し 近傍の 諸 國及ひ 北 亞墨利 加‘ の 諸 州 島 4» 開拓す る 11 彼 鄂羅の 故 
智か用ひ或は和親して交易を通し或 (1 兵，威 4- 以是を畏服し日本ふリ守令 
卒及ひ 敎 .導師 等 か 遣り 置て 其 地な 治め 土人 ^ 歸服 せしめ 其 諸 州 島の 物 產 
4- 會發 して 悉く 日本に 輪し 以て 淸 朝暹羅 印度 亞 等の 諸國 じ 交易し 有無 輕 
重を 通錯し 以て 大 利 4» 興す へし 彼鄴 羅旣 II 此 ，巢 穴な 失は V 再 ひ 東洋 萠孽 
を 生す るの极 株な く. して 日本の. 東北 永く 外寇の 患な からん 國 富兵强 して 
萬 古安蕻 ならん 是僕か 防 海の 第一 策と す然 ■共 我 日本 太平す てに 二百 年士 
•民 皆 弱 懦 1- してい かて 大洋 ^ 横行して 他國を 攻伐の 事 役 1: 勝へ けんや 故 
に 僕 (i 別 1- 手段 あつて 多くの 死士を 得の 術 あり 只此祀 方 大寒 地 1- 役して 
軍卒或 (1 1れ疾病を發マるの.患あらん事を計り我先師愧園先生の東四病 


考 4 祖述し 且又 亡友 山村 氏と 議 して 先年 第那瑀 爾加國 i り 彼 氷海 夜國 n 
る 大寒 地 及 ひ 侬蘭土 及 ひ 臥兒. 狼 德か 開發 せし 書 1- 據て詳 1: 病 源 4. 論し 治 
法を 明 Li して 以て 溏詳 を 究粒せ り凡此 北方 經晷の 事 it 制舶 操舶 軍制 開國 
敎導物 產及ひ 器械 火攻 等の 次第 まて 則 〖卜 詳なる 載 記 あつて 此策じ は 賢 ti 
さる，^^' 

前 策は 旣 1: 東北の 海防 4* 論す 東 耽の 患は 鄂羅及 ひ 韃鞋 と滿洲 等の 諸國 f;. 
り 然と も 我 日本の 患 ふへ きもの 豈 これの み •し 止らん や 彼 大淸國 の 强大 1- 
して 密題な る 萬 一 狡 滑の 主の 出る 事 あつて 兼併の 志 4> 興さは 其 患の 大 ^ 
*0事唯 1- 魯四亞 1- 比すへきもの ^ らんや故 1.- 此大淸國 11 卑辭厚聘を費し 
て も與國 となして 交易な 通し 以て 互市の 大利を 收めん 事 今 世の 要務 也 昔 
は 伊斯 把獮亞 と 波 爾杜瓦 爾 の二國 最も 兵威 精銳 1. して 歐羅 巴洲 中 1: おい. 
て # く 大洋 ^ 橫 行し 南北 亞墨利 加の 諸國及 ひ 亞弗利 加と 匝 細 亞の 中 1- て 
も 多くの 他 國 ‘ 破滅して 其 地を 奪 ひ 己 か屬 @ となす もの 擧て從 ふへから 
す 其 後 阿蘭陀 國の 兵威 甚强 くな y て 他國を 攻 取る も 吏 n 多く 八 九十 年 ぉ 
前 i りして 諳尼利 匝 國の 兵勢甚 t: 以て 强盛 1- な y て 伊斯 把獮亞 波 爾杜瓦 
爾及 ひ拂 1A 察 等の 諸國も 連年數 處の 合戰じ 敗北して 海外の 屬國は 多く 3P 

0 
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，リス LL « (t れ阿 蘭陀國 杯 U 十二 三年 以前 Ll  ■ 本國 (1 皆諳尼利 ^ に攻 # ゎ 
た、 晈唱吧 等の 出張所の み 殘れ りと いふ H キ V ス國戰 爭の ■勢！.： 乘 t て a 
來數 多の 軍船 ^ 出して 印度 亞 JD  V  .ヒ ィレ X の 諸 州 島を 亂妨こ 狡 然として 
東泮 諸國を 併呑す るの 志 あつて 此賊 もまた 一の 勅 敵. に して 備へ すん (t 有 
へから さるもの 也 其， の 防禦.  9 手段は 免つ 伊豆 七 島、 +リ： g 4» 出して 南海 中 
の 無人 諸島 ^ 開發し 八丈島 等の ± 地の 狹く 人の 多 吾' 地 i り 人 ^ 遷植し 次 
m LL 其 地 4» 開き 新田 耕 農の 業 ^ 典. し. 又 この 無人島 i リ舶 4> 出し 其 南洋の 
中 ^ るヒ V ヒ ィレ V の 諸島を 開拓し 悉く 其 地の 產 物 ^ 聚め .淸朝 安 南暹羅 
等の 諸國 に 交易 L 益 諸島 ^ 經 ■略して 琉球 國と埼 角 ^ なし 不意 1- 舟師‘ 出 
し呂栄 と 巴 臥 亞の二 國 4* 攻取 へし/ 此 二 國は 共に 氣候溫 熱. に： し' て 物產 ，極， て 
蠻_.饒尨 リ悉 く 是  >  會聚し 以て 諸國 に 交易す 此二國 Li は 兵 農， 4* 置 武備. を M 
一! し 以て 诎地を 鎭護 しこの 南國 4» 以て 圖南の 基礎と なす 此地ふ リ又船 な 
.3 し 瓜. 哇渤泥 i リ以 外の 諸 列島 ^ 經畧し 或 (1 和 S を 結 ひ 以て 互市の 利 4> 
.收め 或 It 舟師 4* 遣りて 以て 其 弱 ^ は n 其. 要害の 地には 軍卒を 置き 武威を 
張て 以て 兵を 南洋 一一 輝 さは If 尼利亞 人猖獗 t: y といへ とも 敢て 東洋‘ 窺 
ふ 事 ^ 得へから す， 誠 ふく かくの 如く ^ ら It 日本の 國 富兵强 く.. 威勢の 强大 


義あ是 て 右 此の 豆 
國つそ 操 樣等實 七 
二ての 練の のな* 島 
百 今 防し 役 輩 得 I こ 
年爰禦 て！ こは さて 
來 11 の 居 用 过れ操 
の 寶備住 ひもは 練 
昇ゼへ 1 て 皆 却し 
平さ駿 るは 殺て 然 
I： る 重を 至す 害 後 
て 也 I こ以 掻へ を そ 
人是 して 利き 招の 
皆を て 萬 用の 事 役 
照 僕 便 一の 人め | こ 
代 か 利 日 事な リ用 
の 防 I こ 本 位 る故ふ 
繁 海， あの 且 4*  I こる 
花 のら 內こ以 此也 
4 •第す 地の て軍然 
樂 二 や 1 こ死戰 制と 
み 策此不 士死撫 も 
上と 等處は 溺御此 
はすの あ 常 緣等篯 
有然 事ら I こ 共* じの 
会 土 共は は 沈 じ甚無 
の 今 別 則と 惜奇賴 
君の i こ？ 逢 南む 妙の 
i 世詳 しの 事の 惡 
り 1こ なて 諸な 手 徒 
下 當る軟 島け 段 其 
はて 載隧 I これ あ撫 
士は 記す 於 U リ 御 


S り 明 增議ま 1 こすょ 
夷 其 辯 加し す： はら 
の 事し 1 こて 南 全ん 
諸 他 書 先先 海 世を 
島 じな 師年 炎畀言 
及め 著 宇 波 熱必語 
ひ ら し田爾 地す I こ 
佐す ズ川杜 I- 日盡 
渡 日其玄 瓦 役 本す 
隱本 變隨爾 しのへ 
岐總か 先 國て有 吾 
等 國詳生 i 軍 n  | こ 
の 中 I このり 卒る非 
諸の せ 東亞-のへす 
島 死り 洋墨疾 し 次 
u 罪 且病利 病 彼 第 
於の 前考 加あ淸 I こ 
て苕策 4， 洲 ら朝此 
操を に以 のん の 策 
練， 會 多て 泊 事强の 
し 集く  し頤 4 大如 
南し の 其 亞察も く 
方 北 死病 兒 しま し 
I こ 方士源 國 てれて 
用 I こ‘ 及 4 •亡 何 其 
ふ 用 得 ひ 開 友 そ 事 
へ ふる 治し 山 慮 業 
き への 療書材 I こを 
も き 手の 4 •昌足 推 
の 者 段 方 主 永ら 廣 
(1 I こ 4 •法と 氏ん は 
伊は 云 4 •しと、 且後 


: R 0 卑吾一 一至 5 主て 只 當年か 面白く 渡る ^ のみ 心と して 武備を いふ 巷 4- 
嫉む予 か此防 海な 觀 は 必す 狂 K あらされ は 妄な y として 或 (t 謗り 或は 怒 
て 予 4* 罪する に 至らん とする ^ 知と いへ とも 彼墨是 可と 李 露の 二 國 (t 古 
i リ亞墨 利加洲 中 U 於て 共 1- 帝 爵の國 な y しも 終！ igr 洋人ゝ 乃 爲に 破滅せ 
られて 千世® 流の 江山 4* 失 ひ 永く 蕃夷の 擒とな れり是 L1 因 又 これな 見れ 
-は 國恩 4* 思 ふ 者の 默止 か r: き 處 1. して 竊に此 海防 二 策 ^ 著せし も膂 女の 
'宗國 4 患る 微意 U して 止ん と 欲して 能は さ 5 もの 也 只 阿 淡 雨國の 海防 ^ 
_® l - せんと 欲 - ct lt 数多の 大銃 4- 備へ其 打 放の 術を 精練 L 外 寇の至 Li 遇は 
V 頸 1- 打て 其 船 ^ 擊崩 すへ し然共 大 銃の聲 t: る や 陸地 ふり 海上 1- 向て 發 
.すれ It 其 昔の 虛 1- 入て 相應す る ものな き L： 侬て 響き 小 LLL て 敵 ^ 威す 一一 
.足ら さる か 如し 又详中 ふり 陸地 LL 向て 發すれ It 甚大 U 震動して 宛 も 天 裂 
.け m 崩る、 か 如し 軍卒の や V も すれは 兵器 ^ 投擲し 奔潰 t る じ 至る もの 
U 其 響 Li 奪魄 マる を 以てな リ是故 に 防 海の 戌 兵は 格別 1- 其堪令 を 嚴重 1- 
なさ すん It 有る へから さる 也 抑 日本の 人 昔 (t 世 # 第一の 異猛國 1: て 大明 
.及 ひ 安南暹 羅呂栄 瓜 哇渤泥 等の 諸國 みな 典 1: 倭寇 1- 困し まさる 者な し豐 
.臣 氏の 朝鮮を 攻る 時 1- 大明 の人數 千 挺の 鐵炮 4* 以て 日本 勢 4* 打 崩さん と 


マ 日本の 軍士 これ ^ 見て 甲胄 4* すて 赤锞に なり 明 人の 陣中 1: 潑 入て ri 横 
自在に 斬り 廻る 明 人大卩 敗走 Y と’ いふ 今 世の 士民 It 皆 m 弱靡懦 1. して M 
て 戦場の 役 !- 用 ひ 難し 必マ 古人の 如く 異猛 也と 思 ふへから す數 多し とい 
へと も决 して 賴 に なすへから す是 その 風敎 の然 らしむ る處 II して 奈何 U 
もす へからす 故に 僕 か 工夫 にて人力 4» 勞せすして蕃舶 4» 燒打 1- する奇妙 
の 火 舶 6 製作せ リ此火 舶は 火 藥を以 て 舟 4* 走らし むる ^ 以て 風波の 順逆 
1. か v lt らす直 行す る 事箭の 如し 瞬 息の 間！！ 百 町の 外に 飛 ふ 機を 詨る事 
種々 1: して戀化百出す其火 4» 發する |: 及んては天地震動し海水沸騰す只 
.三 隻 一連 七® 一連 等の 術 あつて 火 舶おの つからょ く賊舶 4» まき 圍繞 して 
以て これ か 燒く一  も 人力’ 借らす して 大功 かなす 實 1- 莨 法也此 火舶等 も 
ま t: 兼て 用意 あるへ し又數 多の 火 銃 4> 備 5u (t 靑銅 It 價高 くして 多く 得 
へからす 明 人 0 銃 U 鐵 4> 以て 銃 ^ ©！- LU 鉛 4« 和して 以て 製す と今鐵 1- 鉛 
も 和せ んと 欲すれ とも 終に 混合 マる ものな し又鐵 斗り 11 て 鑄 造 t れ は 其 
•鐵 敢て鑽 じ か V らマ是 に 因て 工夫して 予其茛 法 4» 得 ' f: り 鉛 も鐵も i  く 温 
人 a す へく 又鐵 斗り 1: て 鑄し 銃も鑽 1- て 自由 じたる 法 あり 是 等の 數事 U 則 
こし 詳なる 載 記 ある ^ 以て 是か晷 し畢 S』 
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天 保 時代 

內潰 外逼の 危機は、 日  一 U ょう 近つ けう ◦天 保 十一 年は 如何なる 歲 
を 〇且 其の 前後の 年代を 顧み 見ょ 0 

一時 人目を 聳 動した る寬 政の 改革 も、 今は 全く 荒廢せ う〇幕 府は財 
政に 窮乏し 〇隨て 窮乏 すれは、 隨て 金銀 吹換に 托して、 惡性の 貨幣 
を 鑄 造し 〇 之を 鑄 造す るに 隨 a 、 物價 騰貴し、 小 民を 疾 しめた 6。 
天 保 五 年の 正月に 於て は、 米 百 俵に 附き百 四十 五 兩餘の 相 庭と なり" 
锇莩 途に充 つの 狀ぁ うき Q 3 W C 金 太 重 天下 輕』 、小 民 怨嗟の 聲は 、貴人 
の綺 筵に 達せす Q 武門の 繁昌 も、 今や 其の 極度に 達し、 將軍 家齊は " 
源賴朝 すら、 足 利 尊 氏 すら、 若く は 乃祖德 川家康 すら、 其の 例な か 
うし 太 政 大臣の 極爵 を、 生な から 軍職と 共に 併せ 帶ひ ◦豪奢 度な く、 


而して 下の 上に 倣 ふ、 更に 甚 しきもの あ 6 ◦三百諸侯 皆な 幕府の 豪 
奢を 模範と し、 各藩 留守居の 如きは、 一 椀 十雨の 料理を 喫する R 到 
る もの あ 60 此 時に 於て 儉 約の 觸 書を 出し、 强 a て 一般人 民を して 
質素の 生活を な 3 しめ / I と 欲する も、 をれ 豈に得 可ん や〇當 時屢 A/ 
田畑に 甘蔗を 植 るを 制止す るの 令 あ 6、 亦 以て 砂糖の 需用の、 大に 
增 加した るを 知る 可し ◦平和の 味は、 砂糖の 味 也 ◦砂糖の 需用は、 
生活の 度と 相 a 比例す .0 亦た 以て 封建 社會 か、 富の 爲に 併. 呑せられ 
つ、 あるを 察する R 足らむ 0 

是 時に 於て 彼の 智勇 辯 力の 徒、 焉くに 在る かな ◦矜嚴 "狠險 、自彊 
の 小吏 大鹽平 八 か、 天 保 八 年の 饑. 饉に乘 し、 名を 湯 武の放 伐に 藉 -V、 
其の 一味を 率. Q、 火を 放ちて 大坂 城を 乘ぅ 取らん としたる か 如きは" 
IT に 其の 消息の 一端を 漏し ^ る？^ のな i と 謂は 3 る 可ら す。 當 時の 
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1 〇〇 

詩人 か 『淸平 有 ^ 是 天警』 と 歌 a /2 る、 固よぅ 宜 へな 6。 若しを わ 其 
の 機會 あらしめ は、 弓を 挽 s て德川 幕府に 向は ん とする もの、 豈に 
唯た 一の 大鹽 のみな らん や 0 泰平の 澤を 被る ものは、 固よ 6 .泰平に 
沈醉す 〇然れ とも 彼れ 凌雲 衝天の 猛 志を 抱き、 空しく 格式 門閥の 爲 
めに、 其の 自由の 餘 地を 束縛せられ、 社 會の鈍 調に 懶殺せ られん と 
する もの、 焉を 泰平に 謳歌す るを 得ん や〇 苟も 動亂の 機 3 へ 來らは " 
彼等は 何時に 1: も、 之を 攫む を辭せ 3 る 也。 

且つ 眼を 外に 轉 せしめよ。 

文化 初年 來 、北 地頻に 警報 あら 3 るな し〇 其の 八 年に 於て は" 南部 
の 戌 兵、 露 人 八 人を 擒に .して、 之を 松 前に 送 60 其の 九 年に 於て は、 
露 船 高 田 屋嘉兵 衛を擒 にして 去る C 同 十 年に 到 6、 彼を 送還し、 且 
0 先年 來樺 太" 擇捉 を擾 せし は、 露國 政府の 意に あら S るを 吿 け、 


且つ A 人の 俘虜を 還 3 ん 乙 とを 請 ふ ◦依て 之を 許し、 更に 文化 十 J 
年に 到うて、 擇捉以 南を 我 地と なし、 中間に ウル ツフ 島を 置き"‘ シ 
モシ ジ以 北を 露領 となし、 事暫 らく 平く を 得た う 〇然れ とも 北 地の 
警 、是 か爲め に 些か 緩なる も、 邊 海の黑 船は" 天魔の 如く、 我 か 四 
境を 观 へう 〇今 その 一二を 擧 けんに、 文化 十四 年英船 浦賀灣 に 入る。 
文政 元年 英船 再 a 浦 賀灣に 入る ◦同 七 年. 五月英 人、 常 陸大 津濱に 上 
陸す る もの 十二 人〇七 月 同し く 薩州寶 島に 上陸し、 野牛を 奪 a 去る 0 
邊海 漸く 多事、 幕府 將に 奔命に 疲れん とす 〇天文 方 高 橋 作左衛 門は 
說を なして 日く、 黑船の 沿海に 出沒 する は、 槪して 捕鯨船に して、 
其の 寄港し 上陸す る ものは、 我か寬 政令の 好意を 恃め はなう ◦速 か 
に 寬 永打拂 令の 舊に復 せは、 復 何を 黑 船の 憂 あらん やと Q 外 •事に 聩 
々として、 一口の 苟 安を 偸 取 せんとす る 幕府は、 是に 於て 異國 船を 


)0 二 

二念な く打拂 ふの 令を 布け 60 時に 文政 八 年 二月な うとす。 

然うと 雖 も、 •能の 打拂 令の 外 船に 於け る 効用は、 恰も 潮に 向て 退去 
令を 下した るの 効用と 異ら す 〇 退去 令を 下し / 2 れ はとて、 進 潮は 乍 
ち 退去す る ものに あらす 〇打拂 令、 外國 の來迨 に對 して 何 か あら ひ 0 
天 保 二 年には、 異船 (露 人？) 東 蝦夷を 侵せ 3、 同 八 年には、 英船浦 
賀灣に 入れ 60 恧し て英船 モリソン 號江戶 に 入らん とする 警報は、 
和 蘭の 風說 書に ょうて、 漸く烟 眼 卓識なる 士 人の 間に 流布し、 是か 
爲に渡 邊 登の 『愼機 論 J、 高 野 長英の 1 夢物語』 33 て來う ◦漢蘭 學黨の 
爭は 、延 て奇禍 を 二人に 及 ほし、 天 保 十 年に 於て" 彼等は 各 その 刑 
に 處 せられ 穴 {き ◦蓋し 八 代將 軍吉宗 、蘭 書の 禁 を 緩へ て以來 、我 
邦 蘭 書を 講 する もの 漸く 增 加し" 安永 天明ょう して、 寬政 文化 R 及 
ひ、 前 野、 杉 田、 大槻の 徒、 相 接して 出て、 蠻 fit の 名 漸く 高く" 彼 


等の 崇 論高議 .漸く 天下の 注意を 惹 けう。 渡邊 、高 野の 徒は、 則ち 
其の 餘 流を 酌みた る もの 也 Q 

此の 如く 一方に 於て は、 志士の 口を 篏し て、 强 a て 無事を 裝はん と 
する に 際し、 他方に 於て は、 海外の 形勢 愈 ミ 切迫と な AO  一  衣帶水 
を 隔てた る淸國 は、 今や英 國と 事を 生し、 天 保 十 年 (千 八 百 三十 九 
年) には、 林 則徐 阿片 二 萬函を 燒き 、をの 明年に 及ん て英淸 の戰爭 
となう。 同 天 保 十三 年 (千 八 百 四十 二 年〕 に 於て は、 英兵 上海を 拔 § 
南京に 逼 6、 遂に 淸國 ょうし C 償金 二 千 百萬茆 を 出し、 之に 加 ふる 
に 香港の' 地を 割き、 更に 五 港を 開き、 以て 南京 條 約を 締結せ う ◦正 
に 是れ H 萬の 妖鯨濤 を 蹴うて 飛 ふ〇英 國か戰 勝の 威に 乘し て、 我 邦 
に來 う逼る は、 特 tc 識者を 待つ て 之を 知ら 3 る 也 0 
更に 太平洋の 向 岸を 眺れは 、牝米 合 衆 國の內 政 漸く 緖に 就き、 其の 

一〇三 


一〇四 

文化は 中部よう して 西南に 波及し、 弘化二 年に 於て は" 米 船 浦賀に 
至 $、 同 三年 米. 國 軍艦 浦賀に 入うて 互市を 請 ふ 〇其の 同年 (千 八 百 
四十 六 年)、 米國は 南 墨 西哥を 攻め、 をの 明年 西部 ヵリ ホ AI 一ー  ャ に 於 
て、 金 礦を發 見す ◦西漸の 勢 日 一日よう も 急な う ◦是 時に 於て 其の 
餘力 0 延いて 我に 及 ふ" 何を必 すし も 和 蘭 王の 忠告を 埃たん や 〇况 
んや六 千年 來の 新發 明た る 海上 飛行 器械 1 蒸竄 船は、 今や 旣に彼 
等の 利器と なうた るに 於て を や ◦斯くて 和 蘭 王は" 昔年の 交 la よ $ 
して、 弘化 元年 使節を 遺は し、 世界の 大勢を 審か にし、 鎖 國の長 計 
にあら 3 るを說 き、 和親 通交の 止む 可ら S るを 吿けた 6 き。 而して 
我は 何を 以て 之に 答へ / 2 る ◦日く 祖宗の 法、 變す 可ら す ◦和親 通交 
は、 祖宗の 禁する 所 也 ◦故に 决して 許す 能は 3 る 也 0 


水 野 越 前 守の 改革 

內潰 外逼の 趨勢は、 遂に 德川 幕府に 於て、 天 保の 改革を 喚起せ しめ 
た 天 保の 改革は、 則ち 水野忠 邦の 改革な 60 彼は 何人を、 彼は 
何事を 倣せ しを 0 

彼は 責括を 知る 晁錯な $ 、無學 なる (比較的に) 王 安 石な り。 彼は 文 
化 十二 年 寺社 奉行と なう、 爾來大 坂 城代と なう、 京都 所 司 代と な &、 
西 九 老中と なう、 遂に 天 保 五 年 本 九 老中と なる ◦彼 か 政治的 經歷凡 
を 二十 年、 而して 此の 二十 年は、 家 齊將軍 下半期の 治世に して、 文 
恬武 « 、幕政の 腐敗 旣に絕 頂に 達した るの 日な う Q  3 れは 彼は 內外 
の 政務に 精通した ると 同時に、 幕府の 衰 因の 深 且つ 遠に して、 到底 
大切 斷の 作用を 藉ら S れ は、 之を 救濟 する の 道な _ を 熟知した 

一 〇 五 


一〇六 

彼は 飽く迄 辑爻 しき 野心を 有せぅ、 彼の 二十 年來大 に爲す 所な き は" 
爲 S んと 欲する の 機會を 待ちた る 也。 

今や 其の 唆は 來れ ぅ、 天 保 十二 年 前將軍 家齊は 死せ- CNO 將軍 家慶は 、 
漸く 其の 政を 親から する を 得た 60 彼 か 家慶に 於け る關 係は、 恰も 
チュル ゴ T か路易 十六 世に 於け るか 如き 關係な $ し〇 『眞 個に 人民を 愛 
する ものは、 睽と チュル ゴ丨あ るの み』 との 言葉は、 殆んと 家 慶と忠 
邦との 間に も、 繰 6 返された 彼 か 君の 信任を 得る Z. と、 此の 如 
く 專らな 6 き 〇故に 彼は 單刀直 入、 其の 積弊の 中心に 向つ て打擊 k 
加へ ^ 

破産せ す" 增税 せす、 借金せ すとは、 是れ チュル ゴ T か路易 十六 世 111 
の 財政に 處せる 綱領に .^ らすや 〇彼か 政綱 も亦然 彼は 儉約を 以 
て、 唯一の 政綱と なし、 之を 實行 する に 於て は、 殆と幕 好の 全 / J を 


賭する も" 自 個の 生命を 1? つ 7P、 敢て 顧慮せ s  6 き 〇幕府 の 治世 二 
百 六十 年、 何の 時 か儉約 令を 開か 3 らむや ◦ {§ た 天 保の 儉約 令に 至 
6 ては、 泰平の 社會を 震動せ しめ、 七十 年後の 今！！： に 於て、 白 頭の 
父老 之を 語 6 て、 唇 角の 微顫 あるを 覺 ぇしめ たるは 何を。 彼 か 令す 
る 所、 彼 之を 行へは な &、 彼 之を 行 ふの みならす、 彼は 之を 行は し 
むるな ぅ ◦彼は 自 から 信す る P 篤き のみなら す、 其の 執著 力の 强 i] 
果銳 なる に 於て は、 王 安 石 も 亦た 三 舍を 避く る 程な 3 き 0 
J 令は 一 令よ $ 繁く 下れら、 天下の 民は、 雷鳴を 聞く のみなら す、 
閃々 たる 電光を 見た 60 閃電を 見る のみなら す、 落雷に 擊れた ¢0 
彼は 前 將 軍の 死後 五月を 經 S るに、 其の 寵臣 林 肥 後 守、 水 野 美 濃 守、 
美 濃 部筑前 守、 中 野碩翁 等を 千代 田 城よぅ 一掃し 去れ 30 中に も 彼 
か 仕途 は、 水 野 美 濃 守の 夤緣 によ 6 しに 係らす、 彼 比 尤義 親を 滅す 

1 〇七 
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の理に 據 彼を すら 斥けた うき 〇寵 .臣去 & て 群小の 肝膽 寒し 〇是 
よ $ して 彼の 改革は、 筍 皮を 剝くか 如く、 層 一 •層 緊切に な & 來れぅ 0 
彼の 手は 將軍奥 向の 小刀 庖丁より、 幕閣 日用の 紙に 迄〇妖 僧の 品行 
よ 3 俳優の 贅澤 に 迄。 婦女子 〇 髮 飾よう、 食膳の 野菜に 迄〇小 童の 
M の 彩色よ ぅ 、雲助の 花繡迄 。凡を 社會 生活の 事、 上は 將 軍よ 3 下 
は 乞食に 至る、 一として 彼の 千 涉を 被ら さるもの あら 3 うき 0 
彼は 儉約 令を 布く のみなら す、 ♦儉 約の 敵た る 淫蕩 奢侈の 風俗を 矯正 
せんと 欲せ 60 彼は 男娼を 禁达 う、 彼は 隱賣淫 を禁せ {、彼は 各賣 
淫 所を 撤し て、 之を 市外の 一所に 遷せ -〇\ ◦彼は 市中に 散在す る劇塲 
を 移して、 之を をの 片隅に 集めた う ◦彼は 鄙猥なる 戯作. 本を 禁し て、 
其の 著作者を 罪せ 3 〇 彼は ドラ コ の 酷 腕を 以て、 ラィカ ルガ スの理 
想を 實行 せんと 欲せ 30 彼は 何故に 斯の 如き 乙と をな せし 乎。 彼は 


自から 日く" 『宿 疴の胸 腹に 凝 滯 仕、 一圓 快 愈の 兆 無 之 姿に 付、 一旦 
烏 頭大黃 の激劑 相 施不申 候へは、 迚も 功 顯難得 候』 と 〇當時 の社會 
は、 果して 斯の 如く 宿疴に 取ぅ 附かれ たる 乎、 日く 然ぅ〇 
諸侯は 何事を なせし 乎 0 

今の 諸侯 1- 財 足れる もの ^ し 昇 平 百年 1- して 奢侈 習と なり S 用 古へ II 十 
倍せ リ窮 i£ さる こと ^ 欲すと も 得へから す 終 r- (t 大阪の 商賈鴻 の 池 加 島 
屋辰 巳屋な といへ S ものと も 一一 借財して 一時の 艺しさ な 故 ふといへ とも 
又 その 利息 返 償 1: 一層の 苦 4. 增し終 卩 窮迫 tf んか ， f: 盡て 家中の 祿かか リ 
あ IT 絨 金の 通用 鑄錢 ^ と 1^ て缺 か 補 ふに 至る 其 策尤 1111 く錢 多 CT n は賤く 
^ 金 k 造れ (t 他 邦 Li 通せす 正金 出て、 再 ひ 歸らマ 愈 ^ しく 益窮す 今 1- 至 
りて 謀： といかん とも マへから す ロハ 讚 岐の高 松 侯 僅 11 富み 玉 ふとの こと 
1: て 近時 金 七 萬兩を 幕府* し 献 し大じ 賞 せらる 杯い へりし か是 も亦艺 しき 
4. 告 T: り 1 聞く 世 に 民の 窮して 家屋敷 4- ひさきて 去る ^ 賣す表 ，とい ふ 近 
0 大名の 賣す表 も 出て t: リと いへ y 高 七 萬 石 ほとの 諸侯 ^ る 力 公 邊 *(t 養 

一〇九 


二 〇 

子と 稱し壯 年に て隱 居し 家督 4* 蔭へ 家財 封 騄家士  U 至る まて 三千 金に か 
へて 己 U 外 邸に 潜み 居る あり 父子の il もなかる へし t: とへ 賣る君 ありと 
も賣ら する 臣 は ある まし 吾に 上下 是 4> 以て 安ん する ことい か ^ る こと IV 
や あらん 君 君たら す 臣臣 ?: らすと 云 ふへ し (江 戶見分 一一 0 

武士は 何事を なせし 乎 0 

百 有 餘歲以 前の 武士 大名 高 家と い It る、 もみ ^ 干戈 4. 枕と し 甲 B を 寢卷 
!: し 寒夜 も 山野に 起臥し 暑 B も 道路 U 奔走し 酒肴 U 飽 くこと もな く 朝夕 
_ 飯に 糠 汁 LL て くらし 一生 扇 體 4 勞苦 し It ては 疊の 上の 死 希な リ 不幸と 
やい It ん不 便と や 申す へ 吾され 共 -5: 偷の 道筋 も相應 1- 心 掛て 君 © 父子の 
理りも 違へ さる It めりかた 吾 ことなら す や 今 it 主' 君と 兜祖 の恩惠 1: て 飽 
食暖 衣し 妻子 !: II り 家人 4> 貴つ かひ 滎耀 に くらし 槍 刀 It さび も 拭 (t T 具 
足 (t 土用 干 1: 一度 見る It か リ刀 脇差 も 有用の 物 ともお もは す やか 5 りの 
美 異風の 挤の み ^ 物數寄 無益の 費に 金銀 4* 捨て 衣服 も 今樣 4> 好み 妻子 1: 
も 華美 Ja 流を 飾らせ 遊山 翫水 芝居 見 U 公 祿 も 費し 百姓 ^ tf め It ?: り取揚 
け 借金 方へ It 不沙汰を し次箄 /、 にす リ 切は て it 嬰 子 も ^ 2 く 麦れ す 家人 


も 養 はれさ 5 輩 多し 家祿 はありな からかくな り 行は 穀潰しと も 知行 盜と 
もい ふへ し (太平 繪詞) 

商人は 何事を なせし 乎 0  . 

或 商人の 書窗 4* 好て 玩ふ もの あ y しか 其 購入す る 所 4» 聞く 1- 金 岡 か觀音 
の 像 一 幀代價 千 雨な リ徽宗 の 桃 1- 鳩の 繪僅 U 長さ 五六 寸 一 一廣 さ 六 七寸な 
ろ 小幅 か 同し く 千 雨な リ其外 馬 遠の 對幅か 五 百 雨 牧溪か 一幀五 百兩な り 
其 他 もこれ LL 準す 又 茶器 4- 買 入る、 もの あ X 銘 it 不レ 知) 茶 盒千五 百 兩南蠻 
II 簾の 水 指 三百 兩祥瑞 の 香盒 二 0* 雨な リ又 古錢を 愛する もの ありし か 半 
兩一枚 4- 六百兩 U 貢 入る 其 外一敉 五十 兩百兩 一一 百兩 三百 兩な とい ふ (t 數 
品 あ y しとな y 是 等 (t 皆 大名 旗本 I り 町人 に 賣り拂 ひし ものな りと いふ」 
又 或 富 商 U 常 一一 野菜の 走リ 4. 賞味す 5 こと ^ 好む ものなる か 親しく 出入 
する 人 その 價附を 見し 一一 隱元 豆の 初めて 市瘍 1- 出て しとい ふか 一把 二 十 
本にて代金二分同しく茄子の鴫燒か代金七兩とあるレ舌 4» 卷きて驚さ昔 
0 1 食 LL 萬錢か 費せ しとい ふ もこれ に U 過き じと いひし なり 其 他猶商 家 
の 豪奢を 盡し t: る例甚 多く 就中 外 妾を 蓄 ふろ こと 商人に 最も 多くして 手 


% 


一二 一 

代の' 輩 1- 至ろ まて 窃 1: 養 (t さるものな しとい ふ rf く 分外の 奢侈 It 礼 差 ! 51. 
は 御用達 商人の 輩 1- 多し といへ リ 

象 

社會の 情勢 此の 如し ◦彼 か 改革の 峻急 酷烈な 6 しも、 亦宜 ベなら す 
や ◦彼は 封建 社會 の解體 の、 滔 々として 止む 可ら 3 るを 見た う ◦彼 
は 社會の 中心 黙の 欹 傾す るを 見た う。 彼は 德川 幕府の 命數 の危 きを 
見た 60 而 して 更に 外患の 眉 端に 迫る を 見 / 2 々◦此の 內自 から 潰 解 
せんとす る 社 會を_ ゐ 、如何にして、 猛然と して 來う 迫る 外患に 應 
する を 得ん や 〇知る 可し、 彼の 改革の 十 中の 七 八は、 外交の 刺激、 
否 寧ろ 外患の 豫 測ょう 來 $ しもの なる を ◦彼 か 改革の 失敗した るは、 
彼 か 餘う燜 眼 家た うし 罪に 坐す るの み。 

百 五十 年 前 熊 澤の國 防 論は、 今や 端な くも 彼の 手に ょうて 實行 せら 
れた う。 惰風を 鞭ち、 汚 俗を 矯め、 士氣茲 に 揚 3、 國用. 玆に富 み、 


潰 敗せ / L とする 社會を 整理 統一し" 以て 將に來 らんと する 外 難に 備 
ふるは、 彼 か 改革の 第一 主眼な うき。 3 れは 彼は 高 島 秋 帆を 江 戶 に 
召して、 砲術を 演せ しめ、 之を 旗本 及 CA 諸侯の 士に傳 習す るを 公許 
し 〇天保 十三 年 七月に 於て は、 更らに 文政 打拂 令を 取う 消し、 異國 
船來 著の 砌う は、 來 意を 質し、 薪水 食料を 給す 可き を 令し、 親 藩の 
隨一なる水戶烈公と結ひ、著々改革の步を進めた$〇即ち烈公か梵 
鐘を 毀ちて 大砲を 鑄うた る も、 甲冑に て 追 鳥 狩を 企てた る も、 皆此 
の 同時な うとす 〇 

改革は 一瀉千里の 勢を 以て 進めう、 總ての 障碍を 打破うて 進めう。 
抵抗 者は 罸 せられ、 異論 者は 斥けられ、 不熱心 者は 遠 けらる ◦彼の 
同僚は、 彼の 威勢に 壓せ られて 唯々 たう 〇彼の 下僚は、 彼の 意 VJ 迎 
合して 倉皇た う〇天 下の 民心は、 彼 か 手剛き 仕 打に 聾 動せられ て愕 


二 四 

然た $0 彼は 騎 虎の 勢に 乘し て、 印旛 沼の 開鑿に 著 手せ う。 是れ萬 
敵 艦 江戸 灣を扼 する 時に 際し、 常總兩 野の 米を •江戸に 迴送 する 
の 用に 供 せんか 爲な {◦彼は 更に 江 戶大阪 十 里 四方 1: 上 知せ しめて、 
以て 幕府の 直轄に 歸し 、以て 萬 1 0* 變に備 へんと 欲せう 〇彼は 之に 
加 ふるに、 各地に 散在す る 諸侯 •及 旗下の 飛地を 一處 に纒 め、 以て 
武備 機關の 統制を 整調 せんと 欲せう ◦而 して 此 等の 上 知は、 悉く 彼 
等の 高 免 地を 以て、 幕府の 薄 免 地に 交換す 可し と 命せ {◦諸侯 及 旗 
下を 損して 幕府を 利す、 理に 於て 當ら 3 るか 如し ◦然れ とも 彼は、 
國 家の 變に應 する には、 財 用を 裕にせ 3 る 可ら 3 るを 看取した う 0 
其の 兩都十 里 四方を 幕府に 直轄す 可し と 云 a、 諸侯 及 旗下の 飛地を 
取う 纒む 可し と 云 ふか 如き、 國民的 統一の 精神は、 彼 か 傍若無人の 
經論 にょ $ て豫 •測 せら n たう 0 


大奧の 陰謀は •閣僚の 陰謀と 相 結へ う。 彼は ^ I ュル ゴー の 去る か 如 
くに 去れう ◦チュル ゴ d の 在職 凡を 二 十 箇月、 彼の 改革の 發 端よ 6 
退職に 至る 1 天 保 十二 年 五月よ. CN 同 十四 年閏 九月— 二 年 四 箇月 
なう とす ◦チュル ゴ I の 去る や、 其 友 日く、 卿の 改革は 餘 $ に 火急 
な 6 しと 。チュル ゴ I 日く、 汝は をの 火急を 咎む 、然れ とも 佘か血 
筋は 五十以 r 槪し て瘦を 病ん て 死す るを 知らす やと Q 若し 忠 邦を 
して 答へ しめは、 當に云 ふへ し、 內 外の 積弊 駸々 乎と して « く 可ら 
す、 一日の 猶豫は 即ち 一日の 大患な 6 と 知らす やと。 

彼は 何故 K 失敗した る 乎、 其の 資望 若く は 施設の、 人 意に 慊ら 3 る 
もの も ある 可し 〇試に 寬政 年度の 改革 家 松 平 越 中 守を 以て、- 彼に 比 
すれは、 1 は 親 藩の 位地よ 3 出て、 他は 譜代の 小 諸侯よ 6 出つ 0 一 
は 田 沼 濁 政の 後を 承け、 天下の 民 皆な 一新の 政を 望む の 時に •際し 0 


他は 文恭 公泰 平の 餘澤に 沈醉 したる に 際す 0 一は 天下の 衆望に ょぅ 
て 由て られ〇 他は 寵臣の 夤緣 にょぅて 薦む〇 一は 其の 同僚に 羽翼の 
忠友 多く ◦他は 其の 同僚に 敵意 i: 挾み、 然ら 3 る も 冷淡な、 る もの、 
槪して 是れ〇 一は 其の 下僚の 溫良 にして、. 民に 近き 能吏 多く。 他は 
.精 刻 苛 佻、 動 もす n は訐以 て 直とな し、 察 以て 明と なすの 酷吏 多し 0 
一は 其の 儉約 政策 消極的に して、 著 實謹嚴 に 天下の 人心 i:. 服 せんと 
.欲し 0. 他は 動もすれば 積極的に 進み、 放膽銳 利、、 寧、 ろ 人心を 聳動せ 
しめ 3 らん N1 とを 是れ 恐る、 もの、 如く C 即ち 一 は 村落に 貯蓄 金を 
設け、 市町に 町會 所を 建て、 積 金を なさし め、 小 民を 安堵せ し 0 る 
か 如き、 漸進の # 險 策を 採 他は 菱 樽十擔 問屋の 專賣權 を 剝き 
富豪の 驩心を 損する を 顧みす、 極めて 急進 突飛の 手腕を 揮 a 。 一は 
常識 11 滿、 _ 小を 包容す る韓魏 公. に 類し 〇他 は理の ある 所、 勢を 顧 


みす、 勢の 存 する 所、 情を 顧み 3 る 王 安 石に 近し ◦若しを れ寬 政の 
弊風、 天 保に 及ん て 愈ミ增 長し、 而して 此の 增 長した る 弊風を は、 

« 本ょ々 咄嗟の 間に 抜き去らん としたる は、 自から 力 ?: 量ら S ると 
は 云へ、 寧ろ 水 野に 於て 多し と •する に 足る ものな くんは あらす ◦况 
や 天 保の 改革は、 寬政の 改革を 再演した るに 過き 3 る も、 其の 大本 
に 於て、 大に 同し から 3 る もの あるを や。 寬 政の 改革 tT 內 弊に 餘 
儀な くせられ て 出て 來れぅ ◦天 保の 改革は、 外患を 豫 測して 出て 來 
れ 60 近き ものは 人 皆 之を 知る ◦遠き ものは 人 皆 之を 知らす Q 旣然 
は 衆 皆 之を 察す、 未來は 衆 皆 之を 察せす 。吾人は 天 保の 改革の 甚た 
難き を 知る 〇松 平定 信 出て 來る も、 或は 難き を 知る ◦看ょ 彼 か寬政 
の 改革 すら、 大奥の 陰謀は、 彼を して 中途 R 去らし めた るに あらす 
や 0 吾人は 水 野の 失敗を 咎めす して、 寧る 彼の 苦衷を 諒す るの 禁す 


る能は3るを覺ゆ0 

然らは 則ち、 彼 か 失敗し 72 る 所以の もの 知る 可き のみ ◦彼の 改革に 
同情を 表する ものは、 彼と 呼吸 相 通せ 3 る社會 中心の 外に あぅ 〇彼 
の 左右 前後、 皆 彼の 敵なら S る li なし ◦積弊の 存す るは、 彼等 か 便 
益の 存 する 所 ◦彼等に 向て 改革の 味方た らんこと を 望む は" 屠兒に 
向て 悉く 獻身 的の 大人た らん M とを 望む 也 ◦蓋し 如何なる 塲合 にて 
も、 改革は 內 ょ々 成就す る 能は す ◦若し 萬 1 內ょ 3 成就す る 所 あら 
は、 必す 外の 勢援 あるに 據 る、 外ょ 3 壓迫 する に 據る ◦彼 か 將來の 
外患を 豫 測して、 沈酔の 社會を 鞭撻 せんとす、 其の 怨府 となる、 亦 
宜べ ならす や 0 

况んや 封建 社 會の活 火 は" 自家の 築きし 竈に 於て、 漸く 消燼 して、 
今や 僅か R 半 溫半 冷の 死灰を 留めん とす ◦是 時に 於て 薪を 加へ すし 


て 火を 吹かん とす" 是れ 火を 吹く R あらす、 死灰 i: 雨ら す 也」 疲 馬' 
に 鐵 鞭を 加へ て、 以て 快奔 せしめん と 欲す、 是れ 快走せ しむる にあ 
ら す、 是れ疲 馬を 殺す 也 0 

〔註〕 左に揭くるは、 天 保 中二 年 十二月 廿 六日、 江戶 町奉行 遠山 左 衛門尉 
役宅へ、 商人 か 呼出し、 論 達し t: る 文な リ〇 

諸 商人 典へ 

其方 共睜 出し r: s lt 叱る てな し 吟 味 致 マて なし 兼て 存し 居る てゐ らふ か 
士農工商の 事 /: 士 は 身命 4» 捨て V 奉公 ^ 致す 故 1- 夫々' 祿 4* 貰 ひ 農は 粗 犯 
も 用ゐ 粗食 ^ 喰 ひ 汗を 流し 駢 作 ^ # 吾 H (t 其 職を 骨折 商人は 御靜謐 の 御 
•  代俱 1- 正路の 働 吾 1- て 辱く も 御 固 恩 ^ 不レ忘 樣可レ 致之處 中 1- は寐て 居 ^ か 
ら 多分の 利欲： 貪る 事 ^ 相考へ 候 者 も 有 レ之樣 相 聞へ 以の外 め 事 也士 農工 
It 夫々 の 勤 方 有 レ之亂 世 1- は 士 (1: 命 4» 的にして働さ農は汗か流し耕作 4» ^ 
令 步役 i 勁め X は 夫々 加役 U 用ゐ られ 商人 It 武具の 外 r- 調る 物な く 其 時 

一一 九 


鲁 


一二 〇 

に 至りて ® 世な く 如何 樣 致し 候 心得 か 商 物 it 調 ふる 者 も 有 レ 之共拂 を 致 T 
者 もな く 御 政道， もな く押領 致しても 制止 も屆兼 n 難 漉 致し 可 レ 申 夫 故 商人 
はわけ て 泰平の 御國 恩 ^ 難 k 有 相 心得 退々 觸 出し 候 趣 ^ 相 守 ^ 正路 i: して‘ 
質素 儉約を 可 レ 致 候處 段々 御國 恩 4* 忘れ 奢侈 1: 移り 衣食の ち 限 4* 不レ辨 三百 
目 五 百 目の 品を 相用ゐ 或は 結 搆成新 織 新形 尨と 無益の 手間 4* 掛候 者を 挤 
へ 無 レ 輪 紋八ッ 藤 其 外 高 家の 裝 束の 紋 柄を 手拭 !- まて 染出し 湯 1- 入 y 前 尻 
をぬ くひ 七 八十 文 に て 事足る もの 迄 も 心を 込め 小道具な と 色々 の 細工 物 
じ 金銀な 費し 高 價の品 か 作*^ 革 杯 も 武具の 誠し 1- も 可 レ 致 ものを 木履の 鼻 
緖に 致し以 の 外の 事沓は 新しくと も 冠 リにはな らすと 申す 也 紙入實 入な 
とに 鈿エを a 其 外の 品 1. も 参 右に 淮し 金簡韦 — ;v の 類に 至る まて 異風を 好 
み 其 分限 ^ 不 レ辨ぜ ィタ ク屋杯 と 家號を 唱へ候 者 有 レ 之樣相 聞へ 次 U 食物 商 
人の 者へ 申 聞 置く 高！！ 文 八 文の 齚も いつの 頃 1: か 貳拾文 三十 文に 相 成 中 
一! は 殊の外 高價の 食物を 好み 身の 分限‘ 不レ 辨ス少 ボン 壹枚壹 分 位を 喰て 
も 鉋す 又貳 分の 4. 喰ても 不レ鉋 段々 增長を 致し スタ ボン か 鮪 か 鰯の 樣に澤 
出 1- あらは 賞味 もせまい 其樣成 事を い T: し 居ても 詰りは 時節 か惡い 杯と 
申し 腰掛へ 多分 罷出 上へ 御 苦勞相 掛候苍 有 レ 之 時節 惡敷 U て It tJ: し 分限を 


忘る ゝ故諸 色 高 色 1- 相 成るな り是 i り 上の 御 制度を 相 守り 正路 r- 家業 ^ 
致す 4- 御國 恩 4- 思 ふと 申す 者 也神怫 4- 念しても 國德な 知らされは 役 l- it 
ぬ 町人 It 粗 貪 ^ て 能き ものな り士 (t 絹布を 用ゐ るが 順 道な り隨分 と 
粗 物ら 用. Q 併し 綴れを 着 ふと U 不レ申 富家の 主人 It 主人 丈け の內端 4- 用ね 
召 仕 (t 召 仕 丈け の 內端か 心得 寬政 度觸 出し 置き 候 通り 相 心得 風俗 ^ 昔* U 
返せと 申 事， た 一 娘 子供な と髮 飾り 衣類 尨と IW 花 美 異風の 搐無レ 之 樣相心 得荇 
きもの I  1 11 其 親 支 K 人 共 i り 急 度 申 渡せ 奢侈の 風俗 4* 質素 I : 直 - cf と 申の 
だ 次- U 祝 ひ ^ と* U 花 美の 事な 致し 互 I': 着物 じ 氣 か 張り 壹 歩の 物 4- 遣れ U 
又貳步 の 物‘ 遣 i 々 0 奢侈 1- 募る と_ す の だ 高 價の m  i 31 
年 ® り 停止 觸 出し 匱き t: れ 11 殘吵 t: る 物 It 年內 最早 三日 じ 相 成形 ^ 替る 
か E マ とも 仕舞 切 1- い T: すと も來る 寅年 元朝 ムリ U 急 度睜止 申 渡す 若し 
是の後 大名 方婚禮 等 有 レ 之 高 金の ぁつら い 物 有 レ 之 共 伺 之 上 pi 達 可 レ 致 大すも 
百 萬 石 も わり 壹萬石 も ぁり 差別 4* 心得 是 ムリ 萬 事 正路 質素 1- 相 心得 譬へ 
k 滿 T: リ とも 花 美 高價の もの ^ 取扱 ひ 致す 主し く 相 背く 卷有レ 之に 於て ! 1: 
乍 二不 砬一 政事 u it 難 レ替急 度 申 渡す 大旨心 得 i 下がれ 


共 资な食 八 と廿此 へ寶得 殘斛農 
又 二 殘料斗 知 五 五 船て なり は 夫 
一兩 マー 米 る 貫 段 賃百リ 十 か 一 
雨は 金 人 五へ 七の 二三 又 五り 人 
二 か 七に 斗し 百內雨 十畑斛 4 •婦 
分り 兩 九を 是 五三 二 五 五 許® — 
餘農餘 斗 引 內十段 分 貫 段り へ 人 
春 具 I こ は き 夫 文へ 運 文は も し 劇 
もの 充か正 婦金麥 貫 許 か 有 摺| し 
迎價 つり 月  0 四を 四 リリ るて 吾 
へ 家へ と 綁食兩 作 十に をへ 釆時 
歲 具し 積等麥 許り 貫な 駢し廿 に 
4 •の 畑り の 三と 六を る し 其斛日 
送料の 又 来 M す斛引 一大 內 も 雇 
り 二 得 親 三 六と はき 根极五 有一 
魂 雨 分 屬斗斗 米 か 全 五 二 斛へ人 
祭 許と 故餘米 十り く 文 萬は し に 
り り 合 蓠と一 斛も廿 二 五 田 御て 
年 薪せ の 種 斛麥得 八 分 千の 年 田 
忌屄十 會榖餘 六へ 貫の 根 主 貫 一 
佛等 一食  一 4 斛 し 七 積を へ 諸 町 
事 一ニ ニ斛 引を 御 百り 得 納掛を 
の雨兩 斗を I 一年 五此 へめ リ耕 
入餘に 4 •引 又 夫 貢十內 し 全 五す 
用 夫 過 引き H 一三 文 糞 |  一  く  斛種 
二婦 きけ 又雇婦 貫かの 段 十は 一 
兩衣 すは 子の 一文 得 價五斛 か斛 
餘服鹽 来 女 扶年も 分 五 千は り 蒔 
0  子 茶 七め 特の 上な 十 根か^ •をて 
雇 女 油 斛れ麥 辛納り 貫の リ納穀 
賃の紙 二 U —  苦し 但江積 かめ 四 
一 •料の 斗其斛 料て し戶 2 作て 十 


一一三 

〔註〕 天 保、 弘化 度、 社 會 生活の 狀 態は、 左に 揭く  S、 當時 の記錄 u  i リ 
て 其の I 斑を 察す 可し 0  • 


雨 二分 餘親屬 故舊の 音信 贈 遣 一兩許 リマべ て 十一 雨餘ん 、引き 殘ろ所 二三、 
分に 足らす 故 に 風 寒暑 湯 • 1- 侵され 一二 月 も 怠惰す る 時は 收 _ |: 損め りて 
醫藥 の價 LL 充る 一一 足らす 何 ^ 以て 他 U 費す 餘力 4. 得へ けんやと 云 ふ是 U; 
て 鹿 夫の 辛苦 ^ 知る へし 

大工 (I 一日 エ 料 四 匁 二分 飯 来 料 一 匁 二分を ぅく  m し 一年 三百 五十 四日の 
內 正月 節句 風雨の 阻な とに て 六十 日 も 休む として 二百 九十 四日 1: 銀 一貫 
五 百 八十 七 匁 六 分な り 夫婦 1- 小兒 一人の 飯 来 三斛 五斗 四 升 此代銀 三百 五 
十四 忽 店賃 百 廿匁 擄醬油 味噌 油 薪炭 代 銀 七 百 目 (一日 銀 一 ^ 九分 餘) 道具 家 
具の 代 百廿匁 衣服の 價百廿 目 親 屬故葚 の 音信 祭禮佛 事 等 1- 百 ^ 程 郁 合一 
貫 五 百 十四 匁 許を 費して 僅 L1 七十 三 匁 六 分を 餘せ り 若し 子 二 人 あるか 又 
外 1- 厄介 あれ It 終 歳の H 料を 盡 して 以て 供給 1- 足らす 何の 有餘 を 得て 酒 

かんが 

色 LL 耽樂す る 事 4» 得ん と是 工匠の 勞と產 とを 勘へ 知る へき 大畧 なリ 
菜 籠 4- 擔て晨 朝 一一 錢六七 百 ^ 携 へ蔓瞢 大根 蓮根 芋 ^ 買 ひ 我 力の 限り 肩の 
痛む も 層と もせす 脚 1- 信せ て 巷 4* 聲 ふり 立 かぶらめ せ 大根 It いか 1*- 蓮 も 
候芋やいもと呼はリて日の足もはや西じ傾く頃家じ還るを見れは菜籠に 
一 摘は か リ殘れ る It 明朝の 晨炊の 儲なる へし 

1 
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家に It . 妻い 去 T: なく 竇寐の 夢 ま r: 覺やら マ 懷 !: も脊に も 幼稚— 子等 二 A 
許 も橫竪 1- 並 臥 f: リ夫は 我家に 入て 菜 籠 か ni せ 籠 U 薪 さしくべ 財布の 
紐と告 翌日の 本賃を かそへ 除 ま r: 店賃を it 竹筒へ 納めな とする 頃 妻 眼 ^ 

乙ん ず 

覺し精 来の 代 it と〗 K ふそれ と 云 て 二百 文を 擲 出し與 れ は_ 噌もな し醬 も： 
な L と  一 K ふ 又 五十 文を 與ふ 妻麻荀 (近頃 迄 貧家の 婦人 ! 1 必 す 所持せ しもの 
_ !- て 今用ゐ ろ 味噌 こし 笊を 紙に て 張りし もの 目今 U 舶來の 仕 付 糸 安き 故 
麻 Li て 之 ^ ぅむ もの 少なし と 云 ふ) 4> 抱て 立 出る It 精米な 買 II 行なる へし* 
子供 這 起て 爺々 菓子の 代 給へ と 一 K ふ 十二 三文 4* 與ふれ は 是も 外の 方へ 走 
出つ 然して 猶殘る 錢百文 ま r: (t 二百 文 も あらん 酒の 代に や 爲けん 積 V、 風 
雨の 日の 心 充 LL や 貯 ふるなら ん是其 日 稼の 輕き 商人の 産な y 伹是 は 猶本 
賃ナ士 持し 肩 上な り是 程の 本賃 も t: ぬ 者 U 人 1- 借る 嘵 烏の 聲 聞く ムリ 棲 烏 
の 聲き くまて ^ 期と す 利息は 百 文 1- 二 文と か〗 K ふ 一兩に 二 百 文の 利息 然 
も 一日の 期な り 一月 U 六 貫の 割と 知らる 但 借人 (t 七 百 文の 錢 1- て i 日， に 
j 貫 二三 百 文* U も賣 上る ゆ 表 七 百 文の 錢 に 廿一文 の 利息を 除て 其 外 五 百 
七十 五 文の 稼 あリ侬 て 借 も 貸 も 利 ありて 損なし 

大都の 商人 酈 L1 長少打 交 四 五 人 も あるへ し內！ I 妻子 眷屬 下女 等 迄 又 四 5: 


く 得 請 リー 人 
千る の 大兩合 
兩 I こ 料 根 二せ 
のは 六漬 分て 
本 千 七 一は 八 
兩雨兩 か 九 
I この 給 三リ人 
て 本 金 分醬の 
百資 •八 許 二 家 
雨 な 九リ兩 I 二 
4»  く兩菜 一て 
得て 地蔬 分は 
る  U 代の 許 精 
は 叶 廿料リ 来 
難は 二 家 油一 
し  マ  三  具  三年 
と伹兩 の兩じ 
云し 郤料許 十 
ふ 七 合 十 薪 四 
是百百 四 四 石 
4 •の 兩五兩 四 
武本餘 雨 二 斗 
家資な 衣 分は 
のじ 費 服 許 か 
祿 てす のり VJ 
I こ 七へ 料炭此 
比 百し 又三價 
すか 百 十兩十 
る 得 雨 七 二 五 
I こる の 八 分 雨 
百は 利 兩は味 
兩 易を 瞽か喂 


は 三百 石 1; 準 マ 三百 石の 家 1- て (t 侍 一一 人 具足 持 一人 II 持 一人 挾 箱 持  一 A 
馬 取 二人 草履取り 一人 小 荷駄 二人の 軍役 4* 寬永十 年 二月 十六 日の 御 定め 
な リ今の 世の 價 LL ては 侍 二人の 給金 八 兩中閭 八 人の 給金 廿兩馬 一疋 {S 代 
九兩か 興へ 又 十 人 扶持 五十 俵を 與ふれ は 殘リ百 伸 九 俵 あ リ其內 十 人の 者 
に 鹽噌菜 代 十三 雨 ^ 與へ扨 後 か 我 勤と 武具 家具 # 請の 入用 六 七 雨を 引 K 
子 下女 等と 共 ^ 四 五 人の 費 周 世 雨 It かりとして 總て It ii 十 ^ 餘 4» 用. ふへ 
し 百 三十 九 俵 4» 賣て 四十 六兩と 少しな y 此法 じて It 年分 三 ■兩 餘の不 足と 
なる 寬永十 年 i  y 弦 化 二 年 まて 二 百 十三 年の 間 三 兩餘の 不足 積 リて六 百 
三十 六 雨の 借金と な y 三百 石 ^ 六 百 雨の 借金 あれ (t 利息 年分 三十 雨を 好 
ふて (1 百兩の 金 11 1 - 七十 兩 I - 减す侬 て 十 人の 下僕 ^ 育 ふこと あ t: (t す ^ 

一二 五 
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^ 省きて 漸く 其 日々々 を 過す 0 みに 至る 是れ 武家の 祿法を 察知す る j 

と 云 ふへ し 


長 防 二 州 

一 K 下の 大勢は、 此の 如く 外逼內 潰に 瀕しつ、 あるに 際し、 松 陰の. 本 
藩た る 長 防 二 州は、 如何の 情 態なる 乎〇 

熊 襲 討伐の 策源地と しての 穴 門の 古は、 邈 として 尋ねす も かな。 近 
古大內 氏の 時代に 於て は、 防 長 二 州は、 人文 -0 薮淵 にして、 山 口は 
實に 中國路 第一の 都會な うき ◦大內 氏は、 其の 祖先 0 南朝に 關係あ 
6、 且つ 南北 混 一に 與 6 て、 大功 あう し以來 Q  一方に 於て は、 京都 
との 聯. 絡を 有し、 恒に 皇室 及 a 公卿に 密 邇し〇 他方に 於て は、 大明 
及 ひ 朝鮮 貿易の 勘合 印を 有し、 外國 貿易の 關 鍵を 振 60 現に 山 口に 
、は、 唐人 小路 あ 6 て、 外客の 居留地た うし 跡を 存す〇 彼の 高僧 ザ ゥキ 
了 T か、 天文 二 十 年に、 再 ひ 山 口 ^ 抵 6、 洋琴、 時計 等を、 大 

ニー 七 


內義隆 に 獻した るか 如き 〇單に 明韓の 交通の みならす、 延 s て 西洋 
諸國に 及 a たるを 想 見す 可き 也 O  s n は皇 ，室に 對 する 特殊の 關係 七、 
海外 思想； との 淵源は、 深 且つ 遠に して、 必ずしも 毛 利 氏を 俟つ て、 
創始せ36,し也0 一步を 進めて 云へは、 毛 利 氏は 此の 二點に 就て は、 
大內 氏の 繼紹 者と 稱 する も、 不可な きに 似た 60 

山陽 山陰に 虎 踞龍蟠 し、 一 百 二十 萬 石の 大 封を 擁し、 覇 威を 中國に 
振 ひたる 毛 利 氏 も〇 天の 曆數德 川 氏に 歸し 、今は 關原の 役、 西 軍に 
與し犮 るの 罪に ま $ 、長 防 三十 六 萬 九 千 石に 削減せられ、 空しく 恨 
を 呑ん て 屏息せ ぅ ◦然 6 と雖も 乃祖元 就、 寡兵を 提 け、 陶賊を 嚴島 
R 鏖に したる、 當 年の 覇氣豈 に 悉く 銷 沈し 去らん や。 天下一 朝動亂 
の 機 あれは、 先つ 德川 幕府に 向て、 楣を突 くものは、 長に あら S れ 
は 必す薩 〇是れ 德川氏 彼 自身 か、 恒に 戒心した る 所に あらす や 0 


.彼れ 毛 利 氏は、 從順 なる 幕府の 家隸に あらす 〇彼 li 外樣 中の 外 # 大 
名な り〇 其の 祖元就 か、 正 親 町 天皇の 即位 大禮の 資を獻 してょ. り以 
來〇 恩賜の 菊榈は 、彼 か傳 家の 記號 となう、 大膳 太夫は、 彼 か傳來 
の通稱 となれ う 〇彼は 幕府を 經由 せす して、 皇 家と 直接の 關係を 有 
し / 2 う 〇彼は 京都に 藩邸を 置く の 特許を 得た う ◦彼は 三條橋 上を、 
白毛觀 々たる 長 搶を荷 ひ、 儀衛 堂々、 橫 行濶步 して 練*^ 行く の特權 
を 有した 30 約言す n は理に 於て は、 水戶 は皇 家と 最も 關 係を 有し、 
情に於ては、毛利は皇家と最も闊係を有す0松陰か毛利氏の世臣た 
る Z. とは、 彼の 生涯に 於て、 淺から ぬ 感化 あるを 疑 ふ 可ら す 0 
弪 防の 士氣は 如何 〇 太平 腐敗の 空氣は 、何れの 所に も 之れ なきは な 
.ノ〇 試 こ元祿 時代に 開 板し ^ る人國 記を 見る に、 長 門の 人情 風俗を 


一三 〇 

當國の 風俗 (t 萬 事に 差 掛 たる 事な く 人の 音 © も 下 音に 上調子なる ことな 
し 人！ i 應す る U も 一思 案して 答る 風な リ 互 ^ 人 T: のみ 11 して 遠慮 過 r: リ 
何 4» 勤と いへ とも 進 事疾 けれと も 其 ま V 怠惰の 氣發マ 因玆武 士の 風俗 善 
と 1K I8 しと そ 

‘惟 ふに 是れ 此の 中には、 多少 事 實の存 したる 2. とならむ 〇中國 節の 
人 氣か動 各 すれは、 文弱に 傾く の 憂 あ 5 しは、 識者の 夙に 看破した 
る 所な i き 〇彼 等の 中には、 屢ミ 此の 惡 風を 矯めん ZL とに、 力を m 
したる もの あ 60 備 前に 於け る 新太郞 少將 及 a 熊澤蕃 山の 如き、 其 
の 適例の 一也 〇長防 二 州に 於ても、 歷 代の 君臣 豈に其 人な からん や 0 
寶曆 時代に 於け る、 毛 利 家の 英主 重 就の 如き、 富國强 兵の 素地を 作 
すに 於て、 大いに 勗むる 所 あ 6 き 〇毛利 家 か 幕府の 末路に 於て、 天 
下の 大兵を 四 境に 引 & 受け、 敢て屈 下せ 3 るの みならす、 士氣愈 { 


振 ひたる 所以の 一は、 蓋し 彼 か 設定し * る 撫育 方の、 非常 準備金 あ 
$しか爲めにあらすや0而して.吾人は天保時代に於て、長防二州に、 
一 固の 人物を 出した る 乙と を 想起す るを 要す 〇其 人を 誰と なす、 村 

田淸 風是れ 也。  C 
村 田淸 風の 長 州に 於け る、 猶ほ 島津齊 彬の薩 摩に 於け るか 如し Q 此 
は 藩主 R して、 彼は 世臣の 相違は あれと も、 釋長二 藩の 關原以 來蓄 
積し * る 活力を 攉 揮し、 大勢の 趨向を 指勲 し、 時 艱を濟 ふの 人物を 
鼓動した る は" 實に 二人 先導の 功に 歸 せ 3 るを 得す 0 
彼れ 十七 歲の時 江戸に 來る や、 富士を 詠して 云く、 

來て 見れ は 聞ょ 6 低し 富 士の山 

釋迦も 孔子 も かく や あるら 〇 

舜 何人を 我 何人を との 氣象 、此の 短句に 欝勃 たるを 見る へし 〇 

一三 一 


mil 

其の 花見の 歌に 云く、 

，西北に 風ょ けを して 幔を 張れ 

我 か 日の 本の 櫻 見る 人 

其の 眼識の 國防 上に 及 a たるを 知る に 足らむ 。又た 云く、 

敷 島の 大和心を 人とは、 

蒙古の つか ひ 斬 令し 時宗 

攘夷 家の 口吻を 免れす と雖 、其の 直截 痛快なる 、儒 夫を して 起たし 
むる にあら す や ◦述懐の 詩に 云く" 

高千穗 峰 有 # 戟一  即是 億兆 日本 魂。 

武內 時宗 持， 此 器：  築 成 六十 六 州 藩。 

起 承は 則ち 尊王 也〇轉 結は 則ち 攘夷 也 ◦尊王攘夷の 大 精神は、 實に 
斯 人の 活ける 題目 也 0 


毛 利 氏 松 平定 信と 親姻た {、彼の 江戸 It 祗役 する や、 松 平定 信に 謁 
見し、 其の 長 ra の內 政を 更革 する や、 私淑す る 所 あう しと 云 ふ。 
當時毛利敬親は、長防二州の藩主として"毛利重就の寶曆安永至治 
の餘 光を 承け 〇大い に儉 素の 政を 敷き、 府庫 稍 や充實 し、 士氣 漸く 
振 ふの 時に 會し ◦村 田淸 風は、 天 保 十四 年の 夏、 藩主を 勸めて 羽賀 
臺に大 調練を な S しむ 〇衆 凡そ 三 萬， 五 千、 馬匹 千 三百、 旌旗 天を 蔽 
a、 鼓聲 地に 震 ふ 0  一藩の 政、 をの 利害. の 及 ふ 所 小、 故に 輒すれ は 
改革 行 はれ 易し 0  一天 下の 政、 その 利害の 及 ふ所大 、故に 輒 すれは 
行は れ 難し ◦水 野 か 幕府に 失敗した る 所は、 即ち 村 田 か 長 州に 成功 
したる 所 也 Q 

然 うと 雖彼か 改革は、 多少の 怨敵を 彼の 身邊に 湧かし めた う ◦彼の 
門 檻は 斫られ た 6、 彼の 石豇は _ たれた 6、 彼の 前庭には、 二人の 
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刺客の 足を 印した ぅ。 彼自 から 說ふて 日く、 

國步 艱難 策 未， 成。 忘 A 聊 P 野 芹 誠； 才疎萬 事 違 n 人望： 德薄 多年 負 ® 情； 
皎月 門前 誰 折 右。 芳梅籬 外渠斬 k。 撫 fe 只 託 千秋 後。 有簡 n 淸風 I 答 1C 名； 
斯老 襟懐 想 a 見る 可し 〇明治 戊辰の 年、 木戸 孝 允 彼の 遺愛の 松 下に 
碑を 建て、 日く、 『村 田淸風 翁。 生 手 太平 無事 之 世： 錬 k 修， 文。 掃 m 
陋弊； 我 藩士 風 一新。 以至入 r 日； 其 功 其 德豈不 „ 頌 揚一 乎』 と。 彼は 實に 
其の 頌揚に 相當 する の功德 を、 長 防 二 州に 及した 3 き。 

甞て西 鄕南洲 の 人に 與 ふる 書簡を 讀む 、左の 一節 あ 3Q 

熊 本 藩 橫井平 四 郞壯年 之 砌諸國 遊歷い たし 國 々人物を 尋廻 人材と 
彼等 か 目し 候 人に 其 後名を 擧け 3 る 者は 無 之 加州の 長 沼 某と 申 者 
只 一人 其 名顯は れ 3 るょ しに 御座 候 夫 故 皆人橫 井の 識鑑之 高き を 
稱し 候ょ しに 御座 候 其 經歷之 節 長 州 之 村 田四郞 左衛 門と 申 人に 致 


面 會候節 何等 之 譯に而 天下を 經 M S たし 候歟其 趣意 如何と 四 郎左 
衛門問 掛候由 然處橫 井 相 答 候には いつれ 天下 之 政 一途に 出 候樣無 
之 候而は 只一國 々々の 政事に 而は不 相 濟と心 付 彼 k 長し 候 處も有 
之是に 得た る 處も可 有 之 候 付 是非 得失を 考合 一途 政 體相立 居候 儀 
念願に 有 之遊歷 S たし 國 政の 善惡を 視察 S たし 候 旨 申述候 處然ら 
は 其國に 入ぅ 其 政 之善惡 是非は 何を以 識候 哉と 相 尋候處 先つ， 其 國 
に 到ぅ 士の 容體 質朴なる は 必士風 盛なる 處又町 家 之繁榮 なる 所は 
其國之 富みた る處 農政 行 屈き 民心を 得候處 は必 仁政 之 行れ 候處此 
三條を 目的に いたし 其 事 之擧候 所は 其國に 人材 可 有 之 付 其 人に 問 
て 細目を 正し 本體を 明め 候處 多くは 相違 も 無 之 趣 申 聞候處 今一 事 
見 處有之 候 歟不心 付 哉と 四 郞左衛 門 申 述候處 幾度 も 考合候 得共不 
考當候 付 如何 欉之 所歟頓 と 不考當 候 付 願く は 敎吳候 樣申述 候處市 
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中に 玩物 多く 賣物有 之候處 は决 ffil 奢 美 之 國に有 之 候 旨申述 候處橫 
井 閉口  S たし 候 由 此遊歷 中に 頭を 下け 候 人は 村 田 一人に 而有 之た 
る 由に 傳承 居候 橫井之 一條 御 書 載 有 之 候 故 由來を 委敷相 記 巾 候 
是れ 南洲か 維新の 創始に 際し、 をの 門下生 か 諸國週 遊せ ん とする に 
論した るの 言 ◦亦た 以て 村 田 か 人品の 超 群に して、 其の 眼界の 秀聳 
なる を槪 見す 可し 0 

聞く 橫井小 楠の 歷遊 、實に 嘉永四 年に あう ◦村 田赏時 ■中風を 病み、 

三 隅 山莊に 退 居す ◦小 楠 之を 訪 ふ、 村 ng 壁 間 武內宿 禰應仁 天皇を 懷 
くの 圖を揭 け" 且 泣き 且語 うて 日く、 君武內 の 苦衷を 見す や 〇外は 
三韓の 役 あう、 內は熊 襲の 變 あう、 而し て禍 は蕭 艢の裡 ょう 起うて、 
忍 熊 王の 反と なる ◦彼れ 此 時に 於て" 寡婦 孤 兒を輔 け、 以て 內 外の 
大難を 靖す 、千載の 下、 誰か 彼の 精 誠を諒 する ものを と 〇彼の 抱負 


亦た 大なら す や Q 

人物は 决 して 孤 起す る ものに あらす、 一の 村 田は、 必らす 幾多の 村 
田を 豫 想す ◦吾人は 長 防 二 州の 尊攘 論の 素養の、 一朝一夕の 故に あ 
ら 3 るを 知ら 3 る 可ら す。 松 陰甞て 人に 語 6 て 日く、 『吾 父 執 林 百 非 
翁常誨 ^ 日。 我 江 家 遠 源 ¥ 皇統？ 世以 ，：文 學 一輔 k 朝 一 P 帥 公一 以 fe 法 l f 
源鎭 守： 後三年 之 役。 實用 k 是以振 1 威： 然則 文武以 輔， ，天朝； 實我公 
歴世 之 任 也。 則亦臣 子之責 也』 と〇 則ち 知る 彼 か 毛 利 家に 負 ふ 所、 
偶然なら 3 る もの ある 乙と を 〇而 して 毛 利 家の 尊攘 主義は、 實に村 
田淸 風に ょぅて、 最も 明快 痛切に 發揮 せらる 〇松 陰の 友人 楫取 男爵、 
甞て 吾人に 語ぅて 日く、 佘 輩の 村 田 翁の 門下に 敎を請 ふや、 翁從容 
として 宣は く、 卿 等の 如き、 石佛 を麻繩 にて 縛りた る 如き、 窮屈な 
る學 問を なして、 河の 効か ある 〇佘の 如きは、 塲合も あらは、 孔子 

一三 七 


の 頭上に 鐵 拳を 與 へんと 欲する の覺 悟なる 1: 知らす やと 〇彼れ 年少 
氣銳 、不盡 の 火、 恒に腦 中に 燃ぇ 騰れる 松 陰に して、 此語を 聽 く、 
焉仑 其の 心 躍ら 3 るを 得ん や。 


修養 時代 

之を 家庭に 徵 し、 之を 天下の 大勢に 考へ "之を 長 防 二 州の 現 狀に質 
せは、 彼 か 如何なる 大氣を 呼吸し、 如何なる 境遇に 生 立した る 乎は" 
探究す る 迄 もな し〇 いて や 吾人は、 彼に 就て 觀 察する 所 あら ひ。 彼 
か 精神 上の 父は、 尊王 護國の 精神に して、 其 母は 國步 艱難 ^ ぅ 〇 乃 
ち此 二者の 合體 ょぅして、 殉國 殉難の 人物た る、 吉田松 陰は [II て 來 
れ AO 而 して 彼は 如何にして、 出て 來ぅた る 乎 C 

电ホ  氺 * 

本*  ホ  ホ  令 

彼は 天成の 所謂 才子に あらす 〇  3 れと 其の 夙成は、 夙成 家の 輩出し 
たる 睢新 前後に 於ても、 其 重なる 一人と せ ro る 可ら す 〇若し 彼に 比 
す 可 ^ • 者 あらん 乎、* v li 橋本景 岳なる 可し ◦而 して 其の 兩人與 に 身 

r 一一 九 
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あるを 憂へ すして、 天下を 憂へ たるに 至 6 ては、 即ち 其揆を 一にせ 
すん は あらす 〇 彼の 社會に 於け る. 關係を 詳に せんとせ は、 彼の 同？ 
に 於け る 人物と、 其の 年齡^ J 較す るを 以て、 最も 羞徑と 爲す〇 今 試 
に 其の 一二を 擧けん に。 村田淸 風は、 四十 七歲の 長者た AO 梁川屋 
巖 は、 四十 一歳の 長者た 藤 田 東 湖は、 二十 四歲の 長者た 30 橫 
井 小 楠は、 二十 一歳の 長者た う 〇佐久 間 象 山は、 十九 歲の 長者た う 0 
井伊直弼は、 十五 歲の 長者た 勝 海 舟は、 七歲の 長者た う 〇 西部- 
隆盛は、 三 歳の 長者た う 〇木戶 孝 允、 橋 本左內 、何れも 四 歳の 幼 者 
た 60 彼の 幕に 上らん とする や、 村 田の 旣に 幕を 退かん とする 刹那 
なう き ◦然も 切言 すれは、 彼には 童 時なる もの あら き 〇彼や \ 
心附く 時ょう して、 旣に 一人 立の 男兒た 6 き 0 

彼 や 六歲 にして、 其の 叔父た る 吉田賢 良の 後を 嗣 き、 山 鹿 流 兵學の 


師範 家の 主人と な {、九 歲 にして、 家 學敎授 見習と して、 藩 學明倫 
館に 登ぅ、 十歲 にして、 明 偸舘 に出勸 し、 家學を 授け * ho 封建 世 
襲の 世の中 R 於て は、 何人も 生れな からにして 其 職を 占む ◦十歲 の 
兵學 師範、 毫も 怪しむ に 足らす 〇 固ょ 6 實際 は、 高足の 門人を して > 
敎授の 事を 後見せ しめたれ は 也 0 

然も 彼 か 早 悟は、 業に 旣に爭 ふ 可ら す ◦彼 や 十一 歲に して、 藩主 毛 
利 敬 親の 前に、 武敎 全書 戰法 篇三戰 を 講す〇 藩主 嘆して 日く、 異な 
るかな 之 子、 七 書を して 六經と 光を 爭は しむと 〇其師 を 問 ふ、 日く 
玉 木 文 之 進な々 と ◦文 之 進は、 彼か實 父の 弟、 養父の 弟、 彼の 叔父 
也し 爾來 彼は 屢ミ 藩主の 前に 進講した ぅ〇 十三. 歲の時 •に 於て、 十五 
歲の 時に 於て 〇而 して 其の後 者に 於て、. 孫子 虛實 篇を講 し、 藩主の 
感賞 する 所と な $、 七' 書 直 解を、 賜は ぅた 彼 や 藩主に 於て、 其 
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の 知己を 見出せ 彼の 一生を 通して、 彼を 最も 感激せ しめたる I 
人は ヽ 藩主 也〇 彼の 一生を 通して、 直接、 間接に 彼を 庇護した る 一 
人は、 藩主 也 ◦敬 親の 人と 爲 6、 卓 厲風發 の 英主に あら 3 る も、 謹 
憝 、縝密 、能 忍、 克耐 、每に 功を 終局に 全うする の 人な 3 き。 吾人 
は 敬 親の、 其の 大義名分に 明らかに、 其の 有職 故 實の學 に 通し、 其 
の寬 厚に して 善く 容 る、、 君主た るを 說 くと 同時に ◦松 陰に 最も 感 
化を 及した る 個人の 一として、 彼を 指熙 する を禁 する 能は す 〇長防 
の 動 王史に 於て は、 彼は决 して 一個の 偶像視す 可ら 3 る 也。 

松 陰の 師 としては、 叔父 玉 木の 外、 更に 山 田 宇右衛門、 山 田 亦 介、 
林眞 人の 三人を 擧け 3 る 可ら す ◦宇右衛門 治 心 氣齋 と號す Q 彼の 十 
五 歳の 時、 江戶ょ {歸 う、 天下の 形勢を 說 き、 頗る 激勵 する 所 あう 〇 
彼 終身 之に 師事す ◦彼は 又た 十六 歲の 時、 山 田 亦 介に 就き、 長 沼 流 


兵學を 兼修す C 亦 介 含 章 齋と號 十、 最も 海外の 事情に 通す b 亦 介：：！ 
く、 今や 英夷 封豕 長蛇、 m 洋を 侵略し、 印度 先つ 其 # を gfi 淸國 
續て其 辱を 受け、 餘焰 未た 息ます、 琉球に 及 ひ 長 崎に 迫らん と，.  〇  . 
天下ん々 心を 痛め、 # を疾爻 しめ、 防禦を 事と す 〇殊に 知らす 夷の 
東 侵す る、 彼必す 傑物 あらむ？ 傑物 ある 所、 其 邦 必す强 し 〇邦强 く 
敵 無くん は、 將に長 策を 揮 ふて 四方を 鞭撻 せんとす 〇則ち 人を して 
己に 備ふ るに 遑 あら S らしむ、 何を 區々 防 * のみを 言は / i や 〇蓋し 
我 神州、 萬國の 上游に 屹 立し、 古ょ-^ 威を 海外に 耀 かす 者、 上は 則 
ち 神 功 皇后、 下は 則ち 時宗 秀吉數 人の み ◦吾子 年 富み 才 雄、. 激昂し 
て 以て 勳 名を 萬國に 騁 する ZL と 能は 3 らん やと 〇彼 慨然と して 答へ 
て 日く、 時宗、 秀吉 は 裳に 及 a 易から す、 然れ とも 義律 伯、 麥馬里 
遜は 陋 夷の 小才の み、 何 そ與に 較す るに 足らん やと ◦而 して ] It の 山 
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田 亦 介は、 村田淸 風の 甥に して、 實に 其の 衣鉢を 傳へ たる 者 也？ 
彼は 又た 十七 歲に して、 家學の 高足 林眞 人の 家に 萬し、 學ふ所 あ 
而して 是歲林 家 偶 ま 火を 失す 〇彼 S. 寓室は 階上に 在ぅ、 彼 泰然と し 
て 其の 机を 階下に 投し 、復た 自 個の 所有に 係る 書籍、 調 具を 顧みす 〇 
藩主 恩賜の 七 書 直 解 さへ も、 殆 と燒燼 K 歸せ しめ、 一意 以て 寓 家の 
什器を 救 はんとせ ぅ ◦彼 か殉 公の 心に 厚き、 自 から 其の 素養の 存す 
る 所を 見る 可し 0 

彼の 最も 見識を 發 揮した るは、 嘉永 元年 十月 四日、 明偷館 再興に 關 
する 意見書 也 ◦其 書滔 •々數 千 言、 賞罸、 風俗、 規則、 試 法、 選擧等 
の 事を 切論す。 其の 一節に 日く、 

一 此度文 武御 興隆の 義一技 一 藝の末 i りは 瑣細の 事 Li て 大學校 御 再建 立 
程の 御 思 召 筋へ も 難 叶 事に It 存 候間國 家の 風儀 一 變仕 候樣無 御座 マは 不 


相 濟事じ 奉 存候摁 て 太平 續き 候へは 風俗 華美 {I して 輕薄 U 相 成 候 ! 1 理勢 
の 自然に 御座 候是 4 變し貫 朴篤實 1- 相 移候處 專ら御 政 敎と 文武 御 引 立と 
相 兼 候て 行 はれ 可 申 奉存候 稽古事 嚴重御 引 立 被 仰 付候广 は 自然と 華美 も 
輕薄も 相改り 候譯に て 御座 候へ 共 華美 輕薄被 差 抑 候 II 是亦 稽古 御 引 立の 
道 かと 奉存候 (下略) 

一太 平久敷 候へ U 物/. と繁 文 1: 赴き 先例 舊格に 泥み 却て 實事 U 疎く 相 成 
候て 失 本意 候 事 可 有 之 候へ U 上覽御 參堂等 諸事 簡易 ^ 宗 とし 時 措の 宜 U 
隨ふ事 干 要 1- 奉存 候但 簡易と 申 候て は 太古の 無爲杯 と 申譯に て It 全く 無 
之 只 虛 文 ^ 殺て 實事 I: 歸 する のみに 御座 候 事 

一 萬 事 速 !: 成れは 堅牢なら す 大器 It 遲く 成の 理 1: て 躁敷事 じ て it 大成 も 
長久 も 不相成 事 1- 可 有 之 候へ U 御 興隆の 義十年 二十 年 ^ 期し 候て 自然と 
文武の 二字 上下 之 人の 心 Li 染 込候處 主意 じ て 可 有 之奉存 候併躁 ならす と 
て 因循 苟且の 事 じて は 又 始終 成就の 時 無 之 候へ (t 右兩 弊 r- 陷 ■ら さる 所 干 
要と 存候是 孟子の 忘る \こ と 勿れ 助け 長す る こと 勿れの 理と奉 存候事 

吾人は 彼 か 意見の 剴切ょ {も、 寧ろ 最も 典の 老成、 沈 著に 驚嘆せ S 

一四 五 
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らんと 欲する も 能は 3 る 也〇而 して 此の 意見書 か、 十九 歲の靑 年の 
手に 成う しとは、 如何に 時勢 か 時勢 なれは とて、 其の 夙成 や 爭ふ可 
ら S る 也 0 

彼や屢 I 進講し、 且つ 上書す 〇嘉永 二 年、 二十歳の 時、 命を 奉して 
大津 、豐 浦、 赤馬關 等の 海岸を 巡視し 〇更に 門人を 率ゐ "城 東羽賀 
、臺に 操 習を 行 a 、 門人 國老益 田 越 中、 之れ か將 たう。 彼 や旣 に欝然 
として、 名 實兩な から 兵家の 師範た うき 〇 其の 嘉永 三年 二十 一歳に 
して、 武敎全 1 日 守城篇 籠城の 大將心 定の條 を 講ずる や、 藩主 大に感 
動し、 始めて t 兼 流の 意を 起 S しめ 穴う と 云ふ〇 嗚呼 是れ豈 に 區 ♦口 
舌の 能す る 所な らん や 0 

吾人は 活動せ る 松 陰 あるを 知$ て、 彼 か 十年硏 精の 人物 ^ る ことを、 
c±r 3 却す 可ら す。 彼 か 天 保 十 年、 十歲 にして、 家學 師範と して、 明偷 


館に 出勤せ しょぅ" 彼 か嘉永 三年、 二 十 I 歲の 秋、 鎭西 旅行に 至る 
間は、彼に取{てば、實に一生の基本を爲す修養の期間た6し&0 
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鎭西 旅行 

旅〗 了は 實に 彼の 活ける 學問 なぅ さ〇而 して 彼に 最も 深甚の 印象を 與 
へたる も の、 藎し鎭 西 旅行を 第 一 と爲す ◦彼 や 嘉永二 年 五月、 書を 
平戶藩 老葉山 左內に 寄せ、 從學の 志を 陳ふ〇 葉 山は 山 鹿 流の 兵學家 
にして、 又た 佐 藤 一齋の 門人た ぅ〇而 して 平戶 には、 山 鹿 流の 家學 
師範た る 山 鹿 萬 介 あ 60 彼 か 眼を 平戶に 注き たる 偶然に あらす 0 
，彼 や嘉永 三年 八月 下旬を 以て、 鄕 里を 發 し、 同年 末に ir れぅ〕 而 し 
て 四 個 月間に 經 過した るの 地、 小 倉、 佐賀 、大村 長赋 平 戶 大 
.草、 島 原、 熊 本、 柳 川、 久留米 等に して ◦其の 一半の 日子は、 之を 
平戶に 經 過した 60 彼は 山 鹿 萬 介に 血判して、 入門した $ ◦されと 
，皮を 最も 感動せ しめたる は" 葉 山な ぅき ◦彼は 葉 山 及 a 其の 同人ょ 


'ぅ、 各種の 新 知識を 得 可き 書籍を 借覽 した ♦。吾人は 彼の 日記に 就 
'て" 其の 讀 書の 分量の 多 さに 驚く と共に、 其の 種類の 廣き に駭か ネ 
る. 5: 得す 〇彼は 泰西の 銃陣 、地理、 及 CA 淸國の 時事に 關する 知識を 
，得た 60 彼は 王 陽 明 及 a 其の 學 派の 書を 獵涉 した AQ 彼は 其の 家學 
たる 武敎 全書の 研究の、 平戶に 於て、 甚た 精細なる に 心 折した 
而して 最も 彼の 心を 動かした る ものは、 蓋し 山 鹿 素行の 『配所 殘筆』 
.たら すん は あらす ◦此書 や 彼の 留魂錄 、象 山の 省 譽錄と 比す 可き も 
のにして、 素行 か 一代の 心血、 悉く 此の眇 焉 たる 冊子 中に あ $0 此 
0 如くして 松 陰は 兵學 家た る 山 鹿 素行に ょぅて、 英雄た る 山 鹿 素行 
に 到來 した 60 而して 彼の 一生の 本領は、 愛に 3¢ の 全を 成せ 
•彼甞 て 日く、 

僕甞て 平戶に 遊 ふ、 其の 士林 4* 觀る U、  家 ことに 必らす 一 小舸 4- S  く  C 

1 四 九 
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少しく 餘力 あれ It 、  洋 U 出て 魚 4- 捕 ふ ^ 4* 以て 一樂 と爲 す。 僕 知る 所 葉 山 
左內な る 者、 食祿 五百石、 班 中老 LL 列す。 其齡 又已じ 六十 餘、 官暇あ れ 
は 出て 大洋 Li 漁す、 常 1- 日く 海 島の 士 此の 如く  T るなら すん it 、  事 1- 臨 
んて 用な 濟さす と。 西南 諸國、 古 I リ最 も水戰 11 長 マと 稱す〇  而して 今 
平戶賴る古風 4- 存す，、蓋し由リて然るところあるなりと。 

，此の 如くして 彼は、 其の 海事 思想を、 長 養した 6。 彼 か 航海 遠 略の 
大志は" 必ずしも 此 に 因る にあら 3 る も、 其の 鼓舞、 刺激の 一端は、 
# に 此に 在ぅ とする も、 不可な き 也 ◦然も 彼 か 得た る 所" 豈に此 に 
止らん や。 彼の 詩に 日く、 

訪 It 軒先 生 一 〔鐙 軒 U 葉 山の 號 也〕 

說 M 論， 史又談 為。 著實 工夫 得 Ira 評 -0 
侍 坐 無 k 閑話 久。 月輪 來照此 心 明。 . 

•と 〇是れ 決して 泛辭 にあら す、 其の 經を說 き" 史を 論し、 兵を 談 し、 


著實の 工夫 細 評を 得た 6 と 云 ふ もの、 悉く 是れ 實歷の 語たら すん は 
あらす。 彼の 平戶を 去らん とする や、 葉 山 彼を 送 $ て 日く" 

萩 府吉田 義卿箕 一一 裘于山 鹿 氏 之 兵法？  f 豸 本 族 ヰ ー莪 藩 -- 〇 來 # 奈 紹介 — O A 一 
巖泉子 之 門 一而 學焉。 !■' 妙齢 夙 悟。 興 ニー 時 篤志？  領 二 頑 議論？  互 相 賢 益。 

及 II 其 告別？  聊賦二 三 絕 ~o 榮 II 送 之？ 

罾年邁 志少二 比倫？  遠 向 二 平 門 一尋 M 夙 因？  素行 遺敎摩 一重 織？  亦 出 二 英才 卓 眼 人？』 
四陲 叢爾老 書生。 赧愧師 門 紹介 情。 鴻業從 來途路 遠。 祈 君 眉壽與 i! 寧 康？ J 
頷 蓋 締レ交 勝 二舊婚 ？  獨 揮二 老涙一 送 二 歸轅？  君 家元 有 一窫 裘在？  何 必辛勤 叩 M 吾 藩？』 

辱 # 生  葉 山 高 行 萍 草 

亦た以て彼等兩人の相得たるを知るに足ら 〇 〇 

若し 夫れ 彼 か 長 崎に 於て、 譯官鄭 幹 介に 從 a 、 支那 語を 學 ao 唐 館 
蘭 館 等を 縱覽 し〇蘭 船に 上 $、 其の 船中， 生活の 一斑を 察し 〇佐賀 に 
於て、 草塲佩 川、 武富圯 南の 諸 文士に 交ぅた るか 如き 〇 其の 裨益蓋 


1 

し少 から 3 うしなる 可し。 然も 平 戸に 次き て" 彼に 多大の 感 觸を與 ’ 
へたる は、 熊 本な うとす Q 彼の 熊 本に ある や、 極めて 僅少なる 日子 
な 6 き〇彼 や實に 其の 同流の 兵 學家宮 部 鼎 藏の 家を 主と したう き Q 
而して 質實 、醇 厚に して 且つ 義に 勇む 宮部 か、 如何に 彼の 親友と な.' 
A しかは、 今 之を 說 くを 要せす 〇彼は 熊 本に 於て、 宛 も 其の 新鮮な 
る勸 王の 空氣 に觸 著した うき 〇 天明の 頃、 肥 後の 醫師に 富 田 太鳳夺 
る もの あ 6、 慷慨に して 奇節 あう、 高山 彥九郞 と 交驩し、 夙に 尊王' 
賤覇の 議を唱 ふ ◦爾來 林 藤 次. なる もの あ 6、 博學 篤行" 我 邦の 古典 
に 通し、 敬神 家の' 矜式 とな $、 又た 勸 王の 木鐸と なる。 宮 部、 永 鳥、 
轟の 徒、 皆 其の 風を 聞 S て 起る もの ◦而 して 當時撗 井 小 楠、 亦た 稗 
學の 因循 論と 相容れ す、 卓立して 實學說 を 唱 へ、 宮 部の 徒從て 其の 
議論を 上下し ◦未た 悉く 一致せ さる も、 亦た 後年 彼 か開國 論を 叫 破- 


し、 爲に 互 R 分裂 反目す るの 甚し きに 至らす 〇松 陰の來 遊、 恰も涔 
の 時に 在ぅ ◦彼の 日記に 日く、 『熊 府 城郭の 巨大、 實 に 驚く に 堪へた ■ 

ぅ〇人 以て 九州 第一と 稱す 、蓋し 過稱 にあら す 0 - 熊府 人と 議論 資 

益 多し、 是氣性 活潑此 R 至る を 得』‘ と 〇彼や 確か R 好感を 齎し 歸れ. 

彼 か 交遊の 一半は、 其の 同志 者の 一半は、 死に 抵る 迄、 肥 後人 
なぅ とす 〇彼の 死後に 於ても、 長 州の 尊王 黨 と、 肥 後の 尊王 黨 とは、 
每に 相 a 提携し、 元 治 京師の 役 i  $ して、 奇 兵隊の 時に 及 a 、 肥 A 
の 長 ^ に 投 し ^ る もの、 一に L て 足らす。 乃ち 其の 結緣は 此に存 - 
する もの^ A) 知る 可 し〇 

但た 此の 妙齡 にして、 老成なる 、天下の ± にして、 屢 1懷 鄕病に a 
$ しか 如きは、 實に 一種の 奇觀た らす とせす 〇 彼の 平戶 にある や、 
萩 城と 相 距る數 日程に 過き す 〇. 然も 家書 萬 金に， 直 ひしたり き ◦彼の 

V 五一 U 


# は" * ミ 家庭に 趨れ AO 彼は 其の 父母、 兄妹に 對し ては、 何時 迄 
も穉心 を 去る 能は 3 ぅき 〇 其の 熊 本に 抵る や、 主として 加藤淸 正の 
廟に 、其 弟敏三 郞の啞 なる を 傷み、 之を 治せん 乙と を 祈れ AO 彼 や 
實に 家を 憶は 3 るの 狂 夫に あらす 〇吾 人は 是に 於て、 忠臣を 孝子 0 
門に 求む る 語の 眞 理を會 得す 0 


亡 命 

彼は 印象的 頭腦を 有す、 彼の 腦中 城府 無し。 彼は 唯た 他の 善を 擇ん 
て、 之を 取る に 遺失な からん/ 〇 とを 是れ 虞る Q.  3 れは 旅行 か、 彼 R 
向て 特に 大 い なる 活學 問た るは、 尋常 一樣の 理由に ょ. CN て 然るの み 
にあら-す 〇彼や 硏究的 態度、 批評 的精轉 を 以て、 其の 人と 事と に 接 
すると 云 はんょ 6 も、 寧ろ 其の 嘆美す 可き 方面に、 其の 全幅の 力を 
竭 せぅ ◦是れ 彼の 勉強して、 此の 如きに あらす 〇 其の 天禀の 美質、 
自か ら然 6 しのみ 0 

嘉永四 年 三月、 彼は 藩主に 從 ひ" 兵 學硏究 として 江戸に 赴け 60 彼 
は 兵學 家 1: 以て 自ら 滿足 する 者に あら す、 彼 や當代 の 文士 安積 艮齋、 
古賀家 三代 目の 學者古 賀茶溪 、山 鹿 家の 家學を 傳へた る 山 鹿 素 水、 

I 五 五 
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及3經世的學者を以て自任する佐久間象山等 ^ 就き，.請.益する所ぁ， 
60 更らに 鳥 山 確齋 、宮部 鼎 藏の 徒と、 議論を 上下し。 或は 蘭學 3'. 
へ も" 少しく 手を 出した る 程な ぅき Q 

當時彼 か 如何に 其の 學問に 熱中し 72 るかは、 其の 遊學 年限と、 其の’ 
硏究 科目 R 關し て、 鄕里に 於け る 父、 叔父、 兄 等の 意. 向を 問 ふたる 
一書 ^ ょ 6 て、 之を 察する に 足る ものな からす。 

一矩 方 身上の 事 梨 藤® 梨 ! 1 太〕 へ も 略 話し 置 申’ 候 其 趣は 愚. 意 U  U 先つ 寅 
〔安政 元年〕 之 御 下向の 節 迄と 奉 # 候し かし 父 叔兄县 尊意 如何 1- も 不存事 
に 付き 御 在國中 L： 叔父 等へ 右の 趣 御 相談 被 成 下候樣 、御 賴仕候 左 候而丑 〔嘉 
永 六 年〕 之 御 登りの 節 何分の 儀 返答 承 度 候 間 得と 御 熟 話 被'  下へ く 候 前 程 
お惠 U 素 ムリ 天命 Li 任せ 候 事 U は 候 得 共 三年の 修業 位 U て 何も 出 來申間 
敷 天下 英雄 豪傑の 多き ものに て 其 上： -i 駕 出仕 候 事 中々 愚 輩 之 鈍才 U て ! 1 
俄か 1- 出 來可 申と も 思 IX れす 我往一 歩寇亦 一 歩 4. 千 クの 道理 況して 愚鈍 
もの (t 人の t 歩 百 歩の 間 U 漸く 一歩を 移し 候 位 之 事 1; て (t 三年 五 年. Li 


間に合 申 間 敷 候 夫 故 死 而後 巳 ^ 以て 自から 戒め 候 事 1: 御座 候、 しかし 是げ 
外 に 馳せ人 U 勝 4* 求む る 事に 相 成 深く 懲すへ •き 心に 御座 候 間 {體 武士の 
一身 成立い t: し 候 事 何 典 無 覺朿候 故 愚劣な から も 緩々 居候は、 何. ■か ーツ 
とも U 得 可 中 哉と 存し 居候 事 U 御座 候 是藤太 〔掠 梨〕 へ 話し 候 意に 御座 候 
間 宜敷被 仰 合 候 樣奉賴 候 

武士の 一身 成立 無 覺束譯 左 之 通 

1 是迄學 問 迚も 何  一 ' > 出 來候事 無 之 僅かに 字 4* 識リ候 迄に 御座 Q 夭 故 方 
寸錯亂 如何 そ 哉 

先歷史 は 一夕 も知不 中此以 大家の 說を 聞き 候 處本史 4 讀 され (1 成らす 通- 
鑑小 綱目 位 U て IX 垢ヌ ケ不申 由 二十 一史 亦 浩瀚なる かな 日頃 ト ホ，^ 史 
記 1 リ始め 申 候 史論 類 綱鑑之 始め 4. 見 候 而も 大キ カナ 大家 IX 急 需 と U 不. 
申 候 得 共 閑暇の 節 見 度存候 

兵學 家 (1: 戰國 の 情 合 ^ 能く 味 候 事 肝要と 奉 存候其 情 合 4. 味 ふ. , t 覺 f 軍書 
戰記の 類學卷 衆の 埒もな きものと 被 中 候 もの V 尋思 推究の 功 4- 加へ 候 it . 
、少 々自得の 處も可 有之歟 1- 被考候 今武敎 全書 中 1- も 其 情 境 茫然と して > 
得心 行不巾 候 事 も 有 之 候 得 共 誰 II 問る も 能 通し Hi さす 候 〇 

】 :/L 七- 


1 31 八 

此二條 志の み 1- て 未 ?: 得果不 申 候 

經學 四書 集註 位 も 致 一讀 候ても 夫て it 行不申 候 宋明淸 諸家 種々 純 儒 有 之 
中 •しも 周 程 張 朱 其 外語 錄類 文集 類 又 明淸に も 斯道 ^ 發明す るの 人 何® あ 
らん 夫 等の 論は 六經の 精華 6 發し候 もの U て 皆 讚む へき もの V 由 
此二條 志の み 

漢書 ふり 明淸迄 文集 幾許 y や 皆々 全集 も 見 S へからす 候 得 共 名家の 分 文 
粋 丈鈔 ものな との 中！ i 就て 尤なる もの 全集を 窺 ふへ し 
輿地 學も 1 骨折れ 可 申 
砲術 學も 一骨 折れ 可 申 
M 痒 兵書 類 も 一骨 折れ 可 申 
本朝 武器 制 も 一骨 折れ 可 申 
文章 も 一骨 折れ 可 申 
諸 大名 譜牒も 一骨 折れ 可 申 
算 術 も 一骨 折れ 可 申 

七 書 致集訟 候 間折訟 It 片言 L1 . ては 行 不申 候是も 一骨 折れ 可 申 
武道の 事も說 く 所 異同 あれ 共 一部なら す 


士道 要 論 武士 訓武 .道 初心 集 

潮く 此三部 4* 見る 此外何 そ 限 あらん 此も 一骨 折れ 可 中 右 思 ひ 出し 次第 11 
113 し 見 候 得 共 何一少 手 i: 付 居候 事は 一 も 無 之 今から 思 ひ 立 可 申 候 得 共 何 
と 定め 諸事 it _ て やり 可 申 事 無 之 候且人 經學 ある こと ^ 知て 兵學め る こ 
.と 4* 知ら 1 中 谷 〔正 亮〕 椋梨等 逢 候 度每に 綏學 4» す、 め 別 U 臨て 殊に 叮嚀 
の 意を 致し 候 所矩方 I 丘 ハ 學 4» は大槪 1. 致 置 全力 4- 經學 一一 注き 候は、 一手 
段 可 有 之 候 得 共兵學 は 誠 1- 大事 業に て 經學の 比 1- 弗す 且 代々 相傳之 業 4* 
恢興 する 事を 圖ら すして 顧て 他 U 求む る 段 何共 口惜 次第 申さん 方 もな L 
方寸 錯亂 如何 そ 哉 

體中の 骨 何 本 有 之 候 か (t 不存候 得 共 十本 許り も 折れ 候 (t ゝ 跡は ィヵ 
を クヒ 候貓 之樣 LL 成 可 申哉是 もーツ 0 懸念 
•其 他 世上 一統の 人 1- 且 々並 ひ 申 度 候 得共藝 術 1- 至て (t 數 4- 知らす 候 
詩歌、 茶 湯、 棋 、書 * 、  印、 立 花、 能謠 、淨 瑠璃 嗟 $ 陋哉厭 へし 厭へ し 
僕 所 レ 學未レ 得 二 要領 一興 欲 一^ 得 1! 一言 一而 定中斯 心 之 動搖上 萬 祈 萬 祈 

傕ふに 此 書は、 其の 兄 杉 梅 太郞に 與へ たる ものにして、 其の 胸中 煩 

一 五 九 
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悶の狀 、惻令 として 其の 聲を 聞く か 如し？ 然も 彼の 煩悶 や、 一身の 
，功名 利 達の 爲めに あらす、 實 .に 其の A 物の 陶冶、 玉 成 R 存す〇  . 
.但た 彼は 决して .閉戶 先生た る 能は 3 6 き 〇彼は 手に 卷 を 釋か 3 ると 
同時に、 其の 足は 寧處に 遑 あら 3 うき Q 彼は 六月に 宫 部鼎藏 等と、 
血に房相の海備を視察し、七月には、東北諸國遊歷の允可を得、而 
して 十二月 十四日には、 關符の 下 附を俟 たす して、 其 程に 上れ 60 
被れ 豫め宮 部 等と、 十二月 十五 日、 赤穗 義士 復警の 日を 期して、 途 
に 就かん Z: とを 約せ う 〇然も 藩邸の 吏、 關符を 長 州に 取ら / L と 欲し 
.て" 之を 與 へす Q 彼 毫も 遲疑 せす、 日く 一諾 山ょう も 重し、 俸祿 捨 
つへ し、 士籍擲 つ へし、 國に報 ゆるの 業、 何を 必し も區 々常 規の中 
>に 齷齪す るの みならん やと 〇是に 於て 『擧 II . 觀， ¥ 宙 ― 〇 大道 到 處隨』 の 
.句を 高吟し、 短褐 、孤 劍、 .武總 の 野を 經て 、水戶 に 赴き、 嘉永四 年 


-を此 地に 送 6,、 白 川に 出て、 會津に ス .9" 越後に 往き 、佐 渡に 航 し、 
.轉 して 羽 州を 貫き 〇 更に 遙かに 函舘 海峡を 隔て、 松 前を 望み、 弘 前、 
..青 森、 盛 岡を 經 、轉 して 仙臺 ょり 米澤に 抵 $、 日光を 經て 、嘉永 五 
年 四月 五日 江戶に 歸れ ho 蓥し 此の C: 邸の 一擧た る、 彼 か 身 世 齟齬 
の 第一 著に して、 彼れ 自ら 其の 猛氣 を用ゐ たる 劈頭に 加へ た 6 ◦彼 
れ 何故に 斯の 如き 事を 爲 せし 乎 0 

東 遊は 彼に 何物を 寄與 したる 乎、 彼は 水戶に 於て、 最も 得 ^ る 所 あ 
るか 如し ◦彼の 尊王 0 大義、 國 體の觀 念、 護國の 精神は、 自 から 其 
の 素地 あ $、 必す しも 水戶 派の 學 問を 待て、 而して 後 之を 知る にあ 
.らす ◦然も 王覇の 辯、 華 夷の 說 、神州の 神州た る 所以、 二百 年來水 
.戶 人士の 之を 講 する 精 且つ 詳〇 彼れ 水 戶學の 宿 儒會澤 、豐田の 諸氏 
f に 接し I 其の 談論を 聽き 、喟 然として 嘆して 日く、 身 皇國に 生れ、 


一六 二 

dnM 國の 皇國た る 所以を 知らす、 何を 以て 天地の 間に 立ん と 〇甞て 彼 
0 東北 日記の 原稿を 見る に、 其の 表紙の 裏面に、 細字を 以て 『六 B1. 
史 J 云々 と亂抹 せる もの あぅ ◦是れ 彼 か 水戶 に來 6 て、 自己の 邦 典 
.に 明かなら 3 るを 愧 ち、 發憤 以て 之を 誌せ る 也 〇歸來 急に 『六 國史』 
，を 取て 之を 讀み 、古の 聖君 英主、 海外 蠻 夷を 懾 服した るの 雄 略を 觀 
て、 慨然と して 日く、 吾 今にして 皇國 の皇國 たる 所以を 知れら， と 0 
若しを れ彼か 蜻蜓洲 の 頭 尾を 蹈 破して、 天下を 狹 しとす るの 雄心を 
鼓したる如きは、活ける學問の學.間たる所以也0 

然も 彼の 東 遊は、 西遊の 如く、 多大の 感化を 彼の 精神に 與へ 3 ぅき 0 
但た 其の 手段た る C 邸の i 擧に至 3 ては、 彼の 運命に 非常の 影響な 
き 能は す。 吾人を して 再； 3 問は L めょ、 彼は 何故に 此の 如き 措置に 
出て たる 乎 Q 


彼 li 其の 眼中、 旣に 地方 的 固 著 心 あら 3 うき 〇彼 (i 長 州 藩士と して 
天下 It 立たす 〇 日本 人士と して 天下に 立てう 〇彼は 實に 天下の 士を 
以て 自ら 任せし 也 ◦其の C 邸の 擧た る、 祿を 世に し、 籍を 世に する 
封建時代に 於て は、 實に 非常の 事と 云は 3 るを 得す 〇然 るに 之を 捨 
て \ 毫も 意に 關せ S るか 如きは 何 そや ◦發 程の 期日を 延期した & 
とて、 何程の 事 か 有る 0 此の 極めて 輕小 なる 事を 以て、 此の 極めて 
重大なる ものと 易 ふ Q 顧 ふに 彼の 服 中 R 於て、 果して 自ら 安ん する 
所 ある 乎 0 

然 6、 大 s に 然 60 彼は 尋常 利害の 打算を 度外視せ 60 彼は 武士の 
一諾、 山よう も 重きを 自覺 せう 〇彼は 長 州 人 1: して、 優柔 不斷の 名 
を 博せ し 〇 るよ $ も 、其の 削籍 ，褫祿 を 以て、 寧る 忍 ふ 可し と爲せ 
-  60 彼は 其の 眞骨 頭た る 武士道の 本義よ りして、 自から 安心して 此 
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擧に出 てた ぅ 〇然も 吾人は.： g の 一事に 就て、 彼の 眼中 封建制度の 繩 
墨 あら 3 ぅし 事を 知る。 彼は 自覺 したる ic せょ、 せ 3 るに せょ 〇 • 彼 
は旣に 長 防 二 州を 以て、 任と せす して、 天下を 以て 任と した $o ffi] 
して c 命の 一擧は 、盖し 彼 か 天下の 士 とな， CN し 洗禮と 見る も、 過當 
{t あらす 〇 


東西 上下 

封建制度は、 彼の 反抗に 對して 、相應 の 懲罰を 加へ たう 〇嘉永 五 年 
四月、 彼は 歸國を 命せられ、 屛 居、 讀 書、 謹愼 、以て 命を 待て 
而 して 十二月 八日、 C 命の 罪を 以て、 士籍を 削う、 世 祿を奪 はれ、 
實父杉 百合 之 助 胡と なれう 〇而 して 其の 翌日、 彼の 實父は 、彼の 爲 
めに 十 個 年間 諸 國遊學 を 請 ふて、 其の 允可を 得た 彼は 迫害 3 れ 
つ、 も、 尙ほ好 遇せられた 何人も 彼に 對し ては、 善意を 表する 
を禁 する 能は す。 况んや 彼の 知己た る、 寬 厚の 君主 毛 利 敬 親に 於て 
をや0蹉跌彼に於て何かあら 0 0彼や蜻蜓洲の頭尾を蹈破して、旣 
に 天下の 形勢に 就て、 胸中に 瞭然た る もの ある 也〇 
嘉永六 年 一月、 彼は 二十 四歲に して、 十 個 年遊學 として、 萩 城を 發 
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し〇 海路 四國に 過う、 攝津 、河內 、大和、 伊勢、 美 濃ょう 木曾路 5: 
經て "上 州に 出て、 五月 江 p ic 入. CN、 舊友鳥 山 確齋の 家に 投 せう 0 
彼は沿道知名の士を訪ひ、得る所少か633き0特に其の大和高取 
に 於て、 耳に 聾して、 心に 聰なる 谷 三 山を 見、 五條に 於て 淼 田節齋 
を 見た るか 如きは、 彼に 於て 快 心の 事た 3 しに 似た 60 彼 か 四月 末 
日、 大和ょ 3 の鄕 書に 日く、 

前 二次 河攝 i リ所發 の 書 相 達 候と 奉 察 候 先以 向暑 之 節 御闔族 御 多 吉可被 
爲往 奉賀 候 矩方事 飄然 行李 無異送 光 仕 候 本 月 〔四月〕 四日 發大阪 到 大和 八 木 
見 谷 昇 平 翁 六日 m 到 五條 今日 迄留滯 森 田 レて 史記 項羽紀 淮陰傳 及 孫子 十 
三篇 0 文法を きく 甚妙不 ® 長 逗留 1- 相 成 更 ，衣 之 節 忽 至り 麓 駭し發 程 明日 
に 相 决申候 事 0 矩方事文事 4» 治むる 1- 精力 4» 注かんか又文事 4- 棄絕して 
專 ら韜鈐 に 用ん かと 心 緖錯亂 仕 居候 處近 日斷然 一央して 急に 江戸 1- 向 ひ 
13 鈴を 治めん と 心 定仕候 委曲 著 府後可 申 上 候 事 0 矩方是 ふ 9 田 井莊 (森 哲 
± 助 X 木 (谷 三 山) へ 行 吾 郡 山 U て 安元 社 預 三な 訪ひ 伊勢の 津へ 行き 美 a i 


”木曾 山中 4» 通 y 江戸へ 下り 可 申 今月末 まて Li l t 參 y 度 心算 仕 居候 S 然 
凡 事 可豫覩 _ 候 誡如孔 明 之 W 

彼は 二 月 十日 大阪に 著し、 をれ ょ 3 五月 一日 迄、 大和、 攝津 •河內 
和 泉の 間にあ^ NQ 特に 'fi 齋に從 遊の 日、 最も 多 か 6 しか 如し 〇彼は 
殆と節 齋の爲 に、 魅せられて、 一時は 文章 家た らんと したる 程な 6 
き。 節齋自 から 誇 3 て、 松 陰を 其の 門下の 一人に 數 へたる も、 偶然 
にあら す〇 

然も 時勢は、 彼の 文章 家は 愚る か、 兵學 家た る 乙と 3 へも容 ぅ 
き 〇 彼理は 四隻の 軍艦を 率ゐて 、六月 三日に 浦賀灣 に 闖入した 
彼は 此の 警報を 聞き、 直ちに 之に 赴きぬ ◦彼 日く、 『浦賀 邊警沓 至。 
佘 時與銮 P 兵書 一 佘乃投 J 日而 起。 振 k 而 出。 將_蒲 賀 I 焉 。時已 初夜』 
と G 其の 急遽の 情 掬す 可し。 彼は 將及私 言、 急務 條議 、必勝 策、 急 
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務策 等を 草して、 之を 藩主に 上 60 又た 接 夷 私議を 作う、 頗る 晝策 
する 所 あ 5 き 〇而 して 其の 對外 問題に 就て、 最も 彼を 啓發 したる も 
のは、 佐 久間象 山と 爲す〇 彼等は 旣に學 術 上の 師弟 R あらす して、 
時務 的 同志た 办 き 〇而 して 彼 か 海外 渡航の 計 企 も、 實に此 中に 成立 
したる は、 彼等 各  <  語る 所に ょ- cs て、 之を 知る 可し Q 
何故に 彼は 外國に 渡航 せんと 欲し / 2 るを 〇是れ 彼 か 素志た る 航海 遠 
略の 地を 作らん か爲 めの み 〇而 して 其の 佐 久間象 山の 慫慂に 出て た 
る 事に 至て は、 復た斷 して 疑 ふ 可ら す 〇象山 夙に 航海術， の、 我 か 四 
面 環海の 邦に 必要なる を 看破し、 其議を 幕府に 獻し 、而 して 省ら れ 
す。 松 陰に 語うて 日く、 男子 宜く 海外に 遊 CA 、 宇内の 形勢に 通し、 
以て 緩急の 用に 資せ S る 可ら すと 〇而 して 其の 目的の •一は、 即ち 彼 
を 知う 己れ を 知る の 意に して、 以て 一種の 間諜た らんと 欲した. 〇 し 


也。所謂る象山か『微臣別有--伐謀策 —0 安得 |1 船一下《 © 東 --0 』と云ひしは、 
亦 以て 其 意の 存 する 所を 知る へし 〇 乃ち 知る、 彼 か 萬 里の 外 土を 踏 
まんと する 一片の 火 鎌、 象 •山の 駿 石と 相鐵 る、 焉んを 雄心 勃 如たら 
3 るを 得む ◦斯くて 端な く彼理 は、 明年の 再來を 期して 艦を 回せ り〇 
而して 、七 J1 に 至ぅて は、 露 使 布恬廷 、軍艦 四隻 を 帥ゐ て、 長 崎に 來 
ぅて 互市を 乞 ふ。 米 艦纔に 去れは 露艦來 6、 天下の 人心、 漸く 亂を 
M 立ん とす 〇彼は 九月 江 芦を 發せ 彼の 紀行に 日く、 『嘉永 癸丑 九 
月 十八 日。 晴。 f 江戶 1將>1 西遊 - -〇 是行有 = 深 密之謀 遠大 之 略 -- 〇 象 山師 首 
爲 ，之 慫慂 ~o 友人 義所 (鳥 S 長 取 (永 鳥) 圭木 (桂) 亦爲 "之 賛成 —0 其 他 深 
交 舊友莫 二 識者 J と Q 彼の 志望の 存 する 所" 想 見す 可き 也〇 
斯 くて 彼は 東海道を 下り Y 大阪ょ i 豐後鶴 崎に 著し、 竹 田を 經て" 
熊 本に 達せ io 興の 日誌に 日く 『二十日 (十月〕 宮部 鼎藏來 。伴 訪-橫 井 
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平四郞 T 荻 角. 兵衛 亦會焉 。夜 P 宮部 -留 宿。 二十 二 日與宭 部 向訪衡 井一 
終日 f 話。 二十 三日 夜橫 井來。 J 彼は 二十 七日を 以て 長 崎に 達せ 60 
然も 到れは 旣に露 艦 去れ 60是に於て彼は再ひ熊本に還办、宫部及 
ひ 野 口 直 之 允を 伴 a 、 十一月 十三 日 萩に 歸う 、居る 數日 にして、 京 
都に 入 $、 梁 川 星' 巖 、梅 田 雲濱の 徒を 訪 ひ、沿道知名の ± を叩き、 
十二月 二十 七日を 以て、 江戸に 達せ 60 星巖詩 あう 日く、 

長 州 吉田寅 次 郞、 拉 U 宮部 鼎藏、 野 口 直 允 I 見 レ 過 

悔 哉早歲 f 虛聲 ― 〇 皓首終 無二 事 ■成 —  〇 
可 ^ •諸君 皆 駿足。  百 千 萬 里是前 程。 

星巖は 固ょう、 松 陰 遠航の 計晝に 干預 せ 3 うしなら む 0. 3 れと乙 の 
『百 千 萬 里是前 程』 の 一句に 至うて は、 如何に 異常なる 反響を、 彼に 
及 ほした る 可き 0 


當時 彼等の 意氣 か、 如何に 昂揚した るかは、 彼と 宮 部との 問答に て 
之を 推測す るに 難から S る 可し 〇宮部 日く、 義卿は 臆病者 也、 何を 
米 使を 斬ら 3 ると 〇松陰 日く 固ょぅ 然 $、 唯た ^ I に ■る 者な きを 如 
何〇而 して 卿は 露 使を 以て、 斬る 可ら 3 る 者と 爲す 乎と。 宮部 笑て 
日く、 固ょぅ 斬る 可し、 其 便な きを 奈何と 〇彼 等は 此の 如 

/\  して、 

長 崎を 去れ ぅ〇 而して 此の 如くして、 江戶 ic 還れり 〇 然も 雄心 落々" 
豈 R 空しく Jh ^ ん哉〇 

〔註〕 此行松 陰 か、 熊 求に 於て、 如何 1- 橫井小 楠、 及 ひ 其の 1 派と 交驩し、 
且つ 小 楠 じ 傾倒し T: るか It 、 彼 か歸逯 周 防 富 海 ムリ 小 楠に 與へ f: る 一書 
4- 以て、 之を 知 6LL 足らむ 〇書 中米 大 夫と あるは 熊 本 藩 家老 長 岡 監 物、 
即ち 来 田 是容也 〇 

* 本本 

幸*  木 

一書 致 呈上 候 先般は 尊 藩 II 出 諸君へ 不 容易 御 厄 害 罷成恭 謝此事 一! 御座 候 
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一七 1: 

出足砌 r. lt 不圖御 行 違 ^ 相 成 缺面別 候 段 遣 憾之至 奉存候 併宫部 君、 委し 
く 御 W 語 被 成 下 夫々 承知 仕 候與藤 田 詩 及學校 問答 書 健 U 入手 且 調且讀 # 
& 仕リ ii 々藩 人へ も 示し 問答 書は  世子へ も 献し候 樣申談 置 候 事 1- 御座 

候 

I 来大 夫君の 書 山 田 宇右衛門 1- 因て 益 田 越 中へ 示し 候處大 U 憤 動の 樣子 U 
御座 候 越 中 之從事 (備 頭 1- 付 手元 筆者と 號 し從屬 す) 手許 山縣與 一兵衛 筆者 
中 村道 太 邸と 申す もの、 此 三人 孰 も 於 藩 It 有志の 士じて 三人 申 合 此先何 
とか 可 致 候已 Li 尊 藩、 少年 雨 三 輩 御 申出し 候 事と も竊か U 相圖リ 居候 間 
其 事 之 落着 It 未知 候 得 典 何れ 默して 止み 申 間 敷 1- 付 其 趣 It 米 大 夫君へ 可 
然被 仰上且 一行 之 書 藩 中 4- M 動す る事不 K 段宜敷 御傳謝 奉 希 候 事 
一世 子 之 側 1- 出勤 候 もの 長 井 隼 人 飯 田 猪 之 助 雨 人 追々 話 合 候處兩 人心 中世 
子 之 側 I り國家 天下 之 事を 議する 事® 懼るゝ 所な リ然 とも 來正月 十七 日 
ふり 世子 發駕 1. て 御參府 兩人御 供 •し 付着 府之 上 U 世子 1. も 天下 有志 之 君 
へと 交 ^ 納られ 度 御 志 It 勿論の 事 U 付學事 講習の 上 自ら 馭戎之 事 1: も 可 
及存候 得 It 兩人 中正 論 ^ 立 事と 被 存候雨 人 U 宮 部 ^ も 御 面 會被下 其 人物 
It 御 見取り 通り U. 御座 候 扨 又 江戸 君側- U 人才 絕而無 之在國 有志の 面々 深 


く 嘆惜段 御存知 事 1: 候 長 井 It 年來 君側 相 勤 候 もの 1- 付是 說 4* 容れ候 
事尤以 て® とする 所に 御座 候 事 

一井 上與 四郞玉 木 文 之 進 田 北 太® ft 條 瀕 兵衛中 村道 太 邸 追々 宮部 君へ も ® 
會孰も 興起 之模樣 L1 御座 候 就中 井上 It 屢 々政府に 登り 又屢 々罷 isl ii: られ 
今 學校局 1- 偏 安居 候此 人物 俗吏 中 之 人材な リ又甚 好事 然と も 再 ひ 此 人 U 
罪 4* 取ら ti 候 事 (t 大 11 國に提 なる 事故 多く 貴 ^ 貧 IJ く 被 存候尤 冥々 の 中 
•し 力 4» 致し 居候 田 中 玉 木淘陽 局に あり 此 二人 不可 不盡力 焉北條 中 村は い 
主 t: 半 U 責付 中の 人な れ It 兩 人尤以 奮勵宫 部 君 之 御 出 被 下 候 4. 喜 ふ 事 限 
りなし 謂ら く此 i リ長 藩の 事 必大！ .一興 起せん と扑躍 仕 居候 事 

J 先生 1. も事體 •し 依り 御 東 遊 も 可 被爲在 趣宮部 君、 i り 承 之扑 躍此 事！！ 御座 
候 北條中 村へ も竊 か I - 話し 候 處兩人 喜 之 無限 愚考 仕 候 I - 世 子の 未讀 前 I . 
若 御 出 1- とも 相 成長 井 飯 田 等へ 篤と 天下の 事體を 致 合點 さ ' cf 置 候へは ^ 
藩の 事 甚可言 もの 可 有 之 候 弊 藩の 事 U 君 公も决 して 正議 U 興 ' CC さる 人に 
非す 又 井上 玉 木 等 ^ 始め 孰 も 志 あろ ものな れ共 可惜 [1 天下 之事體 1. 暗く 
H 1 國之 見 ^ 離れ 3 る 人々 1: 付 何卒 先生の 1 言を « 候は、必奮發可仕相 
考候 且又 御 末 家 岩 國之內 1- て德 山 it 從來甚 厚く 近頃 it 世子 御 入來之 事に 
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r 七 四 

付 尙以親 敷 御座 候 淸末も 今 侯 (t 甚有志 の 御 方の 文し 吉川當 監物甚 正 A l: 
て以禮 事君以 禮待士 甚可尙 事 ^ り 伹長府 のみ 六ヶ敷 事 II 有之甚 憂と 致し 
居候 要 之 上 親くても 下 未 r: 和せ マ 御 末 家岩國 IX 政治 向本 藩 連れ 不申別 々 
一一 相 成 居候 事 所由來 久しく 有志 之 人々 皆 眉 ^ @ 中候是 は 本 支と も II 皆 有 
罪 何卒 是 等の 事體も 一通 御 承知 被 S 長 防二國 一塊 物と 相 成 リ候樣 本 藩 M 
支 封の. 志士、 御敎誨 被 下 候は、 何* 幸 若. 之 僕甚 前途 ^ 急き 支 封 1- 過る 事 ^ 
不得 至 ® に 奉 存候此 等不得 不 托 先生 也 

右 十一月 甘 六日 周 防 富 港 Ll て 相認 ゆ 候 旅 中匇 々書辭 失體莴 々御 推覽奉 願 
候 以上 

十一月 廿六日 

尙 々厳寒 之 節 彌以御 自玉 爲國爲 道是祈 
橫井平 四郎樣  . 

来大 夫君へ 書付 可呈 答之處 5 し 付候而 奉呈 候 事甚恐 入 候 依而 差控申 候 
何卒 幾重 1- も 御 樣子相 伺候 而藩人 孰 も 興起い ?; し 候 段 謝 言 非所盡 段 御 
傚 意 伏 奉 願 候 以上 


吉田寅 次 ^ 

矩 方 一花—- 3 


蹈 海の 失敗 

新 日本 膨脹の 先登 者は、 彼に 於て 其の 一人を 見出せ 多 〇唯 た 彼のみ 
を 一人と 云は す、 § れと 重なる 一人を 見出せう 。吾人は 彼 か 蹈海遠 
遊の 計 企を. 以て、 單に 個人的 胃險. 行 爲と倣 すの" 史 情に 於て 甚た淺 
薄なる を 思 ふ 〇社會 の 活動す る や、 先つ 其の 個人に 現る 〇個 人の 活 
動す る や、 先つ 其の 率 兜 者に 現る ◦吾人は 松 陰 一代記に 於け る" 最 
も & 彩 あう、 精 光 あう、 半は 喜劇の 如く" 半は 悲劇の 如く。 傍人を 
して 激昂、 淋漓、 抑揚、 頓挫、 各種の 感情を、 極端 まて 刺激した る 
出來 事と して、 之を 觀 察する のみなら す〇須 らく 新 日本 膨脹 史の序 
幕と して、 大處ょ & 著 眼す るを 要す 0 

露鑑は 長 崎を 去れり 〇 然も 彼理は 約の 如く、 安政 元年 正月 十八 口、 
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軍艦 四隻 、汽船 三隻を 率 & て、 羽根 田に 闖入し" 又 退いて 神奈 川に 
投錨せ り ◦彼 か當 時の 感慨 をれ 如何を や Q 彼は 自 から 記して 日く、 

乙 卯 三月 三日 牢晴〇  是 ふり 先亞 美理駕 舶金川 泊 •し 泊す る こと 日 久し 0  林 
以下の 官員 度々 の應 接畢 り、 此節 l- 至ては、 和 友 通 市の 議 も、 已 に夾 し 
T: るの 聞へ 專なれ It 、 今や 此地 LL 留る も、 力 4* 致す へき 所 ^ し 0  疾 .く ^ 
國へ 變リ、 其 f# 實 4* 探知 -c£ ん l^ lt 如 じと、 逾 木 松 太 ^ (金子 重輔) と 約せ 
しか、 未 t: 他の 同志へ It 告けマ 0  是日浴 W の 昔 4- 思 出し、 向島 白 鬚 梅 Ifl 
0 わたリへ遊は、やと、 同 友 群 4* なして、 寓居せ し 鳥 山 か 宅へ 訪來 ろ 1. 
そ、 夫は一段の事と打出てぬ〇 白馬 碧樱靑 粉紅娥 太平の 光景 目 1* 餘 り ?: 
る こと •して、 欒極 て哀 を 生す 〇  一つ！- 一は 尸 4* 海外 じ 沒せ It 、 再 ひ 華の 江 
K の 此の 光景 か、 又もや 見ん 二と 覺朿な き ^ 哀しみ 0  一つ r- lt 夷 船 (t 近 
<金川に泊するじ、 少年 幼婦 は、 國家の 大患 ?: る こと ^ も 知らて、 樂し 
け 1- 花* U 迷 ふ 蝶と 典 •し 飛 ひ、 柳 ' 1- 嬌 ふる 驚と 共* U 欧ふ こと： そ 淺猿 けれ 
と. 哀 L みけれ とも、 少しも 顔色 聲音 には、 是 を 出さて 夜 LL 入りて そ歸り 
け 50 


吾人は 皮の 自 から 語る 所に ょぅて、 實に當 時の 光景、 及； 3 此の 光景 
に 對 する 感慨を 看取す るに 於て、 遺慽 なし 0  一方には 春光 淡蕩 、櫻 
花 雪の 如く、 美人の 紅顔に 映し、 滿城 泰平を 歌 a つ) あ 60 他方に 
は、 國家 深憂 大患の 旣に 我に 迫る. を 見、 一片の 俠骨 、沙塲 に 曝ら し、 
蒼海に 埋む るを 分と す。 彼を 觀此を 察す 〇縱 令鐵 ■石の 心騰 も" 自か 
ら 一滴の 淚なき 能は §ら む 0 

今や 識者の 豫 測した る、 愚者の 夢視せ 3 る、 三百 年來 未た 曾て 是れ 
なき 大 刺激は 來れ ぅ、 大祧發 は 試みられた 办〇怯 者懼れ 、勇者 奮 a 、 
愚者 驚き、 智者 憂 ひ、 人心 動亂 、停止す る 所を 知らす Q 是時に 於て 
彼豈に 徒爾に して 巳爻ん や ◦蹈 海の 雄志は、 奔馬の 鞭 影に 驚き* る 
か 如し、 彼豈に 徒爾に して 已まん や 0 

彼は 斯 志を 齎し 、暗に 其 兄に 別を 吿て 日く、 今ょ & 風塵を 鎌 倉に 避 
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け、 唯た IK 嘗を 事と せんと ◦而 して 其 兄に 向て 誓文を 與へて 日く、 

今 甲寅歲 t り 壬 戌の 歲ま て不レ F1 大下國 家 之 事？ 不レ爲 I- 蘇 秦張儀 之 術？ 退て (t 爲二 
.蠹魚 i ては 跋二趨 天下 ？熟二 覽形勢 ？以 爲二 他年 報 國之基 一 耳。 富嶽雖 レ 崩。 刀水雖 レ涸。 醫不 
レ萁 一一此 言 一也。 

而し て翌 H 其の 交友を 會 し、 其の 志を 吿け 、大書して 日く 0 

丈夫 有 n 所見？ 决意爲 レ 之。 富 嶽雖レ 崩。 刀水雖 fe。 亦 誰 移 n 易之 一哉。 

斯の 如く 富嶽刀 水は、 一方に 於て は 鎌 倉 蟄居の 保證 人た う、 他方に 
於て は、 米 艦に 搭して 外國に 行く の保證 人た 6。 •山水 靈 あらは、 當 
に 其の 濫證を 笑 ふへ しと 雖 も、 彼の 眞. 意は、 前者に 在す して、 固ょ 
う 後者に 在るな 6 ◦是に 於て 彼は、 其 友 金子 重 輔と與 に神奈 川に 抵 
6、 橫濱に 赴き、 外 艦に 近つ くの 策を 講す Q 時に 象 山 亦 橫濱に 在う" 
其の助言を請ひ、種々エ夫を凝したれとも、謀愈出て、愈差ひ ° 或 


は 神 奈川に 返う、 或は 橫濱に 赴き、 或は 外 艦を 趁ふて 羽根 田に 抵る 
も、 陸上ょ 3 艦を 眺め、 陸上ょ 6 艦を 追 ふの みに して、 遂に 志を 達 
，する の 機會を 得 S うし 也 .0 而して 今や 彼理の 軍艦は， 去 6 て 下田に 
泊す、 故に 彼 も 亦た 去 $ て 下田に 赴く。 而して 下田に 於ても、 亦 其 
の 策な かう し 也) 即ち 五た a 策を 晝し て、 五た a 違 a 、 今は 如何と 
4 す 可ら す〇 百計 窮 する 所、 遂に 自ら 漁 舟を 竊む て、 直に 外 艦に. 投 
せんとせ 60 時 維れ 三月 二十 七日、 外人の 上陸す るを 見て、 豫ねて 
.草した る 漢文の 書翰を 投 し、 柿 崎 辨天祠 に 入うて 潮の 來 るを 俟 ち、 
其の 沙洲に 繫きた る 漁 舟に 乘 う 出ん とす ◦恰も 是れ 天地 も 眠る 丑 時 
にして、 獨 A 天上の 星、 地上の 海 波 之を 知る のみ 〇生憎 や 櫓 柱 損し 
て 如何と もす る 能は す。 急に 犢鼻襌 を 解き、 櫂を 左右の 舷に 結 a 、 
•二 人 極力 之を 搖 かす、 忽に して 襌 絕つ〇 急に 帶を 解き、 之を 結 a 、 


，倉皇 以て 舟を 行る ◦其 具 素ょう 備はら す" 術 亦た 熟せす、 舟 動 もす 
れは 、木 葉の 如く 波 上に 廻旋 して 前ます、 波濤 漢々 と L て 前途 茫た 
ho 最早 力竭 き、 腕 脫 し、 _ 如何と もす る 能は 3 る塲 合に 迫 6 しも" 
遂に 一徹の 精神は 船を 送うて、 漸く 『ミシシッピ I』 號に 達せし め / 2 
う Q 來る 者は 誰を 〇艦 上の 人は 怪ん て、 船燈を 下し 之を 照らす 〇彼 
れ其 光を 借うて 漢字を 書して 日く、 『吾等 欲 „ 米 利 堅 -- 〇 君 幸 P 之大 
將？』 と、 梯子を 攀して 上う、 船員の 來るを 見て 之に 與ふ〇 彼れ 語意 
半は 通し 半 ii 解せ す、 手 語して 『ボウ フタ ン』 號に往 くを 示す ◦是れ 
旗艦に L て、 彼 理此に 在 30 是に 於て 彼等 復た 小舟に 乘る〇 行く 乙 
と  一丁、 遂に 旗艦の 內惻に 近つ かんとして 得す、 波に 動か S れて其 
の 外側に 達す 〇小舟 船梯の 底に 入う、 浪 と共に 上下し、 激して 聲を 
成す 〇 船員 驚き 怒う、 棍を携 へ、 梯子に 立ち、 二人の 船を 衝き 却け 


ん とす ◦松 陰 急に 躍て 其梯に 在 $、 金子を 顧みて 纜を攪 らしむ 〇外 
人猶ほ 船を 衝て 止 ^ す、 金子 も爲に 却 けられん Z: とを 恐れ、 舟を 捨て 
躍て 梯に 在う ◦而 して 彼等を 送う し 船は、 已に去 て 浩蕩の 濤に擒 に 
せられ、 水 烟渺漫 の裡に 在 30 腰刀 行李、 亦た 其 中に 在うて 行く 所 
を 知らす 〇彼 等は 斯の 如く 辛苦して 達せう、 殆と 生命を 賭し 1: 達せ 
6、 而し て已に 艦に 上れう 〇然れ とも 其 志を 達する 能は S る 也〇彼 
等は 懇請せ う、 哀 想せ う、 其の 有る 限う の 力を 竭して 相談せ 60 然 
れ とも 頑として 動かさる 也 Q 船員 日く 君 等の 志は 善し、 然れ とも 二 
.國交 親 せんと 欲する の 今日に 於て" •私に 君 等を 載 去る、 二 國の國 交 
を 如何せんと 〇萬里 鵬程の 志、 此に 於て 又た 一 躓す ◦嗚呼 人事 茫々、 
.豫 しめ 測る 可ら す。 彼 か 入海の 失敗、 亦た 焉ん を天斯 人を" 日本に 
留めて" 其の 革新の 氣 運を 捲 起せし むる 所以 ^ ら 3 るを 知らん 哉 0 


来燭 ばく 岸 傍 出 天を 是 とと 覚三 
利 は ¥ 腕 かへ さ 社 去 れ云 てな 月 
堅 我 ヤ脫離 縛ん 中 辨 見て 立 VJ 廿 
蒼 邦 マ せろ” とへ 天 廻 夜 出と 七 
幸に ン ん 、付て 入社 り 行て 大日 
m 異 I こ と 事 母り 下 多 しや 下に 夕 
乏なて 欲 一 漉 | こ 安に くて ど 田 喜 方 
大ら 作す 町 生 上寢至 野 夷 4»1 こひ沛 
將 する T 寶と るす ろ 宿 船と て 蓮 崎 
.1° 但形 グミ カ 然八然 4 •のり 名 台の 
認し 圓ッシ 4 る つろ な 樣下主 寺 海 
め 色き ヒ ッ極 I こ 時 1こ す 子 田 夜村濱 
丰 甚手丨 ヒ て 樓社潮 彼へ 行の 
i こ 白 行 |g  I 押ク を 頭武 はを 宿 巡 
持く 燈へ M 出イ 出 退 山 蓮 禁へ見 
ち 心の 押へ す n  x  %  の 台す 歸 •す 
て 甚如付 押 輝 し 舟て 下 寺る y る 
船 細 しれ 付れ 因の 漁 海 へ 故 湯 | こ 
.1 こし 蠟は是 ゆて 所 舟 岸 宿 一へ 辨 
.登み 舶 ま帶 力へ 二に t 里 入 天 
る 光 上て な •イ 往 隻 夜と 隔夜社 
t 舶 I こ ふ I こ 解を ぐと 五 云て 食 下 
甚 1 こ 就 リ 舟き 犢 潮 もつ 蓮 蓮‘  I こ 
上は て 怪幾力 鼻 進 I こ 過 台 台認漁 
り梯漢 み度イ a み沙ま 寺 寺め 舟 
▽ 子 字て か 4»  I こ 舟 上て へ 村 下 二 
t あ I こ燈廻 縛て 泛 r こ 臥は の 田® 
しり て 籠 リリ 縳へ あす 下湯の 泛 
夷 普を々 又 VJ り り 五 田 人 やへ 
人 等 卸 々押 船 因 故つ へ瘍と リ 
二き すて ゆの て 1 こ 過 宿へ へ 是 
三 f 籠燈 ゆく 兩 押辨此 すも往 究 


一八 二 

〔註〕當夜の事情は、彼か手記し ?: る廿七夜記の一'篇^ |; -詳悉し 7: リ。然も 
其の 叙事の 妙、 眞 LL 逼リ、 眞も亦 及 U さるの 槪ぁリ , ° 揭錄 左の 如し 0 

三月廿 七夜 記 
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A iH 來リ 甚怪む 氣色な り li v5 T: る 書付 ^ i ハ ふ 一 夷 携 て'  內 1; 入る 老，. 夷 出て 


けと 示す 已む 事な 得す 又 舟 1. 還 リカ 4- 極めて 押 行 # 又 一町 許り 1 ウパタ 
ン」 舶の 外面 It 押. 付： 此時 & 生 •鏡 r- 云 外面 U 付て は 風 强し內 面 1- 付へ しと a . 
れ とも ヵィ 自由なら す 舟痕 Li 隨て外 面 1: つく 舶の： 梯子 .■■ 段の 下へ 我 舟 入 y 
M U 因て 浮沈す 浮ふ每 1- 梯子段へ 激マ •る 事. 甚し夷 人 驚き 怒 リ木棒 か 携へ 
梯 ，子 段 4- 下^' 我 舟 ^ 衝出 す此時 予等帶 4» 解き 立 ヵ ヶ 4» 著 居 t: リ 舟 ^ 衝出 
5:れてはれへま.らすと夷舶の梯子段へ飛渡り滥生 |- 癔 4* とれ.と—生 |1 を 
とり 未 t: 予 1- 渡さ.， ぬ 內夷人 又木 棒 に て 我 舟 4. 衝退 けんとす 漉 生 t: 主り 辕 
銳を繁て飛渡る巳卩して夷人遂じ我舟 4» 衝退く時 1- 刀及一雜物は皆舟 1- あ 
y 我 二. 人の •手な とり 梯子段 4» 上る 此時 謂ら く舳に 入り 夷ん と 語る 上 ('X 我 
舟 11 如何. 樣 じもなるへしと我舟 4- は顧みす夷舶中 1. 入る舫中に.夜畨の.离 
人 五六 名 あり 皆 或は 立 或は 歩 4- 習 (t す 一 も 尻 居 1- 座す る もの 尨し 夷人 II 
らく 吾等 見物 1- 來 n りと 故 じ 羅針 等を 指示す 予 筆 4- 借せ と 云 手眞似 すれ 


一八 四 

e も 一向 通せす ®! る 困る 其內 日本語 ^ しるもの 「ウ V ヤム ス」 出 來る 因て 筆 
4. か リ米利 堅 Li ゆかんと 欲する の 意 ^ 漢語 1. て 認め 書く 「ゥ V ヤムス J 云く 
何國の 字そ予 日日 本字な り 「ゥリ ヤ ムス」 咲 日 =e 口  n シの 字て こそ 又 云 名 ^ 
かけ 名 ^ かけ 因て 此日の 朝 上陸の 夷人へ 渡し f: る 書中 U 記 し 置つ る ® 名 
佘 は瓜中万11迪生は市木公太な記しぬ「ゥリヤムス」携て內卩入リ朝の書翰 
4» 持 出 此事尨 るへ しと 云 吾等ぅな つく 「ゥ V ヤムス J 一 K 此 事大 將と 余と 知る 
のみ 他人 Li lt 知らせ マ 大將も 余 も 心 誡一 I 喜 ふ 伹橫濱 Li て 米 利堅大 將と林 
大學 頭と 米 利 堅の 天下と 日本の 天下との 事 4* 約束す 故に 私 U 君の 請な 諸 
し 雛し 少しく 待つ へ L 遠から すして 米 利 堅人 It 日本に 來リ 日本人 (t 米 利 
堅 !: 至り 兩國 往來す る 事 同國の 如くなる の 道： 開く へし 其時來 ろへ し且 
吾等 此に留 る 事尙 三月 マへ し R 今 還る Li 弗す 佘因て 問 三月とは 今月ょり 
か來 月ょりか 「ゥ V ヤムス こ 指 4» 屈して 對日來 月 な リ 吾等 日 吾 夜間 貴舶 
に 來る 事 U 國法 の禁 する 所な り 今 還らは 國 人必晋 を 誅せん 勢 還る へから 
す 「ウ V ヤムス J 云 夜 11 乘 して 還らは 國 人 li か 知る ものめ らん 早く 還る へし 
此 事 ^ 下田の 大將黑 川嘉兵 知る か嘉兵 許す 来 利堅大 將連ズ ゆく 嘉丘ハ 許 S 
ぬ 米 利 堅大將 連て ゆかぬ 余 云 然ら it 吾等 舶中 Li 留 るへ し大將 i り 黑川嘉 


n 

る y 
か 書 
日 生 
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人は 
共 何 
I こ そ 
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し 物 
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V) 少人 
しな 
江り 
戶 人 


Li 學 問 ^ 教ふ るか 日 教ふ雨 親 
4- 發 する 事 何日 そ 日 三月 五日 


曾て 予 を 知る か 白 知る樯 滾 L1 て 知る か 下田 !^ て 知る か 日橫濱 1- て も 下田 
こても 知る 「ゥ V ヤ ムス j 怪て日 吾 It 知らす 米 利 堅へ往 さ 何 ^ する 日學 問 ^ 
マる 時 1- 鐘を 打つ 凡そ 夷舶中 夜 (t 時の 鐘 ^ 打つ 余日 日本の 何時 そ 「ゥ V ヤ 
▲  K  J 指を i 屈して 此を計 る然れ とも 答詞詳 ならす® 城 W  4 LO 吾等 S 君 吾 請 
ら令かすんは其書翰 4- 返すへし「ゥ.リヤムス」云置てみる皆讀得れリ予廣東 
人羅 森と か 吾 此人 1- 遇せ i と S 「ゥ リヤ ムス」 云 遇て* 何の 用 か ある 且今⑸ て 
牀 1- わり 予日來 年も來 るか 日此 ムリ It 年々 來 るな リ 予日此 舶又來 るか 日 
他の舶來るなり歸に臨み我等龉〜失れリ舟中要具な匮く繁置けぱ事發覺 
せん 如何せん 「ウ V ヤムス 」云我か傳馬 1- て君等か送るへし船頭 1:- 命し置け 
リ所 .々乘 行て 君. か ^ 4» 尋れ丄因て一拜して去る然るじパッティ」フの船頭 
直 |- 海岸 U 押 付 我等を 上陸せ しむ 因て 舟， を 尋る 事な 得 マ 上陸 - d: し 所 It 麝 
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兵へ かけやい 吳る へし 「ゥネ ヤム ス」 云 左樣 1- は な y 難し 「ゥ V ヤムス J 反覆 初 
のい ふ 所を 1 K て 吾 か歸か 促す 晋等計 巳 ^ 遠 ひ 前 !- 乘蜜 ?: る 舟は 心 11 か \ 
り 遂こ歸 る II 决 す 「ゥ V ヤ ムス」 一 其雨君刀 4» 帶るか日然リ官に居るか日書生一 


孝 
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石 茂樹の 中な り 夜 U 暗し ili lt 知れす 大 1. 困 迫す る 間に 夜は 明けぬ 海岸 今 
見 趣れ とも 我 舟み へす 因て 相 謀. て 日 事 巳！： 至 此 奈何と もす へ か P)* す、 っ ^ 
つく 間 に 縛せられ て it 見苦しと て 直し fi!i 崎 村の 名主へ 往て 事を 告く遂 K 
下田 畨所に 往吏に 對し囚 奴と なる 「ゥ V ヤム KJU 本 語 ^ 使 ひ誡 U 早口 1- て 
一語 も 誤らす 而て 吾等の 云 所 (i 解せ きる 如 吾 事 多し 蓋し li か狡黠 ならん. 
是 4* 以て iK んと 欲する 事 多く 言 得ず 

僕 事大 略 如此 畢竟 夷 ffi へ. 乘 移る 際 少しく 狼 in す 故！ 2 我 舟 4» 失 ふ 若 舟を 失 
は す. 又. 要具 か 携へ舶 1- .登ら (i 後 U 心 か、 リな く舶 中へ 强て留 る 事 ^ 得 我. 
文書 等 4* 夷人に' 11 f し 文. 舶中の 樣芋を 見ん 事 4* 求め 海外の 風聞な とか r: つ 
« ろ-間 1: 夜は 明く.. へし 夜 明 It 白晝 U IX 歸リ 難しと 一 其て一日留らは其中 1: , 
は 必. 熟、 談 も出來 計 自ら 遂 くへ し假 令事遂 すと も 夜！ 2 至り 陸に 返り 急に 去， 
ら は-か、る禍敗 1- は至らぬなリ其事の破れの本を尋れは橹厂ィな咅計リ 
1; . て かくな り ゆけり 因 V 思 左傳 某の 役の 敗を IB して 驂挂而 止と やら あ リ 
大 i の 敗 f か V る 小事 1- 因る 事な y 左 氏 知 兵 故 U  . 其 叙事 甚， 妙な り 又 思。 

漢： •廣 。從 一一 衛靑 一擊； 一 匈奴で 惑， 失 レ 道：。 靑欲 ーユ 上.書報こ天子失軍曲折 ~0 ;,の曲 ^ ,^ 
一 K 事甚 « あ' リ敗軍 す •- れ .は 二. 槪、 1- .下手. の. 樣 に 云へ とも 其 曲折 4» 聞 It 必無據 


事 あるへ し 後人 紙上 論 Z1 英雄？ 悲夫 。吾等の 事。 後世 史氏必 書 云 •長 門洱 
人吉田 寅 二那。 滥木松 太郎 。謀 下 乘-荑 舶 一出& 外 J10 事覺見 レ 捕。 寅 等 好奇 無レ術 。， 

救 至 レ 此。 

漉木生其刀 ^ 舟中 1- 遣せし ^ 大恥大憾/と'す然とも敗軍の時は何も )11 ^ *ぃ 
任せぬ もの ^ リ 

洞 春 公 東 照 公の 名將 じ て さへ 大敗 軍 ！- U 一騎 落し 玉 ふ 事 も あり ^ れは 
吾等の 事 も强て 恥と マる ^ 足ら マ但 •天命 4- 得す 大事 成就せ ぬ it ' ® と ^ へ 
し 亦 何 益 -0 譏 か 免れぬ 所以な リ 

甲 寅 十一月 十三 日 野 山 獄中 錄レ之 Q 時 天 寒 雪 飛。 研 碑 屢凍〇 

二 十一 囬猛士 .矩方 

下田 Li て 證 侍し 
世の 人 It ふし あし 事 もい U 
乙 卯 五' 刀 念， 四日 

咅人 it E に、 如何 1- 米 人 か 彼等に 就て 觀察 し ' f: るかを 知るな 要 t 

本 ••• * 氺 

氺  *  ホ 
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、いへ 股 か 誠 It 神 そ 知る らん 

藤  寅 
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スパル ヂング 氏 日本 遠征 紀抄錄 

其の夜「ミシシ少ヒ上.の當直士官は、「米利堅人々々」と呼ふ聲の、舷門の锑 
子の項上ふり發せられれるを聞吾たリ〇 而 して 忽ち 二人の B 本靑 年、 甲 
板 1- 上り 來れリ 0 甚 ?: しく 疲勞 せる彼等は、 手眞 似に て、 其の 志望 4» 表‘ 
白す るに 力め r; り 0 彼等の 優 さしき 手には、 多くの 私 _ 4- 生し t: り 〇 彼 
等は其の乘り來れる小舟 4* 、軍艦ムり離して、流し"去らんこと4願へり9 
然れ とも、 其 願 It 聽入 れられ さりき、 眠れる 奴 僕の 支那 人 呼 ひ 起され、 
其の 通 辯に て、 彼等の 意志を 了解 t£ んと 試みられ ?: れ とも、 要領 4. 得す G 
支那人は、彼等を以て、米 4» 賣らんか爲めに來り ?: るものなりとせり0 
「ミシン タヒ ー」 の® 長 It 、 彼等 1: 命して、 旗艦に 赴かし め ?: り 0 
旗艦に 於て It 、 彼等 か 江戶 ふり 來 りし 事、 我 國に來 らんと する の 願 念 ^ 
有する 事、 及 ひ晋 等の 橫濱 沖， U 碇泊せ る 時、 彼等 It 、 其の 志 4- 達する 能 
はさ リし 4 以て、 即ち 晋 等と 交通す 〇 こと 能は さりし 4* 以て、 多くの 危 
險 4» 胃 かし、 小舟を 漕いて、 江戶灣 i. り 下田の 碇泊 所 まて 吾等の 後 ^ 填 
ぅて 來リ たる ものなる 事 4. 知る を 得 ?: リ〇 彼等の 計靈 は、 来 艦 1: 著して， 


後ち、 其の 小舟 1: 大小 ^ 遺し、 其 儘 之を 漂流 ふ しめんと マる じあり 兔 
大小 It 、 日本に て U 祖先 傳來の 貴重 物にして、 死ず る 時 1- あらされ は、 
離す へから さるもの 尨る か 故、 彼等 (1 其の小舟か岸 1- 4著し ?: る時， 世 
人 4- して、 之！ it りて、 彼等の 溺死 tf しこと を 信せ しめんと 欲せし な リ〇』 
彼等の 來經は 吾等を 欺かん か爲じ 企てられれ る もの •レ t マ： の 疑念 
起 I リ〇 日本の 法律は、 日本人の 其國を 去て 外國 !- 赴くを禁しれリ0 然 
るか 故 LL、 吾等 11 此の 法律 か 遵守して、 日本人の 海外 渡航な 扶助す へ— 
1- あらす 。吾等 か 果して 此の 法律 4* 遵守す る や 否やな 試驗 せんか 爲め 
恐らく |1 、斯かる詭計の企てられ ?: 5なるへしと思はれれり0故 1- 、彼 
等 二人の 靑年か 、軍艦の 端艇 l- iy て、 人目 1: 當ら さる 海岸の 一地點 1- 
上陸せ しむへ しとの 命令 發せ られ t: リ〇 而し て、 其の命令は實行せられ 
T: リ〇 時刻 (t 午前 二 時 1^ 近 かリき 0 岸じ著くや否や彼等 {1 、直ちじ林中 
1- 其 p ^ 隱し T: り 〇 

抆日の後ち、我か軍艦の數人の士官は、海岸か散步げ一し時、 二 人の 日本 
人 か、 市街の 裏手の 營所 r- 於て、® 裡 1- 捕 はれ 居る 4* 聞き、 直ち じ 行て 
之な見し |- 、これ先夜我か軍艦卩來リれる靑年*しして、又不幸なる余の 
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手紙. の 友なる： とを 知り r; り。 彼等は、 其の 不幸の 爲め i; 、 甚 n しく 落 
W 喪心し r: ろ狀〆 5示さす、其の一人は、 一片の.. 板 U、 日本 文字に て、 ^ 
文な 書 吾、 其瘍に 居 ?: る 我 か 軍 M の •外科® 1: 之を 格子の 間 ムリ 渡し？ I 
其. 文 {• 日く、 

英_1.度其：志に.於て失へ敗せ.は、彼の.行.爲は、奸.賊强パ盜.の_ 

: せ. ら る〇晋 等 ド 衆人の 目前 U 於て 捕 へられ？ 縛め られ 、而 して、. 久し. 
.く 暗： 獄の裡 1: 幽閉せられれリ〇村 0 長老は、侮蔑を以て、晋，等を遇し、 
:一 吾等 i 虐待す る こと、 實に甚 n し# 4* 極む 0 

丄ハ十 餘州今 踏破 ¥ るの 自由は、 吾等の 志を 滿足せ i むる 能は さる か 故 
.に、 吾 -# K, 五大洲を 周遊せ ん 二と 4* 願へ リ〇是 .K 音 等が 宿 昔の '苹 賴^ 
り％ 吾等 か 多年の 計 策は、 一朝に して 炎 敗せ リ〇而 して 今や 吾等は、 
® M ,b  ■中に 禁錮せ， られ 、飮. 食、 休息、 座臥、 睡眠 凡て 困難な りり、 晋等/ 
、は、 此. .の® ® ., り ； M する 能は す ◦泣かん か、 愚人 6 觔く 、笑 はんか、 
，惡漢 0 如し。'  嗚呼、 吾等 (t 只 r: 默して 已」 まんの み Q  (第一) 

イサ . ¥ n  丨ダ 

:.  ノ i.- C  •  - 禮 

クタ X スチ >  X ジ 


提督 It 、 彼等の 揃 it れ T: る こと、 及 ひ 獄に 役せられ t; る ことを、 翌朝 主 
弋 . 聞かさり 善。 之 ^ 聞く やい ^ や、 彼は、 如何な ろ 方法を 以 rc 哀願せ It " 
彼等 か， 救 ひ. 得  <  去 かも 尋知 tf しめん か爲め 、 數人 、の •士官 ^ 上陸 ^ 一 b め t: 
り0然れとも、其の士宫 |1 、營所11達して、彼等か其朝旣 1- 江戶 1- 送致 
.せられ t: る： こと 4* 聞. 令 n り 〇而 して、 其處 •し 在りし 人の. 手眞似 11 i りて 
彼等9送致せられ ?: るは、靳 11 處乜られんか爲なることな知リ ?: .り〇 
左の 一文は、 海. 外の. 大世畀 4» 見ん と 熱望し t: る、 不幸 ^ る 志 ± か、. 余の 
懐 1- 投 し ' f: る 書簡' の 飜譯な 90 今 吾. か 前 1- ある、 其の 原文の 文字'  の淸雅 
明 勁なる、 其の 文意な ^ する 能 It さるもの •しも、 聰明 高 尙なる 人物の 筆 
1 一成れ る もの ^ る ^ 知ら ^ む 0 

日本 江戶の 二 * 生 ィ サギ、 ' II 丨ダ 〇 クタ >" スチ、マンジ0 |1 んて此書4 ® 
級 將校 若しく ] i 事務 支配 官閣. 下 u a rb 候 0 生 等 It 卑：賤 小 祿の 者 U L て 
六'  官高 .位. の 人々 の 前 1- I-4 W つる ^ 耻る もの 1^ 候〇生 等 it 、 武器 も その 
用法 も、 戰略及 ひ 訓練の 原. 則 も 知ち す、 空しく 歲月 4- 過して、 全く 無 
智蒙昧 なる もの 1. 候 0 生 等 少しく 歐米の 習慣 智識 4. 聞知 致し、 五大洲 
4. ® 遊 せんと 欲 ' t ろの 志 4- 起 -t 候へ 1も、我國の航海の禁止は、'內國 
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It 入らん とする 外人 も、 外國 Li 渡らん とする 國人 も、 如何と もす る 能 
は さる 嚴法訂 るか 故、 生等の志望は、 之 か爲め IW 阻礙 せられて、 只れ 
空しく 胸裡 11 來往 する のみ 1- 候 0  生 等の 足は 束縛せられ て 自由なる 能 
It す、 口 ま t: 志望 ^ 語る を 得す 候〇 

斯 の 如き もの 多年、 今 幸 に 貴 國軍 艦の 來て我 海上に 碇舶す るに 會 し、 

且 貴國將 校の 他 1- 對 する 親切 同情の 深 吾を 知 リ、 茲 LL 宿 昔の 志望 復 れ 
勃々 として、 抑ふへからさ 5 に至リ申候0  是 1W 於て 生 等 (1: 一計 ^ 畫し 
て、 之か實 行を 决心 致し 候 0  即ち 秘密に 貴國 軍艦！！ 搭乘 し、 海 4> 航し 
て、 五大洲 か 旅行す る ことに 候。 是れ 我か國 法 4» 犯す もの U 候へ とも、 
敢て 決行 致さん と存 候。 何卒 此の 懇願を 一笑 1- 附し •去るな く、  生 等 4 
して志望 4» 實行すろ4得せしめ被下度切に奉願候0若し晋等の力にて、 
勤む へき 事 あら it 何事 ?: リ とも 御 命令 に 從 ひ、 相 勤め 可 申 候 Q 
跛 者の 歩 者 4- 見、 歩 者の 乘者 4. 見る 時、 之 か 羨み 之 ^ 望ま さるを 得 $ 
ると 同し く、  生 等、 一生の 間、 東西 三十 度、 南北 一一 十五 度の 外 L1 出つ 
る 能 U さ 5 もの It 、  諸君の 長 風 II 駕 し、 大濤 4- 踰ぇ、 電光の速力を以 
て、 五大洲 4- 巡行す るか 見る 時 It 、  跛 者の 歩む を 得、 歩者乘 るを 得る 


の 機會 1- 遭 逢し t; るの 惑 有 之 候 0 

事務 支配の 權 4* 有せら る V 間 下 か、 抂けて 此の 歎願を 聽許せ られん こ 
と 4* 懇望 致 候 0 我 か國法 は 未 ?: 禁止 ^ 解かさる 故、 若し 此事 探知 せら 
るれ It 、 生、 等 It 、 逃る V 卩 地な く、 必す捕 へられて、 極刑 1- 處せら る 
へく、  斯の 如き It 、 同情 厚き 諸君の 胸 ^ 痛圭 しむへ きこと、 # し 候へ 
は、 何卒 是非 國外 1- 連れ去り 被 下 度寧願 候 〇 

生 等は 諸君 か 此の. ■熱願 か 容れら るへ きこと、 及 ひ 生 等の 生命 1- 危險の 
择るな遲くる爲め、 出帆の 時 まて 生 等の 隱匿 せらる へき ことな 信し 厝 
烫〇  他日 生 等の 歸朝 する 時 ^ It 、  最早過去のことは、 深く 導 IL せらる 
るな かるへ しと 存候〇 言 ふ 所 拙 一一 して 盡 さすと 雖 も、 生 等の 願望 (t tt 
r: 熱心 1- 候 0 諸君 か 生 等の 懇願に 疑念を 揷ま こと ^ く、 表 T: 反 ^ 
过 らる 、ことなく、 切 fx る 同情 4» 以て、 生 等に 臨まれん ことを 切に 望 
み 中 候 〇  (第二) 

四月 十一 日 

钊 •し 一書の 封 人せられ t: る もの あり。 日く、 

則簡は、 生 等の 切なる 懇願 ^ 表 It す もの 1- 候 0 生 等 It 橫濱沖 に 於て 夜 
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間 m 舟 に ムりて 、此の 懇願 ^ 諸君 に致.さんとし、：屢\試.みしも、_警題 
.の 甚 T: 驗な りし か爲 め、 終 II 之. 4* 果 .すを 得す 甚 r: 殘念 1. 御座 候 〇貴國 
軍艦當貤1!.來.る：と 4» 聞知致候故、待れんか爲め |- 诋處に來リ候0小 
舟に t りて 沖 じ 出て ん として 未 T: 果す 4* 得す 候 0  諸君 か 御 承知 被 下： 
と ^ 信し、 生 等 It 、 明 晚人靜 .ま y て 後ち、 小舟. U 乘リて 4  沛 崎の、 海 
岸 Li 近 i、、  人家な き 所 L： 在る へ けれ it 、  何卒 來 て、. 生 等の 志願 4. 遂け 
しめ 被 下 度 奉 切望 候 0  (第三〕 

四月 二十 五日 

提督 彼理 日本 遠. 征 記抜抄 

:组ても艦滕の士：官.等は日 1: 上陸しけるか表面上何等の故_か受くること 
も 無く、  又 ?: 別 U 其の 行動 ^ 注視 せらる % の模樣 も ^ かり ^ 〇 .一日 彼等 
は 野外 [- 至りし L1 二 名の 日本人 か 追 隨し來 るか 認めれ り、 然れ とも 初め 
の 程 It 此は只 r: 探偵の 二 組 ?; る 可し と 察し、 別に. 注意す ろ こと も 無 かり 
.兔  E  LL して 士官の 一行は 右. 日本 A か 何 か 物 あけ 氣 U 窃に 近寄り 來 らん 
と マる の狀を 認め しかは、 態 さと 佇立して 其の 追 付く ^ 待合せ ?: り 0  & 


寄-る 程 1- 右 日本人 U 相當 地位の 者なる、 '- とな 發见 しれ リ〇彼 等は 其の特 
典 4* 表する ニ ロの. 刀 4» « ひ 而 して 廣く 且つ 短 かき 絹 ^ ^ 著し r: リ 。彼等 
の 態度 U J1 級の 常習なる 叮嚀の 禮儀 4* 示せり、 但し 彼等は 將 1. 規律 外の 
行爲か なさん として 十分 1- 其 心 1- 安ん せ さる か 如き 苦 閱の狀 4* 現せり。 
彼等は 窃 1- 其 眼 ^ 四方 1: . 酷り て、 他の 日本人 か 迓徬じ 於て 彼等の 行爲 4» 
看つ、 ある 潜 -fj: 吾 かを 確かめ t: り、 而して 彼等 (t 士官の 一人 に 近つ き 其 
の時計の鏈~褒むるの眞似今なしつ、一封の書を其襟內に投込みれリ。 

斯 くして 彼等は’ # .‘ 1- 其の 手指な 唇 上 に 加え、 其の 秘密 ^ 請 ひ、 而して 急 
吾 定去 れリ 。(此 書 本文 一一 て 書し ?: リ艢隊 1 一 官ゥヰ V ャムス 氏の rj 文 如 
左) (前文 箏 二と 同文な れは咯 マ) 

別！- 一一 書の 封入せられ れ る あ リ 〇 日く、 (前文 第三と 同し) 

是夜 乃ち 四月 二十 五日， 夜 二 時 頃 「 ミ、 >  シ 、ソ ヒ丄 « の當直 士官 II 艦 側 1- 人聲 
ある ^ 聞告 、舷 F3 U 往さ 看れ は、 二 名の 日本人 か 今し も 小舟 1- 乘リ來 り 
て！！ 側 •梯子 !: 1 1 登る 4. - 見 ?： り、 彼等 ! I sfi 何 ぜられ て •其の 手眞 似を 以て 
® 內 1: 入る 4» 許されん こと 4* 乞 ひ f; リ〇  彼等は 11 內 1- 留るか 許されん こ 
とか 飲. マる の S の 甚切 ^ る 4* 示せ リ 、彼等は 其の 乘來 9 r: る 小舟 4* 解き 
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其の 漂 去 に 任 かせん こと 4- 乞 ひ、 其復 f: 陸上に 還 歸せ さるの 意の si 固 f; 
ろ こと 4» 示せ リ〇 「ミ シ -y ッ ヒ ー」 艦長 (t 彼等 {1 命して 旗艦 1: 赴かし め r: 乂 
彼等 It 乃ち 其の 小舟！ 2 還り、 直 1- 漕 さて 旗艦 !: 向へ リ〇  折 柄 港 內波滇 鸵 
く 彼等 U 多少 困難しながら も 旗艦 11 漕 付き r: リ、 而 して 梯子 か ® ち 舷門 
U 上る や 否や、 其の 小舟は 過失 Li やめり けん、 將 ?: 故意 II やめり けん、 

直 {- 艦 ^ 離れて 漂 去し t: •リ〇  彼等 か 甲板 1: 達する や、 當該 士官 II 之を 提 
督 1- 報 せリ、 提督は 其 の _ 宫 4> して 彼等と 談し以 て 其の 不時 來 艦の 意 V 
密 L1 せしめ ' f: リ〇  彼等 (t 明白* U 其の 目的は 海外 周遊の 念を 達せん か爲め 
It 来國一 I 伴れ 行かれ、 而して 世界 萬國か 覽んと 欲する 1- 在る こと 4> 述へ 
れ り 0  彼等 It 前日 陸上 1. 於て 士官の 一行 L1 追 隨じ 來リて 一封の 書を 投し 
f: る苕な る ことか 認められ ?: リ〇  彼等は 其の 搰か 漕き 1: ろ !- 因て 基 T: 疲 
勞し T: るか 如く 見え、 且つ 其の 衣服 も 旅の やつれ か 現 it し f: り〇  彼等は 
上級の 日本 紳士なる こと ^ 表せり、 彼等 (t 兩刀 4 佩 ふるの 格式 4> 有する 
密11して一名は徼ほーロの短刀 4» 帟佩しれリ0(他の三刀は其の小舟 1: 逡 
して 舟と 俱 1: 漂 去す る！！ 任し ?: れ とも〕 

彼等 U 敎 育 ^ 受け t: るの 士なリ ，去、 達者に 且つ 高尙 r- 筷 文 ^ 畫き而 して 


3¢ の擧止 は甚れ 叮嚀：.： 頗る 文. 狼な リき〇  提督 U 彼等 か 來意 4 ss r- し ?: る 
後 之 1- 謂は しめて 一 K  く予 は 日本人を 来國 1: 同行す る (t ffi f: 欲する 所な れ 
とも 殘念な から 此儘 1: 汝等 4- 乘艦せしむるも得すと〇  提督の 言 II 彼等 か 
n 本 政府の 許可 ^ 得る まては ? ^ 請 4» 許 t ^ 得すとの 意な. り、 而して 提督 
は 以爲 らく！！ 隊は當 分 猶一 U 下田 じ碇泊するか故 !- 、  彼等は 十分 II 其の 許 
可 4* _ふの機會ぁるへしと〇  彼等は 右 提督の 答 LL 接して 甚 t: 失望し ?: り 
彼等 U 若し 陸上 1: 歸らは 必らす 其 頭を 斷せら る 可し と 明言し、 以て 艦上 
に 留められん こと 4* 懇請し t: リ〇  此の 懇謂は 且つ 慰め 且つ fi しつ V 堅く 
m 絕 せられ t: り 0 

彼等と 11 官との 談判 {1 尙長 吾に 亙れり、 lit 間 彼等 It 有らん限りの 議論 4* 
盡して 其 志を 達せん ことを 勉め親 11 米國 人の 仁義 心 に 訴へ t: り、 然れと 
t 今 II 奈何と もす 可ら す、 端艇 it 方 じ 艦 側！- 1 下されれ り、 彼等は 其の 送 
去 L1 對して g 一一の 穩なる 抵抗を 試み ?: る 後、 哀れに も 其の 不幸の 運命 か 悲 
みつ、 舷な下 y f: り、 而 して 端艇は 彼等な 乘せて 之 4» 彼等 か 小舟の 漂笤 
し t: ろ 近傍な らんと 推測せ らる V 海岸に 上陸せ しめ t: り。 

翌 B 午後 一等！！ 官 h  ノスケ 〔按マ る 11 森 山 榮之助 〕( 同人 U 提督の 大 B 航行 
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の. 延期を 乞 (t んか爲 め 時 ll 江戸 ムリ 下 ra r- 來リ f: 5 者な り) 「ボゥ 37 タヒ 
艦 1: 來り副 艦長 U 面會 せんこと か 請 ひ  一 k ふ、 昨夜發 狂し r: る 二 名の 日本 
人 か米國 軍！！ 1- 來 リれ るか、 右 軍艦 It 旗 牒 な リしや 否、 又 T: 右二 名 (t 不 
鄱 合の 擧動 4* 爲 さ、 リしや 否 承り t: しと 〇 

副！！ 長 答て iK ふ貴國 人の 各艎 1- 來ろ者 4- 1々詳に.記臆することは難し、 
何ん となれ It 給水 其 他の 用務の 爲め、 败 多の 人員 毎日 陸上 又リ來 て絕ぇ 
さる 程な れ は な リ、 然れ とも 何等 不都合の 事な かりし it 予之 4* 保證す 、 
何ん となれ II 若し 之め り r: ら (1 、 予 は必らす之を知る可吾笞 ^ れはなり〇 
副艦長は尙ほ譯宫に向ひ右御話しの日本人は安全 |1 _上1!.達しれるや否 
4* 尋 n ?: るに、 「彼等 it 安全 1- 達し ?: り」 との 滿足な S . 答： 受け ?: リ〇 
提督は 右譯官 の來® な 聞き 日本 官憲 か 彼の 珍ら 敷 訪客の 擧動に 付 ® る 懸 
念し 居る か 如く 見 ゆるの 情況 ^ 審 じ しけれ 11 日本 官憲. の 意 4- 安ん せしめ 
んか爲 め、 且 は 彼の 可憐 吾 兩名 (日本 法律に て 最も嚴 酷 1. 處刑せ らる 可き) 
の爲め U 出來得 る 丈け 居 中盡力 t£ しめん か爲め 1- 1 士官を 上陸せ しめ、 
先つ 日本 官憲 か 其の 人民な して 来國人 に 不都合を 惑せ しめさる 樣注 意す 
名の 厚 ^ 謝し 而して 夫の 前夜の 出来事の 如き It 誠に 瑣事 L1 して 何等 取調 


を 要する 程の もの i- も 無し 請 ふ 少しも 其の 念 慮 4- 煩 It す こと 勿れとの 意 
を 玫 さしめ、 尙ほ 日本 官憲 (t 將來の 事 1- 付ても 掛念す るを 要せす、 其 故 
は是 督 4- 始め 各 士官 等 U 决して 妄 1: 8 本 政府の 許可 4» 受 ，け 5 る 者 ^ 軍 ® 
一一 乘久 一^; しめ 以て 日本 政府の 信用 U 背き、 若く It 條約の 精神 IW 違 ふこと 
4- 爲すか如ぎの意あ名者 1- 弗ふさることを毕明せしめれリ0 提督の 意 It 
謂 ふ 若し 提督 か 其の 惑 情の 儘に なし 得 S の 自由を 惑 tf しなら は、 喜ん て 
夫の PT 憐き兩 名 か (来 國人の 來航 1- 因て異常の好奇心 4» 發し、 之 ^ 滿足せ 
んか爲 め自國 又り 密 U 逖奔 t£ んと 企て r: る〕 其 身 ^ 軍® の 內 1« 隱す ことを 
If せし なる 可 •し、 然れ とも 當時 提督は 他に 思量す る 所 あリ香 、 而して 此 
思 量 U 疑 U しき 人道 又り も甚 T: 重 吾 ものな y ^ o 日本人の 逃 奔 4* 看の が 
す It 卽ち該 帝國の 法律 1. 悖る もの ^ り、 来國の 唯一なる 眞政 策は 總ての 
隳合 1- 於て 該帝國 の國 法に 遵ふ 1- 在 y f: り， 此の 政策 It 巳に 彼 ^ して 巳 
む 4» 得す 許 多重 要の讓 歩を なさし め ?: る もの 也〇 日本 帝國 U 其の 臣民 か 
外國 Li 行く 4- 禁 し、 犯 者は 死刑 1- 處する ものと ゼ リ、 卽ち 彼の 米 國軍艘 
1- 乘込ん と 企て ?: ろ兩 名 li 縱ひ米 國人に は 何等 笤 む 可 吾 者 1- 非す と 看 ゆ 
る 11 も * tf i 日本の 法律 ふ y して 看れ は 容易なら さる 罪人な リさ 〇 加 之、 

一九 九 


.  二 o c 

雨 名. か 自貞の 申立 U 於て は 固 ふり 疑 ふ 可き の 理由な しと 雖 も、 彼等 か 其 
の 申 分ふリ も 卑劣なる 他の 意思 1. 動かされ T: る もの 1. 非ら さる かも 亦 全 
く 其の 必 無 4 保す 可ら す〇  或は 其の 来國 人の 誠意の 如何 4 試ん か爲め の 
謀計 1- 出て t: s 者と もせら れん、 現に若干士官は斯く之を信しれり〇  提 
督は 尤も 其の 甚 ， r: 輕く雨 名の 犯罪を 看做す こと 4* 日本 官憲 Li 惑せ しむる 
を 勉め、 以て 兩 名の 處罸な 輕减 せんこと も 庶幾し ?: り。 此の 出來 事 It 大 
に 人を 感ぜし むる に 堪へ T: る ものな りき、 何ん となれ は 是れ敎 育 あろ 日 
本人 二 名 か 死 4- 以て 其の 國禁 4* 破リて泛ても其の智識 4» 廣くせんと欲す 
るの 熱情 4» 表しけ る もの ^ れは也 0  日本人 II 信に 好 問 研究 的國民 なり、 
彼は 其の 德義上 及 ひ智讖 上の 能力を 加 ふるの 機會か 歡迎 する 者な り、 彼 
の 不幸なる 兩名の 企は 之 ^ 日本 國民の 特性と 信して PT ならん、 而して 此 
企 li と國 民の 好奇心の 熾ん なる 4* 表す vo lt 無し 〇  ( 今や 此の 好奇心 (1 嚴酷 
なる 法律と 不懈不 弛の 監視との 爲めに 其の 發動か 壓 せられ 居れと も)  〇嗟 
呼。 日本人の 斯る 特性 U 斯の 珍ら しき 島 國の將 来 ]: 對し て誡に 無量なる 
肘 究の地 、 及 ひ 無量なる 有望の 眼界 4« 開く もの歟 0 

数日の 後 士官の 一行 It 市外に 逍遙し、 端し なく 同市の 獄舍 U 至り、 彼の 


/ 


不幸 ^ る兩名 か蒈通 囚禁の 一房 !^ 閉込め られ 居る ^ 認め t: り 其 房 ( X 獸 
瀾 の 如く、 前面は 閂を以 て 鎖され 窮窟千 萬の ものな りさ 〇 此の •可憐 さ 雨 
名 U 其の 来國 軍艦 -U 至り T: る 事の ? g 覺する や、 直 1- 追懸 IT られ 、捕 搏ぜ 
ら 1、 而して 此 所 1- 投 せられ n るな り 0 彼等 |1 泰然として其の不幸 4» 耐 
受し居るものと見えれリ、 彼等 U 頬る 米國 士官の 訪問 4» 喜 ひ T: り、 彼等 
か 好機 一! 米國 入の 眼中* し 映せん と 欲する の 情 も 亦 t: 見え t: り 0  士官の 一 
人 ！  1 獄 室 1- 近つ きて 一片の 木 板 4* 差 入け 3LL 彼等 U 之 1- 左の 文 ^ 書し T; 

今や 彼等の 境遇^* 以て 疇 昔 「ヵ トゥ」 の 克欲 主義 4- も試驗 する 1^ 足る の 
15 合な リ、 而して 此文 It 哲 學的委 命 安心の 尤も ■嘆す 可 吾 標本と して 以 
て 之 ^ 錄す る 1- 足る へし 0  ( 前文 第一と 同し〕 

,皆は& 兩名 か獄囚 となり 居る 形況か 聞きて、 其の 副 ® 長 4» 上陸せ しめ、 
公務 上の 事と (t なさす、 私 •レ 右兩 名 (t 果して S き 1- 軍® 1^ 來 りし 者なる 
か 否や ^ 聞き 合さし め t: リ〇 然 Li 其の 獄房 IX 巳 1- 空虛 となり 居れり 看 
守の 言 1: 一  K ふ兩 名 It 江戸 & りの 命令 1- 侬て 同日の 朝 首都 護送せられ す 
りと。 看守の 言 1. 據れ は 彼等は 米國軍 媛 1- 行き t: るな 以て 囚獄 せられ t: 
り、 奉行 It 斯る 事件 4. 處分 する の ffl 力な 告を以 て 直 1- 之を 帝 國政府 1- 具 
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狀 し、 而しズ 同 政府は 兩名 .の _ 送 4> 命し r: るな リと、 今や 帝國政 府 II 力 
に 之 ^ 其の 裁判 管轄 權の 下に 屬せ しめ 居るな リ〇  此の 可憐 吾 兩名の 運命 
!• 付て は 曾て 之を 轡 l. tf す、 然れ とも 雨 名の 行爲 は 縱ひ 日本の 奇異 且つ 
嚴酷な ろ 法律 1- 照せ (t 如何なる 大罪 一一 もせ ム、 吾人！！ は 只 T: 尤も 賞證す 
可き 正 明 公大なる 好奇心の 發動 のみと 看 ゆる もの なれは、 何卒 日本 官憲 
It 於ても 檢 、之 ^ 其の 極 罰 即ち撕 頭の 刑 ムリ 寬にせ ん ことを 望む 〇  爾後 
提督 (I 彼等.. の 事 Li 付 撋 舍 t£ f: ^ :u 、 日本 官憲 M り 斑して 極 痛の 終結ん」 爵 
念せ らる 、冬 要 t£ すと . 0 保證 を得れ リ、 之を 此の 末 文 U 書 吾 加 ふるを 得 
.-s it 誠 !- 喜 ふ 可き こと、 す 0 

ぐ.：  te -• .‘：•  . ■ . .  、  ....  .,  -•  て  .,  -  ..•争.  . 

.野 村 子爵 附記して. 日く、 

右二通 :'0 飜_は、.雨箇の本冊 !: 就き各-其一節 4- 拔き ?: るものなリ其の 
一本 it ， 日本遠征記 /3 “116  3}3§£パ1^ & 1 0- 11)と題し「スパ！ルデンご(81<1 5, 05 > 
氏 著、 M 曆 j 千 八 百 五十 五 年、 来國紐 育 市 某 書 誧發刊 じして、 他の 一 
本セ、「ぺルリ」0:1本遠姬記(1\5口/8$”§1^13泛1 5! §〕と題し、 | 千 八 百 五十六 
年、 来國 政府の 發刊な リ、 過般、 在米 國高平 男爵 該兩 本を 山縣 元帥 r- 


寄® し、 元帥 之を 日本 帝國 大學圖 書 it l^ 納む 、蓋し 史家 其の 益を 得る 
鮮 X からさる 可し 0 

前者の 飜譯 は、 元帥の 托 4> 受け 民 友 社 之 4* 爲 し、 後者 11 、 元帥の 托 4 
受 tT 又 古澤滋 氏 势の勞 を 取れり 0 但し其の - 通の書簡文は、 民 友社譯 
を 其 儘 深 用し ' r: り 〇 

譯 書中 「クタ〆 スチマ ゾジー (KI_chfl) とめる は、 「ク y  ノウ チマ ゾジ」 
(Kwaggh  Mandi) の 誤 y  L1 して、 松 陰. 先！！’ の 變名な り、 原文 巳 1- 其の 字 
か誤れるか爲め 1- 、 伹 ?: 直 _ せし のみ、 先師 自ら 其 名を 稱せし 所 お 1-X 
吉 田家 徽章の く 瓜 srp 取れり、 「ィ サギ づ— ダ」 (I  WI) 市 木 i  (】0| 
bigi  Kocd; 0 1. して、. 是亦 原文の 誤り 1- 因れ リ、 1 の 名 (t 即ち 金子 重輔氏 
の© 稱な り、 金. 子. 氏 曾て 江 戶毛利 邸 1- 役し、 深く 時勢 1- 惑す ると. こ /) 
り、 自ら 謀り 謂く、 奇策 4* 爲 さんと 欲して 而 かも 藩籍か 帶 は\ 事 或 
II 敗 露す る it 當 り、 禍 4» 國家に貽す 1.: 至らんと、 決然 亡 邸、 其の 姓名 
を 變して 遮 木 松太郎 と稱 す、 其 先 長門國 阿武 漉 木 入な ろか •以てし、 m 
して 歲寒之 操 4* 蠤 ひ、 遂 1-- 0 ら焉れ か 定め. リ 、是れ 今回® 名の 因ろ と 
ころ 1- して、 市木は沛なリ、 柿 s it 漉 ^ 帶ふ る 1. 取り、 公太 It 松の 字 
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二 〇 四 

次章 松 陰 宣告 文中に. あり、 就て 見る へし 0 

氺  本 

ホ  窄 

熱 海 1- あり、 偶 X 當 時 松 陰ん； 宿泊せ しめ ?: りと 
談話を 聞き、 之を 筆錄 し f: リ〇  多少 回顧 錄の記 
照 1: 供 ' T 可 吾 ものな くん It めら す 〇 
敎師岡 崎 總吉) 家 It 下田 港の 近 僚 岡 方 村と 申し 父 
方 屋と申 候 その 頃は 純粋 0 旅亭と 申す It 自分 宅 
じて 外 船 到來 後は 衆 客輻湊 致し 候 
る 頃 一一 人の 武士 入 リ來り 候 彼等 (t 天 城 山を 越え 
疲勞 し ?: るかと 見受け 候 兩人共 に 二十 三 四と も 
の 爲め罷 り 越し ?: と 中 候而 して 彼等 It 二 階の 奧 


罷り越 -cf しと 申せと も 唯 t; 著 後 直ち U 自分の 父を 呼 ひ 寄 
一 聞き T: るの みに て その後は 則 1. かけ 廻 y て 見物す る模 
r : リ轉ん T : り 立 t ; リ座 t : りして 日を 送る のみ •して 有 之 候 


最も 或る日 外 歸 y かけ 1- 瘠 形の 小男 自分 0 父に 餘 y 景色 か 面， P き fs 
に 城 山 I . 登り ?: リと申候 ^ 傍耳 1^ 記憶致し候 

右の 瘠 形の 小男と 申す U 滿面薄 き 痘痕 ぱ ら /\ と 點し 目は 細く 光り 又蚍 
リ U さり-^ と 上 Li 釣リ 鼻梁 隆钽 して 何となく 凸樣の 顔面 4- なし 候兩頓 
没し 頸 ！_L チリ ^ し T: る 薄 さ 蒼 髯亂れ 生し 髮 (t 大 束の 野郎 1. 結 ひ 巾 
候 ¥ な から その 來泊 し t: る當 時の 風俗 ^ 申せ U 木綿 藍 縞の 給 衣 f 小 倉の 
帶  >  帝め 無地 木綿の ぶつ 割き 羽織 4- 著し 鼠 小紋の 半 股引に 脚半 ^ あて 前 
後 1- 卜き 小包 物を 負 ひ 居候 (看 ふ  <  一 個の 吉田松 陰 彼の 話頭 i り活 M し 
來らんとす) 

斯人 II 頓斗 衣服 杯 u (t 搆ひ不 申と 覺え 家 1^ ある 時 U 勿論 外に 出る さへ 羽 
織  >  著け t 唯 T: 小 倉の 帶 4* くる^" 廻し f; るの み 1- て 御座 候 一切 沈默し 
T: る 風 Li て 家 內の者 共に も 何とも 話し 懸けす 唯 t : 食後 I - 1  t 卜 y  廊下 
を 運動し 時々 は餘 りの 足 昔！ i て 家の 者 共 (t 內 々小言 ^ 巾し 候晝の 間 U 動 
t t れ It 二 階の ® か 飛 ひ 超えて 家极 •し 上リ それ ふり 幾 時間と なく ^ を 關 
め外船の阿那の點卩あ. 5 4» 見守りれ5ことも有之候 

食事 も蒈 通 1- て 則 L1 物 好み も 無 之 唯 t: 器械 的 !- 箸 i リロへ 移す 迄 1. •て 有 

二 〇肛 


110 六 

之 况んや 酒 ^ 飲み t: る ことなき It 勿論 婦人に is 言 ^ 吐き r: る ことな# は 
勿論 遊廓 杯 じ 足踏みし ^: る樣 It l 向 1: 見受け 不中候 

夜 U 書； さもの やら 書見 やらな し 十一 時半® 就寢 しそれ 1 リニ 人 _ 々相 話 
し 何やら 分 リ不申 候 得 共 その 聲 IX 二 時 過き 迄 聞え 申 候而 して 朝 も 五 時 頃 
•し it 起き 出て 自分. か 掃除 U 行く 時 U も旣 L1 例の 小包 杯 も 室 隅！ i 片附け 冇 
之別段自分 .1- 挨拶することもなく唯 |: «? 4» 握リて立ち寄れは仪人は郛 ® 
.にならぬ 樣徬： _一 萄 か © め 申 候 位 U て 貶ら 1: 異狀も 認め 不中候 
彼等. の滯留 も 確實覺 え不申 候 得 共 十日 前後な りし かと 存候而 して 後の 五 
六日 it 雨天 打 V 續き申 候 珍ら しく 晴れ T: れは饺 等 It 外出し 五 時半 頃 歸宿 
致し 候 その 翌日 も 朝 ムリ 外出して 正午 頃 Li 歸リ午後三時 0 -6リ再ひ外出 
致 候 

はて 不思議、 ^ 多 1- 外出し T: ことなき 御 客樣か 今迄 歸らぬ と (t ィヤ 
若者の 常 なれ it 何處 U か 引か、 り ?:' らん 杯 噂 取りく U 致 候 待てと も 待 
てと も歸り 來ら#  .今 (t 斷念 して 戶 4* 閉し 一家 就眠 致し 候 

未明に 柿 崎 村 名主 小澤某 i リ自分 父を 呼 ひ 1- 來リ候 如何なる 事と 心 麓き 
'なから 父 It 倉皇 出て 行# T: る U 南無 三內の 客人 か 御國 法を 犯し 外： I 船 II 


乘り込 まんと して 成らす 自首し f: りとの 事 1: て 一方 r: (l 柿 崎 村民 か m ^ 
n て 搰耥 となし 大小 (刀〕 行李 杯 そめ 中！！ ある 漁 舟の 漂 著し r: る 4* 認め 名主 
に訴へ出て ?: 3-6り彼是自分の客人なりと分明.し斯くて'こそ睜ひ出しに 
钼成リ f: る 理由 レ 御座 候 

ィヤ 驚い ?: の、 驚かぬ 0 と、 彼是 申す 次第 1: は 無之濮 J 人 (i 重き M 人と 
して 綱 輿 Li 送られ 江戶に 赴 さ 候 自分 家 i t 御 叱りの 上 七 0間門 4» 銳し營養 
停止 中し 附られ 候 

客人 等 か 如何にし， て 何時の 間 S- 包 物を 持ち出し n る や® 斗 氣付き 不中候 
後 i リ取リ 調へ 候 得 共 何物 もな し 唯 ' r: 預け 置 吾 f: み 二 組の. 半脫 引と 脚半 
こそ 遺物 - しして 現 U 自分 母は 此 4 投け つけ 如何' U も貧艺 神 か 舞 ひ 込み r: 
り 宿 代 ^ 拂 it w のみ か斯る 迷惑 4 掛けて 而して 此れ かその 償 ひ U なる 6 
のかと 罵リ申 候 最も當 時の 旅籠 代は 三食 一泊に て 八 w 文の 由な れは兩 人 
十 □として 一圓 六十 錢 It かり U 相 成 候 


二 0 -? 


二 〇八 

象 山と 松 陰 

# て 勝 海 舟 翁に 聞く、 翁の 壯なる や、 佐 久間象 山の 家に 於て、 一 S 
の 書生を 見る ◦鬢髮 蓬の 如く、 癯骨 衣に 勝へ 3 るか 如く、 而し •て 小 
•倉 織の 短 跨を 著く 〇日 く是 れ吉田 寅 二郞な うと 〇 若し 松 陰の 壯年以 
後に、 彼に 及 ほせし 個人的 勢力の 大なる ものを 求めは、 象 山を 以て 
其の 重なる 一人と せ 3る可ら>0故に松陰を知ら；んと欲せは、勢ひ 
斯 人を 知る を 要す Q 

人は 自ら 知る ょ 3 明かなる はなし ◦彼 か 人物は、 一部の 『省 ® 錄』、 
之を 語うて 餘あ -CNO 蓋し 斯書は 、彼 か 松陰蹈 海の 罪に 牽連せられ て、 
安政 元年 四月ょう 繫かれ て獄 にある 七 箇月の 間、 筆 硏を禁 せられた 
るか 爲に 、默錄 憶 記に 成る ものにして、 恰も 松 陰の 『幽室 文 稿 J と ^ 


趣きを 同う す 。唯た 幽室 文 稿は、 安政 三年 丙 辰の 正月ょう、 六 年 己 
未の 五月、 殉難者の 血を 小 塚 原に 濺かん か爲 に、 江戶に 檻 送 せらる 
る 迄、 四 年 半の 記錄な れは ◦其の 記事の 詳略 精粗は、 同日の 論に あ 
ら 'す 〇然れ とも 幽室 文 稿の 活ける 松 陰の 自傳 たる か 如く、 省 響 錄は、 
活ける 象 山の 精神的 影像な う ◦彼に して 血を 以て 書かれた る 懺悔 錄 
ならは、 此れは 鋼 筆を 以て 鐫られ たる 記念碑な う 0 一方の 不息不 休 
自 から 禁ずる 能は 3 る 所、 其の 活動的 精神の 沸騰す る 所、 其の 畏ろ 
しき 程 眞摯な る 所、 其の 天地を も 動か 3 ん とする 熱心の 所、 其の 天 
眞 1 漫に して、 瑕 瑜相掩 は 3 る 所、 悉く 擧けて 幽室 文 稿に ありと せ 
io 也 方の 天下 皆な 是 とする も 之を 信せ す、 天下 皆な 非と する も 之 
を 疑は 3 る 自信 力、 自から 造化の 寵兒を 以て 任し、 天 民の 先 覺を以 
て 居る 大抱 負、 其の 矜嚴自 から 喜 ひ" 巍 々堂々 ^ る風丰 、其の 古今 

一一 〇九 


二 一〇 

に 通し 天人を 極めた る 博學精 1 i、 其の 空想を 賤め 實學を 務め、 飽迄 
經驗 的の 智識を 重ん する、 悉く 擧 けて 省譽錄 にあう とせ S る 可ら す〇 
二 書の 相 異なる は、 猶ほ 二人の 相 同し から 3 るか 如し 0 
人 或は 佐久 間、 橫 井を 併稱す ◦彼等 か 一世 水平の 上を 射れ る大 眼界 
は、 即ち 一な うと 雖も〇 其 人物は 二者 特殊の 性格 あ 6 〇橫 井は 實學 
を 唱ふ 、物に 格うて 知を 致た すは、 彼か學 問の 功夫な 6 と 雖も〇 彼 
の 彼た る 所以は、 『神 智靈覺 湧 如/泉』 直 覺的大 活眼に ある 也 〇佐久 間は 
易理に 通し、 講 明聖學 、心識 大道を 說く 〇然れ とも 彼の 本領は、 却 
て大 建築 ® か、 圖按を 立 〇 る 如く、 悉く 實數の 上ょ 6 推步 打算し、 
一絲 一毫 决して 違は 3 るに 在う ◦人心 作用の 微妙を 察し、 談笑して 
天下の 紛 難を 解く は、 橫井 或は 之を 能くせ む 〇 事物 先 後の 經 綸を定 
め" 解剖 學者か 刀痕の 觸 る、 所、 人鉢自 から 解剖 せらる、 か 如きに 


至りて は、 是れ 佐久 間の 勝 s と 謂は 3 る 可ら す ◦橫井 一生の 功夬 l 
:總 八：！ 大觀 にあう。 佐久問 の學 問は、 却て 解剖 分 祈ょ 5 得 來る ◦橫井 
は 天理 人情の 大妙理 を 看取し、 開國 論を 唱へ 、佐久 間は 國防 軍備の 
大經綸 ょうして、 無謀 攘夷の 非を 論す 〇橫 井の 胸襟は 光風の 如く" 
佐久 間の 頭腦は 精鐵の 如し 〇橫井 か 理想は、 大義を 四海に 布く のみ。 
佐久 間の 理想は、 五州を 卷き 1; 皇國に 歸し "皇國 を 五州の 宗 たらし 
むる にあり 〇橫 井の 理想的 人物は、 華盛頓 にあ $、 佐久 間の 理想的 
人物は、 彼 得に あ 6、 奈破 翁に あ办 〇橫 井は 日く、 『明 =堯 舜 孔子 之 道 - *0 
盡_,西洋器械之術 —0 』佐久間は日く、『東徉道德。西洋藝術。精粗不』渴。 
表裏 兼該』 と〇彼 等は 此勲に 於て 自 から 一致す 〇然れ とも 橫 井の 服 
は 專ら 人に 注き、 佐久 間の 眼は 專ら 物に 注く 〇其の 空 . S を‘ 賤ん て ^ 
•寶 を $: する は、 則ち 其の 趣を 同う せ すん ii あらす 0 


ニニ ー 

若し をれ 彼等と 時を 同う したる" 革新的 風雲 兒の 魁 / 2 る 藤 田窥湖 ic 
至. CN ては、 亦た 大 R 殊なる 名のな くんは あらす 〇王 覇以別 t 華 夷の 
辨に 至うて は、 藤 田は 水戶的 代表者た 3 き ◦然も 彼は 無謀の 攘夷 家 
にあら す、 彼は 其の 作用 餘 $ 多き に 苦しみた うき 〇然れ とも 三 歲兒 
の 偏 僻は、 三. •十歲 男の 偏 僻な 宇內の 大勢 k 至うて は、 橫井は 世 
界的 眼孔を 以て 之を 悟り、 佐久 間は 日本的 眼孔を 以て 之を 察し" 藤 
由に 至うて は、 水 芦 的 眼孔を 以て、 之を ^ ひた 6 き ◦然も 其の 熱烈 
なる は、 彼に あらす して 此にあ 办き〇 

永 戶學は 一種の 回敎な 60 彼等は 左手に 聖 經を携 へ、 右手に 劍を提 
丨 、以て 勸 化せん と 欲す。 彼等 か 天下の 人士を 勸 化する、 恰も 酒を 
人に 强 るか 如し、 醉へは 怯 者 も、 勇夫と. なる 〇然れ とも 彼等は、 自 
から 裁す る听以 を 知ら 3る ^ 如何 /1 0蓋し理 ^ 一主とせすして氣 |: 主 


とする もの， 實に 此の 如く それ 畏る 可き もの ある 也 〇藤田 固よ 6 無 
謀の 攘夷 家に あらす、 彼は 攘夷の 决 心を 以て、 二百 五十 年來 腐敗し 
たる 人心を 鞭撻し、 1 H 國 家を. 逆境に 擠し 、以て 其の 復活を 計らん 
と 欲した 60 此の 如くに して 和、 和 我に 於て 榮あ $、 此の 如くに し 
て戰 、戰 我に 於て 損なし 〇彼は 實に斯 る大權 謀を 以て、 自から 『寶 
力 P 染洋夷 血』 を 疾呼せ $ 。彼は 實に自 から 醉へ るを 粧ぅ て、 世を 
醉 はし めんと 欲した- CNO 世 固よ- CN 醉ふ もの あ- CN、 然れ とも ^ 久間橫 
弁の 眼識、 豈に 之を 看破せ 3 らん や P 彼の 松 陰の 如きは、 をの 血管 
中 {C 敵愾心の 橫 溢した るに 係らす、 尙ほ 鎖國の 小規模に 陷ら 36 し 
もの 〇 固よぅ 象 山 啓發の 力、 與 $ て大に 居る と雖 も、 然も 其の 素養 
.自力ら 存 する ものな ん は あらす Q 

藤 田は 佐久 間に 比すれ は 藝術龃 なぅ、 橫井に 比すれ は 眼界 小な ¢3 

ニニ ニ 


一二 四 

然れ とも 國家 經綸の 大綱を 提 け、 社 會動亂 の 趨勢を 握る の鍊 快、 雄 
.敏 なる に 於て は、 自から 獨步の 地な くんは あらす 〇彼は 身を 以て 德 
川の 親 藩 R 繫くに 拘ら す、 內に 於て 政權を 統一し、 外に 向て 國 家を 
it 表せん と 欲せは、 天子 親政に 岀て 3 る 可ら S るを 知れぅ 〇彼は 政 
敎の以 て 人心を 凝結す るに 必要なる を 知れ 6 ◦慽 らくは 彼は 攘夷を 
信せ 3 る も、 尙ほ 攘夷を 以て 方便な ぅと 信し" 遂に 之を 以て 天下を 
.誤らん とせ 60 後日に 於て、 攘夷を 以て、 天下を 警醒す る 方便な# 
となす ものと、 攘夷を 以て 目的な 6 となす ものと、 又た 攘夷を 以て 
政權 推移の 手段と なす ものと、 一種の 大同 團結 をな し ^ るか 如き も〇 
勢の 制す 可ら さるもの あ-^ しとは 云へ、 亦た 水戶派 鼓動の 力 多き に 
.居ら すん は あらす ◦而 して 藤 田は、 實に 水戶 派の 保羅 也。 

••佐 久 間の 佐久 間た るは、 己 か 信す る 所 i: 公言せ すん は" 敢て休 せ 3 


る 光明なる ® 氣 と、 己 か 信す る 所に あら 3 れは 、之を 公言す る 能は 
S るの 正大なる 精神と に 在 6 ◦彼甞 て 歌うて 日く、 『試みに S3 や ^ 
はん 山彥 の、 應へ たにせ は、 聲は惜 まじ』 ◦是 れ豈に 勸化の 好手 段は、 
反響の 來る 迄、 絕叫 する にあ 6 て ふ、 ォ コン 子 ルの 言と、 其の 意を 
同う し" 其の 趣 更に 深き にあら す や ◦、此 勲に 於て 松 陰は、 眞 個に 佐 
久 間の 弟子た るに 愧ち 3 る 也 〇佐久 間は、 眞個に 松 陰の 師たる に愧 
ち S る 也 〇 

彼等の 相 見る や、 實に嘉 永 四 年 江戶に 於て す 〇松陰 惟ら く、 象山畢 
竟洋學 1: 鬻 いて、 自 から 給す る賣 儒な らんと 〇 乃ち 平服の 爻 、にて、 
其の 門に 入る 〇象山 儼然として 日く、 『貴公は 學問 する 積 6 か、 言葉 
を 習 ふ 積 りか、 若し 學問 する 積 6 ならは、 弟子の 禮を とりて 來れ』 
と 〇松陰 乃ち 歸 6 て 衣服を 改め、 上下を 著し、 其の 門に 入れう し 後 
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人に 語. て 日く、 『象 山と 云 ふ 奴は、 並の 奴では ない を』 と Q 當時 松 t 
二十 二の 靑年に して、 象 山は 旣に 四十 一の 宿 儒、 をの 盛名. 人 下を 掩 
ふ 〇山に 於て は 富岳の 高き を 見、 水に 於て は 遠 州洋の 深き を 見、 A 
に 於て は 佐久 間を 見る ◦其の 始め や漢蘭 學藝の 事を 問 a 、 遂に 天下 
の 勢に 及ふ〇 彼等の 性質は 固ょ 6 相 同し からす" 其の 年齡も 相距る 
十九 歲〇 弟子は 卒直に 過き る 程 卒直な ぅ〇先 生は 莊 重に 失する 程莊 
重なぅ Q  一方は 蓬 頭亂髮 、木綿 服に 小 倉 織の 短 袴を 著 すれは ◦他方， 
は 總 髮長髯 、綸子の 被 布を 纒 a 、 儼緣 として 虎 皮に 坐す Q  一方は 翰 
を 揮 ふ 飛 ふか 如く、 字缽の 大小、 筆墨 紙の 精粗を 擇む 所な きも、 他' 
方は 端 書 すら 奉書 紙に あら 3 れは 書せ す〇  一方は 謙虛 益を 求め、 他 
方は 昂然 天下の ® を 以て 自から 居る Q  一方は 赤裸々 の 心‘ を、 赤裸： 
今に 發 表すれ とも、 他方は 苟も 人に 許 3 す、 甚た 一笑 一 颦を吝 み、 


禮儀 三百 威儀 三千の 中に、 高く 標 置す 0 一方は 質樸なる を 以て 英雄‘ 
の 本色と なし、 他方は 質樸なら 3 るを 以て 英雄の 本色と なす 〇其の 、. 
相反す る實に 此の 如し 〇而 して 其の 相反す るは、 即ち 相 得る 所以な'' 
る乎〇 松！ 陰 日く、 『象 山 高突兀 。雲 翳 可 # 難。 何日 天 風 起。 快 望 狡轉 • 
蹯』 と〇 彼等の 關 係、 此に 於て 分明なら す や。 

彼 か C 邸 後、 更に 十 年の 遊學を 請ぅて、 再 ひ江戶に出るや"時勢は. 

1 層の 切迫を 來し 、師弟は 一層の 親密を 來たせ 請 ふ. 彼を して 自. 
から 語らし めょ 〇 

癸丑六月夷船之來。余寧1寓于江戶？聞レ警馳至-一浦質一親察_梁之‘狀 —0 不レ堪11憤激3非. 
レ 加-一大 懲創？ 則不 レ 足 111 以震 -&國威1也。及レ歸|1江戶？與--同志？反復論辨。先レ是余有レ過削レ藉。而 
官別有 11 恩 旨？ 深 自惑奮 。謂 報恩 之 日 至 矣 。賴 作-一越 レ 分 之 5 先 著 -一 將及私 言 九 篇运上 
レ 之。 尋上 II 急務 條議？ 又惡 S 夷人 向 f 一 不法 事 -- 〇 作-- 接 夷 私議 - -〇 是時 幕府。 下-一 夷 書 一 開-一言 残余‘ 
與 志 一議。 苟有 こ一三名侯。 ^ 心戮力。發1正議1排*俗說3則天下之論定矣滅言ュ之政府吟 
i  •  E 七 


政府 ^ 察 it 時勢？ 計 天下 之大 。罪 n 二 藩 所 if 能 救 一也。 以 11 吾 露 之 論 3, 一 狂 疎不 -E m レ 事。 佘師ュ 事 
卒象山 ？深 服 11 其 持論？ 每事取 11 决象 山 '- 〇 亦善視 。常 ® 日。 士不レ 貴 レ 無 レ 過。 改 k 過爲レ 貴。 善 改レ 過、 
固爲— x 貴。 善 償， 過 尤爲レ 貴。 國家 多事 之 際。 能爲 ， 一難 レ 爲之事 i 立 二 II レ 立 之 功 si 之を 者 
也。 及 ill 象 山 有 11 購艘 之說？ 余意 期。 官或有 二 斯擧 W 請 從レ 役。 察， 一觀 萬國之 ■形勢 情 實ぺ亦 償 
レ過報レ恩之一端他。而象山之說遂不レ行。九月十 /\ 0。去，一江戶& |8 ^ 崎ぺ事不レ得レ如レ意。 
及 一千 二 月 之 季？ 愎 歸 |一 江戶？ 明年 夷： g 之 在 二 下田 - 〇 余與二 藩人澀 木 生 -- 〇 窃謀 下駕 二 夷 舶一航 中 海 
外 2事覺見レ « 。初 & 木生。役在二江聲意こ余题遊必有^故。脫走23レ邸欲レ蹤レ余。及2余歸こ江5 
來投 tl 余 寓居？ 生 爲レ 人 ® 々 小 丈夫 耳。 然其眼 彩 ffl 々有， I 不屈 之 色べ 余 固異レ 之。 怒以レ 好 
レ 志 告レ 之。 生大 喜。 自レ是 謀 レ 事。 異銳力 前。 率 常 起 レ 予 。余 之 西遊。 象 山 亦 察， 一 其 意 -- 〇 作 レ 詩 送 レ 之。 
余 就 レ 捕。 官收二 其、 行 裝 S 中 有 二 其詩茵 併 捕 二 象 山 *- 〇 下レ獄 。予與 レ 生 亦 送 一一 江 戶一下 レ 獄。 三人 S 
對レ吏 見 レ 鞠。 九月 十八 日。 官裁 11 三人 罪？ 日 雖レ日 二 意爲 S。 實犯 二重 禁 S 不レ町 レ 恕 。因 遣 レ國皆 
禁 鋼。 嗚呼。 予 去年 來所 レ®。 上 不レ忠 二 於國？ 下 無 レ 名， I 於 ^ S 爲 I! 囚奴？ 人 皆 笑 レ 之。 士以こ 下 オー ■ 
生 一一 斯世？ 悲 夫。 

此に .ょぅて 見れ は、 彼 か蹈海 の擧 の、 象 山の 慫慂に 出て たるは、 

尙ほ 明な 6 とする {C S らす〇 


火 


當時象 山は、 果して 如何の 經綸 あぅ し 乎 ◦松 陰は 更に 語ぅて 日く、 

吾師平 象 山。 經 術深粹 。尤留 一一 心 時務？ 十 年 前。 藩侯 爲 -1 執政？ 上 一一 外寇 議論？ ® 一 船 匠 ® エ 
舟 一一 技士於 海外？ 造 レ 艦 鑄 レ礙。 操を 戰 1 習® 陣 S M1] 不レ然 ザ 足下 以拒 -- 絕外夷 一霄 中耀國 威 上 也。 
其 後遍講 11究洋5 -¥ 1修礮學？週レ事輒有レ所-一論3或發一之聲驾話聖東之事起。聞こ蘭夷 
所リ報。則1!1。未レ見1 @ 台遍：1海_?南風四月甚關レ心。攀 # 台于品海 ---0 則日疇昔 ^ 談憑--呆 
璟？ 當今急 務斧一 元戎？ 象 山 亦 f 持 ~ a 書 一到 中 夷 1 則 日。 徵 臣別穸 夜 謀 策？ 安 得 i 船 一下モ 
聖東？ 聞 下命 こ關夷 一致 中 軍 M io 大喜 謂。 徒 託 i 蘭 夷 一未 レ盡レ 善。 使 下 撰-一 俊才 巧 思 之士數 十 名 -- 〇 付 一一 
蘭 船 一 出， 一海 外？ 中 其 ® 宜從レ 事 以購 4®。 則 往返 之 間。 P I 海 勢 一 熟 11 操船？ 且得レ 知！- 萬國情 形 -- 0 
其爲レ 益 大矣 。因 竊有レ 所 ~-建白 —0 然官伊一能斷こ行之 --0 予航海之志。實決-一于此 --0 及"一分衆國® 
來こ金 川 S 代 小 倉 一一 藩。 受 ，一 ■接 警衛 之 命？ 象 山以 二 軍議 官一從 レ 軍。 喜 日。 亦 可 一-一 以少示 -i 
威一 矣。 巳 而與 n 幕府 吏？ 議！- 設レ陣 之處？ 論 累不レ 合。 蓋 幕府 用 E. 一藩 之 5 郭レ禁 -一訶夷繫實爲“一 
夷帮？營1衛非常1耳。象山常引-一春秋之義 7>? 以--城下盟 *-0 爲ーー國大耻 --0 聞-一下田之議 *-0 愈益憂憤。 
铵坐二予事一下レ獄。獄中尙欲下上書_11宇內沿革？陳中航海事務3腹稿已成。訴-一諸目附巡獄 
者？ 而獄 吏拘以 I- 故事？ 不レ與 ti 筆墨？ 是以 不レ果 。象 U1 始下レ 獄作レ 詩 日。 不レ思 -一 城下 爲 レ盟耻 —〇 却 
12 1 忠 fi l 抱-忌 疑？ 白 映議レ 疆 長 崎 港。 聖束假 レ 地下 田湄。 異時輕 敵 巳 非 レ 計。 今 0 折衝 知 
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是誰。胸憤滿胸無レ所レ,獄中通レ血錄二此詩？ 

亦た 以 V 如何に 松 陰 か 象 山に 推服した ろ、 及 a 其の 何故に 推服し /2 
るを 知る 可し ◦彼は 實に象 山ょ 6 して、 天下の 士た る經綸 を傳受 し， 
たる 也 〇 

若し 夫れ 松 陰の 罪 案に 至 6 ては、 雨 者の 關係を 臚列 し、 當 時の 事寄‘ 
を 曲盡 して、 更に 分明なる もの あ 6 ◦.吾人は 其の 冗長なる の 故を B 
て、 之を 揭 くるを 禁 する 能は す 0 

松平大 膳 4 八 夫 家來 杉！ n 合 之 j  u  t  k 1 
助 次男 1: て / B 介戣窬 候 浪人す ffl 寅 次 s 

其方 il 近年 異國 船處 々へ 渡來致 候. 處元 主人 勤 中 養家は 兵學 師範の 家筋 (• 
付 別 而長州 海防の 儀 ^ 苦心 致し 佐久間 修理 方へ. 入門 函洋砲 術 4* も 修業 致 
し 其 後 浪人の 病 分 一: 相 成 候へ It 兼て 御爲 筋の 儀を 存量且 1¢ 舊主の 恩義 も 
有 レ 之 旁 非常の 功を 可 立と 心 掛候處 去夏以 來異 國の珉 艦 近海へ 渡來致 候^! 
及 レ 承 深 心痛の 餘 り四洋 へ 渡 リ國 々の 風 敎 軍備 等 悉く 研究 可 レ 致と 修里と i 


及 ii 議論 一 候處當 今の 形勢 彼 4> 知る 事 急務* U して 間諜 細 作 4- 用 候 外 莨 策 無 レ 之" 
候 得 共 重き 御 國禁に 付 官許は 有 レ 之 間 敷 自然 漂流の » •レ 致 成し 事情 探索の 
上立歸候 !1 、專ら御國の爲にも ? 1相成1旨申間_ての內存と符合致し類り 
に 西淨 周遊の 念 差 起り 去 秋長崎 表へ 渡 來の瞽 瓯 亞船へ 身 4- ft t 歟 又は 漁 
一 S 4- 雇 渡海 可 レ 致と 九州 筋 遊歷の 積 ^ て 修理 方へ 暇 乞に 罷越候 處其胸 間 ^ 
察し. 送別の 詩作な 贈る 其 詩に 日く 

之 子 有 二靈 骨？ 久 厭- t a 群？ 振 レ 衣 萬 里 道。 心事 未 レ 語 レ 人。 雖- 一則 未 & レ 人。 忖度 或 有 レ因。 送 
レ 行 出 1 一郭 門？ 孤鶴橫 11秋旻？環海何茫々。五洲自爲レ隣。周流究~-龄勢 —0 一見 @ -百聞 —0 智者 
貴 レ投レ 機。 歸來須 レ 及 レ 辰。 不レ立 -1 非常 功？ 身 後 ii 能賓。 

志 4* 通し 候 U 付 彌憤發 致し 長 崎 表へ 立 越 候 得 共 一旦 退 帆 後に て 便 ^ 不レ得 
空 敷歸府 致し 候 後 浦 賀表へ 亞墨利 加 船 渡 來神奈 川 沖 1- 淀舶罷 在 退 帆 可 レ 致 
及 レ 承 宿志： 可 レ遂と 存し竊 1- 漉 木 松 太郧事 重 之 助 儀 も 同志 じ 候 独 連立 橫濱 
村へ 罷 越候處 修理 主人 S 田 信 濃 守應接 所 警衛 被-一 仰 付 一 修理 儀 も人數 1- 加リ 
出張 致し 居候 ^ •付 通 辯の 爲め 漢文 r て 認め 置 候 書翰 草稿 1- 添 M 4* 乞其寶 
勒 1- 日く 

B 本 tt 戸府 書生 瓜 中 萬 二。 市 木 公太。 S I1 貴 大臣 各將官 執事？ 生 等赋 13 薄弱 e 
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|1 幹短小。固 |!1: レ列二士籍？未レ能レ靖二刀槍_刺之技 --0 未レ能レ講二兵馬鬪爭之法 -*0 沉々悠々. 
玩 11 惕 歲 月？ 及レ讀 II 支那 書？ 桥聞二 知歐羅 巴 来 利 堅 風敎 —〇 乃欲レ周こ遊五大洲一然而吾國 
禁甚嚴 ◦外國 之 人人 一一 內 S 與 一一一 內 m 之 人 到 一一 外國 2 白 有 一一 不レ貸 之 典？ 是以 周 ^ 之 念。 勃； 
勃然往：萊於心胸間 -〇 而呻吟躊躇滅亦有“貴國大軍艦〇連墙來綱莪港口ぺ爲 
レ 日已久 。生 等 熟 觀稔 察。 深 悉二貴 大臣 各將官 仁 厚 愛 レ 物 之 意？ 生 之 念。 又 復觸發 C 
今 則斷然 決 レ策。 將下深 密請托 。假 坐， 1 貴！！ 中 -- 〇 潛出こ 海外 H 周 中 遊 五大洲 3 不二 復暇 1颜こ 國 
禁 一也 ◦願 執事 辱 察， 1 鄙 衷？ レ 得 レ 成， ft 事 -- 〇 生 等 所 こ 能 爲 —〇 百般 使役。 惟 命是聽 。夫 ^ 蹵者 
之 於 こ 行 走？々々 者 之 於 二 騎乘 者？ 其 意之 飲羡如 何歟 。况生 等 終 扇 奔走。 不レ能 レ 出 こ 東 
西 三十 度南砣 一一 十五 度 之 外 H レ是視 X K 駕 11 長 風 一 淺—濤 i 定千萬 里。 隣 こ 交 五大 
洲一者 望特跛 « 者之與 ，一行 走者 - -〇 行 定 者之與 ，一騎 乘者 一之 可レ譬 哉。 執事 幸 ® 一明 察 --〇 許 こ 
諸 所 &。 何 惠尙レ 之。 但晋 海禁未 レ 除。 此事若 或 ff 播 。則 生 等不三 徒 見 こ 追 捕 i 斬 立 至 
無 レ 疑 也 ◦事 或 至 レ 庇。 則 傷 n 貴 大臣 各將官 仁 厚 愛 レ 物 之 意 >-0 亦大矣 。執事 © 許 レ 所 レ 請。 又 
當下爲 -- 生 等？ 委曲 包 ! 1 至， 一于開 帆 時 一以令 书得 レ 免， 一刎 斬 之慘 1 レ 若 こ他 年 &  ® 則 國人亦 
不 H 必追 一一 窮往事 一 ill 。 生 等 言 p a S 意 則 實確 。執事 願 察 こ 其 情 -- 〇 勿 レ 爲レ疑 勿 レ爲 レ fa 。 萬 二 
公太 同拜呈 。 ♦ 

日 木 ® • 永 七 年 甲 寅 三月 十一 D 


卩刀 ?? 

本書 內所 II 開列懇 3 生 等 思 レ之累 H。 多 方 求 レ 策 在 n 橫 邊曾欲下 « 一商漁船隻 --*0 乘--暗夜- 
近 中 貴 船 ^0 而地方、巡遽甚密。除-1官 ^ 1外。一切不レ許-一近前 '-0 爲レ之 ^ ^ 。因願貨大 & 各 ^ 
官合議 。許-一允 所 &。 則 明 夜以- 初更 i 礮 爲レ 約。 P 一 脚 船 一隻 1 下于 橫濱 ® 接® 以 •東 
一一 十 許 町。 海岸 絕危 。無- A 家一處 上 見レ邀 。生 等 固 P 先 レ 約 到-一 該地 --〇 生 等 待-- 點火一 r レ 信 U 
祈 約 信 無 レ 違。 則 生 等 之 所 
三月 十日 

重 之助俱 1- 周旋 致し 候 得共異 船へ 可 一一 近寄 一手 段 無 レ 之其內 下田％ へ 相 廻り 候 
に付同所へ罷越異人上陸を見受書翰並 1^ 則啓の策 4» 投し置き 
此時の 別 啓 許 一一 允 所 -P 請 以下 4* 左の 如く 玫 作す 

則 明 夜 人 定後發 一一 脚 船 一隻？ 至 下 于沛崎 村 海濱無 -一人 家一處 Jio 見 レ 邀- 一生 等 -- 〇 生 等 固® 下 先 
約 到 n lii 地-相 待 2 切 祈 約 信無& 。則 生 等 所 レ 望。 

S 中窃 r- w 馬 船 4* 以て 重 之 助 一 同異 船へ 乘込外 固 同伴 相 賴候得 共 承引 不レ 
致 被-一 送 戾一候 儀 共 一途 1- 御 國の御 爲と存 仕 成 候 旨 申立 候 得 共右缽 重き 御 國 
•X か 犯し 此段 不屆に 付 父 杉 百べ 口 之 助へ 引渡 於 r- 在所 一® 居 中 付る 
〇 永 七 年 甲 寅 九月 十八 日 

ニニ 三 


彼等の 江戶 獄中に ある や、 唯た 法廷に 於て 相 見る を 得る のみ 〇然れ 
とも 其の 唱和の 詩を讀 めは、 人を して 懷に禁 せ 3 らしむ る もの あ 60 
象 山 日く、 『寄 fe 吾 門 同 志士。 勿 V 因， 榮辱 負， 初心 J と 〇松陰 答へ て 日く、 
C 已把 一一 死生 一附 。餘 事 —  〇 寧 因，， 榮辱 負。 初心，』 と ◦其の 精 誠に 至ぅて は、 天 も 
亦た 泣く 可し 0 『かくと しも 知らて や、 去年の 此 頃は、 君を 空ら 行く 
田 鶴に たと へし』 と ◦是れ 象 山 か 去年の 事を 思 a 、 獄中に あぅて、 松 
陰に 與 へたる もの ◦彼等は 今や 秋旻に 橫ふ孤 鶴に あらす、 鐵 網に 悲 
.鳴す る癡雞 となれ 60 

彼等の 傳馬 町の 獄を 出て、 各 一 東 一 西に 別る、 や、 彼自 から 其の 狀 
を 語 6 て 日く、 『奉 別の 時、 官吏滿 坐、 言發す 可ら す 〇一拜 して 去る 0 
今や 乃ち 地を 隔る 三百 里、 毎 R 鶴唳雁 語を 聞き、 俯仰 徘徊 自 から 措 
•く 能は す』 と 〇 


.彼 か 檻 輿 東海道を 過き て、 長 州に 歸る や、 歌うて 日く、 『能 水從 へ ff 來 
無情 却 有， 情。 欲 商 k 人事 - - 〇 只爲叙 怒聲一 』 と ◦彼は 野 山の 獄中に あ b 
て、 ® に 象 山に 隙々 たりき。 彼は 象 山に 對して 附 弟の li あるの みな 
.ら す、 知己の 感 頗る 深 かりき 〇日く 『平 翁 眞吾師 。期 我 以 = 非常 一』 と。 
.彼 か 先師と 云 ふは、 唯 穴 山 鹿 素行 あるの み ◦吾 師と云 ふは、 唯た 象 
山 あるの み。 而して 其の 屢ミ詠 懐に 於て、 之を 抒ら すの みならす。 
.安政 四 年 /リス 江 戶に 入る の 月 R 於て は、 書を 江戶 It ある 桂 4 五良 
に 送う、 『夫 象 山 先生。 天下 之士。 當/爲 "天下 之 用 4 今 而不角 。天下 其 
1 P 一之 何 J と 云 ひ、 以て 彼 か © 居を 解放 せんとの 斡旋を 促した うき 
胶は 安政 六 年 四月 二十 五日、 書を 象 山に 與へ て、 『幕府 諸侯 何處可 7 恃。 
神洲 恢復 何處下 V 手。 丈夫 死所 何處 最當』 の 三條を 問 a 、 且つ 日く 『僕 
今ま無备。死無 0? 。進退維谷。幸進=之道一焉』と。而して彼は、其の敎 


ニニ 六 

を® くに 及は すして 死所を 得た ぅ 〇何 となれ は、 其の 五月 廿 五日ょ、 
則ち 彼 か 安政の 大獄に 羅織 せられて、 東上した るの 日な 1 文赵〇 
象 山は、 實に 時勢を 知る の 俊傑た るに、 相違な し ◦彼 か 死後を の 遺 
，箇に  政策 目安 書なる もの あ^ CN、 其の 條こ H く  0 

一  遠くは 本邦 古 先帝 王 IW 被 © 法 近くは ® m 亞 0 ベ ートル U 被 則 度 事 
一  外國へ 學生可 被 遣 事 
一  出 交易の 事 
一  交易 法 修業の 事 
一  邪宗 幷 U 佛 法の 事 

人倫 ^ 廢せ る佛 法と 雖御 法 ^ 被設 御用 御座 候 得 it 其 分に 從つて 世 
用を も 成し 可 申 候 乍 去 世 用を なし 候 所は 眞の 出家 道に 有 之 間 敷 候 
又 邪宗と 世 1: 唱候得 共眞 I: 祁 の實な 存し候 もの 無 之 夫に ては M L 
0  口を 塞き 1(1 く 候い つれに も此 筋道 1- 外れ 邪 義 - 候 故 御 國禁の 第 


者 非の の 
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事 の 
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1  囚徒の 事 

年々 獄中 幷 一一 溜 中 死亡 夥しき 事 
一  穢多の 事 
一  服 色 制度の 事 
以上 

斷簡零 墨と 雖も 、亦た 以て 彼 か 文武の 全才た るを 知る 可し。 

彼は 色 黑き眼 巨なる 藤 田 東 湖の 如く、 天下の 萬 波を 捲き 起し、 之 ic 
鞭て 快奔 する、 破壤的 大手 腕を 有せす 〇彼は 徹頭徹尾、 建設的 經綸 
家な 60 彼の 友 勝 海 舟、 彼を 評して 日く、 『先生 博 學多識 、文武 1: 兼 
ね、 末技 小 藝と雖 、‘ 通曉せ さるな し〇爲 A 英邁 不 群、 一見 其の 偉人 
たる ^ 知る』 と ◦然れ とも 人情の 表裏を 察し、 大勢の 機微を 射 6、 立 
酸の 際に、 天下の 時 艱を濟 ふの 大作 用に 至 6 ては、 未た 彼に 許 3、 
る もの あるか 如し。 彼自 から 日く、 『格 物 之 於„ 天地 造化 _ 却 易。 於* 人情 


世故 一 却 難。 吾人 須不％ 紐萁所為而倦，其所難』と〇顧ふに彼自から其 
の 短所を 知ぅた る乎〇 彼は 四角なる フランクリンな $、 彼は 主我 的 
にして、 輙すれ は窮窟 なる 諸葛孔 明な 60 然れ とも 其の 敢て 第二 流 
を 以て、 自 から 甘せ S る大 抱負に 至ぅて は、 亦た 欽す へき ものな く 
んは あらす 〇彼 日く、 『予年 二十 以後 乃 知 fe 夫 有.. 繫二國 ~o 三十 以後 乃 
知-有 S P 天下 - - 〇 四十 以後 乃 知^^ 繫 31 世界一』 と Q 若し それ 人は 自から 立 
穴 んと 欲する 所に 立つ を 得は、 彼は 實に 百尺樓 上に 立つ もの 也。 
運命 li. 實に 奇なる もの あ 6、 彼 か 九 年の 廢錮ょ 6 起ち、 幕府の 徵命 
に應 し、 和親 開港、 公武 合體の 政策を 献し 、公武の 間に 奔走す る や 0 
吉田松 陰に ょ $ て點 火せられ たる 長 防の 尊攘 黨 は、 地を 捲いて 京師 
に 推し 寄せ、 今は 破局の 大打擊 を 始めん としつ、 ありき 。彼 京都に 
あ $、 開港の 上書を 軸に して、 山 階 親王に 至る、 途にて 橫殺 せらる 0 

ニニ 九 


二三 〇 

實に元 治 元年 七月 十一 日〇即 ち 松 陰の 徒、 久阪 、寺 島、 入江の 輩 か、 
兵を 提けて 京都に 入らん とする に 先た つ、 九日な i き 0 
松 陰の 刑 せらる、 や、 其の 絕命詞 、傳 へて 象 山に 至る 〇象山 潜 然と 
して 泣て 日く、 義卿は 事業に 急な ぅ、 今や 此の 如しと 〇彼自 から 日 
く 『我 オー 丈夫。 豈忘レ 喪 n 其 元 一』 と 〇彼は & から 死を 決して 徵命に ■ 
したぅ。 彼等の 趨向 殊な 6 と雖 も、 各を の 身を 以て 信す る 所 R 势す〇 
亦た以て 大丈夫 ^ るに 於て、 愧る 所な かる 可 し 0 
-  - - - - - - - - - - - - 

〔註 3 左に 揭く るは、 安政 元年 四月 象 山 か、 獄中 i リ 其の 同藩の 友人 山寺 
源 太夫 (懼 堂)、 及 ひ 藩侯の 侍醫高 川泰順 (樂 眞) に與 へて、 其の 松 陰 蹈海罪 案 
の顚 末を 訴述 し ?: る もの 也 〇其の 書中 情狀 4 知らす して、 松 陰の 投夷書 
It 加筆し ' f: リと云 ふか 如 吾は、 畢竟 廻 護の 爲 1- 故ら，」 其說を なしれ る U 
過— す 〇 然も 彼 か 如何に 松 陰 4» 待ち、 松 陰に 許し、 且つ 松 陰 1: 期した る 


か It 、  不用意の 文中 Ll 躍如 t: る ものな からす 〇 

外  并 * * * * 

此度の 儀 ^ 付 兩盟鏖 一方なら す 御 厚情 御 周旋 被 下 候 趣 甥 ども 及 申 遣し 候 
御 深交の 故と 申な から 惑 刻の 到 不知 所 謝 奉 存候偖 詩文の 儀 等 有 之輕忽 疎 
漏 之 始末 御 下 墨 可 被 召 近頃 愧入候 儀に 御座 候伹吉 田と 申 者當年 廿五歲 之 
小 年 UU 候へ とも 元 來長州 藩 兵家の 子！ 一て 〔素 生 此の 如し〕 漢書と も 達者 1- 
讀 下し 〔學問 此の 如し〕 膽力も 有 之 〔資質 此の 如し〕 文才 も 候て 〔才藝 此の 如し〕 I 
く. 難 苦 U 堪へ候 事は 生得の 得手に て 〔本領 此の 如し〕 海防の 事には 頬る 思 ^ 
なやまし 〔 現在 此の 如し〕 萩 藩 兵 製の 事 1- も 深く 心を 入れ 存寄の 次第 書 立 候 
て 其 筋へ 申出 候 儀 も 度々 有 之 〔過去 此の 如し〕 小弟 門下に 多く 無之忠 貞義烈 
の士  Li 御座 候 〔忠貞 義烈の 四 字 松 陰 一生の 斷 案〕 然る 處 一昨年 中 遊歴の 事 LL 
山て 落度 有 之 知行 被 召 離 候 尤も 萩 御 域 下 fx 戶 御屋敷 出入 免許 有 之 十 年の 
家學 修行 被 中 付 候、； と V て 其 後 も 宅へ 致 出 ^ 候 然る 一一 去年 来 利 堅の 事 出 
來候 本邦 未曾有の fl f: らくに て 皆 御手 後れと 相 成 候 何とも 手の つくべ 令 
樣無之 候 乍 去 七 年の 病 一一 三年の 艾 U て 當時に て も 邊備の 急務 U 彼れ な i 
く 知る々 先なる U なく 彼れ ^ 知る の方畧 は 人才 ^ 撰 ひ 彼の地 方 1. 遣り 形 
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勢事情 4» まのあ ?; りじ探知せしめ火兵の術水軍之方海岸の固め域壘の_ 
等も書傳はかりにては何分 |- 埒あき不申往々靴を隔て痒 4- 搔くの歎か免 
れす 候へは 兎に角 U 此人 4- 遣は され その 道な 開き 候 ふり 外. 無 之と 存し其 
策 去る 要路. の 御 方へ も 申 試み 川路 司 農 御 取次を 以て 福 山 侯 Li 奉り 候 上書 
一一 も其義 4» 認め 候 所 事 行 はれさる 御樣子 LL て 殘念 に存候 內土州 漂 民 万 次 
耶 〔中 it 万 次 IP 〕 預御召 出御 # ts 役 Li 御 取 立 御座 候 4» 承り 中心 窃 U 欣ひ 候は 
是迄 何れの 國へ 漂流 候と も 外國へ 漂流し f: と 申 候へは 其 者 終 病 禁錮せ ら 
れ候御 法 1- 候 所 万次那 儀 米 利 堅へ 致 漂流 彼方 U 於て 少しく 書物 かも 證候 
故を 以御召 出し 1- 相 成 候 然る !: 万次郎 儀は 偏 鄙の 地！.！ 育ち 候 M 师 0 子 L1 
て 和漢の 文字を も 心得ず 殊 じ 幼年！ 2 て 漂流し 候 故此國 普通. の 言語 さへ 差 
支 多く 候- 6 し！！ 付 御 取 立 に 預リ申 候と r 大事の 御用！. 一は 立 申 ましく さら 
It JI-fc 節學才 ある 有 ■志の 士 彼の地 1- 漂流し 其 形勢 事情に 心 ^ 付 CT 旁 砲術 兵 
法 航海 之 技 ^ 學ひ雨 三年に して 歸朝 候て 公 邊の御 重寶じ いか 斗り か 相 成 
るへ •く 公 邊御取 用 無 之 候と も 

皇國 一統の 利益 少な かる 間し くと 存し 候：.： 付 幸！. 一吉 田生此 節 逆境 1- 居り 
何 かな 功を 立て 歸參み 願 叶 ひ 候 樣望罷 荏 候 事 熟知 候 1: 付 見込 之 次第 及 物 


語 候所當 人骨 ftl r- 徹しい か 1  . もと 存 し候欉 子 l - て 私 • ! - 事を 謀り 見 度 i し 
申 候 I - 付 小弟 申！- iu 兎 I - 角 万 次 I5 II 此節の 手本 I - 付 漂流と 申 1: 無 之て は 
公 邊の御 法 改ま y 候 It ぬ 間 It 叶 ひ 申 間 敷 乍然 漂流の 事 も 九死一生の 至 K 
こて e と 人と じ 係り 候と 存し候 志 あ リオ ある 人 1- 無 之 候て (t ?: とひ 漂流 
す とても 世の 益 l- (t 成 リ不申 人 1: 係り 候と 申 候 U 此故 1- 候 有志 有 才の人 
有 之と て も 風に 放 f: れ候 1- あらされ は 此邦の 小舟 4. 以て 巨 海を®  y 候 事 
能 It す さて 其 暴風の 必らす 起 y 候 It ん こと 患 必ら すなし と 申す へからす 
天 1: 係リ 候と 申 候 U 此 故 ^ て 候然リ •と雖 も此御 時節 天 It 此  皇國 r- 福し 
給 ! 1 、 望む 所の 風 も 起 y 無難 1^ 漂流 も 出 來可申 國島邊 じ て U 風の 爲め I . 
浦 邊の漁 人 此方へ 來り候 事 も 此方の 漁 人 かしこ ^ 至 リ候事 も 一年 11 五六 
度 It 有 之 事と 承り 候 此節淸 の 天德 0 齓も 彼是 風聞 1- 候へ とも ® なる 事 分 
りか n 候む かし 元の 忽 〔必 4 脫 マ〕 烈志 4* 得 候へ U 我 U 弘安の 亂有之 候 唐 山 
0 兵亂は我國 1: 甚 ?: 關係も候事も候へは是又差向き探索申度唐山地方じ 
t: v 漂着 候へ U 彼 地方 Liu 米 利 堅 等の 船の 往來斷 へす 可 有 之左樣 候へ It 
志し 候 力 V ホル- 1 ャ y シ  >  卜〆 1; .至り 候 事 容易 tx るへ く 伹し公 邊御法 も 
伎へは いつれ も 万次郎 II 傚 ひ 候 事 4. 忘れ 候 ^ と 申 候所當 人い か 1^ も 心 ® 
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二 三 四 

鏡と て 慨然と して 旅裝を 整へ 少しの 路費 4 無心に 付 用達 遣し 候 偖 つらつ 
ら存し 候は 此 九死一生の 義 4- 當時之御爲 4- 存し候へは迚ょくも速 1- 央ひ 
い ' f: し 候' け ^ げなる わかものに て 候 こと 惑 心に 存し遂 [: 詩 も 胸 1- 浮 ひ 候 
.故 一つ I - (t 彼 0 志 ^ 賞 'L j o i : lt 彼れ の 心 4» _ま マ .堅く し 候 (t ん露 に 
倉卒 1; 認め 遺し 候 其 詩 左の通り 1: 候 

之 子 有靈骨 久厭蹩 蹵 群 振 衣 萬 里 道心 事 未 語 人 雖則未 語 人 忖度 或 有 因 相 
& 出郭 §1;孤鶴橫秋旻環〔海字 4» 脫す〕何茫々五洲自爲隣周流究形勢一見超 
ri 聞 智者 貴 投機 來歸須 及 辰不立 非常 功 身 後 誰 能賓 
是 は 現に 當 五日. の 夜 御 呼出しに 臨み 候て 樂眞 盟蠢へ 心 當リの 事御內 話に 
及 候 節 御 目に 掛け 候 所 1: 候 環海 M り 超 百聞 まては 彼れ の 意中： 忖度 候 所 
一一て 來歸須 及 辰は 三年の 後 必らす 歸リ 候へ しと 申 聞 f: る 意見 御座 陵 然る 
所 去る 暮押詰 候 比に て 候 ひし か此春 初にて 候 ひし か不覺 IV 候が 吉田 生と 
申 歎し 候 所 g 田 生 申 候 it 此 所は 何事 も 心に 任. か tf . t 其 上長 州 屋敷 1- て も 
浦賀邊 御 固め 被 蒙 仰 候 ふし じ 候へ It 其爲 じ 差 向き 力 4> 盡し候 儀 も 候 li ん 
と 存し候 間 例の 儀 It 暫く 思 ひ 止リ 候 It んと存 し 候と て 出立の 節用 達ち 遣 
し 候四圆 0 金 4> 封の 灸 V 返し 菸し候 其 後長 州 公 左 小弟へ 御賴 1: て 十五# 


ラング ホゥ ラ 4 ツ八 筒 ffi 共 御製 作 Li 相 成 候 其 元と It 小川 市 右衛門と 申 A 
Li 候 所 吉田生 事な 小弟へ 賴み當 人も此 節抦の 儀 1- 付此掛 へ 申 渡し 置き 鸱 
間 福 原淸助 と 申 ものと 兩 人へ 萬 端 差 圖致被 下候欉 1- と 中 事 1- て 深 川 1: 於 
て 鑄 立て 候 大砲 1. も 雨 人 ふく 致 奔走 候 其 上吉田 生 It 差 向き ■瘍築 立の 事 
に 心な 用 ひ 中 度と て 小弟 新橋 御屋敷 御 蒈請方 心得の 爲め さし 出し 置き 候 
S3 塲雛形 姑く 借 受長州 役人 中へ も 相 示し 些心得 居 度と て 雛 形を も 達て 致 
無心. 小弟 文武 舍 とて 銃卒 調練 致し 候 所へ 雨中 態々 尋 n r- 參 y 雛 形 借用の 
琪 マら も 候て 去年 万 次耶 1- 傚 候 半と 申 存念 II 實 1- 全く 存し 止り 候 事 1. 致 
居候 三 刀 六日 か橫 濱御陣 所へ も尋 n 參リ 候へ 共 形の 如き 稠 人中 寒 溫か述 
へ 候の み 之 儀 1. て 何事 か 談し候 事 無 之 唯今の 心得に 彼 船に 近寄 其 形狀一 
见致し度如何致し候て可然と申候に付神奈川水迎の人足 1- 出立候 |1: 、近 
寄 見られ 候 段 浦 S: 同心 申 候 事 も 候 間 懇意の 吉村 一郎へ 賴み 遣し 候 半と て 
內書 一通 4- 認め 相® 申 候 其 趣意 ! t 某 か n て 之 志 有 之 候へ 共 總髮故 其 人足 
に 出立 候 事 も六ケ しくと 0 事 1: 候へ U 不 及力此 者 It 門人 中 有志の 者 1- 候 
某と 心得 內 々周旋 賴入 候と 中 候 所 然る Li 其 夕方 か 又々 陣所 馬場 氏 ^ 對坐 
の 所へ參 り ^ 文 直し 被 下 侯へ と 巾 差 出 候 則一覽 候へ U 江戸の 書生 何某 i 
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二 三 六 

© 書 出しに て 吉田 生の 姓名 姐 一之 其 大意 (t 我輩 It 潮く 東西 五 百 M 南北 三订 
里餘の 間 4. 離れ 候 事 能 II す貴國 1: 於て は 火 輪 船 等 4» 以て 全地 球 4- 僅かの 
日數 1: 周囬 せらる ^ 承り 候 1- 跛 者 0 健 足 者 4* 羨 候々 尙羨敷 存し候 ぁはれ 
此 船 1- 乘せ本 國へ伴 ひ 給は、 千 萬 可辱伹 し吾國 人外 國へ 渡り 候は 厳禁 1- 
付此 事發覺 候 時は 刎 斬の 刑 LL も被處 へく 候へは 極秘 密 U い ' f: し 度との 趣 
意！ 2 御 さ 候 其 文中 面白く 出 來候ひ 1 三年 來此樣 の 假 託文澤 山 1. 有 之 候： へ 
It s Ll 怪み存 せす 且去 年中の 含意 (t 存し 止まり 候と 申 事に 候へは 後來の 
心得 當坐 稽古 之爲 じ 認め 候假 託の 文と 存し 筆 4» 加へ 遣し 候 然る II 豈 計ら 
ん や 其 文！！ 別 啓 4» 作り 添へ 和文の 書簡 一通と 都合 三 通 下田 11 於て 夷人へ 
遣し 遂 LL 發覺 候て 此 次第 ^ 至り 候 儀 LL 御 さ 候 小弟の 門人に て 候 上 じ 小 m 
加筆い f: し 候文 4* 以て 御國禁 4- 犯し 候 儀 小弟 一切 內談等 致 候 事 ^ 之 同意 
候 等の 儀 LL lt 曾て 無 之 候へ とも 奉 對公邊 恐 人 候 儀 1: 奉存 一昨日 御 呼 出の 
節. 吉田も 一同 II 出御 徒 目 付立會 に て 與 力の 下 調に て 候 ひし 所 小弟 申 候 所 
に 相違 無 之 修理々 万次郞 1- 傚 ひ 候へ と 申敎戒 4» 背き 候義 4. 愧入 候と 寅 次 
耶 申立 候是 迄の 大畧 右の 通 1- 御座 候 右 之 所な 以て 此 上の 御 周旋 偏* U 奉 希 
候 最初々 此頃迄 も 小弟 多年 外寇の 事 I . 心ら盡し  皇國の 御 爲と存 し 候 外 


X 無 他事 候 ひし 所 一旦 1- して 此禍 U 罹り 候は 天 U 弟 4 して 此義か 唱へ しめ 
天朝 百 僚の 御 方々 に 當 今の 急務 か 0 人才 か 撰 ひ 彼の地 1: 遺し 候 又り 外の 
義ある ましと 申 事 4- ふく 其 心に 得さし め 玉わん とての 事に も 可 有 之と 志 
か ® 吏し 御尋の 時 其 趣意 申立 候 所い か樣申 候ても 彼の アメリヵ LLU 多 日 
滯船 の 間 U 人からは 隱所 表て 4- も 見透かされ 候 ひ 香な から 此方に て U 是 
吏ての 死 法な 守 りかれ の 長所 ^ 取らん すべを も 知らす 彼の 形勢 事情 ^ 採 
らんと もせられ ぬ 樣子 誠 1- 望 ^ 失 ひ 申 候 聊か 世の 補 1: も 成らす 候て 御上 
の 御名を 出し 奉 y 候 儀 誠 11 恐 入 候 儀 高年の 老母 もさ そかし 無念 に も存し 
可申$らぬれに物ぁんし致候性分 1- 候へはいか斗り心配致し候はんと志 
の 貫き 候 U ぬ U 就て 存し出 候へは 五体 も 裂る か 如く  L 一存し 申候此 情幸じ 
御 煩 亮可被 下 候 此樣之 事 獄中々 申 送る 事 U 極禁秘 !: 御 さ 候 間此紙 中の 次 
第 御 了 得 被 成 下 候 も 直 U 丙 丁 U 御 附し可 被 下 候 但咋年 万次郎 御 召 出候以 
後 彼れ 1- 傚 ひ 漂流 外國の 情實を 探 y 歸朝 候へ It 當時此 上 もな 令 大功と 存 
し 詩 4* も 送 y 候と 申々 吉田生 之 志 暫く 存し留 y 膣と 申- 1- 付 (金子 返し 候 節 
©なる 証人 有 之 候 人の 迷惑 1- も 成る 事故 名前 It 是 迄も不 申 候 此上止 事な • 
得され It 其 存し留 ると ^ 證 人を 出し 可 申存し 候〕 見せ 候文 4» 全くの® 託と 
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れ にも ん出田 見 差 4， 1$ 存 
天 も 申と 候 生 透 支 御は し 
四下宜 候心樣 如し 有 覽六誤 
樂懼 月の 敷へ〜 其き 候 御 被 日 vj 
眞 堂廿爲 御は 勵比之 策 座 下に 候 
老老七 U 周 出 しは も 無 間 候 御大 
盟盟日 憂 旋格候 御の 之 し 趣役晷 
饔鎏  ふ 之の 忠時 4 •候く  I こ 所 迄 

程 御’ 誠1 節 彼て 奉て I こは 
奉 仁の 抦 のは 存 もて 樂 
懇慮 至の 地 和 候又津 a 
願 4 •リ儀 方戰當 當田臺 
候以 4*  U へと 今夜 氏へ 
以て 被 付 被 も 天 安に-五 
上 速成  遣に 下世預 EI 
己に 下皇候 成の 1 こけの 
の 憲御國 哉 し 萇示候 夜 
爲典 明の I こ 難 策し 懷及 
i: に 察爲と とは 置中內 
憂 被 千 I こ 申 申 彼き も 話 
へ 從卒萬 事 所れ 候の 候 
す 候は 死 水 I こ I こ I こ、 趣 
樣得 4 •府 ての て內 I こ 
??  松 仕 安 犯 老國み 御に •て 

陰 度く し. 明 禁見承 態 苦 二 
の 義一弗 公 I こ 透 知々 し 八 
爲と將 常 等 由 か 被 入 か 
I:  奉は の 御る さ 下 置ら 
憂存 得功議 へれ 候き す 
ふ 候 難を 諭け 彼に 申 送 
何 し耷 被れれ て 候 則 
又 分 t て 仰 吉をも 夫の 


攘 夷 

『去 •年 雲 外 黐。 今日 籠 中 難。』 踏 海の 蹉跌は、 乍ち 德川 政府の 訊 ふ 所と 
なう、 江 戶傳馬 町の 獄に繋 かれ" 延 いて佐久間象山に及ひ〇遂に『重 
き 御 國禁を 犯し 候 段 不屈に 付、 父 杉 百合 之 助へ 引渡し 在所に 在て 蟄 
居 申 付る』 の 宣告を 得、 檻 輿 長 門に 下う" 野 山の 獄に投 せられた 
是れ實 に 安政 元年 九月 十月の 交と す 0 

吾人は 是 ょう、 此の 前後に 於け る、 彼 か 畢生の 本領た る、 攘夷 尊王 
說の 發達變 化に 就て、 觀 察する を 要す Q 

彼は 攘夷 家 (寧ろ 敵愾 家) R して 鎖國 家 It 非す、 彼は 尊王家に して 討 
幕 家 R 非す。 而して 其の 遂に 鎖國に 類す るの. 策を 主張し、 討幕の 串 
先 渚と 爲 6 为 るは、 惟 ふに. 時勢の 剌激 、然 らしめ たる 爲の み。 

二 三 九 


二四〇 

彼は嘉永六年癸丑、米國軍艦か、江戶近海に繫泊するに際しては、 
固ょう 主戰 論者に て あ 6 き 0 彼れ 日く、. 『理 宜しく 天下の 大義を 伸へ 
て 逆 夷の 罪を 征討す へし』 と〇其 理由を 問へは、 日く、 『其 情 固ょう 狡 
黯 にして" 其跃亦 頗る 猖獗な う』 と 〇是れ 果して 征討す るに、 適當な 
る 理由 穴る や 否や Q 狡 黯猖獗 の 熟 字は、 要するに 唯た 抽象的の 文字 
に、 して、 其 『何故に r 『如何にして』、 『如何なる』 と 云 ふこと を說 明せ 3 
る 限う は、 殆と只 一種の 空論た る 勿ら / 1 や 〇而 して 如何にして ® は 
ん とする や 〇彼は 韜 鈴を 以て 家 學と爲 せう、 彼れ 武敎 全書を 請し， 
彼れ 111 鹿 流の 兵法を 學 ひ、 彼れ 象 山に 就て 略 ミ 西洋 流の 砲術、 タク 
チックを 聽く ◦然ら は 彼れ 果して 充分なる 防 戰の策 無 かる 可ら す 0 
而して 其の 策す る 所を 觀れは 、日く、 『今の 戰 法は、 之を 先ん する R 
海戰を 以てし" 之を 終る に 陸 戰を以 てす へし』 と〇 其の 海戰の 法は、 


如何 〇 日く、 『相 摸、 上總 、安房 等の 海濱 にて 漁船 中の 最も 堅牢 快速 
なる もの 五十 艘 許う に 屈竟 の M 子を 牌せ 雇 a 、 士卒に 各 t 小銃 一個 
を 授けて、 每船十 名 許う を 載せ、 就中 大砲を 善くす る 者を 擇ひ 、砲 
一門に 打 手 五名を 副へ 船に 乘り 込ませ、 各 船 各 t 長 ] i 口、 長 熊手、 

打 鈎、 竹 梯子 等を 備へ 置く へし』 と ◦是れ 即ち 準備な 60 偖て 其戰略 
は 如何 〇 『斯の 如き 船を {i へ 置き 要港に 隱 伏し、 夜陰に 乘し 先つ 二十 
艘 許う 乘 出し、 夷舶 の繫舶 する 所の 三 四町內 迄乘附 け、 大砲を 速發 
すへ し〇夷 船は 大的な れは 、大砲の 百 發百中 固ょう 疑な し。 或は 夷 
舶の 堅牢 破う 難き を 說く者 あれと 毛、 夷の 船 制を 審に する に 深く 懼 
る、 R 足らす ◦船 內火 起り 夷輩騷 動す るを 見は、 小銃に て 之を 狙擊 
すへ し ◦又 / 2 脚 船を 押 寄せ 支 ふるなら は、 急に 飛附 き、 長 鳶口、 長 
熊手、 打 鈎を 以て 引 寄せ 乘遷 う" 船中の 夷 輩を 鏖殺し 脚 船を 奪 ふへ 


二 四 二： 

し 〇又た 軍艦 中騷 擾の樣 子を 看は、 急に 乘附き 梯子を 架して 飛乘 
腰刀に 1: 手詰めに 夷 輩を 鏖殺し 軍艦を 奪 ふへ し ◦軍艦 水上】 間 半 二 
間 許 位 なれは、 三 間 梯子に て 取 登る こと 何の 難き 事 か あらん P 又 ^ 
燒 討の 奇策 あ 彡 、其方 左に 叙 ふへ し。 『百 石檀以 上の 船に 焚 草を 積み、 
油の 古 樽を 之に 交へ、 火 藥を以 て 火口と し、 長 II を 以て 五六 艘を聯 ね、 
船 ❖ 相 離る、 と 十 間 許に して、 風上ょ 3 夷 船へ 乘掛け 火を 放ち、 火 
起る を俟 ち、 乘 行く 人 數は脚 船. にて 乘還 るへ し』 .0 海戰の 術斯の 如し 0 
然らは 陸戰は 如何 ◦『若し 是 等の 襲撃に 糯 ぅすして、 陸地に 押 掛け 上 
陸 せん 乎、 其 上陸の 混 亂に乘 し 軍艦を 奪 ひ 取ぅ、 若く は 脚 船を 乘取 
るへ し、 要港に 備へ ある 三十 艘の船 は 機を 察して 出戰 すへ し JP 若 夫 
れ陸戰 の 法に 至て は、 所謂 『山林を 右 背に し、 田 澤を前 左に し、 高 
きを 負 CA " 低き に 臨み、 本陣を 据兔 、相 待 〇 へし』。 其 討つ 可き は" 


H 軍艦よ 5 脚 船を 卸して 陸に 近つ く 所』 一な 6 .° 『脚 船よ 6 上陸し" 備 
へを 立つ る 所』 二な 『備 へを 進め、 砲臺を 築き、 足 留を掖 ふる 所』 
三な 6〇此の三箇條は、或は砲銃を用ゐ、或は刀槍を用ぅ、 各 t 其 
便に 從ふ へし 〇是に 於て か 彼れ 日く、 『勝を 制する の 易々 たる、 固よ 
6 毛を 燎くか 如し J と〇. 吾人は 今 n に 於 1: 此策 論を 讀み 、其の 迂遠 不 
稽に 驚く と雖 も、 是か爲 に 松 陰の 松 陰た る價 値に 於て、 一分 一毛を 
减 する 所 無き を 見る 也。 彼 か 斯論を 草す るは、 是れ嘉 永 六 年 癸 2: の 
八月 也〇即 ち 二十 四歲 なる 少壯 者の 議論な り ◦其の 個人的 年 齡を以 
て 推し、 其の 歷 史的 時日を 以て 推し、 其の 時勢 的 境遇を 以て 推せは、 
斯の 如き 論の、 斯の 如き 人の 口よぅ、 斯の 如き 世に出て 來る は、 復 
た决 して 異むに 足ら ^ る 也 Q 

‘然 ぅと 雖も "彼は 橫井小 楠の 如く 直覺的 活眼を 有せす、 佐 久間象 山 

二 四 三 
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の 如く 推步 打算的 經綸を 有せす" 又た 藤 田 東 湖の 如く 時勢の 潮汐を 
察して、 一世の 人 * を 籠絡す る 大權數 を 有せす と雖 も、 亦决 して 無 
謀の 攘夷. 家に 非す ◦又た 攘夷を 口實 として、 其 野心を 逞う せんとす 
る 浮浪 } 'C 非す Q 彼 か 攘夷は 敵愾心の 凝結した る ものにして、 其の 立 
意誠實 にして、 又た 一種の 經綸ぁ 3 しや、 决して 疑を 容れす 0 
彼は 神 奈川條 約 調印の 後に 於て は、 最早 主戰 論を 擲て 其の 安政 
二 年 三月、 月 性 R 與 へたる 書中： の 一節に、 『魯墨 講和 一定、 決然と し 
て 我ょう 之を 破う 信を 夷狄に 失 ふ 可から す、 但し 章 程を 嚴に し、 信 
義を 厚う し、 其 間を 以て 國 力を 養 a 、 取 $ 易き 朝鮮、 滿州 、支那. を 切 
隨へ 、交易に て魯 墨に 失 ふ 所は、 亦 土地に て鮮滿 にて 償 ふへ し』 と〇 
又た 同年 四月" 來原良 藏に與 ふる 書中に も 云へ {、『癸丑 甲 寅 一大 機 
會 。乃 坐 失 ^ 。 然事 已往矣 。爲 a 今 之 計 一 和親以 制 二 虜： P 間 富國强 


，兵。 P 蝦夷 # i 州 I 來 a 朝鮮 I 並 a 南 地； 然後 拉籴打 鉍 。則 事 無 ネ/ 克矣。 
向 之 失， 機。 未 深惜 I 也』 と〇 彼は 安政 三年 七月、 其の 門人 久阪 玄瑞 
の、 虜使 斬る 可 &論 に復 して 日く、 『今 也 德川氏 已與， 二 虜 _和 親。 非， 可：； 
自，我絕：自莪絕乏。是自失„其信義 4 。爲„今之計：ヂ若講疆域，嚴_,條約； 
以 P 縻 二虜？ 乘簡 P 蝦夷 一收 a 琉球： 取， 辆鮮 一 a 滿洲 r 壓， 支那 _ 印 度一以 
P 進取 之 勢：以 固 返 守 之 基 -0 遂 1¢ 后 之 所 ^ fe 。 果_1 豐國之 所” 未巢 也』 と。 
是れ久 阪の斬 使 論を 戒め / 2 る 也 ◦而 して 久阪 の前說 を辯疏 する や、 
彼は 又 書を 復 して 日く、 『因 憶 癸丑 年。 僕 在， 東。 不 :© ,斬_|墨'使： 其 冬 西 
至„ 肥 後： 宮部 切責， ，僕 怯懦： 僕 反詰以 „ 其不 fe, 魯 使？ 宮部陳 ，其 無 & 戸 斬。 
反覆 不 1 。及 H 甲 寅年： 僕 ^ 宮部 一同 東。 一日 憤然 欲 新 i 使： 已而思 a 其 
無， 益 而有 P 害。 遂止， ，其 謀，』。 是れ 門人を 深 省せ しめん か爲 めに、 自已 
の 經歷を 語 $ た る 也 ◦是に 於て か 知る、 彼は 旣に 主戰 論者に 非す し 
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て 和親 論者と なぅ しを 〇唯 4 >  の 敵愾の 本領に 至て は、 少しも 變 する 
乙と なし 〇所 謂る 膨脹 主義を 以て、 國權を 外に 耀 かし、 弱を 擊て强 
に 及 ふの 策を 執 3 しや、 火を 睹 るょ $ も 明けし Q 

然らは 則ち、 彼は 遂に 和親 論者に て 終 6 し乎〇 否々、 彼は 熱心なる 
非 和親 論者と 爲れ 6、 事實は 今 其の 所以を 說 明す 可し 〇  X 〆 ジ か 日 
本に 來シ 、安政 元年 三月、 神 奈川條 約なる 者を 締結す る や ◦所謂る 
和親 條約 にして" 兩國の 人民、 誠意 不朽の 親睦を 取 結 CA 、 兩國 人民 
交 親を 旨と すと 云 ふに 過き す ◦其 目 僅に 十二 箇條 にして 〇 下田 凾舘 
の 雨 港を 開き、 米國龉 に、 薪水、 歙 料、 石炭 等缺乏 の 品を 賣 i 渡す と 
1 K ふに 過き す〇而 して 其の 眞 個に 開 國の大 運動を 生した るは、 米國 
總 領事 タオ ンセン トノ^ T か 締結した る 下田 條約に して 0 而して 其 
條約 こを、 他の 十六 箇國條 約の 標準と 爲りた る 原本に して。 實に其 


締結の 始末は、 松 陰を して 熱心なる 非 和親 論者と 爲 らしめ たうき 0 
蓋し 此の 下田 條約 は、 我 邦 外交 史中に 於け る 一大 關鍵に して， 維新 
開國 の主腦 、斷 して 是に在 6 と 云 ふ も、 决し て誣 a s る 也 0 
却て 說 く、 米國總 領事， 夕^ T VI セント ' I リスは、 神 奈川條 約の 明文に 
從 ひ、 米國 大統領の 國書を 齎らし、 和親 貿易 條約 の爲 め、 其の 全權 
使節と して 日本に 來れ办 〇是實 に 安政 三年 七月、 吉田松 陰 か 恰も 其 
禁鲴 中に 於て 特許を 得、 松 下 村 塾を 興した る 同年 同月に て あう し 也 0 
蓋し ハリスは、 前に 述 るか 如く、 大なる 獲物を 得ん と 欲して 來 5 し 
者に して 〇直に 其 意を 德川 政府に 通し、 是に 於て 同年 十月 德川 政府 
は" 貿易 取調 掛を 命し、 下田 奉行を して 談 、判の 手始を 開かし めた 
時 恰も 英淸 戰爭に 際して、 淸國 敗北の 風評 頻 うに 聞ぇ けれは 〇 1 
スは 之を 奇貨と し、 步 々相 薄ま 遂に 安政 四 年 二月に 至て は、 當 
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時の 閣老堀 田備中 守を して" 外國人 接待 應 接の 方式を 改め、 之を 爾 
遇せし め 〇終に 安政 四 年 五月、 下田 奉行は、 叫 リスに 逼られ て、 規程 
章 八 箇條に 調印し ◦所謂る 安政 五 年 調印、 安政 條 約の 濫觴を 造れ 
此 規程 章は、 同年 六月 閣老ょ $ 天下に 報告し、 是か爲 R 彌ょ 世論を' 
激 起した るに 際し 0  は 更に 其の 和親 通商 條 約の 全權委 員た る‘、 
資格ょ うして、 直に 德川將 軍に 謁し、 大統領の 國 書を 奉呈し、 幕閣， 
に 向て 其 談判を 開く の 要求を 爲 し〇而 して 幕閣は ハリス R 逼ら れ、 
同年 七月を 以て 謁見 應接の . 禮式を 定めしめ 〇八 月を 以て 米 使 謁見の 
議を 天下に 達し 0 遂に 同年 十月を 以て ハリスは 下田ょう 江戶に 到 
將 軍に 謁見して 國 書を 奉呈し Q 更に 堀 田 閣老の 邸に 抵 う、 大凡 六 時 
間の 會 話を 以て、 開國 貿易の 日本の 獨立に 於て、 國是に 於て" 利益 
に 於て、 已む 可ら S るを 陳述し 〇遂 K 是か 爲に獨 6 勢に 迫らる、 ® 


みならす" 理に 於ても 情に 於ても、 開 國の已 む 可ら S るの 新 思想を、 
以て、 堀 田備中 守を 始 とし、 井上、 川路、 岩瀨 、堀、 其 他の 幕 斑の 
秀才に 洗禮を 施せ 

斯くて 井上、 岩瀨 等は、 日本の 全權 となう、 ハ ジス か 呈出し * る苹 
案に 據う 、討論 熟議、 漸く 同年 十二月 二十 五日に 至うて、 之を 協 >i£ 
せ^^ 而して 同年 十二月を 以て、 三百諸侯に 開港の 已む 可ら 3 るを 
傅へ、 其 意見を 問 a o 又 * 林大學 頭、 津田 半三瞰 を 以て 京都に 上 巾- 
し、  其  勅許を 得ん 乙と を 求めた  AQ  而して  京都は 豫て よう、  鎖國論 
の本據 it して、 單 $ 勅許を 得 3 るの みならす、 斷 々然として 不承諾- 
の  意を 示せう ◦是か 爲に堀  田閣老 自ら 岩 瀨を拉  へ、  京都に  到  遊 
說を爲 したる に 拘ら す、 遂に 埗々 しき 事 も 無く  .〇 堀 田の 江戸よう 京 
都に 往復した る 時日は、 五 年 正月よう 四月に 亙うた れ とも、 遂に 其： 

一一 四 九 
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要領を 得る 能は す 〇只た 天下に 雷の 如く. 響きし 者は、 勅答と して 出 
てた る 『神洲 の 大患、 國 家の 安危、 容易なら さる 事』 と 云 a 、 『今般 假 
條 約の 趣に ては 御國體 立ち 難く と 被 思 召』 と 云 ふに 過き す〇要 する に 
京都の 議論は、 其說 明に 於て 冷 熱の 相違 あぅ、 其實 行に 於て、 晦顯 
の 差 あぅ と雖も 〇鎖國 攘夷の 精神に 至て は、 始終 一 轍に 出て 3 る 者 
なきは、 當 時の 情勢 斷して 疑 ふ 可から す。 何と なれは 京都を 動かす 
ものは、 彼の 智勇 辯 力の 徒に あら S れは 、幕府 專 制を 打破 せんとす 
る 志士 なれは 也 Q 

然るに 一方 R 於て は" 斯の 如く 國論 沸騰、 廟議 紛擾、 其 統一を 失 ふ 
たるに 際して Q 他方に 於て は、 宿 約 / a る 安政 五 年 三月 五日 調印の 期 
日を 失し、 遂に 遷延 五月 二日に 至 6、 愈  >、 七 月 二 日を 以て 調印す る 
旨、 改めて 閣 老連繼 の 書面を 以て.、 — ハ〆 ス へ 申込を 爲せり 〇時宛 も 


幕府には、 繼嗣論 一大 難題と な 是か爲 R 井伊直弼/安政 五 年 四 
月 二十 五日に 大老 職に 就き。 其の 餘 勢の 及 ふ 所、 遂に 勅許を 經 すし 
て、 六月 假條 約に 調印し、 是に 於て 所謂 違 勅の 大 抗議を 天下に 喚起 
せう。 而して 之と 同時に、 其の 反對 者た る 尾 張、 水戶 、越 前に 蟄居 
を 申 付け、 一橋 慶 喜の 登城を 差 留め Q 所謂 攘夷 黨 、水 戸 派、 若く は 
一橋を 儲 君と する の 派、 其 他 自家 0* 反對 黨と自 指す ものは、 其の 諸 
侯と 幕臣た ると を 問は す、 盡く 之れ を黜罸 した 6 ◦則ち 堀 田閣老 彼 
自身 3 へ も、 廢黜 者の 一人た うし 也 ◦而 して 之と 同時に、 其の 股肱 
間部詮 勝を 京師に 遺は し、 以て 朝廷の 意見を 翻へ し、 以て 公卿 中の 
非 和親 論者を 威嚇し Q 而して 京都に 在る 橫議 の處士 、重 もなる 攘夷. 
論者、 及； 3 水戶 派、 一橋 立 儲 君 派 等を 抅留 せしめ、 以て 安政 大獄の 
端を 啓けう。 


二 五 二 

以上は 時勢 變遷 の槪 略に して、 亦 以て 松 陰か此 時勢に 遭遇して、 再 
ひ 熱心なる 非 和親 論を 主張す るに 至ぅた るの、 已む 可から さるを 知 
るに 足らむ G 

彼は 神奈 川條 約を 已むを 得すして 是. 認せ ぅ、 然れ とも 下田 條約に 至、 
ては、 决して 是認せ し 也 ◦其 所以 何 そや 〇彼れ 自ら 之を 解て 日 
く、 『京阪 江戶 。天下 所 論 三 都會 也。 彼已起 q 商館 —  〇 已 置„ 重 員 パ豊 其 P 
默無爲 乎。 以葚 度 ^ 。 我國 乞丐 甚 衆 •  0 彼必起 „ 貧院 ~o 棄兒甚 衆。 彼必 
設 H 幼院？ 疲 癃殘疾 貧賤。 不 龍，， 治療， 者甚 衆。 彼 必造„ 施 藥醫院 ― 〇 是 下手 
一 著。 已 ^ 結， 一愚 民 之 心一矣 J、 是れ衆 民を 籠絡す るを 慮り / 2 る 也り 又 日 
く、 『次 k 之 募， 識字 作文 之 徒 —  〇 雇，， 博物 材技之 流 -* 〇 於 k 是 知， 利不 k 知 V 義 。知 J 日不ド 
知 k 之 人。 翕然 附 同。 蟻 集而蠅 集矣』 と ◦是れ 亦其祀 憂の 一 理由 也〇又 
た將 軍繼嗣 論の 未た 定まら 3 るに 就て は、 彼れ 日く、 『夷 官來 g。 彥 


必預妬 議一矣 。是石 敬塘之 事不 k 也』 ◦彼は 又た 米 使 か 諸侯を 籠絡す る 
の 術を說 て 日く、 『諸侯 之 所， 苦 者。 參勸 交代 而已 。夷 官必 白。 日本海 
國 也。 陸 道 奔走。 數百 千里。 費幣甚 巨。 不 „如， 用 k 輪 船 一之 爲 k 也。 諸. 
侯辭以 鉍 « 。彼必日。船米利堅所薈。 多寡 任= 其 所 fe 。 若= 其 償 直！ 待= 
五 年若 十 年 -- 0 漸次 償淸 。因以 二 郡 若】 島- 爲寶 。以 = 五 年 十 年 之 間 4 設¬ 
立  貧幼藥  醫諸院 〗  以勾 fe  其  地方  人民  —〇  而  諸侯  亦  樂萁得 紐  之  利 — 〇  决不 
其 誘 n 人民， 也』 と 〇彼か 所謂 和親の 憂と する 所斯の 如し、 而 して 之を 却 
くるの 術 如何 〇 彼れ 自ら 之を 却く るの 術を 說て 日く、 『大統領 爲， 55: 口國 r 
謀深矣。貴使臣爲，1吾國1慮厚矣。 吾國拜 1 ，其 辱 一 矣。 但吾國 三千 年來 。未 n 
曾爲 ，人 ^ 屈。 稱 n 於宇內 一爲 - © 立 不覊國 一今受_ » 國 命 -- 〇 乃爲 > e 屬 •—  〇 今 
? 貴國敎 —〇 乃爲， 其 弟子 - -0 勢不择 已 也。 三千 年獨 立不覊 之國。 一旦 降 
爲 q 人臣 屬 弟子 一 豈大 統領 貴 使臣。 爲 k 人 謀 慮 之 意 也 哉。 果爲 3: 尸 謀盧。 • 
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願 幸 引 去』 と 〇是れ 其の 拒絕の 本辭也 ◦又た 日く、 i 日の 事 名は 親切な. 
れ とも、 實は 人を 陷阱 に 擠 る、 な. CN、 若し 貴國引 去ら すん は、 名 公 
正し罪を責め宇內に暴白せん』と〇又た『若し米國の使臣世界各國皆 
交通す るに、 獨 6 日本の み 拒みて 從は す、 勢 CA 兵に 訴へ 3 る 可から 
すと 云 ふ 時 ic は、 先つ 亞細 亞諸國 悉く 貴 國の云 ふ 所に 從 a て、 而し 
て 我 猶ほ從 は 3 れは 曲、 我に 在ぅ、 然れ ども 諸國 未た 同意せ すして、， 
我獨ぅ 同意せ S るを 尤む 、是れ 曲、 汝に 在ぅ』 〇是れ 其の 拒絕 の副辭 
也 ◦而 して 愈 之を 聽か 3 るに 於て は、 『退かされは 之を 擄に .し、 之を、 
誅し 、而 して 之と 戰ふ のみ J と 云へ 60 是れ 所謂 彼 か 主 戰論也 〇 
然れ とも 彼は 决 して 鎖 國家に 非す。 彼れ 自ら 日. く、 『主 ® 者 〇鎖國 之 說' 
也。 主 知者。 M 海 通 市 之 策 也。 以酗家 大計 賣之9欲_雄略， ^ 四夷5非， 
航海 通 市 T 何以爲 哉。 若 乃 封 關鎖國 。坐以 ^ 敵。 勢 屈 力 縮。 ^ C 何 


待』 と〇此 言に 據 6 て 觀れ は、 彼は 飽 迄鎖國 論者に 非 3 るな ぅア而 し 
て 猶ほ 鎖國に 類す るの 方針を 執る に 到ぅた る 所以の 者は 何を 〇當時 
の開國 論者の 多くは、 眞 の開國 論者に 非す、 徒た 敵 愾の氣 を 失し、 
外人の 啯喝に 辟易し、 文弱、 偸安、 苟且の 流に して。 而して 彼の 鎖 
國 論者 中に 乙を、 却て 敵愾 、有爲 、活潑 の 徒 あぅ ◦此 儘. にして 開國 
する 時に 於て は、 國 家の 元氣 索然と して、 遂に 復た 奮は す、 此膝 1 
た a 屈して 遂に 復た 伸 CA す ◦故に r 時 逆流に 立ち、 天下の 人心を 鼓 
舞 作興し、 然る 後徐に 開國の 國是を 取ん と 欲した るの み 〇其の 安政 
四 年 六月 福 原 淸介に 復 する 書中に 日く、 『以 „畏/ 礅畏 fe 之 心 -- 〇 出 一一 通信 通 
-市之 計 -- 〇 顧附 ，一之 神聖 平 峻廣狹 懷遠之 大典プ 是僕之 所以 扼腕 切齒一 也。 
善戰 而後 可 知。 善攻 而後 可 % 。 今不』 如 戰而 言 In 。 不 攻而 言 % 。 章 
轾雖 1 。約朿雖強。吾見，其 ^ 趙宋滿淸1歸二轍，而已耳』。彼の眞赏の存 

11 五 7L 


二 五六 

する 所、 知る 可き のみ 〇 

3 れは 彼は 日く、 『凡 爲„ 皇國士 民， 者。 不 ，拘 „公武 ：不簡 ，貧賤 -- >0 推薦 抜擢 
爲 。軍師？ 舶司打 J 3 大艦？ 習 „ 練 船 軍？ 東北 而 蝦夷 唐 太。 西南 而流 叫對 馬。 
憧 々往來 。無^:  „虛日パ 通 漕 捕鯨。 以 t f 操 舟 rt 巧 海 勢 Jlo 然後往 問 „ 朝鮮滿 
州 及淸國 ― 〇 然後廣 東。 咬噹吧 。喜 望 峰。 豪斯 多鍊理 。皆設 管。 ® 將士 ？ 
以 P II 四方 事 -- 0 丑 征 S 市 利 -- 〇 此事 不鉍 H 年 I 略 辨矣。 然後往 問， 加里 蒲 
爾尼亞マ以酬俞年之使 —0 以締 |0 親之約 —0 果能如，是。國威奮興。材俊 
振起。 决不 失， ® 體 一也 J と ◦又 言へ る M と あぅ、 『鎖 國の說 は、 一時は 無 
事に 候へ 共、 宴 安 姑息の 徒の 悅ふ 所 K して、 始終 遠大の 御大 計に 無 
御座 候 0  一國に 居附き 候と 天下に 蹑涉 仕る とは" 人の 智愚勞 逸、 近 
く 日， 本內 にても 懸絕 致し 候 事、 况や 四海に 於て をや〇 何卒 大艦打 造、 
公卿ょぅ 列 侯 以下 萬國航 海 仕 6 智見を 開き、 富國兵 强の大 策 相立睽 


樣 仕度 事に 御座 候〇又 交戰の 上を 以て 申 候へは、 鎖國は 一 人の 取 籠 
6 もの、 如くに 御座 候、 前後 R 氣を 配う 左右へ 眼を 使 ひ、 晝夜共 安 
寢不 ，： 出來一 故、 終に 氣力观 み 生 捕に 合 候事每 々に 御座 候、 一 時の 戰略 
一 i 如何 樣共出 來可申 候へ とも、 永世へ 掛け 始終 海岸 防禦に のみ 財力 
を竭 し、 國 貧民 窮 する に 至う 大敵 來攻 ども 致 候は、、 一人の 取 籠 者 
と 同日の 談に 可^^ 之 候 ◦外國 の 事情を 知らす して" 徒に 海岸を 守 i 
貧窮に困み候は、誠に失策に可 ^ /之、英吉利佛蘭西なとの小國にて 
3 へ 萬 里の 遠海へ 渡 $ 人を 制し 候は、 皆々 航海の 益に. 御座 候" 此所 
早く 御 著 眼 無 ^ 候て は 無 ® 見 束 一奉存 候』 と ◦彼 か 鎖國の 陋習を 看破す る 
に 於て、 甚た盡 せ A と 云 ふ 可し 〇 航海 遠 略は、 實に 彼の 活ける 經綸 
たうし 也〇 

彼 又た 日く、 『吾 曾て 象 山師に 聞く Z: と あ 6、 出 交易は 可な う、 居 交 
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'易は 不可な ぅ〇佘 日く 國力强 盛に て、 外 夷を 駕馭 する に 餘らは 、居 
交易 も 亦 可な ぅ、 况や出 交易を や〇外 夷の 威勢に 畏懾 して 不^^ 已に 
出て は、 * [II 交易 も 亦た 不可な $、 况や居 交易を や 〇但岀 交易は 識見 
を廣 め、 學藝を 進む るの 便 あるの み、 象 山師 之を 頷く』 と。 

以上の 言 ふ 所 R 據ぅ て觀 察すれ は、 彼か决 して 鎖 國論遨 に 非す、 又 
■た 無謀の 攘夷論 者に 非 3 るは、 吾人 固ょ 6 識認せ 3 らんと 欲する も 
..能は 3 る もの あ 彼は 實に 膨脹 的帝國 主義の 先 驅者也 0 


山 鹿 素行の 『中 朝 事實』 に 日く、 『帝 P 皇極於 人皇 之始 ― 〇 定 II 模於 萬 ^ 
之上 —0 而中朝明。知三綱之不，可 « 。故皇統一立而億萬世襲，之不緣。 …… 
自欠皇 1 迄，： 于 今日 - -〇 過 三千 三百 歲 —〇 而 天神 之 皇統 竟不蓬 。… •••後白河 帝 
後。 武家 執， 權旣五 百又餘 年。 …… 而猶 貴_| 王室 一存 君臣 之 儀 一 是 天神 人皇 之 
知德 。縣象 著明。 沒 & ^ 可 k 也。 其 過 化 之 功。 綱紀 之 分。 然 悠久 然 
無窮 者。 流&于 至誠 一也』 と ◦是れ 實に我 か國 民の 皇室 中心 主義を、 最 
も 明白に 說 明した る ものに あらす や。 皇 澤の斯 民 ic 及 ふ" 旣に 久し 
く 且つ 遠し ◦我 か國 民は 生な からにして、 尊 主の 血液を 享け 來れり 0 
我 か國 民は、 尊王を 以て、 國民的 理想と なすの みなら $、 又た 其の 
生活の 偉大な. る 要素と なしつ、 あ 60  3 れは 尊王の 大義に 就て は、 

一一 五 九 
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北條 氏と 雖 も" 足 利 氏と 雖も "廉 して 公々 然之を 蹂躪した る 乙と な 
し 0 承 久の亂 に 際しても、 若し 後鳥羽 上皇 出御に 遭 逢せ は、 冑を免 
S て輦 前に 拜跪す 可し とは、 對 手の 大將泰 時 か、 其父義 時と 打合せ 
たる 所な 6 き〇足 利氏だ 至ぅて は、 僅かに 北朝を 擁立して、 南朝に 
抗し たるの み ◦彼等の 跡 甚た穩 なら 3 る もの あぅ しと 雖 も" 之を 莽 
操懿温 の 輩と 同一視す 可ら す 〇若し 夫れ 織 田、 豐臣に 至 5 ては、 大 
S に 尊王の 大義を 顯揚 し、 國民 をして 天子の 尊き を 知らし めた るの 
功、 沒す 可ら す。 乃ち 其の 餘 業を 承け たる 德川 氏の 政策の 如き も、 
假令覇府の私を謀るに專らにして"皇室の尊嚴を維持するに、熱心 
を缺 きた $ とする 7PQ 其の 大義名分に 於て は、 斷 々乎と して 紊る能 
はす、 復 .た 紊る 可ら 3  $ し 也。 

此の 如く 尊王 的觀 念の、 我 邦人 心に 浸染す る や 深し 〇而 して 封建 軟〕 


治 三百 年の 歳月と、 制度と、 學 問と、 風習とは、 全く 此の 思想 5: 發 
育し、 助長す る 動線 ^ 6 し 也 ◦况 や水戶 派の 如き、 義公以 來 尊王を 
以て、 殆と 一種の 宗敎と 倣した る y 於て を や ◦彼の 藤 田 東 湖 か、 嘉 
永の 末、 安政の 初に 於て、 德川親 藩の 重臣なる にも 係らす、 却て 胸 
問の 大 秘密を 吐きて、 天子の 親政を 主張し ◦天子 國事 に關す 可ら す 
と 定めた る 家康の 憲法を 破壤 し、 天子 自ら 天下に 君臨し、 將 軍を 使 
用す る、 手の指に 於け るか 如くなら すん は、 以て 大義を 明かに し、 
人心を 統一し、 國 力を 振作す る 能は すと 云 a し 如きは、 頗る 奇 突の 
論た るか 如しと 雖も ◦少しく 其の 淵源と 當 時の 情勢と に 向て、 商量 
を费 S は、 其の 偶然に あら 3 るを 知る に 於て 餘 6 あらむ 0 
今や 尊王 思想は、 豫 て醱酵 したる 液體 か、 一度 ひ 外氣に 接して 沸騰 
する か 如く Q 嘉永 安政以 來 外交の 刺激に ょ 6 て、 始めて 茲に 天下の 
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人心を 奔 競、 顚 倒せし むる、 活力 ある 警句と な うぬ ◦而 して 松 陰の 
如きは、 當 初よ 6 此の 思想を 吸 ひ、 此の 思想に 養 はれた る 一人に し 
て、 今は 早 や、 時勢に 鞭ち て、 此の 思想の 雄將 とな 6 ぬ 0 
尊王と 攘夷とは、 當 時に 於て li 異名 同體 、須臾 も 相 離れ 3 るの 趣き 
あ 6 き ◦然れ とも 或 者は、 尊王よう して 攘夷に 來 う、 或 者は 攘夷よ 
りして 尊王に 來 る〇而 して 歷 史的 順序よう すれは、 外よう 促し 來る 
敵愾 攘夷の 念 先つ熙 火し、 內に 蓄積し /2 る 尊王の 念 之に 應し た る 也 C 
然も 松 陰の 如きは、 尊王 護國の 精神 期せす して、 同時に 相 a 抱 合し 
來 5 たる％ の 也 ◦彼 13: 現實的 攘夷 家に して、 空想的 尊王家に あらす 0 
素よう 彼は 尊王家 也、 其の 尊王の！ § 神に 至て は、 始終を 一貫せ ¢0 
而して 終に 至て、 倍と 發揚 せう 〇 然も 彼は 决 して 無責任なる 空論家 
にあら す、 偏哩 的の 晝夢 者に あらす 〇故に 彼は 初よ 6, 討幕 家たら 3 


6 き C 殆と 終に 至る 迄 討幕 家 * ら 3$ き。 而して 唯た 攘夷の 幕府に 
依て 行は る 可ら 3 るを觀 、國體 の 幕府に 碼 6 て 保つ 可ら 3 るを 觀" 

是 に 於て 枉けて 討幕の 亦た 已む 可ら 3るを識認し '/2 $。然れとも其 
時 {C 於て すら、 彼は 討幕を 以て、 最後の 目的と 爲 したる に 非 S る 也 Q 
唯た 國體を 全 ふし、 人心を 提醒 し" 元氣を 伸暢し" 國 威を 發揚 する 
に 於て、 已 〇 可ら 3 るか 故に、 此 に 出た $ し 也 Q 
吾人は 事實に 就て、 斯 言の 當 否を 質す の 責任を 有すり 
安政 二 年 三月、 彼 か 月 性に 與へ たる 書中に 日く、 『天子 : t 請 ふて 幕府 
を擊 つの 歌に 至て は 殆と 不可 也』 と 〇是れ 月 性に 向て、 其 討幕を 論駁 
したる 也〇其 理由 如何、 日く、 『兄弟 艢に鬩 くも 外 其 侮を 防く、 大敵 
外に 至 6 豈に國 內相攻 るの 時な らん や』 と 〇是れ 明に 彼 か 一個の 國民 
的 論者た る Z1 とを、 自白す る 者に 非す や 〇 所謂 彼か 攘夷とは、 此の 
•  1 
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國民 統一、 國體 保存、 國權擴 張を 意味す る 者。 又 日く、 『大 禁物は n 
^ にて 相 征し相 伐す る Z. と 誠に 恐れ多し j と ◦又 日く、 『幕府へ 御 忠節 
は 即ち 天朝への 御 忠節、 二 〇 無 之 候』 と〇是 皆な 月 性に 向て、 其 II 激 
の 論を 駁 したる 也 ◦又た 安政 三年 三月、 時事に 感じ 作ぅた る 詩 中に 
も、 『推 _|尊 朝廷 1 ® 幕府： 大義 赫々 天下 見。 然後 神州 復 一新。 東夷 北狄 
仰__ 赤縣』 の 句 あぅ。 是 等を 以て 論 すれは、 彼は 殆と 公武 合體 論者に 
非 3 る 無き を 得ん や〇又 其の 浮屠默 霖に復 したる 書中に も、 『幕府 一 
日感 悟。 則不 ，終， 朝。 而 天下 平矣』 の 言 あ 5Q 是れ 明に 幕府を 以て" 
實力的 政府と 識認 したる 者に 非す や。 其の ハリス 來 6、 天下 壤夷的 
血管 沸騰した る 後に 於て すら、 彼は 猶未た 幕府に 絕 望せ 其 
の 安政 五 年 五月の 『愚論』 中に も、 左の 言 あ 合、 

墨 夷の 撻 .伐を 被 二 仰 出 一 候は \精忠 義憤の 人々 は 撻拢の 愉快に IH S 4- 伸し 材 


rli 智士は 又 雄 略 4 喜 ひ 天下の 人心 一朝 1: 天朝 !: 歸向可 レ 仕 候 左 ® u 、 ¥ 府 
15 藩  一 -A も不レ g li 有 レ 之 間 布と 奉 レ存候 幕府 諸 憑 心服 不仕て は® 大の 大業は 
乍 レ 恐 無 こ 覺 朿一窣 存候姝 に 慕 府 二百 年來諸 藩の 統領 仕 候 事に 付 此心 4- m し 候 
It v  ; 大下 は一 致 可 レ f± 德川 氏の 兇 德人皆 厭果 候樣 天朝へ 中 上 候 若 も 打 之へ 
く 候へ とも是 は 阿諛と 嫉妬と に 出 候 事 II 付 深く 御 評議 不—て は 大事 ^ 
訝る に 至る へく 水戶越 前 其 外 4. 察 觀仕 候處德 川の 一門 U も隨分 忠義の 阈 
冇之加 薩仙肥 なと 賴母敷 相 見 候へ とも 丸 U 是等へ 御 委任 被 成 候 I i v 矢 張 
C2 仲なら されは 董卓 1: 御. 座 候此處 深く 御 勘考 被 遊 幕府 諸 藩 4* 心服 さする 
御處匮急務と奉存候角く申上候はゞ幕府へ媚付候見識と一槪に罵晉する 
人 有 之へ く 候へ とも 愚論 梨して 朝廷の 爲めに 申 上候歟 幕府へ 伎し 候歟行 
末の 所 御明 鑑奉仰 候 

是れ 即ち 京都の 尊王攘夷 的 公卿に 向て、 其 意見を 示した る 者な り 0 
亦 以て 彼 か 意見の 在る 所を 見る 可し 〇 幕府と 其 利窖を 異にする、 向 
ふ ^ ずの 尊攘 的 公卿に 向て すら、 彼 か 言 ふ 所期の 如し 〇 其の 實に討 
幕 論者 * ら 3 るは、 斷して 疑 a を容れ す 0 
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然れ とも 彼 か 幕 閣の愈 A> ハ ジス の 言 5: 聽 きて， 和親 通商の 條約を 結 
はんとす るを 見る や、 其 言往令 激烈 〇而 して 彼は 幕府 か 天子の ® J 命 
を 奉せ す、 又た 刺 命を 待す して 假條 約に 調印す るを 聞く や、 愈 纟積 
日の 怒 腸、 ！ 日 {C 裂 潰し" 朝廷に 向て 後醍醐 帝の 北條 氏を 謀ぅ 給 CA 
たる 遺 策を 獻 せぅ ◦日く 『勅を 下して 幕府を 責む へし』、 日く 『公卿を 
遺して 諸侯を 遊說 せし むへ し 』、 日く 『東 叡山法 親王を 脫して 、仙臺 
米澤 藩に 託すべ し』、 日く 『皇太子 親王 法 親王は、 宜しく 正議大 諸侯 
に 託すへ し』、 日く 『天子 意を 决し叡 山 R 臨幸 あ 6、 諸國の 義士 祠官 
僧侶を 募る へし』 と、 是れ殆 と 眼中 幕府な き 也 〇否旣 に 幕府を 敵視し 
たる也0其の幕府を目するに『賊兵』と呼ひ、其の『征夷天下之賊也』 
と 叫 a 、 其の長州侯に向て『今日早く志を皇室に歸して、屹然皇室 
の 依賴 となる 己と"智者に在て何の疑議か是あらん』と云；50且又 


た 長 州 侯 ic 勸めて 『兵 庫 海防を 辭す へし』 と 云 a 『幕府 悉く 勅旨に 違 
ふの みならず、 亦た 朝廷を 威嚇せ ん とす』 と 罵 60 堀 田備中 守を 目し 
て、 『堀 賊』 と 云 a Q 其の 大原 三位に 長 州に 下らん ことを 勸 め" 『御 父子 
樣間御 下向 遊 3 れ 候は、、 乍- ^ 及 弊 藩の 力に て も 御身 抦を 幕府へ 渡 
候 樣の事 ば 斷然不 ，仕 候、 左 候て 弊 藩御逗 ，留 中に 弊 藩 有志の 者 共 九州 
邊へ差 廻し、 勤王の 義申談 可 候、 最早 角 成 行 候 上は、 官軍 賊宾の 
姿 忽ち 兩端に 相 分れ 候義に 付、 有志の ± は 悉く 弊 藩 迄 駈付可 _ 候』 
と說き ◦又た 『德 川旣に 衰運に 趨き候 折 抦の義 に 候へは、 大阪陣 と 同 
日の 論には 無 御座 候』 と 云 a たる か 如きは、 其 意 討幕に 决 したる を 
見る 〇 其の 安政 五 年 九月、 井伊直弼 か 大獄を 興せる 後に 於て、 大原 
卿を 通して 京都に 獻 言し、 『幕府ょり 何程 逆燄を 奮 a 悖 逆の 處置ぁ 6 
とも、 ■御 頓着な く 後鳥羽 後醍醐 兩天皇 .を 目的と して、 御覺悟 定めら 
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るれ は •、正 成、 義貞 、高德 、武 重の 如き 者累 々繼出 んは 必然な 6』 と 
云 a し ^ 至ぅて は、 全然 討幕 {C 决 したる や 明けし 0 
是に 由ぅて 觀れは 、彼 か 幕府に 對 する 傾向は、 瞬間に 於て、 實に大 
變 化を 來せ 6 ◦其の 安政 五 年 五月 ic 於け る 愚論 中、 『德川 氏の 兇德人 
皆" 厭 果候樣 、天朝へ 申 上 候 者 も 有 之べ く 候ら へ 共、 是は 阿諛と ^ 妬 
とに 出 候 事 R 付、 深く 御 評議 不^^ 遊て は、 大事を 誤る に 至る へく』 と 
云 a 、 同く 七月に 於て は 『征夷 天下 之賊 也。 今 措而不 k。 天下 萬 世。 
其 謂。 吾、 何 J と 云 a しか 如き、 未た 五十 日を 經 3 るに、 其の 非常なる 
激變を 成した るを 見る へし。 然れ とも 其の 六月に 於て、 幕府 か米國 
との 假條 約 R 調印した る事實 5: ■知らは、 此の 事 實の如 可に、 公 陰 か 
幕府に 對 する 思想 tc 向て、 變 化の 楔 子と なりたる かは、 固ょ 6 多 辯 
を 俟た 3 る 也 ◦時勢 急轉 、歲 月の 及 ふ 所に あらす 0 


蓋し 以上の 事實に 據う て觀れ は" 彼は 初ょう 討幕 家に 非 3$ しを 知 
る 可し 〇又た 廢幕 家に 非 3 うしを 知る 可し。 又 * 幕府を して 徒らに 
虛 器を 擁せし むる の 論者に 非 S うしを 知る 可し 〇 彼は 元 來の 尊王家 
なれと 冬、 其の 尊王 心は、 日本の 國 家と 抱 合す ◦國 家的觀 念、 敵 W 
的觀 念、 外國の 侮辱に 對 する 自尊心、 其の 自國 同胞の 卑屈に 反撥す 
る慷旣心等は、實に彼か滿身の熱血を沸騰熙 -^ 上衝せしめ0此の_ 
血の 凝. る 所、 幕府の 因循、 姑息 K して、 然も 朝廷を 蔑視した る" 高 
手 的 行動と 相容れ S るに 至 b、 遂に 討幕と 迄 進みし 也 〇則ち 攘夷は 
一國の 大事な う、 天皇は 一國の 最上 位に 在ます な 6、 其の 一 國の最 
上 a に 在す 天皇の 詔に 於て" 1 國の最 重 事た る 攘夷を 命し、 下田 ■ 
約を ffi 絕す へしと 命し、 幕府 之を 奉せ す ◦是 R 於て か 勢 CA f*- 府を. 
爭し 、彼れ 聽か 3 るに 於て は、 勢 ひ 討せ 3 る 可ら 3 るに 至る。 而 L 
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て 彼れ 聽 かさる Qf、 却て 其 SI ふし、 外交 事 迫る の 後、 
旣に 朝廷に 返上した る權力 すら、 再 sf 回收 せんと 欲する 1 
る〇 彼れ 是時に 於て、 焉ん そ遲 疑せ / L や〇 彼か是 時 ^ 於て、 其 同志 
を 募ぅ {女 政 大獄の 下手 者、 間部設 勝を 刺し、、 以て 尊王討幕 軍の 先 
fc たらん と 欲せし も、 亦宜 ベなら す や Q 

窃に惟 ふ K  I 安政ょ 上 S 慶 S 際し、 三 個の 思想 t。 一 I 
霍的 {して 他は 反動的 思想な $Q 而 して 其 中間に 在る は、 貯 
衷的思 f 即ち 一 方に 於て は、 尊王の 思想、 天子に 政— らせ 
しめ、 52f 歸せん とする の 思想に して、 水 溫實に 是か驻 
首 たも 此の 思想 中には、 後日の？、 德川 政府 最後の— 慶 
喜 公 す暴蓄 し、—、 藤 田の 徒は、 中す 5 及は す。— 散して、 
天下の 尊？ 篇 し、— 流れて— に る 者、 f 西 I 


盛の 如き、 烈 公、 藤 田 等の 夢想 外に も、 論理的 結果を 極端 迄 押し 詰 
め、 K 頭徹尾 倒幕 論と 爲 h * る者徽 からす 〇即ち 彼等は 尊王 親 幕 {C 
始まう、 尊王 倒幕に 終う し 也。 而して 之に 反對 して、 何 處何處 迄 も 
幕苷の 政權を 維持し、 敢て假 借す る 所な からん と 欲し ^ るは、 即ち 
彼の 井伊直弼の 如き、 是か魁 首にし VO 後日に 於て 小 栗 上野 介の 如 
きも、 亦 其 一な 6 と 謂は 3 るを 得す 〇彼 等は 幕政に 非 3 れは 、天下 
を 救 ふ 能は すと 思 a しに も 非 S るへ し 〇然れ とも 德川 氏に 對 する 情 
ょ $ し て 、又た 從來 の行懸 $ ょ 6 して、 其 根 脚を 此に 定めた $ しな 
る 可し ◦或は 又 72 大 槻盤溪 等の 如き、 幕政に あら 3 れは 、開 國の國 
是を行 ふ 能は すと して、 佐幕 黨とな うたる 者 も. あら 1/ ◦然も 此は寧 
る 少數に して、 多くは 所謂る 從來 の關係 上、 此に至 $ し 者と 認定す 
るを 以て、 事實に 庶幾し と爲す ◦特に 小 栗 上野 介の 如きは、 旣に其 
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の德 ;ii 氏の 支 ふ 可ら 3 るを 識 6 たる (C 拘 .らす 〇尙ほ 拮据 經釐 、或ょ 
陸軍を 整頓し" 或は 製鐵 所、 造船所を 設け、 或は 又た 國 債を 募 60 
之を 以て 一 擧諸强 藩を 平け、 以て 德川 氏の 威權を 維持せ /I としたる 
力 如き 〇人各 A/ 其 仕 ふる 所に 向て 職分を 忘れ S る 者に し •て、 亦 哀ひ 
に运 る もの あ $o 

若し 夫れ 中間に 於て は、 所謂る 公武 合體說 なる 者 あ 6 0 井伊の 如く 
時勢を 測らす、 天下の 勢已に 變す るの 後に 於て、 强て 之を 矯めん と 
する か 如 &、 舟に 刻して 劍を搮 るの ^ r を 用 ゐす〇 又た 天皇 親政の 名 
の下紀、浪士專制の實を行ふか如き事を欲せす0公武合體以て內、 
人心を 固め、 外、 外國 {C 衝 らんと 欲した る 者 無き に 非す ◦彼の 島津 
齊彬の 如きは 其 首領に して、 幕士 中に 於け る 勝 安芳の 如き、 越 前 {C 
於け る 橋 本 左內の 如き、 若く は長蜊 に 於け る 長 井 雅樂の 如き、 若く 


，は 橫井小 楠、 佐 久間象 山の 如き も、 其の 實際的 經綸は 、略 t 是と同 
一な 6 しやを 想 見せ すん は あらす 〇 彼の 大久保 利 通の 如き も" 常 初 
は 之 rc 相違な か $ しと 雖 も、 長 州 再征の 時に 到 6、 幕政の 愈  <  以て 
援く 可ら 3 るを 看破した るか 爲に 、遂に 倒幕に 變 したる か 如きを 見 
る〇 彼の 島 津三郎 、松 平 春嶽の 如きは、 固ょ $ 此中に 指を 屈せら る 
可き 者な. CVO 其の 薩摩か 討幕の 密 勅を 奉す るに 至た るか 如きは、 是 
れ西 鄕大久 保の 意に して、 三 郞の發 意に 非 3 る や、 明けし Q 
槪 して 言へは、 當時に 於て は 先つ 此の 三 個の 意見 並立し、 而 して 彼 
の嘉永 安政 以後 二十 餘 年間の 歷史は 、此の 三 個の 意見の 交互 消長の 
記 錄と云 ふ も、 不可な きか 如し 〇若し 或は 因循姑息、 迂僻 固陋、 放 
誕謬戾 の 意見を 以て、 或は 幕府の 爲 にし、 或は 朝廷の 爲 にし、 若く 
は 風潮を 視 、夕に 變し 、朝に 換は るか 如き 雷同 附和者 流に 至て は、 
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擧て數 ふるに 足らす 〇然れ とも 斯の 如き 輩は、 全局の 方向を 决する 
に 於て、 何等の 力 も 無し、 數へ 3 る も 亦た 可也 〇 

是等三 固の 意見の み 單純に 存在 するとき に於ては、當時の時勢を题 
別す るに 於て、 迷惑 少しと 雖も 此の 意見に 對 して、 又た 攘夷、 開國、 
鎖 港の 意見 相 加は う ◦次に 避け 難き 奇緣ょ $ して、 佐幕は 開港と 一 
致し、 尊王 li 攘夷と 一致し、 鎖 國と一 .致す るに 至う、 其の 形跡 紛ク 
として 亂 麻の 如し 〇是れ 思想の 調和ょう 此 に 至 r しに 非す ◦歷 史的 
の 行懸ょ う此に 至う し 也 ◦然れ は 彼の 佐幕 論者の 開港を 爲す 、必す 
しも 開港の 利を 認めた るに 非す、 勢 a 此に出 3 る 可ら 3 るか 爲に然 
るの み 〇例 せは 井伊直弼 か 朝 命を 待 ^ すして、 下田 條 約に 調印し /2 
るか 如き、 實に 開港の 歷史に 於て 特筆大書す へき 事柄た るに 拘らす Q 
彼は 果して 開港の 利を 看破し、 開國 の眞理 なる を識認 して、 此に到 


6 しか、 恐らく . li. 然ら 3 るへ し。 彼 か 剛毅なる、 彼 か 政治 上の 責任 
.を 重ん する、 彼 か 政治 上の 膽略に 富む、 吾人 之を 識認 す〇但 た經世 
的 大 眼孔に 至て は、. 未た 之を 識認 する の 事 實を發 見す る 能は す〇彼 
は 開國的 思想に 於て は、 果して 堀 田 備中守 程に 進み 居う し 乎、 左な 
くと も 阿部 伊勢 守 程に 進み 居う し 乎、 吾人は 容易に 之を 斷言 する 能 
はす ◦然れ とも 彼れ の 地位を 看ょ、 彼は 鎖國す 可ら 3 る 勢に 逼られ 
たう ◦若し 鎖國 せん 乎、 彼は 外に 於て は 外 國の逼 る 所と な $、 內に 
於て は 攘夷 家の 要する 所と なう" 看す^^ 幕府を 擧けて 、死地に 陷 
らしめ 3 る 可ら 3 るに 至らむ 〇是に 於て か、 遂に 開國の 政策を 取ら 
3 る 可ら 3 るに 至れう 〇 若し 夫れ 堀 田、 岩瀨 、小 栗の 徒の 如きは、 
親しく 外人に 接し、 其 心ょ みして 開國 家た 6 しに 相違 無 $ しと 雖も〇 
其 他に 至て は、 所謂る 幕府 か 開港の 難局を 引受けた るに 際して、 幕 
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府を助 くるの 策は、 只 一に 開國に 在う、 和親に 在 3 と、 認識し /2 .る 
か爲 に、 然るな うと 云 ふを 適當と ♦爲す 0 

彼の 尊王家の 所謂る 鎖國 意見 も 亦然う Q 藤 田 東 湖 か眞 個の 主戰 論者 
ならす、 水 戸 烈公か 亦 / 2 眞 個の 主戰 論者なら 3 るは、 旣に世 .入 か 知 
る 所。 其の 嘉永六 年烈公 か、 阿部 伊勢 守に 書を 與へ 、『戰 ふの 力 あう 
て 始て 和すべし、 故に 和は 當路者 胸中に 秘し て復 /2 之を 口に する 勿 
れ、 全國に 向て 敵愾の 人心を 鼓舞 作興して、 始めて 能く 和の， 實を擧 
くへ し』 と 云 a しに 據て 知らる へし Q 其の 〖晚 一年 春嶽 公に 向て、 『余は 
襄夷に て 立て通せう、 君の 如きは 猶 春秋に 富む、 宜く 顧慮す る 所な 
かる 可ら す』 と 云 ひし か 如き、 愈 I 以て 眞實 の鎖國 家に 非 3 るを 知 
るへ し Q 然れ とも 其 末流に 至て は、 眞に鎖 國を以 て 大計と 認めた る 
者 も あ 6 しなる へし 〇何 となれ は、 所謂る 『七 里 江山 附 n 犬 羊 一』 と 叫 


a しか 如き、 尊王の 精神と 國體の 精神と、 即ち 神 孫の 神聖、 神國の 
神聖と 相聯 貫した る 以上は。 外 夷腥膻 の氣を して、 神國 を穢 3 し 1; 
る 勿れとは、 是れ 思想の 聯絡に 於て、 必然の 結果ぶ れはな う Q 
然れ とも 亦た 中には、 攘夷の 眞に行 はる 可ら 3 るを 知う、 幕府を 倒 
すの〗 念ょう して、 其の 行は る 可ら 3 る Z: とを 幕府に 責め、 之を以 
て其倒幕の目的を達せんとしたる者、 © からさ0しなる可し〇槪し 
て 論 すれは 松 陰は、 攘夷の 爲に 、倒幕を 唱へた れ とも、 其の後 繼者 
:は、倒幕の爲に、攘夷を唱へたる也〇目的と手段とは"實に顚倒し 
たうし 也 ◦文久 、元 治の 頃に 至て は、 是 種の 攘夷 家 最も 繁殖した る 
に 相違な し。 即ち 攘夷の 思想は、 斯の 如き 關係 ょうして、 遂に 尊王 
の 思想と、 勢； S 0 上に 於て、 聯絡す るに 至れ う〇 然れは 彼の 公武 合 
體 論者の 如きは、 遂に 鎖國 とも 就かす、 開國 とも 就かす" 和親と も 
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就かす、 主戰 とも 就かす、 唯た 國論に 依う、 多數 にようて 决す へし 
と 云 ふか 如き、 極めて 瞹眛な る 位置に 立ちし 也 ol 中には 橫井小 楠の 
如き、 大膽な る 開國說 を 主張した る 者 あう しにせよ 一 是れ 何と なれ 
は、 彼等は 公武 合 體を目 的と する 者に して、 開國を 口に するとき に 
.於て は、 尊王 的の 攘夷 家を ffl 絕 反動せ しめ ◦攘夷を 宣言す S ときに 
.於て は、 佐幕 的開國 家を 疎隔せ しむる を 慮うて 然 りしの み〇然 れと 
も、 彼等の 眞 意の 開國に 傾きた るか 如きは、 亦 ^ 冥々 の裡に 之を 察 
t るを 得へ し ◦何と なれは 彼等の 中には、 時務 的 經綸に 於て、 他の 
二 派に 對 し" 一頭 地を抽 んて たる もの 多 かう しを 以て 也 0 
'故 R 當 時の 事 情 よ^^ 察す n は、 眞個の 所謂る 鎖國 的主戰 家は 固よ 
う 僅少に して 〇其の 僅少の 人數 すら、 歲月 と共に、 知識と 共、 に、 實 
際の 閱 S と共に、 愈 ミ 僅少と な う〇 遂に 其の 攘夷 鎖國 論者 か、 幕府 


を 倒した る曉に 於て は" 復た 攘夷 鎖國の 事を 口 {C せ 3 るに 到れ 6 Q 
是れ 彼等 か 鎖國に 心無 かう しを 知る の確證 とす 0 

吾人を して 再 a 繰う 返 S しめょ ◦松 陰は 幕府を 倒 3 んか爲 に 攘夷 諭 
を唱 へたる に 非す。 攘夷の 實を行 ふ 能は S るか 爲に 、をの 一天 萬乘 
の 君主 か 攘夷を 勑し 、幕府 之を ffl みし か爲に "遂 R 幕府を 倒す の B 
む を 得 3 るに 到う しのみ 〇而 して 其 攘夷なる 者は、 無謀の 攘夷に 非 
す、 所謂る 敵 W 的 精神を 發 揮して、. 遠 ® 長駕を 事と し、 溢れ ■.て'  練 枝 
大 葉の 侵略 論と なる も、 决 して 自屈 籠城の 鎖 國的窠 臼 K 陷ら ..3 .うし 
也 Q 其の 下田 絛 約を 拒絕 すへ しと 云 ひ、 米魯 修交を 斷る 可し と 云 ひ 
しか 如き も、 唯是 れ敵愾 的 精神を 發 揮す るの 方便に して 0 •其 言 ふ 所、 
鎖國 家の 口吻に 類す るか 如き 事 ある も、 彼 か 本意は 此 R あらす 〇若 
し 夫れ 尊王の 大義に 至て は、 彼 か 先天的の 血液、 後天的の 敎 養、 【 
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に專ら.此に存す0其の國家統一、國體保維、國威顯彰の大機 ^ 遭邁. 
し、此ょぅ聯誘激發し來る者にして、彼の眼中には、尊王、愛 ^1 、： 
二 致 無 かぅ し 也。 而して 此の 愛國 尊王の 大義 行 ふ 能は S る、 か， 爲^^ 
討幕の 先登 者と な 3 し 也 0 


幕政の 變局 

家 貧く して 良妻を 懷 ひ、 時艱 にして 良 和を 懷ふ 〇德川 末世の 晁錯た 
る 水 野 越 前 守は、 廢蟄 後、 未た 十 箇月なら 3 るに、 再 ひ 起て 加判 列 
の上席に坐しぬ0是れ何故を0外交の迫壓、餘儀なくも幕閣をして、 
此に 至らし めた るの み 〇 日く 和蘭國 王は、 軍艦を 艤し て、 開國和 親 
の忠吿 書を 齎らした る 特命 使節を 派 遺す 可し 〇日 く英佛 交ミ琉 球に 
迫ぅ、 交易を 促 かす ◦誰か 此際に 於て、 身を 抽ん て、 其の 措置 R 任 
する ものを 〇敵も 味方 も 目指す ものは、 唯た 水 野 あるの み 0 
手 負 ふたる 猪は" 更に 幾 倍の 速力を 以て、 突進 直前す 〇彼 は 旣に內 
政に 失敗せ 60 彼 か 手腕は、 唯た 外交の 上に 剩 s n たぅ ◦彼は 內政 
改革に 於て、 水戶烈 公を 援 い て " 其の 味. 方と したる 如く、 外交に 於 

二八 一 


二八 二 

て も、 彼と 結 托して、 以て 爲す所 あらんと 欲せ bo 眷て輯 S に 募 } 
6 との 咎めを 受けた る烈 公は、 再 ひ 顏を 世に出せ 60 羽翼 旣に谠 る、. 
以て 高 飛す 可し 〇彼の 眼は 將に來 らんと する の大暴 厨を 射れ ぅ〇 寧 
ろ 他ょぅ 逼られ て 開國 する i  A も、 我ょ 6 進ん て、 慶長元 和の 規模 
に復 6 內は旣 に m 敗した る 士氣を 鼓舞し、 外. は 進取の 長 計を 取ら. 
んと 欲せ 6 ◦水戶 烈公 も七分 迄は、 彼の 賛成者た 3 き 〇彼は 果して 
其の 經綸 を實 行し 得た る 乎 ◦日く 否、 大に否 0 

彼は 其の 經綸を 以て、 同僚に 諮れ {、同僚 皆な 否と せ 60 彼は 重ね 
て 老中、 若年 寄、 寺社 奉行、 勘定 奉行、 長 崎 奉行、 大目 附 、御 目 付 
综の大 評定を 開け 60 衆議 皆な 之を 否と せ 60 彼は 更に 御前 評議を 
なせ 而し て將軍 亦た 之を 否と せ 60 彼を 用ゐん か爲 に、 再 a 彼 
を 起した るの 幕閣は 、彼の 意見を 用ぅる 能は す 〇彼か 去る 可き の 守 


は！！： 十く も 來れ 

彼は 御前 評議の 席に 於て、： 决 然として 日く" 旣に斯 く 鎖 國と决 する 
上は、 和の 一字は、 永劫 未來 、御用 部屋に 封禁 して、 再 a 口外す る 
勿れ 〇滿 坐の 方 も 果して 其の 覺悟 ある 乎 ◦余 か 如きは 不肖な から、 
一旦 外患の 迫る に 於て は、 一死 以て 君に 酬 S、 武門の 面目を 辱め 3' 
る 可し 〇斯心 日光 廟 も、 弓矢八幡 も 照 1 あれと 〇  將 軍變然 たう 〇 
衆 皆な 默然た う〇 唯た 彼 か 同僚 阿部 伊勢 守は、 淚眼以 て 答て 日く、 
『委細 承知 仕う ぬ』 と ◦彼は 弘化 元年 六月 二十 一日に 出て、 同 二 年 二 
月 二十 二日を 以て 去る 〇斯人 一た ひ 去うて、 幕閣 復た濟 時の 宰相な 
きを 口惜し けれ 0 

外交の 急迫は、 櫛の 齒を 挽く か 如し。 和 蘭の 使節 も來れ り、 忠吿書 
を も 受取れ 黑船の 影は 日 一日ょ 6 重く なれ ho 然れ とも 幕閣は 、 
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閑々 然として 泰平を 粧へ ，9 ◦嘉永 五 年に 到うて は、 和 蘭 事務官は、 
明年に 於て 米國 軍艦 か、 和親 條約 締結の 目的を 以て、 其の 使節を 乘 
せ 來る 警報を 傳 へたう 〇然れ とも 首相 阿部 伊勢 守を 始 として、 幕閣 
は 半信半疑に 之を 放擲し" 更に 何等の 準備を も 

な 3 ゞ うき 〇  而 して 

果然、 嘉永六 年 六月 三日 米國 軍艦は、 舳 艫相_ み、 忽焉 として 天外 
ょう、 江戸 灣の 咽喉なる 浦賀に 落ち 來れ AO 六 無 齋子平 か、 半世紀 
前 R 豫 言した る 夢想は" 今や 實 現せ 60 同 六日 米 監本牧 に 入る 〇幕 
閣 皆な 震 ふ、 會議夜 に 徹して、 更に 定まれる 廟算 なし 〇廟算 上に 定 
ら 3 れは 、驚慌 下に 於て 更に 甚し〇 慷慨の 詩人、 梁 川 星巖歌 ふて 日 
く、 『！ 道 礮聲雷 震 矢。 邦家 從 事騷然 。何 P 警報 方爲 fe。 轉 海書來 
旣十 年。』 然 う、 弘化 元年 七月、. 和蘭警 書の 到來ょ 6 算 し來れ は、 旣 
に 十 年を 經 過した る 也ろ 當 時の 事情を 記す る もの 日く、 


纛 


此 時 浦 -M 其 外海 岸 諸家の 陣屋 ムリ 晝夜 4» 分 1: す 注進の 汗馬 海陸 飛脚の 往 
來櫛齒 か 挽 ムリ も忙 か It しく 江戸の 大都 繁華の 巷 も 俄 1: 修羅 0 街 K 變し 
葆の 武器 調度 ^ 持 運 ひ 市中 古着 商 ふ 家 じは 陣羽織 小 袴 裁 付簑笠 等 ^ かけ 
ならべ 鍛冶 4* 業と 1 ろ 者 it 家每じ 甲胄 刀檢か 鍛ひ 武器 商 ふ ® i': u 古- ^ 武 
器 ^ 累 n て 其價平 時 じ 倍せ リ海邊 U 家宅 ある 士民 老幼 婦女の 立 退かん と 
て 家財雜 具 ^ 持 運ふ樣 さし もに ひろき 府下の 街 ® も 奔走 狼 ffl して 錐 ^ 立 
つへ き 處もな し 訛 言隨て 沸騰し 人心 恂 々として 定圭ら マ 

如何に 大狠狽 したる ょ ◦元 和 偃武以 來 、藏 めて 鞘に あ 6 し寶刀 も、 
今は 其の 心膽 と共に 錆 ひて、 用に 立つ 可く も あらす。 和と 云 CA 戰 
と 云 ふ、 共に 是れ 俳優 的 所作に 過き す ◦獨ぅ 封建 社會 の繼兒 たる 智 
勇 辯 力の 徒 か、 指點 して 待ちた る 動亂の 機は 來れ 60 瓏 上に 太 息せ 
る陳 勝、 妞 邊に大 語せ る陳 平、 窮 巷に 默 測す る范增 、记 上の 書を 玩 
味す る 子房、 彼等 か 時は 旣に 來れ ぅ〇 舞臺變 すれは" 役者 も 亦た 變 
せ S る 可ら す、 今や 變す 可き の 時は 來 6 し 也 〇松 陰の 如-き、 亦 72 其 
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の 一人の み 〇 臥す もの 起ち" 起つ もの 奔る ◦天下 動亂の 機は、 漸く 
玆に其 端を 發かん とす 〇 

統一せられ たる 政權は "無意識的に 分配せられ た 50 看ょ 天下の 大 
權を 隻手に 集めた る 幕府は、 今や 餘儀な くも、 其の 一片を 朝廷. R 返‘ 
上し、 他の 一片を 諸侯に 分配せ ぅ ◦外交の 事 迫る や、 をの 出 來 事を 
朝廷に 奏聞せ ぅ、 奏聞す るは 則ち 勅裁を 仰く の漸也 ◦和戰 の 議を請 
侯に 諮れり、 諸侯に 諮. るは、 諸侯に 左右 せらる ゞの 階梯 也〇而 して 
朝廷の 議も 、諸侯の 論 も、 皆な 彼の 智勇 辯 力の 徒 か、 をの 間に 周旋 
煽揚 したる に 外なら す 〇此に 於て か政權 は、 沈默の 中に 受授 せられ 
ん とし、 社會は 冥暗の 中に 變 革せられ ん とす ◦人は 伏 見、 鳥 羽の 砲 
火にょ4て、改革の業行はれたぅと云ふ0然ぅ其の事實に至ぅて" 
此の 如し 〇然 7P 焉そ 知らん、 其の 十五 年 前に 於て、 幕府は 旣 R 精神 


的 自殺の 漸を 招きた るを ◦『外ょう は 手 もつ けられぬ 要害を、 內ょ A 
や ふる 栗の s が 哉』、 今 夫れ 幕府を 倒す 者は、 幕府 也 0 
德川 幕府の 創業者の 遺訓 R 日く、 『越 方 行末を 思 ひ 新法を 立て、 家を 
■新しくす る 勿れ、 無調法な う とも、 予か立 置た る 家法を 失 ひ 給 ふ 可 
ら すと 申す 可し』 と Q 然れ とも 彼 か 夢想せ 3 うし 新 要素は、 政治の 大 
.難題と な 3 て 現れ 出て たう 〇內 に對 しては 幕府の 制度は、 隨分 便利 
なきに あら 3 れ とも、 外に 對して は、 此れ程 面倒なる ものは あらす。 
何と なれ i、 天皇 必 すし も國 家を 統治せ す、 將軍必 すし も 軍務の 總 
矛 官のみ ならす 〇名に 於て は、 諸侯 皆な 天皇の 臣なれ とも、 實に於 
ては 將軍 の臣な う〇 此の 如く 名實 相違" 自家 衝突の 中に 於て、 自か 
ら 圆融活 滑の 制を なした る もの なれと も 〇外に 對 する ® に 於 ll li 
斯 る雜駁 にして 錯綜したる 非論理的 政 制の、 甚 穴 不都合なる は、 餘 
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儀な き 次第と 云は 3 るを 得す 〇例 へは 誰か 主人 やら、 家族 やら、 P 
けの 分らぬ 所に 面白味 あれと も 〇客に 接する 瘍 合に 於て よ、 主 VH 
.識ら さる 家は、 客 も 迷惑なる 可く、 此方 も 迷惑なる 可し 〇 苟も 事 勢 
を揣摩 する ものは、 天子 親政の 禁す 可ら 3 る、 藤 田 東 湖を 待て 而し 
て 後 之を 知ら S る 也 ◦然ら は 則ち、 吾人は 决 して 當 時の 幕閣 の、 自 
から 其の 利器を 人に 渡した るを 怪む 可ら 3 る^ IQ 

吾人は 阿部 伊勢 守を 以て、 庸相と 云 ふ 能は す 〇彼は 夏日 畏る 可き 欠 
野の 後を 承け、 冬日 親む 可き 政略 i 取れ 6 0 如何に 彼 か 大奥の 援引 
によぅて、 其の 地位を 固 ふした るに せよ、 如何に 彼 か 苟 安を 偸 取し 
たるの 譏 6 は 免る 可ら 3 るに せよ、 如何に 因循姑息の 風を 馴致し、 
又た 馴致せられ、 弊 船に 坐して 深 11 に 下る に】 任した るに せよ、 皮 
.は 少く とも 大臣た るの 器を 具へ たる 1: 許 3  V るを 得す ◦皮 11 一身を 


■以て 朝廷、 幕府、 諸侯を 連 串す るの 鐵鎖 となう、 以て 政權を 三者に 
^> #1 ノ つ、 も、 尙ほ 幕府を 以て 中心 點とな し、. 上は 朝廷に 接し  丁 
.は 諸侯に 連う、 以て 調和 r 致の 働を な 3 んと 欲せう 〇彼は 此か爲 に 
外 SI 諸侯の 魁た る薩 摩と 結 托せ か。 幕府の 親 藩に して 朝廷に 最も 緣 
故 ある 水戶を l 撫せ •も 彼 か 世を 沒る 迄は、 諸侯に 違 一一 一日な く 水戶 
’烈 公の 如き も" 動もすれば 牴牾扞 格し. たる R 係らす、 尙ほ 幕府の* 純 
. E たるを 失は S  6 し 也 〇彼 にして 死せ すん は、 或は 公武 合 fl の變則 
制を、 霎 時の 間 建立した る も 未た 知る 可ら す 〇惜む 可し 彼は、 安政 
'四 年 六月を 以て 死 一せ う〇彼 一た ひ 死す、 水戶老 公は 恰も 放たれた る 
虎の 如し o :!t 〈の 幕閣 ょう 遠 S かるに 比例して、 朝廷と 密 著し、 一孔 
生して 千瘡 出て、 遂に 容易なら S る禍 機を 惹起せ 
幕間は 責任を 分たん か爲に 、朝廷に 奏上せ う、 諸侯 R 諮詢せ 

二八 九 


而 


二 九〇  • 

して 未た 責任を 分つ に 及は すして、 早く も 政權を 分て う 〇今は 朝廷 
.と 諸侯とは、 中間の 幕府を 通 S すして、 直接の 交涉を 開けう 〇 彼等 
は 幕府 か 與ふ るに 意な き 政權の みを 握 6 て、 其の 與 ふるを 目的と し 
たる 責任を 辭せ う〇彼 等は 幕府に 對 しては、 總て の權 .利 者に して、 
一の 義務 者に あらす ◦幕府は 唯た 彼等 か 無理なる 注文に 應し 、無理 
と 知う つ、 應 する 振う し、 彼等. か 無責任なる 行爲の 保險寧 となう、 
賠償 者と なう、 遂セ 其の 奔命に 疲れて 自ら 斃れた 60 豈亦た 隣 〇 可 
ら .す や 〇而 して 其の 彼等とは、 朝廷に あらす、 諸侯に あらす、 實に 
彼の 智勇 辯 力の 徒た るを 忘る 可ら す 0 

阿部に 繼 ける 堀 田 正 陸の 如きは、 其の 外交的 智識ょ 6 すれは、 當時 
に 於て 一省の 長官た るに 於て 餘りあ 60 然れ とも 双肩 以て 內憂 外患 
‘を擔 ふ、 亂 世の 宰相た る 資質 (C あらす 〇 若し 夫れ 德川 最後の 力 ある 


宰相を 求めは" 等 人は 猶豫 なく 指を 井伊直弼に 屈せ 3 るを 得す。 彼 
は 其の 力量と 責任を 知る とょ 6 すれは、 直ちに 水 野忠邦 以後の 一人 
な 彼の 出て 來 る、 繼嗣論 その 楔 子た る 疑 ふ 迄 もな し ◦當時 位を 
極め、 驕を 極め、 德 川の 隆運を 極めた る 家 齊の孫 家定 、將 軍の 位に 
在う。 彼 多病に して 弱 質、 固ょう 將 軍の 器に あらす 〇故に 前將軍 家 
慶 、豫め 其の 不肯を 知う、 水戶烈 公の 子慶 喜を して 一橋 家を 繼 かし 
め、 以て 他日 將軍 たるの 地を 爲 3ん とせり 〇水戶 派に 屬 する 尊攘 黨 
は、 彼 か 水 戶烈 公の 愛子なる を 以て、 彼に 思を 屬した 60 幕府の 當 
途者 及 CA 要衝に 立つ 能吏 は" 彼 か 一方に 於て は 尊攘 黨の 望を 負 a 、 
他方に 於て は 英才 賢明なる の 評判を 聞き、 彼に 思を 屬した 60 彼 S 
へ將 軍と ならは、 上は 朝廷の 思 召に も 副 ひ、 下は 諸侯の 望も歸 し、 
内は 幕府の 中心 黙を 固 ふし、 外は 天下の 威信を も繫か んと 思へ- CNO 


二 九 一一 

約言 すれは、 彼を 以て 公武 合體 、朝廷、 幕府、 諸侯、 三位】 體の權 化 
となせ- CVO 諸侯と 公卿と に 論な く、 浮浪と 幕臣と を 問は す、 彼等 か 
期せす して 儲 君 擁立 運動に 從 事した る も、 亦宜 ベなら す や 0 
將軍 家定は 、賢明 年長なる 儲貳 出て 來る 時には、 己れ は 押 込隱 居と 
なら S る 可ら S るを 知れぅ 〇彼は 其の 父前將 軍の、 一橋 慶 喜を ^ し 
々るに 反比 列して、 彼を 好 t き 〇况や 幕政 動機の 潜伏 處た る大 
奥の 浸潤 あるに 於て を や。 兎も角も 井伊直弼は、 大奥 陰謀の 中ょり 
幕 閣の 御用 部屋 R 出て 來れり Q 彼は 一死を 以て、 將に 倒れん とした 
る 幕政を 挽回 せんと 欲し ^ 60 然れ とも 彼を 援引し /2 る ものは、 K 
に 儲 君 論を の 主眼に して、 彼は 實に非 一橋 黨の爲 め R 擁せられて、 
此に 至りた るを 記憶す るを 要す 0 

井 尹 直弼は 、儲ぎ 論ょ 6 して、 水戶 派と 反對 したる 乎、 水戶派 と 反 


對 したる か 故に、 •儲 君 論に 反對 したる 乎〇 其の 主客の 何の 邊に ある 
乎、 今日に 於て 之を 揣 摩する 能は 3 れ とも 〇 彼は 確かに 將軍 家定の 
知遇に 威 激し、 一死を 以て 之に 酬いん と 欲した う ◦彼は 確かに 一橋 
卿を 擁立す るは、 幕府の 政權を 孤 弱なら しむる 所以なる を 看取した 
5。 彼は' 確かに 方今の 大計は、 阿部 伊勢 守以來 、上 朝廷に 返上し、 下 
諸侯に 分配した る政權 を、 幕府 R 回收 し、 東 照公以 來の獨 裁 制を 擁 
護す るに あるを 覷 見せ 彼か滿 腹の 經綸 は、 唯た 幕政 復古に あ 
彼 か滿 膝の 熱血は、 唯た 幕府 政權の 一毫 毛を も、 他ょう 手を 觸れし 
め 3 らん 乙と にあう き 〇 彼 か 眼中 國家あ 6 しや、 吾人 之を 知らす 〇 
彼 か 眼中 德川氏 あ 6、 之 か 爲に其 身を 忘る、 に 至 6 ては、 吾人 確か 
R 保 證せ 3 らんと 欲する も 能は す。 

死を 知る 易から す、 彼旣に 身を 獻く 、彼は 天下に 於て 一の 畏る 可き 


二 •九 四 

もの 1: 見 3 る 也。 彼 li 天下を 相手と して、 赤手を 揮 ふて 大挑戰 を 試 
みたぅ。 如何に 彼か擧 動の 慘酷 、猛烈な ぅし かは、 左に 揭 くる 冷 か 
なる 日曆 、之を 證し て餘 6, あるに あらす や Q 

〇安政 五 年 四月 二十 三日 井伊 ifl 弼 大老に 任す 〇 
〇同 六月 二十日 勅許 4* 俟 T: す亞来 利 加假條 約に 調印す 0 

〇同 六月 二十 二日 堀田備 中 守、 松 平 伊賀 守を 退け、 太 田 道 is 、 間部詮 勝、 
松 平和 泉 守を 老中と なす。 

〇同 六月 二十 三日 一橋 公登詧 井伊と 論判 あり Q 

〇同 六月 二十四日 水 A 烈 公、 一橋 卿、 尾 張®、  松 平慶永 登營、 井伊と 論 
列す Q 

〇 同 六月 二十 五日 紀州窣 相 世子と なる Q 

〇 同 七月 五日 尾卿隱 居愼、 水 戶烈公 駒 込 U 愤 み、 水戶慶 篤 ® i l m  g 喜® 
の登營 4* 停め、 松平慶 永！！ S 居愼 4 命す。 

〇 同 八月 八日 將 軍の 喪を 發す o( 實 li 七月 五六 日の 間 一一 あ リ) 

〇同 八月 八日# 勅水戶 U 下る o( 大獄の 近因) 


•  〇 同 八月 十七 日 鵜 飼幸吉 e 書 4- 奉して 水戶邸 11 入る o  ( 勅書は 井伊の 集 r4 
統治 政策と U、  氷炭 相容れ さるもの) 

〇 同 八月 一一 十八 日間 部、 太 田の 兩間老 水戶® に 至り 勅書 か 示す ことを 停む q 
〇 同 九月 三日間 部 詮勝發 途上 京 0 
〇同 九月 七日 梅 ffi 源 次郎 4» 捕 ふ 0 
〇 同 九月 十七 日間 部京鄧 1- 入る 0 

〇 同 九月 十八 日 水戶の 京都 留守 鵜 飼 父子 4» 捕 ふ 0 

〇 同 九月 十九 日九條 公復 出て ゝ事； 視 、近衛 公內覽 4- 辭す0(九條公は去る 

四 口 關 康內應 の 非難 4* 被り、 公 ® 1 の 衆議 1C 迫られて 辭職 し r: る もの) 

〇 同 九月 二十 二日 H 司 家 一條 家の 家臣. 其 他 數十 人な 捕 ふ 0  隳 司 公 父子 S 
く  0 

0 同 九月 二十 七日 下部 伊 三 治 ^ 江戸 に 捕 ふ。 

〇同 十月 四 m 藤 森恭助 就縛 Q 

〇 同 十一月 二十 三日 伊達 遠 江 守 4- ■居せ しむ 0 
0 同 十二月 二十 一日 三 條公經 民家に 退 居す 0 
〇同 十： 一刀晦 H 間 部 始めて 參內す 0 

二 九 五 


〇 安政 六 年 二月 六日 間 部九條 公と 謀り、 水戶 II 下せし 勅書 4* 收還マ る 
書 ^ 造る 0 

〇 同 二月 十八 H 栗 田宮 4. 要して 謹 tf せし む 0 
〇同 二月 二十 m 間 部 東歸す 〇 

〇同 二月 二 十六 日 山內豐 信隱居 o( 井伊 諷して〕 

〇同 三月 十 B 京 囚下著 各 大名 一一 預けら る 0 

一 近衛 殿 老女 村 岡、 御藏 小舍 人山 科 出 雲、 三條 殿家來 丹羽豐 前、 一條 
殿 家 來若林 圭、 久我 殿家來 春 B 讚 . 岐、 三條殿 家來森 寺 因幡、 一條 殿 家 
來 入江雅 樂、 大覺寺 門跡 內六瘍 空 萬、 三條殿 家 來富田 織 江、 

〇 同 四月 十七 B 水戶 家老 安藤 帶刀九 鬼 長 P3 守 Li 預けら る 0 
〇 同 五月 三日 鷹 司、 近衛、 三條三 大臣の 落飾 0 
〇同 五月 二十 四 H 吉田松 陰江戶 に 檻 送な 命せ らる〇 
〇同 六月 十五 日英 國と 交易の 條 約を 定む〇 

〇 同 六月 一一 十四日 京都 奉行 大久保 伊勢 守 M 丸 0 守居に轉マ〇(長野主膳 
爲め L1 陷られ f: る 也) 

•〇同 七月 二 十一〗 f*n 露 國と條 約 4- 結 ふ 〇 


の 


の 


〇 .同. 八月 二 卜 八日 一樯慶 喜隱居 愼、 水戶烈 公 水 戸 表へ 永 蟄居、 水戶 ® ® 
卿莲控 、岩瀨 、永 井 職 祿 4» 奪 ひ 謹慎、 川路 隱居愼 み、 太 田 備 後守愼 2 
(此 U 死 囚處斷 多し) 

〇 同 九月 十日 駿府 町奉行 鵜 殿 民 部 少輔隱 居 差 控、 黑川嘉 兵 衛、 平 山® 次 
郎、 平 岡 金四耶 免官 差控 0(1 橋 擁立の 罪の 嫌疑 也) 

〇同 十月 七日 橋 本 左 内、 賴三 樹三郎 刑 斬 せらる 0 
〇同 十月 十一 日亞國 公使 登營、 松平容 堂 1- ® み 4» 命す 0 
〇 同 十月 十七 日吉田 松 陰 刑 斬 せらる 0 

〇同 十二月 一日 村 垣、 小 栗、 木 村、 勝、 来國 LL 本條約 交換と して 派 it -d: 
らる〇 

〇同 十二月 十六 日 勅書 返納の 騷 _ 水戶に 起る 0 
〇萬延 元年 安 81 對馬守 老中と なる 0 

〇 同 二月 勅書 返納の 騷 動水戶 1- 熾ん なり、 烈公制 す る 能 U す 0 
〇 同 三月 三日 井伊直弼 登營 途中 樱田 門外 U 於て、 水戶一 浪士 の S めに ¢1 殺 

せらる〇 

彼 か 職に 在る、 未た. 二 年に 滿 たす、 然れ とも 其の 險膽辣 颇は 實 K 

二 九 - b 


二 九 A 

天下を 震動せ しめた 60 彼は 專ら威 1 福を 逞うせ 6、 然れ とも 威 福を 
逞 うせん か爲に 然 かする にあら す 〇政權 の 分裂を 杜 き、 主權の 統一 
を 幕府に 占めす /L は、 天下の 事决 して 爲す可 ら S るを 信し / 2 るか 爲 
のみ ◦而 して 彼は 大勢の 旣に 去うた るを 知ら 3 る 也〇 
彼は 責任を 知る の 政治家な う. so 然れ とも 彼は 一方に 於て は、 事物 
の眞 相を 察する 烟眼 あるに 拘らす ◦所 諝 る 天下の 大勢を 旣に 來れる 
に 攫み、 未た. 到ら 3 るに 察し、 將に 成ん とする に備 ふるの 經世 的大 
眼孔と、 經世的 大手 腕と を 鋏け う 〇彼か 水戶を 押へ て 京都を 壓した 
るか 如き、 恰も 是れ阬 を S して 背を 拊 つの 政策に して、 眼 快なら 3 
るに あらす" 手 利なら 3 るに あらす ◦然れ とも 彼は 自から 大勢 調子 
の 外に 立て う〇 彼は 經世的 .眼孔 R 於て は、 水 野 (-C 及は す ◦其の 天下 
の大 機を、 平 正穩當 の 間に 補綴し、 人を して 其の 然るを 覺ぇ すして 


然 らし IT る 經世的 器 度に 於て は、 阿部に 及は す 〇 阿部は 骨 弱く 志 薄 
しと 雖 も、 尙ほ 大政 治 家た る 雅量 あぅ 〇水 野は 氣迫 $ 意 固し と雖 も、 
尙ほ大 政治家た る 遠 識と硬 腕 あぅ ◦井伊直弼に 至て は、 大 宰相の 特 
質た る 一 『忍』 字と、 一 『信』 字を 把持した るに 相違な しと 雖も 、慽ら 
くは 大 宰相の 襟度を 礆さ "遂に 慘禍に 罹 $ しこと を〇 
三 人の 性行 各  <  同し から 3 るは、 彼等 か 水戶烈 公 (C 處した る 措置 ?: • 
以て、 其の 一斑を 卜す 可し。 水 野は 烈 公を 籠絡し， て、 自家 藥籠 中の 
% のとな 3 .ん とせ $ ◦彼 か 天 保の 內政改 革は、 實に烈 公の 協賛を 經 
て 之を 行へ 彼 か弘 化の 外 政 改革 も、 亦た 烈公の •協賛を 經て 之を 
行 はんとせ ぅ〇彼 果して 烈 公の 傑物た るを 認識して、 斯 く倚賴 した 
るか、 抑 ミを の虛 名の 天下 R 高き を 利用して、 以て 天 T の 望を 納め 
んと 欲した る乎〇 

二 九九 


三〇 G 

阿部 {C 至 6 ては" 烈公 の實に 政治的 大要 素なる を rf 取した う、 而し 
て實に 幕政の 歲途 に橫は る 厄介物な るを 看取した う〇故 k 彼は 慰撫 
IJ11 養、 恰も II 兒を 遇する 如く、 其の 厄介を な S しめ 3 らんと 欲せ 30 
彼 か 世を 沒る 迄" 烈 公は 不平な から も、 遂に 幕閣に 翳して 大なる 違 
言な く、 又た 軌道 外の 彗屋的 運動を な うし 也 Q 
直弼に 至うて は、 彼を 全く 敵と して 遇せ 30 彼 Q 力は 能く 其の 敵を 
挫きた るに 相違な きも、 彼を 激 せしめ、 彼の 同類を 激 せしめ、 其の 
末流を 激 せしめ、 遂 R 天下の 禍機を 潰决 せしめ、 復た收 拾す る 能は 
3 らしめ たうき Q 

時勢 同し から 3 るか 故に、 敢て 一槪に 論す る 能は すとは 云へ、 兎に 
角彼等の人物如何を察するに足らひ〇吾人は井伊の膽略を嘉みすと 
同時 (^ 、其の規模の小な6しを憐ま3るを得す0 


幕政の 總體 に 就て 論 すれは、 井伊は 風の 神に して 阿部は 太陽な 6 'a 
井伊の 猛飇 疾風は、 寧ろ 人を して 外套を 固緊 せしめた う ◦吾人は 井 
伊 か 責任を 知る 男兒た るを 許す、 其の 經 世の 偉 略 ある 政治家た るを 
許す 能は す Q 

人 或は 井伊を 目して 開國 家と 云 ふ〇然 $ 彼は 開國 をな せ $、 然れと 
も開國 家に あら き 〇彼か 勅許を 待たす して、 米 國假條 約に 調印 
したる か 如きは、 開國に 向て 大步急 轉し穴 る 偉業に して、 彼 か 開國 
家と しての 功德 、頌す 可 さもの 淺 からすと 雖も 。是れ 彼 か 自動的に 
然かせ しに あらす、 從來 の行懸 うに 迫られ、 岩 瀨筑後 守、 松 平 伊勢 
守の 苦 請に 應し 、滿 膝德川 氏の 威信を 重ん する ょうして、 已 む を 得 
す此 k 至 うし 也 ◦其の 功は 讃す 可し、 其の 開國 家た るの 眼識は、 ^ 
に 彼に 與ふ 可ら す 〇 

三〇一 


三〇二 

約言 すれは、 水 野は 外交的 大規模ょ うして、 內政を 緊張せ う 〇井伊 
は內 事的經 過ょう して、 外交を 擴 張せ 彼 か 在職の 日た る、 外交 
上の一大過渡の1大時機た6しに拘らす、彼は事實に於ては、外交 
の 上に 就て 多くの 關涉を 有せ き ◦彼は 自 から 其 局に 當ら 3  6 し 
のみなら す、 彼 か 思慮は、 •幕 閣集權 の 一面に 專 注して、 復た 外交 問 
題に 及 ふに 遑ぁら 3 うし 也〇 彼は 餘儀 なき 塲合に 迫られて、 餘儀な 
くも 斷 じたう 〇然れ とも 外交の 上に 就て、 彼 か 個人的 經綸の 徵す可 
きものに 至うて は、 吾人 不幸に して 之を 見す 〇吾人 か 經世的 眼識に 
於て、 寧 / 3 水 野に 與して 彼に 與せ 3 るは、 氍 として 此に存 す 0 
然う と雖も 一世の 輿論と 戰 a 、 天下の 趨勢 ic 抗 し、 愚人と 爭 a 、 智 
者と 鬪 a 、 社會を 擧 けて、 其の 敵た る も 顧 it する 所な く、 猛然と し 
て 驀進し たる もの、 豈に 其れ 威を 弄し 權を 玩ふ爲 のみな らん や C 彼 


-r 


の 述懐に 日く、  『舂淺 み 野中の 淸水 氷ぅ ゐて •底の 心を 汲 ひ 人を な 
き』 と ◦吾人は 今日に 於ても" 彼 か 苦衷を 諒せ すん は あらす ◦ 而 し 
v- 當 時、 をの 苦 哀を諫 せられす して、 遂に 非命に 死す 〇 詩人 歌 ふて 
日く、 f 落花 紛 々雪 紛々 。 蹈_興 花 伏兵 起。 白 畫斬取 大臣 頭。 噫嘻時 
事 可， 知 耳。 落花 紛 々雪 紛々 。或 恐 天下 多事 非 於此一 』 然ぅ 天下の 多事 
は、 此ょ $ 兆せ 60 彼は 明かに 彼の 首を 以て、 其の 政策の 失敗を 天 
下 R 廣吿 した 

〔註〕 左 U 揭 くる it 、  和 蘭 王の 忠告 書、 及 ひ 幕閣 ふリ與 へ T: る 返書な り 0 
鍵 箱の 上書 和解 

此 封印す る 箱 Li l t 和蘭國 王ょり 

日本國君，征夷大將軍か指し奉る也〕 1- 呈する書簡の事な司 5 べき命 4* 受る 

貴 臣而已 開封し 耠ふ べし 

三 〇三 


三〇四 

曆數千 八 百 四十 四 年 二月 十五 日 (天 保 十四 年 癸 •卯 十二月 二十 七日に 當る) 

瓦 刺 汾法瓦 (和 蘭國都 6 記す 
和 蘭國王 密議 廳 主事 

名花 押 (文字 讀む 可らず) 

長 崎 所 P 名氏ア ー ゲ—ア ーフ カ X ラブハ〆 

鏠箱之 封印 和解 
王 之 密談 所 
書簡 外 箱 上書 和解 
B 本國君 殿下 

書簡 和解  和 蘭國王 
神德 ll 依賴 する 和 蘭 王 M (拂劢 察 國の地 名〕^^- (獨 逸 國部の 地名) r プ U 〆 
ス ^ 魯 i; n 瑟謨 勃 ^! 孤 ハ 和 蘭 國の地 名) 「n  n 1 卜へ ; V トフ」 谓がき ^ p> 第二 fi: 
謹て 江戸の 政廳 LL まします 德威 最高 威武 隆盛なる 大日 本國君 殿下に 書 4. 
奉して 微忠を 表す 冀くは 殿下 觀覽な 賜 ひて 安寧 無 爲の福 か 禀け給 はん 事 
を 祈る 今を 距る こと 二百 四十 餘年 前に 世に 春れ 高く 表します 
烈祖 家康公 ふリ信牌を賜は义慶長五年庞午和 1! '船始て來り同十四年「」纽 
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七月 五日 自二 神祖一 御朱印 4* 賜 ふ 己 酉 i り 今玆甲 辰 ^ 至 リニ 百 三十 六 年な り〕 
我國の 人貴國 1- 航して 交易 マる こと ^ 許せし i りこの か !: 其 待遇 淺から 
す 甲必丹 年 4» 期して 殿下 1- 謁見す るを 許さる (右 U 甲必丹 江府の 拜禮每 年 
尨 りし に 寬政二 年 庚 戌 i り 五 年 目に 定り此 1- 年 ^ 期して と 云 It 蓋し 延年 
か 指して 云 へるな リ) 

聖恩の 隆盛なる 實 U 惑激卩 勝へ す 我 も 又 信義 ^ 以て 此戀替 無 さ 恩 美 11 答 
へ 奉り 彌 々貴 國 の封內 4» して 靜謐 U 庶民 ^ して 安全なら しめんと 欲 1 然 


三〇 五 


三 0 K 

It 野し 典 4. 出して 烈しく 戰爭を せし 本末 It 我 國の船 每年長 崎に 到て 呈マ 
名 風說 LL て旣 1- 知り 給 ふへ し 威武 盛んなる 支那 帝 國も久 々戰 ひて 利 あら 
す 歐羅 EI ‘洲の 兵學一 I 長す る Li 辟易して 終！， L 势吉 _ 國 じ 和親 ^ 爲 tf y 是 i 
りして 支那 國古來 の 政 法甚錯 亂し海 口五處 4» 開て 【 羅巴 人の 地と * さし 
む (五所の 地方は 即ち 麝州福 州 寧 波 厦門 上海を いふ〕 其禍亂 の 原 ^ 尋るに 今 
を 距る事 三十 年 前歐羅 巴の 大亂治 平せ しと さ (寬 政の 比に 當り て佛 朗察國 
ll r 沢 ナパ ル テ」 なる 者 あり 國亂 か 拂ひ鎭 て 自立して 王 t: リ是に 於て 丘 ハ ^ 出 
して 諸國を 併呑 せんと し歐—羅 巴 洲大 に亂る 文化 十二 年 諸 國相 謀て 「か ナパ 
ル テ」 4» 擒 L1 して 流竄し 連年の 兵 亂 4* 治平せ y 今玆 IW 甲 辰 IW 至て 正 に 三十 
年な リ〕 諸 民 永く 治 化 r- 浴せ ん こと ^ 願 ふ 其 時 1- 當て十 P 賢の 教 ^ 奉す る 帝 
國 は 諸 民め 爲 に 多く 商賣の 道 4> 開きて 民 蕃植せ リ然 りしょり 器械を 造る 
の術及び分離の術(萬物4離合して其贷‘究理する事也)に因て種々の奇巧 
4- 發明し人力 4» 不費して貨物 4» 製する事 ^ 得しかは諸邦 |: 商賣蔓延して 
反りて 國用艺 しき 1- 至り io 就 レ 中 武威 世 じ 輝 吾し^ TW I-X 國力 1 鏡 LL して 
民 皆 巧智 ありと 雖も國 用の 艺し告 時々 甚 た し 故に 商賣の 正路 ^ 據らす し 
て 速 U 利潤な 得ん と 欲し 或は 外 國と爭 端 4 起し 時勢 止む へから さる ^ 以 


弋 木 國ムり 力を 盡し 其爭論 を 助る u 至る 是等の 事 1: 侬りて 其 商 貫 支那 國 
の 官吏と 廣東 Li て 爭 論の 端 ^ 開き 終には 兵亂な 起 tl: し ^ リ支那 國 !: て {1 
戦爭科 なく 國人數 千戰 死し 且數府 4> 侵掠 敗 ® t£ ら る、 而已 なら t 數百萬 
金 ^ 出して 火 攻の費 4 購ふ 1: 至れり •. 

貴 國も亦 如レ此 災害 II 福り 給 はんとす 凡 災害は 倉卒 II 發する 物な り 今 ふり 
日本海 Li 異國 船の 漂 ひ 浮む 事宙 ふり も 多くな リゆ— て 是か爲 1: 其 船 兵の 
ものと 貴 國の民 と 忽ち 爭端 4* 開き 終 ^ は 兵亂を 起す 11 到らん 是を熟 察し 
て 深く 心な 痛圭 しひ  殿下 高 明の 見 まし ませは 必マ其 災害 4 避る 事 ^ 知 
リ給ふ へし 我 もまれ 安寧の 策め らん 4» 望む 

殿下の 聰明 LL まします 事は 曆數千 八 百 四十 二 年 (天 保 十三 年 壬 寅 U 當る〕 貴 
國の 八月 十三 日長 崎 奉行の 前 U て 甲必 丹に 讀聞せ し 令， 書 ^ 因て なり (令 書 
11 日く 異船 日本の 沖合へ 渡り 來る 時打拂 方の 儀嚴か じ 取 計 ふ 1- 付 阿 蘭 船 
も 長 崎の 外へ 乘リ 寄る 事 有 間し 令 ことじても 無 レ 之 船 0 形 似寄 候へは 兼て 
其 旨を 相 心得 不慮の 過 無 レ 之樣心 掛通船 致すべき 旨 文政 八 年中 渡し 置 候處 
.常時 何！ 2 不レ寄 御仁 惠 4> 被 レ 致 度との 難 有さ 思 召 ^ 付外國 の者じ て も 難 風 U 
あ ひ 漂流 等 LL て 食物 薪水な 乞 ふ 迄 ^ 渡来 候 4* 其 事情 じ 不レ拘 一圖に 弓鐵砲 

三 C 七 


三〇八 

4. 打放し候は外國へ對し信義 4- 失ひ鴿御所罸に付自今双後は異國人渡來 
候 共 食物 薪水 等 4» 乞 ひ 候 類は 不二 打 拂一乞 ふ 旨に 任せ 歸帆可 レ 爲レ致 取 計 ふの 間 
因て 11 阿 蘭人 も 心安く 通 船 可 レ 致 候 外國の 者 ?: リ共加 程 一一 迄 信義 厚く 思 召 
難 レ 有 儀 i  く  ^ ^相辨 ふへ し〕 其 書中 U 異國 人 ^ 厚遇す へき 事 4 詳 II 載す る 
と雖も 恐く I t 尙未 r : 盡さ V る處 あらん 歟其 主と す 5 處の 意 It li 風 I : 逢 ひ 
或は 食物 薪水 11 艺 しくして 貴國の 海濱に 漂着す る 船の 所置而 巳 に して 若 
し 信義 ^ 表し 或 It 他の 謂れ ありて 貴國 の海濱 4* 訪ふ龆 あらん 時の 所 置は 
見へ す是 等の 船 ^ 胃昧 に排攛し給はゝ必す爭端 4» 開かん爭端は兵亂 4» 起 
し兵亂 は國 の范廢 4» 招く 二 百餘年 來我國 0 人 貴國留 居の 恩惠 4 謝し 奉ら 
んか爲 め ^ 貴 國を して 此災 害を 免れし めんと 欲す 古賢の 言に 日く 災害な 
からしめ んと 欲せは 險危 I - 臨む こと 勿れ 安靜 を求めんと欲せは紛冗を致 
す こと 勿れ 

i 謹て 古今の 時勢 か 通考 す ろに 天下の. 民は 速 1: 相 親む 若に して 其 勢は 人力 
の 能％、 防く 所に 非 ' f 蒸氣船 (蒸 氣船 は 水車と 蒸氣 筒と ^ 設け 石炭 ^ 焚て 蒸 
氣筒 中の 水 ^ 沸騰して 其 蒸氣一 一因て 水車 ^ 旋轉 tf しめ 風雨に 拘らす 自由 
1: 進退せ しむる 船 ^ リ文化 四 丁 卯の 歲 創製 ^ る 所と いふ〕 ^ 創 ^: せし*- 4 り. 


以來各 國相距 る 事 遠 吾 も猶近 吾一! 異なら マ斯の 如く 互， U 好 4» 通 ' T る $ 1- 
當て 獨り國 ‘ 鎖して 萬國 と相銳 まさろ It 人の 好みす る處 1- 屯 t 
貴 國歷代 の 法 U 異國の 人と 交り 4- 結 ふ 事 4- 嚴禁し 給 ふ it ^nrtnMM 洲 U て遍 
く 知る 所な リ 老子 日 賢者 位に 在 •は 特に 能 治平 ^ 保護す ハ 此意 1- 當るへ き 語 
老子 1. 見えす 後の 考 4* 待つ〕 放に 古法 ^ 堅く 遵守して 反て 亂 4* 釀 さんと せ 
It 其禁 4. 弛る U 賢者の 常經 のみ 是れ  殿下 じ 丁寧 じ 忠告す る處な り 今 貴 
國の 幸福なる 地 ^ して 兵 亂の爲 め ^ 廢せ さらしめ んと 欲せ It 異國の 人 4» 
嚴禁 マる 法 4» 弛め 給 ふへ し是素 ムリ 誠意に 出る 所に して 我國の 利を 謀る 
Li lt 非す 夫 平和 4- 行 ふ (1 懇 •_! 好み 4* 通す るに 在リ懇 1- 好み 4. 通す る It 交 
易 1: 在り 冀 く (t 叡智を 以て 熟 計し 給 はん 事を 

一此忠 告を探 用し 給 It んと 欲せは  殿下 親筆 4- 以て 返 翰を 賜る へく 然 It 又 
腹心の 臣 4- 奉らん 此書 UU 槪略を 擧る而 E 故に 詳なる 事 (1 其 使臣に 問 ひ 
給 ふへ し 

一 我 It 遠く 隔て  貴國の 幸福 治安を 謀る 爲め甚 n 心 4* 痛ましむ 之に 加 ふる 
に 在位 廿八年 一一 して 四 年 以前 讓位せ し 我 父微 爾列謨 第一 世 王 も 遠 行して 
悲哀に 沈めり (「 ゥ 井 ; V レム」 第一 tar lt 安永 元年 壬 辰に 生れ 文化 十二 年 乙 亥 1. 
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.  三 一〇 

壬位に封せられ天保十一年庚子今王じ位を讓り同十四年癸卯 ^ 卒す癸® 
1リ庚子 |- 至リて窍位二十八年壽七十二0殿下亦是等の事 4- 聞給は1我 
と 憂愁 ^ 同ぅ し 給 はん 事 明らかな リ 

,1 此 書な 奉る！- 一軍 艦 4- 以てする は  殿下の 返 翰 4- 護し 歸ら ん爲め 而已又 我 
か 肯 像 4* 呈し 奉る It 至誠なる 信義を 現さん か爲め なり 其餘別 幅 1- 錄する 
品々 は 我 か 封內 1- 盛ん 1- 行. It る V 學 術の 依りて 致す 處 な リ不 腆と雖 も 我 
國の人年來恩遇 4» 受し 4» 聊謝し奉らんか爲 1- 獻貢す向來不易の恩惠 ^ 希 
ふ 而已 

一 ^ ^ 譽れ高くまし灸マ  父君の 治世 久敷多 福 ^ W 受し給 ひし ^ # 顧 - d: る 
神德 Lii リて 殿下 も 又 多 福 4» 受け 大日 本 1- 永世 疆リ無 き 天 幸 ^ 得て 1? 
謚 敦 •睦な らむ 事を 祈る 

即位 i リ四年 曆數千 八 百 四十 四 年 二月 十五 日 

瓦 刺 汾法萁 の 宮中 1. 於て 書す 

，、，こ々 、く、〆，, 一 3f  \ 外國の 事 4» 司 

テミ ニ スール ン 5/ 一一〇 インる ル 臣ゆ w- ^- 

微爾 列謨瑀 诧 

■以上は 天文 方 漉 ^] 六 藏の譯 マる 所！！ して、 其の 註疏 も 亦 r: 彼の 揷入 する 


所 也。 

返 la 和蘭攝 政 大臣 一書 翰 
去歲 七月 0  貴 國使介 船齎二 

國王 書翰？ 到 II 我 肥 前 長 崎 港？ 崎 尹 伊澤 美 作 守 〇受而 P 一之江 戶府 —〇 我主輯 
讀レ之 0 

貴 國王以 1 一二 百年 來通商 之 故？ 有 レ遙こ 察 我 國之利 病 <-0 見 こ 忠告 二 事 a 其 言極爲 こ 
懇款？ 且別見 レ惠 一一 珍品 若干 種 >-0 我 主 K 用 惑 荷 〇理宜 レ 商 レ 報。 然今 y 一 不レ能 者 — 〇 
我 祖宗 創滎之 際 0 海外 諸 邦 通信 貿易。 固 無 1 一一 定？ 及 =1 後 P 一定 通信 之國 通商 
之國？ 通信 限 M 朝鮮 琉球？ 通商 限 H. 貴國與 一一 支那 - -〇 外 則 一切 不レ 許 S 新 ® - 交通 - -〇 
貴 國於レ 我。 從來有 II 通商 一 ^ 一通 信？ 信 興 レ 商 〇又各 別 也。 今 欲 ik 之 布 P 報。 則 違 こ. 
背 祖宗？  故俾 h 一臣 等 r 達 中此意 AO 公等禀 n 之 於 

a 國王？ 事 似 一一 不恭？ 然祖法 之嚴如 レ此。 W 一以季 得 レ 弓 情 |£ レ 之。 至 1 -- 禮 物 * -〇 
亦 在 レ 所 レ nT レ 1? ◦然而 厚意 所 レ寓 ◦遊 方 送致。 倘幷 返納。 益 ® - 不恭 -fo 因今領 花。 
薄 晉 ，-士 宜數 種？ 以 表-- 報謝？ 具錄 -1 別 幅？ 勿 レ 却 幸甚 〇抑祖 法 一定。 ■嗣 孫不レ 可 
レ 不レ遵 〇後來 往復。 幸 見 レ停〇 或其不 レ然 。雖レ 至 M 再三？  不レ能 レ 受〇幸 勿 レ 爲レ 評〇芬 こ 
於 公 等 書翰？ 亦 準 レ此不 レ 爲レ報 也。 伹 貴國通 0 〇則遵 -- 舊約- 勿 ‘〇 亦 是愼 守- 
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三 二 一 

鼴 法 一 耳。 幸禀 n 之於國 王？  雖 n 則 t 爾 。至 二 於 固 王 忠告 誠意？  則 我 亦 深 惑哼 
Kii 敢 疎外 一也。 因今俾 hi 臣等一 具陳 io 言 不レ盡 レ 意。 千 萬 諒察。 不 $1 。 

阿蘭陀 政府 諸 公 間 下 


弘化二 年 乙 巳 六月朔 日 
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牧野 備前守 忠雅印 
靑山 下野 守忠莨 印 
戶田 山城 守 忠溫印 


如何 1- 忠吿 書の 親切 一一 して、 返書の 冷淡 無意義なる 4. 見 ふ〇  彼理 江戸®. 
•し 園 入す る！ 2 際し、 倉皇 措置を 炎し t: る、 亦宜 ベなら す や 〇  外交の 紛 雜、 
幕閣豈 Li 賢 tx しと せんや 〇 


松 下 村 塾 

彼は 天成の 鼓吹者 也 Q 感激 者也〇 彼は 自 から 己を 空ぅ して、 他の 奢 
を 採る を m する 能は S るの みならす、 又た 他を して 自己の 精神、 意 
氣 に 同化せ し 〇 るを 禁 する 能は 3 らしむ る 力を 有す ◦是れ 彼 か敎育 
家と しての、 特色 爲す ◦踏 海の 策 敗れて 下田の 獄に繫 かる、 や" 
獄卒 rc 說くに 、自國 を 尊 ひ、 外 國を卑 み、 綱常を 重ん し、 彝 偸を 叙， 
つへ きを 以てし、 狼の 目ょぅ 淚を流 S しめた 60 其の 下田ょり 檻 輿 
江戶に 赴き、 途三 島を 經る や、 警護の 穢多に 向 a 、 大義を 說き 、人 
獸相距 る 遠から 3 る 彼等を して、 憤勵 の氣 、色に 見は れ しめた 60 
Jt (の 江戶 の獄に 在る や、 云 ふ 迄 もな く ◦送られて 長 門 野 山の 獄に投 
せらる、 や、 其の 感化は、 同囚 者に 及； 5、 獄卒 ic 及 S、 遂 K 其の 司 

'  n  二  一一  t 


. 3 1 四 

獄者迄 も、 彼 か 門人と なる に 至らし めた 6 ◦彼は 在る 所、 四圍 皆な 
彼 か 如き 人を 生す ◦是れ 何に 由 6 て 然る 乎、 薔薇の 在る 所、 土 も 亦 
香し と 謂 ふに 非す や 0 

而して 彼 か 最も 其の 鼓吹者た う、 感激 者た るの 特質を 顯は し ^ るは" 
松 下 村 塾に 於て 之を 見る 0 

松 下 村 塾！： r 德川 政府 顚 覆の 卵 1: 孵化した る 保育 場の 一な 60 維新 
改革の 天火を 燃した る 聖壇の 一 なう 〇笑ふ 勿れ、 其の 火、 燐ょ $ も 
微に "其の 卵、 豆ょう も 小な うしと ◦赤 馬關の 砲臺は 粉に すへ し、 
奇兵隊 の 名は 滅す 可し ◦然れ とも 松 下 村 塾に 至て は、 獨 6 當時に 於 
ける 偉大の 結果の みならす、. 流 風遺韵 、今に 迨て尙 ほ 人を して、 欽 
仰 歎美の 情禁 する 能は さらしむ る もの あう 〇是れ 何に 由うて 然る 乎 9 
彼 か 門下の 一 人なる 公爵 伊藤は 云は す や、 『道德 文章 叙 _ 一彝 倫： 精 忠大 


節感； I 明 神？ 如 今廟廊 棟梁 器。 多是松 門受鉍 人』 と ◦ --? 半の 眞 il は." 
此の 句 中に 存す Q. 

彼は 安政 二 年 十二月、 野 山の 獄 ょう 出て、 家に 蟄居せ しめられた 
而し て 其の 安政 三年 七月に 至て は、 蟄居 中更に 家學 ?: 授 くるの 許を. 
得た 60 其の 名義と する 所は、 山 鹿 流 軍學な うと 雖 も" 其 實は 然ら 
す ◦彼は 所謂る 専門的 兵法家に あらす、 彼は 改革 家 也 ◦其の 敎る 所" 
改革の 精神 也 ◦其の 講 する 所、 改革の 偉業 也〇 

松 下 村 塾の 名は、 其の 內叔玉 木、 外 叔久保 等 か 相 接して 用 £) /2 る 村 
學 にして、 松 陰 之を 襲用した うと 雖も Q 吾人 か 所謂る 松 下 村 塾に 至 
$ ては、 松 陰を 推して、 其の 開山と せ S る 可ら S る もの あ 60  蓋し • 
松 陰 か、 自ら 松 下 村 塾に 直接の 關 係を 有した るは、 僅に 安政 三年の 
七月ょ 安政 五 年の 十二月 迄にして、 即ち 其歲 月は、 一一 年 半に ii 

三 S 


三 一六 

きす 〇而 して 此の 二 年 半の 歲月 か、 未來に 於け る 日本の 歷史 に、 千 
波 萬濤の 激起點 一とな $ 穴 るは、 何を や ◦彼 何を 以て 斯の 如き 大感化 
を 及 ほした る 乎 ◦日く、 其 人に 在 AQ 日く、 其 時勢に 在う 〇日 く、 
其敎 育の 目的に 在 5Q 日く、 其敎 育の 方法に 在 hQ 
彼は、 精を 窮め、 微に 入う、 面に 晬れ 、背に 盎き白 鹿 洞の 先生に 非 
す ◦彼は 宇宙 5: 吞み 、幽明を 窮 〇 る橄欖 林の 夫子に 非す ◦彼は 僅か 
に ir 七 歲の壯 者に して、 要するに 是れ 白面の 中 書生 (老 書生と 云は 
す) のみ 〇而 して 彼 か 力ょう も 多くの 感化を 及 ほし、 彼 か 人物と 匹 
敵す る、 或る勲 に 於て は、 寧ろ 彼ょう ® れる 弟子 1: 出した るは 何を。 
『感 在， 知己 J の 一句、 1>^ を說明 して 餘う ある 可し G 

彼は 造化 兒の 手に 成 5 たる 精神的 爆裂 彈也 ◦一た a 物に 觸著 すれは" 
蕋 然として 火星を 飛は す ◦此の 時に 於て は 物 毛 亦た 碎け 、彼 も 亦 ^ 


碎く〇 彼の 全體は 燃 質に て 組織せられ た $、 火氣 に 接すれ は、 乍ち- 
爝と なる。 仑の熘 となる や、 銀も鎔 すな. CN、 金も鎔 すな 6、 石％ 鎔 
すな A、 茺 も鎔 すな 60 彼の 人に 接する や、 全心を 擧けて 接す、 彼. 
の 人を 愛する や、 全力を 擧けて 愛す 〇彼は 往 々『ィンス ビレ t シヨ 
ン』 の爲め に、 精神的 高潮に 上る 〇而 して 此を以 て 他に 接し、 他を 
導 S て 此の 高潮に 達せし む 〇 知る 可し、 彼か敎 育の 道 多 子な し、 唯 
た 己 か眞 骨頭大 本領を 攄べて 、以て 之を 他に 及 ほす のみなる を〇彼 
れ松下 村 塾の 記を 作 6 て 日く、 

•抑 人 之 所 二 最重一 者。 君臣 之 a 也。 國之所 コ 最大 一赛〇  華 夷之 辨 也。 今 天下 何 如 
時 也。 君臣 之義 。不レ 講六 百餘 年。 至 m 近時？  幷， 一華 夷之 辨 一又 失 レ之。 然而 天下 
之 人才。 丑 安然 爲レ得 レ 計。 生， 一 神州 之 地 — 〇 蒙 こ皇朝 之 恩 -- 〇 內失 ，一 君臣 之義 ？ 外遺叾 
華 夷之 辨？  學之所 二 以爲 u 學。 人 之 所 二 以爲 叉。 其 安在 哉 0 

則ち 知る、 華 夷の 辨は 攘夷 R して、 君臣の 義 尊王なる v o 而して 更 

三 一七 


三 ー メ 

に、 彼 か 金誡为 る 『士規 七 則』 に 就て 見ょ 0 

】 凡 生爲レ 人。 宜レ 知日 人 所 三 以異二 於 禽獣？  蓋 人 有 二 五倫？  而君臣 .父子 爲 11 最 、大？ .故 A 
之 所 11 以爲 V 人。 忠孝 爲レ 本。 

一 凡 生， a 國？  芝 知 s 吾 所 u a s i 於宇內 ？  蓋 a 朝 萬 世 一統。％ 國 ± 夫。 F a 祿位 -9 
人君 養 レ 民。 以續二 祖業？  臣民 畠 レ豸。 以繼こ父志「君臣|體。 忠.孝一致。.唯晋、 
國 爲レ然 。 

1 士道、 莫レ大 II 於義？  義因 A 異行 。勇 因レ義 長。 

一士 行以 二 質實不 P 欺 爲 レ要。 以 M 巧詐文 過 一 爲レ恥 。光明 IE 大皆由 レ是 出" 

一人 不 レ 通 こ 古今？  不レ _!1 聖賢？  則 鄙 夫 耳。 讀書尙 友。 君子 之 事 也。： 

一成 德達 材。 師恩 友 益 居 レ多焉 。故 君子 愼一一 交遊？ 

1 死 而後 已四 字。 言簡 而義廣 。堅忍 果决 。確乎 不ビ 可レ授 者'。. 舍レ是 無 レ 術 也❶ 

是れ 則ち 日本 武士道の 正 法眼 藏也 。彼は 只た 此の 質. 實 、義勇、 黯而 
已む の眞骨 頭 5: 以て、 尊王攘夷の 大 本領を'  發 揮した る 若と 謂は 3 る 
可ら す〇彼 れ是を 以て 自ら 感激す、 彼れ 是を以 ，て. 自ら 鼓舞す ◦其の- 


一 呼 虎 嘯き" 一 吸 11 躍る もの" 亦た 所以な しと せんや 0 
’ 怪 ひ 勿れ、 彼 か 師を以 て 自ら 居ら 3 るを ◦彼の 眼中 師弟な し、 唯た 
.朋友 あ 60 是れ 一は 彼 か 年齒尙 ほ壯な るか 爲め、 一は 學 校と 云 はん 
.よ $ も、 同志 者の 結合と 云 ふか 如き 爲 なる 可し と雖 も、 亦た 彼 か 天 
性 然る可き もの あり 〇滔々 たる 天下、 其の 師弟の 間、 嚴 として 天地 
，の 如く、 其 弟子は 鞠躬 如と して 危 座し" 先生は 茵に 座し、 見臺に 向 
ひ、 昂然と して 講す ◦其講 する 所の 迂濶 にして 乾燥なる は 固より、 

二 者の 間に 於て、 情緒の 感應 し、 同情の 迸發 する 甚た 難し 〇 之を 彼 
の 松 陰 か、 上に 立たす して 傍に 在ぅ、 子弟 R 非す して 寧ろ 朋友、 朋 
友に 非す して 寧る 兄弟の 情を 以て 相 接した るに 比す ◦其の 敎 育の 死 
活 、論せ すして 可也' し 

:試に S よ、 幽室 文 稿の 卷 頭に、 『示 飼 田 耕作-』 の 一文 あぅ、 日く 0 

•  三 一九 


IH 月 二日。 岡田駢 作 至。 余爲授 fi 孟子？ 讀二公 孫 丑 下 篇一訖 。村 塾 第一義。 在 - w 
r! 洗 il M 禮俗？  爲ゅ枕 戈橫槊 之 風 ±0 是以 講習 徹； 一 除 夕 -- 〇 未， # 放學 ，也。 何 如 年 
一改 。士氣 @ 弛。 三 元 之 日。 有，. 來修 レ禮 者 *-0 未 レ 見 こ 來請レ 業者 * -〇 今 墨 使 入レ府 。 
義士 下レ獄 。天下 之 事迫矣 。河 有 n 於 除 新？  然而松 下之士 。猶皆 如レ此 。何以 
唱 I! 天下？  斜作之 至。 適爲二 群 童 魁？ ® 一群 童 -- 〇 乃 ® 一 天下一 之始 也。 耕作 年甫 十 
齢。 厚自 激厲。 其 前途 實可レ 測 哉。 

是れ豈 に 十歲の 童子に 向て 告 くるの 言な らん や〇而 して 彼の 展中こ 
は、 幾と 童子な し ◦彼は 十歲の 少年を も、 殆と 己と 同地 位に 取扱へ 
b ◦其の 群 童に 魁た るは、 乃ち 天下に 魁た る始 なりと 云 ふ、 一句 直 
ちに 佗の 頭蓋を 打ち、 勃々 然 、其の 手の 舞 a 足の 蹈む 所を 知ら 3 ら 
しむ。 彼 か 馬島甫 仙に 與へ たる 書を讀 み、 山 田 市 之 允に 與 へたる 書 
を讀む 、 一として 此の 如くなら 3 るは なし。 彼れ 亦た 甞て品 川爾二 
郞に與 ふる 書 あぅ 0 


彌一 一之 才不レ 易 レ 得 矣。 年雖レ _。 學 雖レ 幼。 ® 之 相 待。 則不レ 異-i 于 長者 一也。 何 如 
契 濶乃爾 。時勢 切迫。 豈有 二 內自悮 者 一 邪。 抑 已自立 。於 U 吾 之 fl 有レ不 ： i 興 邪。 

逸 遊敖 戯。 f 廢學 業？  則 彌 二之才 。决 不レ然 也。 有 レ說 則 巳。 無 レ說 則來 。過 二 
三日 一不レ 来。 彌二非 n 吾 友 一也。 去者不 レ 追。 吾 志决 矣。 

是れ 則ち 十五 六歲の 少年に 吿 けたる 也、 其の 眞率 にして 磊灑な る、 
直ちに 肺肝を 覩 るか 如し 〇其他 久阪に 與ふ るの 書、 高 杉に 與 ふるの 
書の 如き、 互に 切磋、 砥厲 、感激、 知己の 意を 寓 する もの、 一にし 
て 足らす ◦顧 ふに 其の 弟子 か" 彼 か 骨 冷なる 後に 至る 迄、 尙ほ 泣を 
垂れて 松 陰 先生を 說く 者、 豈に其 所以な しと 爲んゃ 0 
旣に 忠孝 義勇の 眞骨 頭た-^、 攘夷 尊王の 活 題目た るを 知らは、 松 下 
村 塾の 所謂 敎 育なる もの も 亦た 知る 可し Q 敎 育とは 何を、 東玻 の留 
侯 論 中の 語を 假 6 來れ は、 『其 意不 fe J 日』 の 一句に て 足る 可し。 彼等 か 
學問は 、書物の 上の 學問に 非す して、 實 際の 上の 學問な $0 其の 活 


•樂實 を 促へ 來 6 て" 直に 學 問の 材料と 爲 したる か 如き、 時勢の 然ら 
しむる 所とは 云へ、 其の 活ける 精神を 人 R 鼓吹した る もの、 豈に少 
しとせ /L やっ 之を 詳 •言 すれは、 堯舜 三代と 云 ふか 如き 緣 遠き 事に 非 
.す" 謂は、 『米國 ょぅ 和親を 申込 •め 6、 是は 如何に 爲す 可き か』、 『攘 
•夷の 大詔 煥發 せり、 之を 奉戴して 運動す るには、 如何なる 事を 爲す 
可き か j と 云 ふか 如き 事に して ◦其の 學校 たる や、. 若く は 改革 運動の 
本部 穴る や、 學問 たる や、 運動の 評議た る や、 殆と區 別す る 所な く G 
學問 即ち 事業、 事業 即ち 學問 R して" 坐して 言 ふへ く、 起ちて 行 ふ 
へく、 行 ふて 敗る、 も、 苟も 大義に 合せは、 更に 意と する 所な しと 
.云 ふに 止る ◦然れ は 彼等 か學 問は、 他日の 用意に 非す、 今日 學ふ所 
は、 即ち 今日の 事に して ◦今日 之を 行 ふを 得へ し、 亦 ^ 行は S る 可 
.ら S るの 責任を 有する 者に して ◦之を 譬へは 、猶 ほ劍 道の 先生 か、 


道塲を 戰 陣の眞 中に 開く か 如く、 其の 勝負は、 所謂る 眞劎の 勝負に 
して ◦勝つ 者は 活き 、負る 者は 死. する のみ 〇 其の 及第、 其の 落第、 
其の 試驗の 法、 纏て 只 活劇の 上に 存 す？. 

彼等は 如何 {C して 此の 活學 問を 講した るか 〇吾 人は 彼 か 塾生に 示す 
の 交を 讀む、 

村 塾寬 略 fj 法？  揺 ii 落 規. 則？  非 三 以學 I 禽獣 夷狄 一也。 弗 1,1 以募 一老 莊 竹林 一也。 特以 HI  • 
今世禮法末造。 流爲 二 虛僞 刻薄？  欲 i 朴忠 實以矯 m 揉 之 一已。 新 塾 之初設 。諸 
生 皆 率 n 此 道一以 相 交。 疾病 艱難 相 扶持。 力役 事故 相勞 役。 如 u 手足 一然 。如 二 骨 
肉一然 。增塾 之 役。 不 i 煩 一ーエ 匠？  乃 能 有 レ 成。 職是之 由。 

二百 年來 、禮儀 三百、 威儀 三千の 中に 壓 束せられ たる 入 心を 提醒し 
て、 此の 快活 自由の 天地に 入らし、 ひ 〇惟 ふに 其の 靑年 輩を して、 氣 
達し、 意昂 〇、 沙漠の 枯艸か 甘露に 濕ふ て、 欣々 然として 暢 茂す るの 
觀を呈 したる、 亦た 知る 可し ◦又た 久阪 玄瑞に 與 へたる 書中に 日く、 


病 肺の 事 最早 昔話 Li 御座 候必御 案し 被 A 下 間 敷 候 得 典 S 壯なり 隔日 左® 八 
家會讀 勿論 塾 中 常 居七ツ 過會讀 終る 夫 ムリ 畠 又 U 米 # * 興 一一 在 塾生 一同 レ 之、 

来 舂大得 II 其 妙 1  大抵 兩 三人、 同上り 會讀 し ' fx から 舂レ 之史 記 ^ と 二十 四 葉 
讀む 間に 来 精ヶ畢 亦 一 快な り、 口羽 1. 話 候 得は 評して  一 K 方 力 -y ィ事詐 y 
する 男と IK t: 、 

米を 舂き なから 會讀 する の 先生 あれは、 糠を 篩 CA なから 講義を 聽く 
生徒 も あるへ し 〇彼か 他日 再 ひ、 野 山の 獄中に 投 せられた るの 時に 
於て、 福 原 又 四郞に 書を 與へ 、尊王攘夷の 事を 論し、 諸 友の 因循な. 
るを 尤む〇 日く、. 『彼等 或は 又 V? き 去る と雖 も、 蓋し 村 塾爐を •圍み 、 
徹宵の 談を忘 れ 3 るへ し』 と 0 

嗟 呼、 寒爐 火盡 きて 灰 冷なる の處 、霜 雁 月に 叫ん て 人靜な るの 時、 

三 五の 靑年相 圑_ し、 灰に 晝きて 天下の 經綸 を講 し、 東方の 白く る 
を 知ら 3 るか 如き。 五十 餘 年後の 今日に 於て、 尙ほ 人を して 永懷堪 


ふ 可ら S らしむ 〇况ん や 時勢 迫ぅ、 人物 起ち、 天下 動かん とする 0 
當時に 於て を や。 

彼甞て 品 川 彌二郞 の 死生 大悟を 問 ふに" 答へ て 日く  Q 

死生の 悟 y か 開けぬ と  一 K ふ IX 餘 y 至 愚 故 詳か 11 1K はん 十七 八 0 死 か 惜し 
けれは 三十の 死 も 惜しく 八 九十 百に な リて も是て 足 r: と 云 ふこと なし 草 
焱水蟲 の 如く 半年の 命の もの も あ リ是以 て 短と せ t 松柏の 如く數 百年の 
命の もの あり 是以て 長し とせす 天地の 悠久 ^ 比せは 松柏 も 一時 蠅なリ 只 
伯 夷な との 如き 人は 固 i リ漢 唐宋 明を 經、 淸に至 て 未 ?: 滅せマ 若し 當時 
太公望の 恩 1: 惑し 西 山に 餓死せ す It 百 迄 死せ すと も 短命と 云 ふへ し 何年 
限 リ生 れ れ は 氣か濟 むこと か 前の 目途ても ある ことか 浦 島 武內も 今 U 死 
人な り 人間 僅か 五十 年 人生 七十 古 來稀何 か 腹の いえる 樣な 事を 遣て 死な 
n li 成佛は 出來ぬ そ 吾 今 ムリ (t 當世 流の 尊攘 家へ U 一 言 も應 答せ ぬか 古 
人 じ 對して 少しも 耻箇敷 事は ない 足下 輩 若し 膽あら It 古人へ U 恥 かし 今 
人は ぅるさし 此世 1- 居て 何 ^ 樂し むか 陳も 凡夫の 淺猿さ 併 恥を 知らす と 
孔子 日 志士 仁人 有 二 殺 レ 身 成 -P 仁と か £ 子  一 K 舍レ生 取 レ義者 也と か  一 K て 見蠢を 叩て 
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大聲マ る 儒者 も ある 其ぅる さい 4. 知らす に 一生 ^ 送る もの も あろ 足下 © 
も 其 仲間 ^ り 

何ん を 其れ 嚴冷 酷烈なる、 是れ 恰も 三百の 痛棒を 以て" 他の 頭腦を 
亂打 する ものに あらす や 〇彼は 如何なる 塲合に 於ても、 唯た 己 か 全 
心を 捧けて 以て 人 R 接する のみ。 是れ 彼の 訓育 か、 人に 徹底 L たる 
所以 也。 

彼は 又た 野 山の 獄中ょぅ、 書を 門人に 與 へて 日く。 

平時 喋々 臨 レ 事必啞 平時 炎々 臨 レ 事 必滅 孟子 浩然 之氣 助長の 害 4. 論す るを 見 
る 可し 八十 送 レ 行 之 諸 友 有レ拔 レ劍、 比 又 聞暢夫 在 n 江戸 一有 二 斬 犬 之 事一是 等の 事 1- 
て 諸 友氣魄 衰_ の 由 4* 知る 可し 僕 今 死生 頭 全く 絕ぬ 斷頭瘍 U 澄り 候は > 
血色敢 て 諸氏の 下 1. あらす 然れ とも 平時は 大抵 用事の 外 一言せ す 一言す 
名と きは 必溫 然和氣 婦人 好 女の 如し 是ゎか 氣魄の 源な y 愼 言 謹 行 卑言® 
聲にな くて は. 大氣魄 は 出る もの 11 非ら マ 張 莨鐵推 及 レ 時の 面目 4. 想 見る ar 
し 僕 去月 二， 十五 日 iy 一醫 の 肉 一滴の 酒 4* 絕す 是れて さい 氣魄を 增 マ 事 


大なり 僕已絕 11 諸 友 一々々 亦 絕レ 僕然此 ハ 平生の 友義の 爲め區 々一言を 發す是 11 
か 鑿 空の si l- 非す 實踐 の眞又 聖賢 (¥ 心の 教な n lt 輕視 する 勿れ 

血 氣尤是 害 レ 事、 暴 怒 亦 是害レ 事、 趾 氣暴怒 か 粉飾す る 其害更 一一 甚し 
中 谷 久阪高 杉 等へ 傳へ 示し 度 候 

是れ豈 に 煽動 家の 夢想す る 所な らん や" 彼は 自から 欺か ^ るの みな 
らす 、亦た 人を も 欺か .3 る 也 ◦彼は 自家の 胸中を 吐く の 外、 他を 勸 
化する の 術を 知ら 3 る 也。 而して 前書に 於て は、 彼 か 死生 大悟の 功 
夫を 知る 可く、 後書に 於て は、 彼 か存養 省察の 用意を 読す 可し ◦吾 
人は 彼か自 から 處 する 所以を 視 、人に 處 する 所以を 見れ は、 かの 自 
から 水を 飮み 、人に 酒を 强 S" 他を 醉 倒せし めて、 自 から 快な 6 と 
する、 敎唆的 慷慨 家の 甚た賤 む 可き を 知る 也 ◦彼の 人物は" 水戶派 
の 志士に 比して、 高き 乙と 1 _等 なるや、 亦た 分明 4 〇 
彼 か 一生は、 敎唆 者に 非す、 串 先 者 1$。夢想者に非す、實行者な 
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6。 彼は 未た 甞て背 後ょぅ 人を 煽動せ す、. 彼は 每に 前に 立て 之を 麾 
け 60 彼は 所謂る 己 か 欲する 所を 以て、 之を 人に 施せし のみ 0 彼は 
彈 九の 如し、 自から 直前す ◦彼は 火藥の 如し、 人を 焚く に 先ん して、 
自 から 焚く。 身を 以て 人を 率 ゆるは、 彼 か 唯一の 敎 育法の み 0 
彼は 變則 なる ベス タロジ な 60 彼は 實物敎 育の 大 主義を 踐行せ 60 
唯た ぺスタ ロジに 異なる は、 一は 天地 萬 有を 以て" 實物敎 育の 資と 
なし、 他は 活 世界の 時事を 以て、 實物敎 育の 資と爲 したる のみ Q 其 
の 嬰兒の 如き 赤心を 以 .て、 其の 子弟を 愛し、 自から 彼等の 仲間と な 
6、 彼等の中に住し、彼等の心の中に住するに到ぅては、 二 者豈に 
軒輊 あらん や Q 否な 變則 なる 敎育 家は、 敎 育の 本尊ょ 6 も、 恐らく 
は 有効なる 敎育 家たり しなら む Q 

彼の 門人を 遇する、 一に 赤心を 以てす ◦彼の 高弟 久阪 、甞て 彼に 書 


を與 へ、 其の 門人を 御す るに 術數 ?: /T) a /2 6 と 云 ふや、 彼 之に ® し 
て 日く 〇 『吾 P 英雄 一安 有 * 數ーー 言 意 合。 許以知 己一 一事 違忤 。立 
加， E 詈一 罵詈 一過 亦復 如/ 舊 。吾 # 同 志士 一撤 "藩 籬一 除" 弗 棘- 自 ff き 
此 。公有へ 不平 一 一々 罵詈。 一々 復答。 若 有 •一大 過) 不 _ 改悔- 也 ◎抑 吾 
不年于公等：何其萝極。然罵乂易而受1難。吾先與為而後萁難一寅 
白』 と 0 至誠に して 動かさる もの 未た 之 n 有らす とは、 彼 か 接 人 待 物 
の金誡 也 ◦彼は 能く 言 ふょりも、 寧ろ 能く 之を 行へ 6 ◦單に 此の 一 
顒こ M ては、 東西 古今を 通して、 彼に 優る 敎育 家を 見出す は、 决し 
て 容易の 業に あらす 〇而 して 此の 精神を 以て、 其の 所信を 他に 施す 〇 
故に 其の 傳道 心に 至りて は、 此 山を 彼處に 移す 程の 勢力 ありし な 60 
彼 か艮中 敵 もな く、 味方 もな く、 唯た 彼 か濟度 す 可き 衆生 あるの み 0 
彼は fit 會の寵 孫に あらす、 彼 か 子弟 も 亦た 然ぅ Q 彼等は 恰も 雪を 蹈 
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1 重〇 

んてァ ル ブス' 嶺 ，を 攀る 旅客の 如し 〇 其の 隆凍 苦寒を 凌かん 爲には 、 
互に 負 戴し、 抱擁し、 自他の 體溫 にょぅて、 其の 呼吸を 保た 3 る 可 
& す？ 艱難は 同情： を 生し、 同情は 恩愛を 生す 〇先 生前に 斃れ て、 弟 
子 後に 振. ふ ◦彼は 知. 己の 烕を以 て、 其の 子弟を 陶冶せ ぅ、 激勵せ $0、 
彼は 活ける 模 II とな 3 て、 子弟に 先ち て 難 R 殉せ 60 否な 子弟の 爲 
に 難に 殉せ 40 是時に 於て 儒 夫と 雖 も、 猶ほ 起 〇 可し、 况んや 平生 
の 素養 ある 者に 於て を や〇况 ん や 恩愛の 情、 知己の 感 ある 者に 於て 
を や ◦彼は 其の 子弟に 向て、 我 か 如く 倣せ と 云へ io 而して 倣せ 
'彼等 豈 it 徒然と して 止まん や？ 

其の 時を 以てすれ は、 一一 年 半に 滿たす 〇其の 所を 以てすれ は、 萩 城 
.の 東郊 ^ • ある、 杉 氏 宅地 內の 八疊の 矮屋に して。 其の 特に 增 築した 
る もの も、 別に 十疊 半の 一室を 加へ た. るに 過き す〇而 して 洪大 尉 か 


伏魔殿を 發きて 、 一 百 八の 妖 星を 走らし めた る 如く" 唯た 此の 中ょ 
ぅ 無數の 活劇、 及 a 活劇を なせし 大立者を 出した る 所以の もの、 豈 
R 其の 由る 所な くして 然らん 哉 〇世 或は 一人を 以て 興 6、 一人を 以 
て C ふ〇 個人の 社會に 及す 勢力 も、 亦た 輕視す 可ら 3 る もの あ 60 


一一 一三 3 

打撃 的 運動 

彼の 頭腦は 、時勢と 共に 廻轉を 始め / 2 6、 而して 時勢に 先つ て奔れ 
う〇 彼は 最初ょ $ の 顚覆黨 にあら き、 然れ とも 一た ひ 顚覆黨 と 
なるや、 其の 急先鋒と なれう 〇彼か 尊王攘夷の 大義 も、 其の 實行的 
經綸に 至うて は、 局面を 打破す るの 一事に 集注し 來れ AO 破 壤的作 
用、 是も 亦た 時に 取うて は、 革新の 絕好 手段なる を 知らす や 0 
舞臺に は 役者を 要し、 土豚には 力士を 要す 〇士 豚に 役者の 不恰當 な 
るは、 猶ほ 力士の 舞臺に 不恰當 なる か 如し Q ヵ ヴ  <  經國濟 世の 建設 
的偉圖 も、 或は マジ ーー I 一片の 局面 打破 檄文に 如か 3 る もの あ 60 
東 湖の 手腕 用 ふる 所な く、 佐久 間の 經綸 施す 所な く、 小 楠の 活眼 行 
ふ 所な く、 智勇 交 ミ 困む の 極 所に 際し 〇却て 世の 諸老 先生 か、 看て 


以て 暴虎馮河 死して 悔なき 破壤的 作用と 做す 運動の 爲に 、天 荒を 破 
うて 革新の 明 光を 捧け來 る もの あう。 其 •人は 誰を、 吉田松 陰の 如き、 
實に 其の 選と 爲す〇 

安政 五 年 十月、 彼は 轟 武兵衛 に 書を 與へて 日く Q 

僕 之 層 見〇  誠 謂 觀望持 重。 今 正議人 比々 皆然 。是爲 11 最大 下策？  何 如 6 快 
_ 拙 速 ◦打： 一 破局 面？  然後徐 占 レ 地 布 レ 石之爲 & 乎。 

『打，： 破局 面 一』 是れ 彼か當 世に 於け る 主.〗 の經綸 のみ Q 彼は 思 ひ しなる 
可し、 雪 消ぞて 草木 自 から 生長す と 〇彼は 檻 中の 虎な A、 其の 夢は 
荒山莽 野の 中に 馳騁 すと 雖も 、身は 自由なら す ◦乃ち 自由なら すと 
雖 も、 尙ほ 其の 志を 行 はんとせ う〇 彼は 蟄居 中なる に拘ら す、 猶ほ 
長 防 革新的 運動の 指揮官た うし 也 ◦彼は 屢ミ 京師に 獻言 せう、 彼は 
萩 藩府に 勸吿せ io 彼は 孝 明 天皇に 向て 後醍醐た らん 乙 とを 希 a " 
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'藩主に 向て 義貞正 成た らん 乙と を 望 ■め 60 彼は 懔悍の 公® 大 原重德 
を慫慂 して、 長 州に 下向せ しめんと せ AO 其の 意、 大原を 以て 藩主 
を 要し、 藩 論を 一定し、 以て 勤王 軍の 首唱たら しむる にあ 6 き 〇 其 
の 書中の 一節 R 日く、 

萬々 失策 •!- 出 候て、 私共 同志の 者 計り S 候 も、 三十 人 五十人 It 得 可く に 
付、 是 4- 率ゐて 天下 ^ 橫 行し、 奸賊の 頭 ニ ツ三少 も 獲 候 上 U て、 戰死仕 
候 も、 勤王の 先鞭に て 天下の 首唱には、 相 成 可 申、 私義 本望 不レ過 レ 之 候 

彼か此 言は、 空言に あらす 〇彼 か此 書を 草した るは、 安政 五 年 九月 
二十 八日に して、 其の 間 部 詮勝要 擊の爲 め、 同志を 糾合し、 京に 入 
らんと し、 其の 父、 叔父、 兄に 向て 訣別の 書を 作 A しは、 同 十一月 
六日 ^ 6 とす G 

彼の 思想は、 急轉 直下せ 3 れと 論理的に、 行く 可き 軌道を M 6 
て、 行く 可き 黙に 行きし のみ 〇彼は 幕府を して、 革新の 事を 遂 けし 


めんと 欲した 6 き。 然も 非 也 。彼は 長 防 二 州に ょりて、 革新の 魁た 
らんと 欲した うき 〇 然も 非 也 ◦彼は 公卿. にょうて、 革新の 事を 遂け 
しめんと 欲した 6 き〇 然も 非 也。 幕閣 も、 藩廳 も、 抑 又た 京都 も、 
悉く 意の 如くなら 3 るを 見る や 〇此に 於て 猛然と して 决 心した々 し 
則ち 旣存の 勢力を 俟た すして、 草莽の 志士を 糾合し" 空拳を 揮 ふて、 
天下の 爲に 最初の 一擊を 、尊攘の 妨害物に 向て 加 ふる 乙と 是れ 也。 
彼の 言を 借うて 云へは、 所謂る 草莽崛 起の 策是れ 也〇彼 は自 から 好 
んて此 に 出て たるに あらす ◦周圍 の 情勢 彼を 驅 6 て、 此の 結論に 到 
著せし めた るの み。 間 部 要擊の 企 書 即ち 是れ 也。 

彼 か 訣別 書に 日く" 

頑 兒矩方 泣 血 再 拜 。白 11 家® 君 玉 叔父 家 ^ 兒 ± 膝 T —o 矩方 禀性 虛弱 。嬰孩 
以來。連樞：1篤疾？而不幸遂不レ死こ于病？制行狂慫。弱冠而還屢犯-1典？而 
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•不幸 遠 不レ死 二 于法？ 回顧 二 十九 年間。 當 レ死潑 極 多。 迄 レ 今不レ 死。 復 IA 一 父兄 今 
.口 之累？  不孝 之 罪。 何以 尙レ焉 。然 今日 之 事。 關, 一皇 家 之 存亡 - *0 係 こ 吾 公之 m 
#? ?4 捣 不レ可 レ 休。 古人 所 レ 謂。 忠孝 不 ，一雨 全 i。 此顓是 也。 天下 之 勢。 滔々 
口 降。 以至 二 于今？ 其 由 蓋 非 ，一 一日 一矣 。且 •以レ 近 1- レ 之。 墨 使 入 こ 幕府 y 上 こ假條 約 -- *0 
夫子 聞 レ 之。 下 レ 14 停 レ 之。 慕 府不 逢。 定レ假 爲レ眞 。列 侯之議 。士民 之 論。 一不レ 
f 幕府，？ 天子 又 下 レ M 。 召， H 家 大老？ 大老 不レ 至。 芑家則 蒙 こ 幕 責一矣 。幕府 反 
使 下！ 一間 部 侯 I 上京 ±0 稱レ病 不レ 朝。© 言 反覆。 謂 水戶與 こ SB 田 r 西 城 之議 合。 以レぼ 
阿 附朋比 。遂爲 11 違 勅 之擧？ 不レ斬 ，一水 戶 g 田 -- 〇 夷事不 レ 可 レ理 也。 當今 幕府 幼冲 e 
無レ ^ 1辨識？自レ郭下大老主11之上？間部輔中之下 ±0 天下之事。安至こ于此一哉。然則 
二 人 者 之 1 S。 上 違 11 天子 明 g -o 下 害 こ 幕府 大義？  S 背 11 列 像 士民之 3 外 鉋 1~ 虎 
狼溪 墜 之 欲？ 極 天 窮地。 俯仰 無 レ容 。然而 天 下士 夫。 安然 默然 。無 H 一 ® 一 
S。 往問 一一 其 罪？ 神州 正氣 。旣已 ■邪 氣所こ 消 蝕〗 也歟 。頑兒 》 念。 至 レ 此食不 レ 下 レ 
P。 寢不レ 安 &。 唯悲 i- 一死 之不 & 而巳 。頃忽 得-一江 戶之盤 尾 水越薩 。將 = M 
№ 1. 彥根 大老 * -o 親 兒聞レ 之。 跳躍 H 百。 白 神州 正氣 。遂不 こ 消 M 一也。 政府 之議。 
固當 下合~1 從四 家？  f 壓邪氣 上 也。 然兒猶 有 レ憾 焉 。事 出 二于四 家 - 〇 吾 因乂成 レ 功。 

K: レ參 一于公 等綠 々之數 一也。 是以兒 私不 ,一自 量 *-0 糾こ 合同 磨 神速 上京。 捜— 部 


之 首？ 貫 二 諸 竿頭？  上以表 n 吾 公 IJJ 王 之哀？  且振- 一江 家名 門 之聲？  下以發 矢 下 
士民之 公憤？  而爲一 罾 レ ■■レ P 之 首 琴 如 レ ゑ而 ％。  死^ j 也。 然 事固不 レ 1 
爲？  而亦 不1敢公 |3 ?趙貫高所レ謂。事成歸レ王。不レ成獨身坐耳。是兒等之志 
也。 是以兒 等。 將下以 一一 某日？ 偕 二 同志？  詣 二 益 田 行 相 之 門？  告 k 而 S 不 i 求-- 
許 允？ 政府 待以 n 逋亡 一可 也。 事捷則 師旅當 二繼 進？  不幸 不レ捷 。他人 或 死。 兒 
則投レ 身 就 レ 捕。 明 三 志士 憤 E 所 レ發 。决非 t 一公 家 所 -P 知 也。 镇兒虛 弱 狂暴。 本 不レ在 = 
人数 中？  天下 反 有 6 二聽虛 名？  認爲二 豪傑 一港 ±0 向以二 愚論 數道？  致 >1 之 梁 川緯 -〇 
緯窃 P I 上 靑雲之 上？  蓋經 ！一 乙夜 之覽 i。  一介 草莽。 區々姓名。_|聖天子垂 
知？ 何 滎 加. \之 。兒 死何晚 也。 ^ 日 正三位 源 公。 以 こ 七生 滅賊四 大字 - *0 見 レ 賜。 
IL 傳 11 其 tt 子詩數 章？  望 11 高 德？  事-博 浪鐵椎 ？  其 E 甚 切。 兒豈可 レ 不レ死 哉。 不 
孝 之 子。 唯 慈父 愍レ 之。 不弟之 弟。 唯 友兄恕 レ 之。 定省怡 怡 。不レ 能 = *a p l 膝下 
之歡？ 願 割 レ 愛 抑 レ 友。 以 レ兒爲 一 一死 巳 久一矣 。尋常 之 銳肢。身體髮膚。併以見レ賜。 
藐兒之 願。 何以加 レ 焉 。泣 血题 々。不 レ 能 レ艰レ 所 レ 思 也。 頑 兒矩方 泣 血 萍 白。 

則ち 知る、 其の 近因は 水戶 、尾 張、 越 前、 薩 摩の 諸 藩士、 江戶に 於 
て、 井伊直弼を 襲 殺せ / L とする の風說 を 聞き、 寧ろ 此 機に 乘 して 

三 三 七 


三 三 八  . 

弁 伊と 同 謀 同罪た る 間部詮 勝を 京都に 要撃し、 以て 局面 打破の 先 著 
を 占めん と 欲した るの み 〇是れ 則ち 松 下 村 塾 血 誓 書の 出て 來 6 たる 
所以也〇彼か心事は、復た此の擧に於て齟齬せぅ0當時長 #1 に於て 
藩 政の 樞 機を 掌る、 周 布 政 之 助、 長 井 雅樂の 徒、 松 陰 か才を 愛せ 3 
る R あらす、 又た 彼 か 心事を 諫せ 3 る R あらす と雖？ 彼 か 打擊的 
運動を 以て、 M 潘の 大事を 破 •る ものと なし" 陽に 陰に 之を ffl め 60 
彼 か 公然たる 脫走 をな して" 間 部の 首を 竿頭に 貫き、 天下に 義を唱 
へんか 爲め 、京都に 赴かん とする や 〇周帝 彼に 吿て 日く、 勤王の 事、 
藩 政府 旣に 成算 あぅ、 書生の 妄動を 費す 勿れ" 妄動 止ま すん は獄に 
投せん のみと 〇而 して 周 布の 力は" 彼 か 行を して、 十二月 晦日 迄延 
期せし めた ぅ、 rfn して 此の 延期 中には、 如何なる 變 化を 彼 か 身に 及 
ほせし 乎 〇 


.過激の 罪は 十 一 月 廿九口 •彼を して 再 CA 家に 嚴囚 せしめた 60 而し 
て 同 十二月 五日、 藩 政府は 更に 其 父 杉 百合 之 助に 向て、 をの 投獄の 
命を 傳 へしめ た 3、 日く 『御 聞込 之 趣 有^ T 最前 之 通、 借牢之 儀' 願 出 
候樣內 移 P 仰 付 一 候』 と。 聞込の 筋とは 何を 〇 血氣の 門人 等は 激昂して" 
藩 政の 當途 者に 迫う、 其の 罪名を 質 3 ん とせ 60 亦た 是れ 一種の 保 
安條例 のみ Q 當時參 政 周 布 政 之 助の 家に 押し 懸け， 其の 病を 以て 辭 
し、 事を 以て 辭し 、不在を 以て 辭す るに 關 せす、 憤然として 坐 rc 上 
う、 火鉢を 呼 ' a 、 燈檠を 呼 a 、 雪中 松柏を 高吟し、 男兒死 耳を 激誦 
し、 其の 家人を 驚かし、 其の 四隣を 惧れ しめた 然も 彼等は 過激 
罪を 臝ち 得た るの 外、 何の 得る 所 あら 3  6 き 0 

彼等 か 罪名を 質して、 其の 要領を 得さ $ しも、 亦宜べ ならす や〇何 
となれ は、 原來 罪名の 指定す 可き もの 無き を 以てな う 〇 若し 强 a て 
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,罪名を附せんとせは、過激罪と云ふの外なけむ0而して過激罪とは" 
，果して 當 時の 人心を 慊 足らし む 可き 罪名なる か ◦長 州の 地盤は、 尊 
.王 攘夷を 以て 固められた う Q 松 陰の 打擊的 運動、 過激は 則ち 過激に 
■相違な し、 然れ とも 是れ 裏面の 沙汰の み 〇尊王 攘夷の 大 趣意に 於て、 
查に 間然す る 所 あらん や Q 其の 表面よう すれは、 言 正しく 名 順、 其 
.の 裏面よう すれは、 禍未 測に 陷 らんと す 〇周布 一派の 老練家 か、 委 
.曲 周旋、 •亦た 其の 微衷を 諒す 可き もの あ 

.槪論 すれは、 彼 か 再度の 投獄は、 周 布 長 井 等との 衝突と 云は んよ 
寧ろ 彌縫的 改革 主義と、 打破 的 革新主義との 衝突よ 6 來 うし 結果と 
，謂は 3 る 可ら す。 而して 此の 葛藤は、 各 その 極端に 奔 6、 一方に 於 
ては、 久阪高 杉の 攘夷 倒幕と なう 〇他 方に 於て は、 長 井の 開港 論 公 
'武 合體の 周旋と なう .0 而して 周 布、 來原の 徒は" 其の 心事 時務と 違 


ひ、 慚恚以 て 屠 腹して 死す るに 到う 〇延い て 戊辰に 及 ふ 迄、 長 州 i'c 
於て 一 低一昂 したる に拘ら す、 遂に 打破 的 革新派の 全勝を 以て 局を 
結へ 6 ◦而 して 其の 局 勢を 養 ふて 此に 到らし めた る もの" 固ょう 松 
.陰 首唱の 办に歸 せ 3 る 能は す 0 

彼は 獄に投 せられた •う、 彼は 再 a 松 下 村 塾の 獅子 ^ る 能は S る 也 0 
彼の 束縛せられ たる 自由は、 今一 層 束縛せられ たう 〇 水魔れ は 魚 愈 
躍る、 彼は 改革の 精神に 鼓動せられ て、 自 から 裁す る 所以を 知らす Q 
.萁の 獄中に 於て、 安政 六の 新年を 迎ふる や、 口占して 日く 0 
花や 鳥 v» まを 3 か 6 の 春 0 野に 

遊は て猶 もい つかまつ へき 

然れ とも 成す 可き 手段な し、 則ち 無しと 雖 も、 彼 か 成 3 んと 欲する 
&よ、 伙 々として 須臾 も熄 嗦 す 〇彼か 新年の 賀狀を 兄に 贈る や、 乍 


置 一 

ち 其の 本色を 露 li して 日く、 『一 度 血を 見不ぃ 申內は 、所設 忠義の 人 も 
著れ 申 3 ぬかと 奉存 候』 と ◦當時 天下の 識者、 各藩の P 臣等か 焦心す 
■る 所、 一に 血を 見る 無らん 事に 在り、 而して 彼獨ぅ 血を 見ん と 欲す 〇 
而して 之を 以て 自 から 擬し 、之を 以て 人に 擬す ◦人 其の 擬 する 所と 
なら 3 る や、 彼は 全幅の 憤慨を 擧て 、之に 加へ すん は 休 爻 す Q 試に 
彼か當 時の 文 稿を 閱せ ょ、 其の 交友 中、 何人 か 彼の 怒鲦罵 刃に 觸れ 
さるもの あるか ◦獨 6 周 布、 長 井の 徒の みならす、 松 下 ■村 塾の 徒と 
雖も 亦た 然ぅ ◦間 部 要擊血 誓の 同志 者 も 亦た 然ぅ ◦彼 か 投獄の 際に 
於て、 其の 罪名を 當局 者に 質 3 んか爲 め 奔走し、 暴徒の 名に ょぅて 
拘禁せられ たる もの も 亦た 然 $ ◦是れ 其 故 何を ◦彼 か 日 一日、 其の 
血を 見ん とする に 急なる を 知る 可し 〇彼か 投獄 中の 經綸は 多端な b 
と雖 も、 其の 要， 藩主の 參府を 止む ると、 要駕 策と に 過き す〇 


梅 田 源次郞 の徒大 高、 平 島なる 者 萩に 來 〇、 藩 政府に 向 a 議 する 所 
あらんと 欲して 得す ◦彼等 颶 言して 日く、 止むな くんは 同志 三十 餘 
人を 糾合し" 毛 利 家 參府の 駕を伏 見に 要し、 三條大 原の 諸 公卿と 周 
旋し "京師に 入りて 事を 謀らん と。 松 陰 之を 聞き、 藩 政府に 向て 善 
く 之を 遇し、 共に 事を 謀らん Z, とを 勸ひ〇 顧みられす 〇而 して 共に 
伏 見に 走り、 要駕の 擧に與 せし む 〇諸友 皆な 聽 かす 〇獨 6 入江 杉藏 
廣 然として 起つ ◦松 陰踴 躍して 日く、 防長絕 て眞 尊攘の 人な し" 吾 
と雖も 亦た 尊攘を 言 ふを 得す、 然らは 則ち 防 長の 眞 尊攘 者、 唯た汝 . 
一人の み、 切に 自か ら輕 する 勿れ C 又た 日く、 伏 見の 事 萬一蹶 か fi 
嘯聚賊 となれ、 賴 政の 事汝 固ょ $ 自から 任せ S る 可ら す ◦是に 於 1: 
か 彼は、 打破 的經綸 5: 示して 日く、 

今 之 世界 如 一一 老屋頹 « ?是人々所レ見。大風一興。令11其轉覆 —0 然後代- ?5 @ -, 
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敗 椽？  雜 II 新材 I 而 再！ i 造 之？  乃爲！ 一美 觀？  諸 友 欲 下 就-! 其 老且頹 者？  铰 II 一楹 一椽？ 
而代レ 之。 以 支中數 月 之 a 雨 3  是所下 以視レ 吾 爲！ 一 異端 怪物？  而疎 中外 之ヒ •也。 非レ汝 安、 
知 こ 吾心？ 

是れ實 に 彼 か 福音 也 ◦彼は 根本的 革新の 已む 可ら 3 るを 看取した 69 
彼- >  血 k 見る に 急なる は、 亂を 好む にあら す、 血を 見され は％ 根丰 
的 革新の 業は、 望む 可ら すと 信し たれは [!L ◦彼は 此の 一黠化 於て、 
確かに 公武 合體 論の 諸老 先生に 比して" 其の 見識の 抽ん する 乙と 數 
等〇 然も 當時に 於て、 欣然 彼の 意見に 賛同し ^ る もの、 入江 兄弟と 
す ◦而 して 入江は、 其の 母の 養 ふなき を 見て、 棄て 去る rc 忍 ひす" 
其の 弟 野 村 和 作を して 代 6 走らし め ◦而 して 野 村 も 亦た、 藩 政府の 
追蹤 する 所と な 6、 獄に投 せられた 6 ◦所謂る 松 陰 か、 『酬/ 國精忠 十. 
八歲 ◦毀 象 貧士 二十 金』 の一聯 は、 此 事を 指すな h。 是に 於て 要駕 


策 亦た 齟齬せ^^ 

百事 齟齬す、 正に 是れ 死して 益な く、 生 も 亦た 懶 きの 苦境に 迫る 0 
号 こ ^ て 五月 六日 庸書檄 女 作ぅ、 筆耕料を 積み、 以て 軍用金の 一に' 
充 i とす 〇然れ とも 命運の 鬼は、 彼を して 此に 安ん する を 許さす Q 
井伊 間 部の 共謀に 出て たる 大獄は、 長 井 等の 長 藩の 安全の 爲に、 1st 
の危險的要素を處分するの必要と相合し0羅織以て松陰に及ひ、安 
政 六 年 五月 十四日、 其の 兄の 口ょ 6、 檻 輿江戶 に 護送 せらる V こと、 
を 聞か 3 る 可ら S るに 到れ bo 彼は 自 から 其の 所以を 知らす 然れ 
とも 一の 大なる 力に 驅られ て、 步一步 血を 見る に 近つ き 進めり。 
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最 後 

井伊直弼は、 密勅 の水戶 に 降 $ しを 奇貨と し、 之 i: 中心として、 其 
打擊 を 始めた ぅ。 史家 稱して 安政の 大獄と 云 ふ 〇然れ は 其の 犧牲者 
は、 槪ね 水戶と 朝廷との 間を 周旋した る、 在京 都の 諸 藩士、 諸 浪人 
にして、 松 陰の 如きは、 固ょ 6 之に 對し て、 何等の 關係 ある # なか 
ぅし 也 ◦彼は 當 時に 於て、 其 胸中には、 千 萬 丈の 波瀾を 湧かし めた 
$ と雖 も、 是 等の 運動に 關し ては、 恰も 太陽系 圜 外の 小 遊星に 外な 
ら 3  6 し 也 Q 而して 何物の 酷漢 を、 其禍の 手を 以て、 此の 小 遊星 迄： 
には 及 ほした る ◦吾人は 此熙に 關し ては、 幕府の 手を 藉て迄 も、 松 
陰を 處分 し、 以て 毛 利 家の 無事を 祈らん としたる 長 井】 派に、 遺® 
なき 能は す Q 


扨も彼は、安政六年五月二十五日に於て、愈^公の筋ょう江戶檻致 
の 命を 聞く に 至れ 60 彼は 之を 聽て 、毫も 愕く 所な し ◦彼の 江戶の 
法廷に —— 刑塲に 赴く や、 新郞の 新婦の 筵に 赴く 程なら 3 る 迄 も、 

猛 夫の 戰塲に 出る か 如く、 勇み ^ うし 也 〇彼れ 其の 反對黨 たる 長 井. 
に 書を 贈う、 如何なる 塲合に 遭 逢す る も、 決して 禍を 彼等に 嫁し、 藩 
政府に 波及せ しむる か 如き 事な きを 吿け ◦且 謂つ て 日く、 『小生 も 兼 
て 人を 不忠と か 不義と か、 大言に 罵う 置き ^ れは 、無 ゾ據 も、 今度は， 一 
身を 以て、® 難に 代らね はならぬ 事、 疾に落 著 仕 居る 也』 と。 何 そ 
其 言の 歷々 落々 V」 して、 靑天 白日を 観る か 如き。 

彼は 陰謀家に あら 3 れ と？^、 他の 陰謀に 致 3 る、 程の 好人物に あら 
す 〇彼は 靑 疑心を 有せ 3 る も、 他の 腹 黑き仕 打を、 無神經 に 看過す 
る 程の 鈍漢 にあら す〇彼 か發 する に 臨み、 竊かに 入江 兄弟に 與 へ / 2 
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る 書を 讀め は、 其 中の 消息、 十二分に 看取 せらる 可き ものな くんゆ 
あらす 〇 

東行 書 惑 

時 無 U 韓淮 陰？  豈就 i 生烹？  時 無 fi 李 衛公？  豈幸 n 唐儉 生？  藍 面 疑 有乂 。頌似 
宣慰行 。人生- 必有レ 死。 願 全 二 靑史 名？  勿 レ 謂 我受レ 欺。 知己汝 弟 兄。 

寅  二  拜 

,  右 示 二子 遠 和 作？ 

此 意 ? • く 諸 友へ 知らせる と此 節は 日 下 福 原 岡 部な とも 大分 1: 激動して 
居る 故 又 一 暴を 發 する 一 暴 4* 發す ると 此所 稽延 1: 共 相 成て は 吾 か 本意 
は 遂けぬ なり 故 一一 吾 知と も 東行 4 意と せぬ 面て 居る 予か餘 り 平氣な る 
4- 以て 慮 事 粗脫な と 思 ふな 

われ 若 道中 文 U 江 邸 LL て 毒殺せ らる V 共 長 井の 甘言に 陷られ れ と 他 友 
U1K もせぶ ぅ汝弟 兄の み It 義嫺 毒 ^ 知て 飮み T: る 4* 知て 吳 i 人 II 告 け. 
す ともょし 心 1: 知て 吳ふ爱 て淚か 落 ?; 

此詩は 成 丈け ! t 諸 友へ 示さぬ 積は 此度長 井 之 處置實 U 其 意 ^ 得す 手を 宇 


務烈 1- かりて 顔® 公 4* 殺す 手段と 覺候諸 友 米 t: 慮爰 •し 到らされ it 晋 IX 愉' 
M と扑 躍 して 居る 也 尤も 千吉の 事 4> 行て 吳ぬ時 U 道中 飮 食甚以 無 覺 
束 •し 付 一言 吐く 積な り 幕吏の 手 ^ さへ 亙り 候 得は 李 希烈 との 對 論は 甘す 

る 所な y 

彼は 實に 何事 も 能く 知 & 居れ 6、 然も 自か ら隱 忍して、 毫も 之 k 辭‘ 
色に 發せ 3  -き〇 彼の 一書は、 五十 年後の 今日に 於ても、 猶ほ 是れ 
惻 々として 人を 動かす 〇所 謂る 字々 火、 字 A, 血、 字々 淚 なる もの。 
彼は 實に 從容 として-死に 赴け 60 彼の 司獄官 にして、 且つ 門人た る 
福 川 犀 之 助は、 其の 責任を 一身に 引き受け、 彼 t して 杉 氏に 歸ぅ 
父母 親戚に 訣別せ しめた 60 若し 夫れ 彼 か 所謂る 訣別の 爲に 門人 
浦 無窮に 描かし めた る 肖像の 自賛 文に 至て は、 彼 か 一生の 抱負と 
特性と を 視るに 足る 可き も. の。 吾人は 其 文の 旣に 人口に 臉矿 したる 
•に 拘ら す、 之を 揭 載す るを 禁 する 能は すし 

三 四 九 


三五〇 

三分 出 レ廬兮 諸 葛已矣 夫。 一身 入 レ洛兮 買 彪 安在 哉。 心 師二貫 高 一兮 而無， 一 素 立 p 名 〇, 
志 仰 II 魯 連一兮 遂艺 二釋難才？讀書無レ功兮撲學三十.年。滅賊失レ計兮猛氣廿一 0 〇 
人 P I 狂 頑！ 兮鄹黨 衆 不レ容 。身許 二 家 國一兮 死生 吾久 齊 。至 誡不レ 動 兮自レ 古 未 こ 之 有 - -0 
古人 難 レ 及 兮 聖賢 敢 追陪。 

彼は 實に 死を 決して 行けう 〇 彼は 固ょう 死の 來る 、偶然に 非 3 るを 
知れ 吟 して 日く、  • 

鳴かす あらは 誰かは 知らん 郭公 

3 みたれ 暗く 降う 續く 夜は 

是に 於て、 彼は 五月 二 十六 H、 梅雨を 胃し、 檻輿获 城を 發 し、 一 路 
の 江山を 隨意に 眺め、 或は 淡 •路 島に 對して は、 

別れつ、 又も 淡路の 島を とは 

知らて や 人の 餘 所に 過らん 
と獨 唱し〇  ーノ谷を 過てょ、 


一の 谷 討死と げし 壯士を 

起して 旅の みち つれに せん 
と， 戯れ ◦淀 女 過ては、 

乙 と 問は ん 淀の 川瀬の 水ぐ る ま 

幾 まは ぅして 浮世へ ぬらん 

と、 懷 抱を 抒 らし ◦途上 或は 史を 詠し" 或は 文 天 祥正氣 の 歌に 和し、 
江 戶毛利 邸に 著し 〇幾 もな く 七月 九日 江戶 町奉行 所に 送られぬ 0 
彼は 評定 所に 喚 a 出 3 れた 60 幕吏 彼に 街して 日く、 『汝 は 梅 田 源 次 
郞と 密謀を 企てた るに 非ざる か』 0 日く 『否、 梅田奸 骨、 與に 志を 談す 
るに 足らす』 〇 『汝は 御所 ^ に 落 文な したる こと 無き か JC 日く 『斷 して 
無し、 佘は 大丈夫な ぅ、 故に 斷 して 斯る影 暗き 乙と なし 〇然れ とも 
佘は實 に 何 ほ 言 ふ 可き もの あ $ ◦佘は 書を 大原 三位に 致し、 彼を 我 


三 五 二 

藩に 召し 下し、 以て 藩主を 論諫 せんと 欲した 60 佘は 同志を 募うて 
間 部を 要せん と 欲し / 2 う』" 奉行 日く 『大 膽甚 し、 覺悟 しろ、 吟味 中揚 
屋入 3 を 申 付る』 と ◦堤に 於て 彼は、 甞て蹈 海 失敗の 餘 勇を 養 CA た 
$ し、 江 戶傳馬 町の 獄に再 ひ 投せ られた 60 

彼は 自己の 罪に 非 3 る 罪の 爲に "檻 致せられ たるな う〇何 となれ は、 
凡て 幕府 か 彼に 對して 鞠 治した る ものは、 皆是れ 大樂源 太. 郞か爲 し 
.たる 所に して、 松 陰の 關し たる 所に 非 3 れは 也。 而して 彼は 却て 叢 
を 衝て 蛇を 出し、 其の 自首した るか 爲に 、遂に 彼を して 死刑に 致 3 
S る 可ら 3 る 迄の 罪を、 羅織 せらる、 に 至う し也〇 彼は 日く、 『若し 
奉行 佘か 言を 聽き 、今日の 急務を 辨 知し、 一二の 措置を な 3 は、 吾 
死して 光 あ 60  一二の 措置を なす 能は 3 る も、 吾 赤心を 諒し 一死を 
許せは、 吾生て 名 あ 6,0 又た 酷烈の 處 置 (C 出て、 妄 6 に 親戚 朋友 (C 


•連 及せ は、 吾 言 ふに 忍 a すと 雖 も， 昇 平の 惰氣を 鼓舞す るに 足る 皆 
，妙 j と。 彼は 旣に 安心の 域に 達したら き 0 

，彼 か 獄中の 生活は、 彼 か 獄中ょう 諸 友に 與 へたる 書中に 詳かな 60 
，彼は 死と 同居しても、 尙 其の 飛揚 活動の 精神を 全 •< 棄て 3$ し 也 0 
.皮 i 其 友人に 向て、 種々 の 事を 言 ひ 送れう 〇或は 唐 筆を 入れ 吳れょ 
'と 云 a 、 或は 孫子 一卷を 送う 吳れと 云 a 、 或は 金子の 入用を 申 遺 う〇 
又 或は 其鄕 里の 友人に 向て、 其 消 •息、 を 通せ S るを 責め、 其來 信を 促 
したう Q 彼 日く、 『艱難 雖芣齡 、安樂 亦自 好に 御 坐 候』 と Q 是れ實 に 彼 
か 獄中の 生活を、 言 ひ 現した る 者な う。 何と なれは 彼は、 獄中に 多 
くの 知己を 得、 從て 多くの 便宜を 得 たれは 也 ◦彼は 獄中に て聽 き * 
る、 大獄に 關する 諸 有志の 身の上に 就き、 其の 人物に 就き、 其の 出 
.來 事に 就き、 之を 其獄 外の 友人に 吿けた 60 彼は 其 身は 獄中 R 安 坐 

三 五三 
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する も、 其 心は 一日 も 平靜な る 能は 3 うし 也 ◦彼ち 自 から 其 身の 如 
何 {C 落 著す るかを 知らす、 唯た 日く、 『三 奉行 大 憤激して 吟味す る 2. 
とに も 相 成う 候は、、 小 子 深 望の 事 (C 候へは、 其 節 株 連 も 蔓延 も不ド 
搆 、腹  一 •杯 天下の 正 氣を振 ふへ し、 事 未た 爱に 至らされは、 安然 坐レ獄 
樂- 一夫 天命 一而 已』 と。 彼は 實に其 身の 如何に 落 著す るか 5:- 知らす、 唯々 
其の 友人に 向て、 『天下の 事 追々 面白く 成る 也、 勿 ® 勿 社、 神州 必不レ 
滅 也』 と 言； 3 膾れう 0 

.彼は 獄中に 於て 朋友 R 富め 60 其の 同獄の 長は、 沼 崎 某と 云 ふ 者な 
う、 彼 も 亦た 初ょう. 松 陰の 名を 知う 居れう 〇又た 其の 別獄 には、 堀 
.江 克之 助、 鮎澤 伊太 夫 等の 水戶 藩士 あう、 京都 鷹 司 家 諸 太夫なる 小 
林 民 部 權大輔 あう。 彼等は 獄中に て 常に 書翰を 取 遺う、 或は 往を談 
し、 或は 來を語 ふ、 殊 k 死の 眼前 k 迫ろ を も 打 忘れて、 將來 の經綸 


に 餘念な き 者の 如くな う％ o 

彼は 獄中 k 於て、 多少の 新 見聞を 廣めた 60 何とな れは 天下の 新聞 
は、 實に 獄中に 集れる 也。 故に 又 ^ 新 見識を 加へ たう 〇 をの 九月 十 
二日 高 杉に. 與 ふる 書中に 日く、 『三人 共 我を 學ん て、 輕忽を やるな、 
吾は 自ら 知己の 主、 上 R 在う、 然らざ るを 得す 0 三人 (久 阪實甫 、久 
保淸 太、 入江 杉藏) 暢 夫と 謀う、 十 年 許 も 名望を 養へ と 申 置 候』。 彼 か 
言 ふ 所、 何 そ 其れ 雍容 悠長なる ◦彼は 死に 瀕しても、 猶ほ樂 天 的 美 
質を 把持した うき。 彼は 如何なる 逆境に 擠 3 れて も、 恒に 光明の a 
たるを禁する能は 3 $き0 

彼は 十月 七日、 其の 父兄に 書を 贈う、 『孰れ 日月 未た 地に 墜ず 候へは 
膝下に侍し天下の奇談申上候日可 # 乏』と云へう。而して其の八日高 
杉 R 書を 與へ て、 『橋 本と 賴は 幕に 憚て 斬た も尤 なれと も、 飯 泉喜內 

三 五 五 


11 藝 

を 斬た は 無益の 殺生、 夫は とまれ 喜內を 斬る 程て は、 回 も 斬られす. 
とも 遠島は 免れす と 致 一一 覺悟一 候』 と 言. a 贈れう 〇而 して 彼は 未た 充分、 
自ら 死の 運命に 支配せられ たるを 知ら 3 うし 也〇 

然れ とも 十月 十六 日に 至う、 鞠 問 全く 畢う 、奉行は 彼 1: 流罪に 當る 
者と なし、 棻を 具へ て 之を 老中に 致す。 大老 井伊直弼 『流 j 字を 鈎し 
て 『苑』 字と 作す ◦彼 も 亦た 之を 漏れ聞き、 遂に 十月 二十日 永訣の 書 
を 作 6、 之を 其 父兄に 與へた う 0  、 

平生の 學問淺 薄に して、 至誠 天地を 感格 する 事 出來不 k 申、 非常の 
愛に立至う申候、嘸々御愁傷も可鉍迨拜察仕候、 

親 思 ふ 心に ま S る 親心 

け ふの 音 つれ 何とき くらん 

乍. 去 去年 十月 六日 差 上 置 候 書、 得と 御 覽被遊 候は ゝ 、左 t て 御 m 


傷に も不 k 申 一と ^ 存 候、 尙又當 五月 出立の 節 心事 一々 申 上 置 候に 
付、 今更 何も 思 殘事無 ，御座 一 候、 此度 漢文に て 相 認め 候 語 fe 友 # も、 
御轉覽 可， 被 1 候、 幕府 正議は 九に 御 取 用 無 ^ 夷狄は 縱橫 自在に 御 
府內 を P 跋扈 一 候 得 共、 神國 未た 地に 墜不译 、上に 聖 天子 あぅ 下に 
忠魂 義魄充 々致し 候 ■得は、 天下の 事 も 餘ぅ御 力 落 無 ^ 樣奉麁 候、 
隨分御大切に被 || 、御長壽を御保可，被 ^ 候以上 
死は 人を して 靜か ならしむ 〇死は 人を して 道念を 警發せ しむ。 死は 
人の 假面 を剝 きて 其 本色を 露呈せ しむ ◦死は 人を して 舞臺 ょぅ 移し 
て 其 樂屋に 入らし む ◦斯 ばか 6 不 息、 活動の 精神 も、 實に 此の 一瞬 
に 於て、 其 中に 存 する 嚴肅 、敬虔、 幽靜 、崇高なる 道念を 發せ しめ 
たる 乎〇吾 人は 其の 父兄に 與ふる 書に 就て、 之を 知る を 得る 也 ◦若 
夫れ 死に 抵て 流涕 し、 落膽 し" 顔色 土の 如くなる か 如きは、 固ょ $ 

三 五 七 


1 二 五八 

死に 支 @2 せられた る 者に して 3 言 ふに 足らす 〇彼の 或は 世 1: 慨 き、 
時を 詈 危言 激語して 死に 就く 者の 如き、 壯は 則ち 壯な うと 雖 も、 
仍是れ I 點狂激 の 行 あるを 免れす 〇寧ろ 若かん や、 自ら 平生の 學問 
淺薄 なる を 言 CA 、 以て 其 限な き懊悔 を 包む に、 限 b 無き 慰安を 以て 
す〇其 の從容 自若た る、 正に 是れ 哲人の 心地 〇觀 て茲に 到れは、 吾 
人は 松 陰 力 多少の 缺動 1 1: 有する を 否定せ S る R 拘ら す、 笸た 愛す 可 
く、 敬す 可く" 慕 ふ 可く、 仰く 可く、 眞 個の 殉節殉 道の 達人た るに 
愧 3 るを 想 見せ すん は あらす 〇鳥 の將に 死 せんとす る、 其の 鳥く や 
哀し、 人の 將 R 死せ / L とする、 其の 言 や 善し 〇彼は 愈 ミ 死の 旦夕に 
.迫うた るを 知 $ 、十月 二十 五日ょう 留魂錄 | 卷を作 3 、二十 六日 黃 
昏に 至て 稿を 畢ふ〇 其の 中 R 言へ る Z1 と 有う、 

•V 月 九日に 至て は 略 一死を 期す 〇其後 九月 五日 十月 五日 吟味の 寬 


容な るに 欺かれ、 又 必生を 期す" 亦 頗る 慶 幸の 心 あう 〇十 六日の 
■  口 書、 三 奉行の 權詐 吾を 死地に 措かん とする を 知う、 因て 更に 生 
を 幸 ふの 心なし、 是れ亦 平生 學 問の 得 か、 然るな う 0 
彼は 實に 生を 愛 ま S うしに 非す" 欲せ しに 非す ◦彼は 惰夫か 事 
に 迫 6 て 自ら 縊 る、 か 如き 者に 非す、 狂漢か 物に 激して 自ら 腹を 劈 
く か 如きに 非す 〇彼は 固ょ 3 生を 愛し 死 i: 避けん と 欲した るに 相違 
なし 〇但た 彼は" 時に 死ょ $ も 重き もの あるを 觀 、之を 成 S んか .爲 
に 死を も 辭せ 3 $ し 也 ◦然れ は 彼は、 要擊の 事を も、 中頃に 至て 要 
諫 とは 云 ひ 更へた 然れと 名 井伊 大老、 已に 彼を 死地に 處かん と 
す ◦それ 將た 何の 益 有らむ ◦彼は 是に 於て 死せ 3 る 可ら 3 るを 知 
死を 待てう、 死に 安せ-^ 彼は 十月 二十 六日の 黄昏、 留魂錄 を 書 了 
6、 歌を 題して 日く" 

3 五 九 


，三 六 〇 

呼 W 出しの 聲 まつ 外に 今の 世 {C 

待つ へき 軎のな か 6 ける かな 

と〇讀 て此に 到る" 吾人は 實に彼 か 平生 得る 所の もの、 頗る 淺 から 
S  6 しを 覺ゆ 〇ヶト I か 死 せんとす る や、 自ら y  1 レ ト M の 靈魂下 ^ 
0 文を 誦せ 60 コンドルセ I か 山嶽 黨の爲 に 獄に 幽せら る、 や、 訣 
中 R 安 坐して、 死を 旦夕に 待つ に 際し、 尙ほ 人類 圓滿の 進 步を蟪 望 
して、 人生 進步の 一書を 著せぅ 〇彼豈 に 之に 愧んや 〇實 {C 彼の 6 ま、 
死 だ も猶ほ 動かす 可ら S る もの  ぁ 3 し也〇 

邦の 如く 彼は、 十月 二十 七日に 於て、 遂に 評定 所 R 於て 死刑の 宣告 

を受 たぅ ◦其の 宣吿 たる や、 實に幕 法の 頗る 峻酷な るを 見る に 足る 
者 ぁ 60  日く" 

杉 Br 合 之 助へ 引渡， ^  3  T.  C  5 
热居中 #- 置 於 浪人 吉 m 寅 ^ 65 


Jt 方 儀 外 夷の 情 態 等 可 11 相 察 I と 去ろ W 年異國 船へ 乘込 む侬 A 科 父 杉 IT 合 之 助 
へ 引渡し 於 二 在所 一 蟄居 中 付 請る 肩 分 1- して 海防 筋の 儀猶顏 に 中唱へ 外國通 
商 數港御開き相成候は\柔弱の御取計じて御國の爲にも不二相成1誠實犮愛 
の義 4 唱へ 和親 交易 4» 相 願 夷 情 1- 基 さ 於 二 御 國一御 不都合の 次第 有 レ 之 儀を 巾 
諭し 御 irr り ill て 御 打拂方 可 レ 然なと 又は 當時の 形勢 1- ては 人心 一致 天子 か 
致 11 守護 一 卑賤の 巷！ i て も 人 か 越え 御 遝擧無 レ 之て U 迚も， 御 國威 It 振 ひ 中間 敷 
なと 御 政事 向！- 一拘 候國 家の 重 事を 致 二 著述 一 右 作 狂 夫 之 言 或 (t 時勢 論と 題號 
し 主家 又 It 右京 家 等へ 差 出し 殊 (- 墨 夷假條 約 御® し 相 成り 御 老中 方 御上 
京 有 レ 之 趣 承り 右は. 外 夷御處 E 振の 儀と 相 察し 蟄居の 身分 1. 在 共 下 總守殿 
通行の 途中へ 罷 出て 御處 置を 相 伺 ひ 見込の 趣 中立て 若 御 取 用 ひ 無 レ 之 ^ 然 
不レ被 レ 行 次第 11 至らは 其 節 U 一死殉 國の心 得な 以必 死の 覺悟 4» 極め 御 同人 
御駕籠へ 近寄 y 自己の 建議 押 立 可レ中 杯 一日 一存 立 候 段國 家の 御爲を 存し仕 
戍候旨 巾 立るな rt とも 不レ渾 こ 公儀 一 不敬の 至誅 l 一大 體蟄 .居 中の 痛 分 梅 m 源 二 
邵へ M t 致す 段 不屈 に 付 死罪 中 付る  • 
安政 六 未 t 月 二十 七日 

と〇是 に 於て 安政 六 年 十月 二 十七 日 午前 十 時、 削 手の 手は、 此の 數 
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三 六 二 

奇 にして 熱烈なる 革新の 大精 神を は、 五 尺の 纏ょぅ 脫して 、長 天莴 
里に 飛揚せ しめた 60 彼豈 {C 之を 知ら さらん や、 彼 曾て 歌て 日く、 
力く すれは かくなる ものと 知. 〇 なから 
やむ に 止まれぬ 大和魂 

と 〇彼實 に 之を 知れ. CNO 然れ とも 知て 悔い 3 るは、 是れ實 に 彼 か 維 
新 改革の 健兒 たる 所以 也 0  • 

- - - - - - - 

〔註〕 以下 揭 くる 所は、、 江戶 獄中ょり 同志への 書簡、 及 ひ 其の 絕筆 たる S 
錄な リ。如何に彼か死に處して、其の平生の潜光 4- 發揮し ?: るかを見气 
慷慨 義に 赴く (t 易く、 從容 死に 就く (t _ し。 彼 その 5g きに 處 して、 安 |¥ 
靜肅 、意 長く 神 遠く、 袷と 無 極 0 精神に 冥 化する もの あるか 如し 0 
<^書中の註脚に〔〕あるは著者の掎入に係る〕 

◎江戶 獄中 ふり 高 杉暢 夫に 與ふる 書 

唐 筆 一本 S 拜 受則相 用 別紙 認 上* 候 小生 去 冬 十二月 廿 五日 投 I 州 野 
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山の 獄〕 以來 大分 學問進 饺_ 覺候當 五月 迄の 文 稿 二 册有レ 之 〔幽室 文 稿〕 彌二耶 
に 密藏 させ 置 候 小生 死 無二 遺憾 一所 全く 此二册 1- 在り 他日 御 一見环 レ 被 レ 下候〇 
貴 問 日 「丈夫 所 レ可 レ 死 如何」 僕 去 冬以來 死の. 一字 大じ發 明 あり 李 氏 焚書の 功多 
し 其 說甚 永く 候へ 共 約して  一 K U 、 死 弗 レ 所 レ 好。 亦 非 レ 所レ惡 。道盡 、心安。 便是 
死听 。世 有 二 身 生而心 死者？ 有 i 亡 而魂存 者 -- 〇 心 死生 無 レ 益 也。 魂 存亡 無 レ棋 也。 


して 可な らん」 此事 在國の 日 Li も 御 申 越 被 レ 成 候 故 一通り 貴 答相認 候へ とも 
此行 める 故 其 書は 杉 藏 へ密藏 させ 置 候 大意 遠大の 論な り 先 遊 學御濟 被 レ 成 
候 U  V 蓄レ妻 就 官等の こと  一 t: らす 父母の 御 心に 任され 若し 君側 じても 御 
出な れ U 深く 精 忠 4 盡し君 心を 得へ し然後 正論 正議 4* 主張す へし 此時必 
禍 敗 ^ 取る 也 福 敗の 後、 人を 謝し 學な 修め 一箇恬 退の 人と 尨り 玉は'  十 
年の 後必 大忠 4* 立る 日 あらん 極極 不幸に て も 一 不朽の 人と なる へし 淸太 

三 六 三 


。  三 六 四 
支！？ 杉藏な とも晋 4» 學て 輕卒 4» 遣るな 吾は 自ら 知己の 主、 b こ 在り ^ ら 
さる 4* 得す M 人暢 夫と 謀り 十年許 も 名望 ^ 養へ と 申 置 候 三人へ 示し 陵 » 
御 歸國の 日 御 覽可レ 被 レ 下 候 〔 1? 思は 遠識を 生す〕 〇讀 書 It 勉强 さへ t れ U 書_ 
中自有 11 妙 昧-不 レ必レ 言 也 下 學邇言 御讀被 レ 成 候 由 亦 妙王 陽 明 ® 習 錄其外 眞味め 
リ陸象 山 云 六. 經皆我 注 脚 此見極 妙、 讚 書 論 It 申 度 事 あれと も 言 も 無益ょ 
リ〇 「今日 諸侯 處し樣 j 是も 愚考の 所在® の節密 U 建白 致 候へ とも 囚 奴の 言 
政府 何 そ 信用め らん 併 知己の S に 一言して 併せて 高論な 乞 S 江戸に 
來 y 墨 夷の 事體 見聞 大 1: 驚 さ 又 窃かに 喜 ふ 又 深く 惜む こと あり 墨 夷 本 牧 
を 以て 未 n 足らす とし江 戶 1: 來居 市中ぬ 在 •に 横行す るは ii 接條約 等の 表 
r て (t 當然の 事 1: は 候へ とも ^ 在に 目擊 すれ (t 隨分 S 中 候 併英夷 阿片 交 
1 の： とに 付瘍 B 4 廣東へ 渡し 施療 治させ 繼 レ之以 二 引痘 一等の 苦心 ^ 海 fta 圖志 
見^;} ^ 思慮 深笾と 1K ふへ し 墨 ^ ! t 人心 ^ 懷柔 t るの 手段 大に英 夷に 劣ろ 
是 4 以て 窃 II 喜 申 候然 © 難 k 得 易 レ 失 墨 夷の 所爲 TIJ 中の 人心 ^ 失 ふと も 亦 數 
十 ^ 無事なら は 人心 も 自ら 帖服 すへ し此 機會^ 炎 こと豈 不レ惜 哉 幕府 初 (t 
墨 夷 4* 借て 諸 夷 4* 制し 諸侯を 抑 へんと 欲す 而して 今 (t 何となく 梅 悟の 色 
あり 悔 •悟 マれ とも 膂懲の 奇策な けれは 淪胥與 喪の 外 致 方な し將又 京師の 


j. 条も 幕府 最初の 思 過 1. て 追々 a 明 あれ (t 左 迄 不軌 ^ 謀り ?: る譯 U # レ 之 
候へ (t 今 亦 少しく 悔ゅ是 4» 以て 今 諸侯 11 於て 誠 1- 大切の 時 也 今 正義 か 以 
て 幕府 ^ 貴む る U 不レ宜 候へ とも 〔是れ 平生の 口吻 1- あらす〕 上策 11 彥根間 部 
等 0 所は 誠實 1- 忠告す る 1- 如かす 中 策 (t 隱然 自國を 富强 1. していつ ^ て 
も 幕府の 倚 賴と尨 る 如く 心 懸く へし 〔獄中の 意見 何そ實 著なる〕 今 幕府への 
嫌忌と見へて杉藏等か獄さへ免ゼす遊學生も容易 |^ は出さす坐なから事 
機 4» 失 ふ殘念 な y 賢て (1 中 策 ^ て も 出 ?: せかし 〇 京師の 一條 1- 付 投獄の 
人不レ 少此獄 皆 失策な り 

淸水寺 僧 信 海。 奉 レ 勅禱下 調 n 伏敵國 一安 中穩 萬 民 S 事觸 1讅 忌 一 揃 下レ獄 以レ病 没。 實 

今玆 四月 某日 也。 有 二 遺 歌 一首？ 

四の 海 東の そらと か はれと もこ  'ろ (t おなし 君の 世の ., >IV め 
其 兄 僧 某 亦 同志 人 也。 先 レ是投 一一 薩摩海 一而 死。 亦 有 一 a 歌 一 
4 >君の爲め 1- は何 1- か惜しからん薩摩のせと 1- 身 (1 沈むとも 
くも こ  'ろの 月の 薩摩潟 おきの 波間 いま そしつめ り 
余 入 レ獄聞 =1 同囚說 -1 其 事？  不レ堪 惑 慕 - 〇 作-一 短 古 - 〇 
笫繫1東獄1死。兄向11西海一投。死雖レ參一其地？同是皇恩酌。嗟吾病未レ死。感蕊 
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涕泗 流。 昔 聞 嘵月坊 。死 &承久 秋。 今 見 公 兄弟。 

此 詩 @ 友へ 御 贈 nr レ 被 レ 下 候 若珍說 あらは 承リ たし 
六 ^ 遣 候 御 答 出來兼 候は X 爾後は 使 不一 a fei に 
兩 度の 書 共 相 達 候 事と 奉レ存 候處飽 て 御 答 無 レ 之 如何 
ことかと 案 勞仕候 何卒 御 一 答 奉 レ 待 候〇 小生. 投獄 信、 
未 r: 何 典 # 信 無 レ 之 最早 六十 H 過 候へ it 】 信 有 レ之笞 
なり} tr  U 參リ不 レ 申 乎 沼 崎 氏の 出帆 も 三十日 內外也 
御 坐 候〇水 戶の臣 贴澤 伊太 夫 ! 1 司 0 臣小林 民部權 
揚屋 預け 小 林 (t 同居 仕 候 色々 妙 話 あ リ〇 去月 念 七 
却て奇 事 是ムリ 可 レ 生と 驚 II 生 レ 膽候〇 今月 五日 小生 
味の 摸樣に ては 輕典に 處せら る、 こと、 被 レ 察 候 b 
十四 年在牢 の僧宥 ，長 S 牢 愛宕 下圓福 寺へ 預けに 目 
被 K 成 度は 此僧 4* 訪ひ 玉へ 善譚 する 人な り 
九月 十二 日 


三 六 六 

眞箇 古人 濤。 

何卒 御 一 答 承 度 態と & 
付左樣 仰 聞 可 レ 被 レ 下 候 
や 何 か 故障に て も 起 候 
國へ達 候 後 同志ぶ リ 
也 就て は 例の 四圓金 A ® t 
何卒 夫 迄に 屈 IT かしに 
大輔雨 人 遠島の 命 U て 
日 水 戸の 大戀 物議 如何 
評定 所 御 呼 出 有 レ 之 御 今 
御 e 可 レ 被 レ 下 候〇六 日 U 
成 候 獄中の 樣子御 我激 


◎江戶 獄中 i り 入江 杉 藏 u  f  I 〔是 S U 就く 一週 前 Q 書、 死 
に垂ん として、 尙ほ 天下の 經綸 U 汲々 r; るの 情 ^ 見る 可し J 


心を  堀 人 候强す 僕の 都に 父 在は 諕 
得蕃天 江 也 半  く 人 も 指 合て 母囚 足て 
I こ し 朝は 丁 堀 不物來 揮 も 速 4 •飽下 御 
は  4 今 巳 江 抛 も 江 か 有 成 萍ま兄 相 
敎 天®  I こ 墨克樣 隨戶受 之な すて 弟談 
書 朝 ふ 東 使 之 御 分 天て 事 求 る 讀の申 
の ふ 人口 登 助 心 有 下の 故め 外 書中 置 
みリ な揚 營と懸 之の 事足て 先 も 一 候 
天 開 リ 屋の中 專事形 か 下は 第 出 人 尊 
下板每 I こ 節水 一 承 勢 宜出却 一 來は攘 
1 こし々 在 信士  I： •知 一 敷牢て 1 こ 思是堂 
頭て 被 1»此 田の 存委覽 是の大 It 慮 弗の 
て 天 申 申 人 蓮 豪 候 細 致 U 上 成 足 も 僕 事 
も 下 候 遺の 田士尊 1 こ餘 小は 出 下 精 か 僕 
天へ 事 候 事と 攘御程 田 先 來兄熟 志は 
下 御 I こ 御は 共り 堂 話 知 村 慈不弟 人致彌 
の 頌神聞 追に 羽の 申 見 其 母 申 の 物 成 念 
人 示 道 及々 墨 倉 事 度の 他の 又 事 一就な 
心 被 をと エ 使の 1 こ 候 進の 心 亡を 變被絕 
一成 明存子 4 •.三 付 得み 諸を 命 思な 吳候 
定度白 候 杉 討 至て 共 候 友 慰 等 出る 候既 
とと I こ へれ 錄も不 處も兄 I こしへ 事 i 二 
申 類 人此ん I： •一任 有隨 弟て 尊く と 死‘ 
樣に 々人  &久策 心 之 分 間 出 攘と賴 を 
5  I こ 祈の 殊 保な 候 神 盡遊國 堂 殊母决 
七  U 念 腹の 謀 善 得 間 州 力學 候の 1 こ 敷す 
難 仕へ 外る 助す こ 唯 未 致の て 事 宋存る 
參被人 神 雨と り々 す： す 事 U は 敷 候 か 
I こ 居る 道 田 あ 御 何 地へ も往 中日 春 故 
付 候 如 4 •はる 聞 事 I こ く 政 先々 夜以 I こ 
京 僕く 尊 獄は及 も墜候 府の大 四來此 
師か書 ひ死此 I 心ち 陳邊不 業 顧の 上 


三 六 八 

it 大學饺 4. 興し 上天 子 親王 公 ® I i リ武 家士民 まて 入 寮 寄宿 等 も 出 來暌檫 
致し 乍 恐  天朝の 御學 風 4- 天下の 人々 LL 知らせ 天下の 奇材異 能を 天朝の. 
學 校へ 貢し 候樣致 候 得 U 天下の 人心 •一定 仕る ^ 相 達な し 〔所謂 皇室 中心 主- 
義〕 併  急  L1  京師へ  大學  校を  興す  と  申て  (t  只今の  時勢  迚も  <  出來ぬ  事と  誰 
しも 可 存候得 共是に 亦 策 あるへ し 小 林 民 部 承り 候 今 學習院 は 學職方 
は 公家な リ 儒官は 菅淸 家と 地下の 學 者と 温して 被 相務定 B ありて 講釋有 
之是 日は 町人 百姓 まて 聽聞じ 出 候 事 勝手次第 勿論 堂上 方 御 出 ^ な y 然れ 
U 學習院 の 基 1: 依り 今一 層 致 興隆 候 得は 何檬に も 出 來可申 扨學 問の 筋目 
を 乳し 候 事 か 誠 Li 肝要 1- て 朱 子學じ やの 陽 明 學じや のと 一 偏の 事 じて U 
何の 役 1: も 立不申 尊皇攘夷の 四 字を 眼目と して 何人の 書 1- て も 何人の 學 
に て も 其 所長を 取る 樣 に マへ し 本 居學と 水戶學 と U M る 不同 あれと も雩 
攘の二 字 It いつれ も 同し 平 田は 又 本 居と も 違 ひ 僻なる 所 も 多 けれと も 出 
定笑語 玉 Is 等 II 好 書な y 關 東の 學者道 春以來 新 井室 徂徕 春鏖等 皆幕庥 じ 
俊し つ n とも 其內に 一二 箇所の 取る へき 所は あり 伊藤 仁齋な とは 尊王の 
功 も ^ けれと も 人 1: 益 ある 學問に て 害な し 林 子 平 も 尊王の 功な し 攘夷の 
功 あり 兼て 御 話 rll 候 高山 蒲生對 馬の 雨森怕 陽 魚屋の 八 兵衛の 類は 實じ大 
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■比の 人 淸原某 神代 卷跋松 苗 十八 史略 序此二 篇小子 深く 心服 fi: る 論 也 
一院 中へ 史局な 設け 六國史 以下の 補 ふ 事 

右.等の趣向 4» 眼目として御エ夫か御こらし可然候他日御出國出來候は| 
先大原 公 父子へ 御 謀り 公卿 方の 御 論 御 伺 又關東 下向 堀江 共 御 相談 被 成 夫 
下 同意の 人々 申 合 そる-^ 京師 ^ て 御 取 建 可然尤 湖城 鯖 江 等 〔井伊、 間 部〕 威 
權 を 振 ふ 間は 少し 御 見合 可 被 成 候 近年の 內 兩權仆 るへ し 京師 も九條 公 御 
辭職あ .らん 〔鬼 生 平生 0 口吻 1- あらす〕 其 後； き 關白 ありて 關 東と 御 一 和の 
事も調候は}其節妙なリ其內夷事も日々禍深く相見候。付好機會の出.る 
事 も あらん 何分 京と 關東 .との 形勢 4> 熟 覽して どぅも 六ヶ 敷 U 最前の 論の 
如 •く吉 田！. 一て ^ すなり 妙な れ は 學習院 へ 出るな リ鹿 所は 足下の 眼中 じあ 
れ は 悉く It 難 申 候 堀江 何卒 出牢 させ 度 もの ^ リ僕 iy 勝 野 保三郎 へ 申 遣 
置 候 山 口 三 _ なと 好 策な きかと 申 遣 置 候® 江 出 牢と御 聞 被 成 候は ぶ 早速 
諸事 御 通信 可然僕 天下の 士な 多く 見 候 得 共 無學じ して 篤志なる こと 如此 
人 It 多く 見 不申實 に 奇人な リ豇 學可賴 則 封 一通 御覽此 人の 心中 察 給 < 

饶， 出 國以來 五箇 月に 相 成 候 得 共 小 田 村 久阪等 一書 もな し 足下 (t 在獄な れ 
は せん 方な し 僕 Li おいて II 不苦 事に It 候 得 共 諸 友 0 疎濶 it 志の 薄き 故 か 


.と大 に 懸念 致 候 此事兄 出牢 tf lt 1 るへ し 作 間 彌二德 民な とのこと 甚 
懸念な り此 三人は 决して _ せぬ に， 相違は なくと 存候岡 部 是亦 不可 繁出四 
人 兄 幸 愛 之 福 原は 長 進と 察 候 如何！ 2 や 倥 世 も 心に か V り 候 來原中 寸餘リ 
周 布 風を 學ひ 大人 振リ 後進な 導く こと 不能る か 患な y 中 谷 It 自妙山 口  U 
て . 世界を なせ かし 要 之 諸人 才器 齷齪 天下の 大事を 論す るに 不足 吾 か 長 
人 ^ して 萎 爾せ しめん 殘念 々々足下 久阪 4* のみ 賴む なリ 高杉大 II 長 進と 
は 察 候 得 共此 地に -C は 十分の 議論せ す歸 國大に 殘多 事共な リ 
未 十月 二十日  松  陰 
子 遠 兄 

足下 

◎留 魂錄 〔人の 將に死 ぜんとす る、 其の 言 や 善し〕 

^ u r: とへ 武藏の 野邊に 朽ちぬ とも 留め置か まし 大和魂 

+■ 月 ^ 五日  二十 一回 猛士 
..一 佘 去年 已來 心蹟百 變擧 て數へ _ し 就 レ 中 趙の貫 高 4* 希 ひ 楚の屈 平 4. 仰く 
諸 知友の 知る 所な リ 故に 子 遠 か 送別の 句に 燕 趙多士 一貫 高 0 荊 楚深憂 
以屈¥ と 云 も此事 也 然るに 五月 十四日 關 東の 行 4* 聞し ムリ It 又 一の 誠 
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'の 字！！  H 夫^ 付 t; り 時し 子 遠 死 字を 贈る 余 之れ な 用 ひす 一白 綿布を 求 
y> て 孟子 至誠而 不レ 動 ^ 朱 二 之 ^ 一也の 一句 ^ 書し 手 tfi へ 縫 付 S て 江戸 r 來 
リ是を 評定 所 U 定め 置し も 吾 志 4- 表 マる 也 去年 來の事 恐 多く も 天朝 幕 
府の間誠意相孚せさる所以あリ天苟も晋か區々の悃誠を諒し給 |1 、幕 
吏 必す晋 說を是 と -d: んと 志な 立 t; れ とも 蚊虻貿 山の喻 終 1- 事 4» なすこ 
と 不レ能 今 口 r- 至る峁 吾德の 葬 薄なる . 1- ムれは 尨り 今 將誰を か尤 め JI. 怨 
んや 〔是れ 哲人の 心地〕 

七月 九日 初て 評定 所 呼 出 あり 三 奉行 出 避 導 鞠の 件 雨條あ y 1 日 梅 田 源 
二 g “長 門下 向の 節 面 # し ?: る 由 何の 密議を かせし や 二日 御所 內 r-. 落 文 
あり其手蹟汝1!似れリと源二郞其外中立る者あリ覺あリや此二條のみ 
夫 梅 田 It 素 ふり 奸傦 なれは 余興 1- 志 か 語る ことか 欲せ さる 所な y 何の 
密議 ^ かなさん や 余是 1- 於て 六 年間 幽囚 中の 苦心す る 所を 陳し終 じ大- 
原 公の 西 下 4* 請 ひ 鯖 江 侯を 要する 等の 事な 自首す 鯖 江 侯の 事 f 因 C 終 
It 下獄と U なれり 

吾 性 激烈 怒駡 1- 短し 務て 時勢 LL 從ひ 人情 1- 適する を 主と す 〔それ 然リ豈 
に それ 然 らん £ 是 を 以て 吏！！ 對して 幕府 違 勅の 已むを 得さる を 陳し然 


-後當 今 的 當の處 置 1. 及 び 其說常 一一 講究す る 所に して 具 L： 對 策に 戟する 
か 如し 是を 以て 幕吏と 雖も甚 怒駡す る こと 不レ能 直 一一 日く 汝陳 白す る 所 
悉く 的當 とも 思 It n マ 且 卑賤の 身 一一 して 國家の 大事： 議する こと 不屆 
な y 余 亦 深く 抗 せす 是な 以て 罪 ^ 獲る は 萬々 辭ぜ さる 所な りと iK て 已 
みぬ 幕府 三： 尺の 布 衣國を 憂る こと ^ 許さ マ 其是 弗晋 曾て 辨爭せ さるな 
り 聞く 薩の日 下部 伊三次 (t 對吏の 日當今 政治 0 缺乏； 歷 詆 して 如レ是 •し 
て U 往兜三 五 年の 無事 も 保ち 難しと 云 ふて 鞠 吏を 激怒せ しめ 乃 日是： 
以て 死罪 ^ 得る と雖 も悔 さる ^ リと 是晋の 及 さる 所な り 子 遠の 死 4* 以 
て 吾 ^ 貴む ろ も 亦； 此意な るへ し 唐の 段 秀實郭 子 儀 U 於て U 彼の 如く 誠 
悃朱泚 U 於て は 彼の 如くの 激怒 然ら U 則 英雄 自ら 時 措の 宜しき あり 要 
する 1- 內省 不レ疚 U あり 抑 亦 人 4* 知り 機を 見る、； とを 尊 ふ 吾の'  得失 當さ 
•レ 蓋棺の 後 4* 待て 議 すへ きのみ  • 
一此 回の n 書甚 草々 ^ り 七月 九 日 一通 中立 ' f: る 後 九月 五 n 十 刀 五 口兩度 
の 呼 出 も 差し ?: る 鞠 問 もな くして 十月 十六 m-u 至 リロ 書讀 聞 tf ^- りて 
直 1. 書 判せ ふとの 事 也 余 か 苦心せ し 墨 使 M 接 航海 雄 略 等の 論 一 も書馼 
せす 唯 數 箇所 開港の 事を 程克中 演て 0 力 充實の 後 打攘可 レ然な と 吾心！： 
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も 非 さる 迂腐の 論 ^ 書付て Q 書と す菩 言て 益な 吾 4- 知る 故に 敢て 言は 
す 不滿の 甚し告 なり Er 寅の 歲航海 一條の 口 書 I - 比 T る 時 l-x i; 泥の & と 
云 ふへ し 〔死 1- 際して、 尙 ほ 口 書の 可否 ^ 論す、 是れ 死 ^ 愛ます して、 
名な 愛む 所〕 

J 七月 九日 一通 リ大原 公の 事 II 江 要 鷲の 事 等を 申立 ?: リ tj 意ら く是瓠 の 
事幕にも已じ諜知すへければ明白 |^ 申立れる方却て宜し令也と已にし 
て 逐 1 口な 開きし 1- 幕 1- て 一圓 知ら さる 1- 似 t: リ因 i; 意ら く 幕 1- て 知 
'らぬ 所 ^ 强て 申立て 多人数 1- 株 連 蔓延せ It 善 類 ^ 傷 ふ « 少なから す 毛 
吹て 創 4» 求む る Li 齊 しと 是 1- 於て 鯖 江 侯 要擊の 事 も 要諫 と It 云 替 ?: 
又 京師 往來諸 友の 姓名 連 列 諸氏の 姓名 等 可 レ 成 丈 It 隱して 具 白せ す是 
.吾 後人の 爲め 1- する 區 々の 婆 心 ^ y 而して 幕 裁 果して 吾一 人 ^ 爵 して 
一 A も 他 1- 連 及な き It 實 LL 大 R と 云へ し 同志の 諸 友 深く考 思 ぜ L 
一 要諫 一條 LL 付事不 レ 遂とき U 鯖 江 侯と 剌違て 死し 警衛の 者 要蔽 する 時 U 
打 拂べき との 事實 1: 吾 か IK lt さる 所な り 然る ^ 三 奉行 强て書 K して 誣 
服せ しめんと 欲す 誣服は 吾肯て 受けん や是を 以て 十六 B 書 判の 席 1^ 石 
容 池 田の 兩 奉行と 大； I 爭辨す 晋肯て 一死を 惜 まん や 兩 奉行の 權詐 1: 伏 


せ 5S なり 是ょリ 先 九月 五日 十月 五日 雨 度の 吟味 r. 吟味 役 まて 具 1: 中 
立 ?: る 1- 死を 决して 要 諫す必 t しも 刺 違切拂 等の 策 あるに 弗す 吟味 役 
具 じ是を諾して而も且口書に書載するは權詐 1: あらマや然とも事爰 |- 
至れは荆違切拂の爾事を受されは却て激烈 ^ 缺き同志の諸友も亦厝む 
な るへ し 吾と 雖 も亦惜 まさろ 1: 非す 然と も 反復 之 ^ 思へは 戎仁の  一 E. 
區 々一言の 得 炎に 非す 今日 義卿 奸權 の爲に 死す 天地神明 照 鑑上 1. あり 
何惜む ことか あらん 〔松 陰 十五 六の 少年を 提け て、 堂々 r: る 諸侯の 義衛 
な 衝かん とす 0 人 皆な 其の 大膽 に 驚く  〇彼 日く 昇 平日 久しく 苟も 决死. 
の 徒 二 三 あらん か、 彼 0 橫劍荷 槍の 儀衛 は、 禽奔獸 散 せ んと〇 松 陰 死 
マる の 明年、 水 戶十 七士樱 田の 變あリ 0 此 !: 於て 門人 皆な 彼 か 先見の 
明 II 服 づと 5 ユ」 

一吾此 回 初め 素ムり 生を 謀らす 又 死を 必せマ 唯 誠の 通 塞 4- 以て 天命 0 自 
然 1: 委し ?: るな り 七月 九日に 至て は 略 一死を 期す 故に 其 詩に 云 繼成唯 
當レ甘 一一 市戮？ 倉 公 寧 復望 二 生還 *- 〇 其 後 九月 五日 十月 五日 吟味の 寬容 な る 1- 氏 か 
れ又必 企 ^ 期す 亦賴 る慶 幸の 心 あリ此 心 晋此身 4 惜む爲 め U 發す る 1: 
非す 抑 故 あ リ去腦 大晦 朝議 已 U 幕府に 貸す 今春 三月 五日 吾 公の 駕已 U 
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萩府 4» 發 す 吾策 是 Li 於て 盡果 ?: れ It 死を 求む る S 極て 急な り 六月の 求 
江戸 1- 夾-る に 及て 夷 入の 情 態を 見聞し 七月 九 H 獄 1: 來り 天下の 形勢を 
考察し 神國の 事猶な すへ きもの あるを 悟り 初て 生な 幸と マる の 念 ■勃々 
?: リ吾 若し 死せ t んは其 勃々 t: る もの 决 して 汨沒せ さるな り 然と も 十 
六日の 口 書 三 奉行の 權詐吾 4» 死地 1: 措かん とする ^ 知り 因て 更 1- 生 ^ 
幸 ふの 心 tc し是亦 平生 學 問の 得 か 然るな リ 
一 今日 死を 決 1 るの 安心 It 四時の 循環に 於て 得る 所 あり 蓋し 彼の 禾稼を 
見る 1- 春 種し 夏 苗し 秋 刈冬藏 マ 秋 冬に 至れ (t 人 皆 其 歳 功の 成る か 悅ひ 
酒 4» 造り 醴 4» 爲リ村 野 歡聲 あり 未 T: 曾て 鸥成に 臨て 歳 功の 終る を 哀し 
む ものを 聞かす 吾 行年 三十、 一事 成る ことなくして 死して 禾 稼の 未 t: 秀 
てす 實ら さる II 似 t: れ は 惜む へき K 似 ?: り 然と も義 卿の貞 4» 以て 言へ 
は 是亦 秀實の 時な y 何 そ 必 しも哀 まん 何とな れ は 人 壽は定 りなし 禾稼 
の必マ 四時を 經る 如き LL 弗す 十 歲 ！2 して 死す る もの It 十歲中 自ら 四時 
あ リーー 十 It 自ら 二十の 四時 あり 三十 it 自； 三十の 四時 あり 五十 百 (t 自 
ら 五十 百の 四時 •あり 十歲を 以て 短と する u _ ss 4* して 靈椿 n らしめ ん 
と 欲するな り百歲 4> 以て 長し と * t .€> (t 靈 ® 4» して 蟪蛄 T: らし めんと 欲 


マ絕 力： 東 4 •ら りす 
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丁寧に 吿戒ぜ y 吾 誠に 此言に 惑 服す 又 鮎澤 伊太 夫は 水 藩の 士 1- して 堀 
江と 同居す 余 1: 吿て日 今 足下の 御沙汰 も 未 t: 測られす 小 子 {t 海外 U 赴 
け It 天下の 事總て 天命に 付せ んのみ 但 天下の 益と なる へき 事は 同士 1- 
托し 後眾 1. 殘し度 事な リと此 言 大に吾 志 4» 得 t: リ 吾の 祈念を 籠る 所 U 
同志の 士 甲斐々'々 しく 吾 志を 繼紹 して 尊攘の 大功 4* 建て i かしな り 吾 
葯 すと t 堀 鮎の 二 氏の 如き (t 海外 1- 立と も 獄中 1: 立と 吾 か 同志 T: らん. 
者 願 it くは 交 ^ 結へ かし 又 本 所 龜澤町 1: 山 P 三 報と 云® 卷ゎ リ義か 好 
む 人と 見えて 堀 鮎 一一 子の 事 杯 外 間 1- 在て 大 1: 周旋せ y 尤も 及 ふ. へ か & 
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三 七 八 

さる It 未 T; 一面 もな き 小 林 R 部の 事 二子 ムリ 巾 遣し ?: れ U 小 林の 爲め 
に 亦大 1- 周旋せ り 此人想 ふに 不凡なら ん且三 子への 通路は 此三 輅老 1; 
托すへ し 

堀江 常に 神道 ^ 崇め 天皇 ^ 尊 ひ 大道 ^ 天下 1; 明白 ! I し 異端 邪 說な 非せ 
んと 欲す 謂ら く 天朝 ふ リ敎 « を 開 板して 天下に 頌示 する， U 如かす と 余 
謂ら く敎 書 ^ 開 板す るに 一策な かるへから マ 京師 1: 於て 大學校 4* 興し 
上天 朝の 御學 風を 天下 !: 示し 又 天下の 奇 '材異 能 か 京師 ^ 貢し 然る 後天 
下宙 今の IH 論 確議を 輯 集して 書と なし 天朝 敎習 の餘な 天下 1: 別つ とき 
は 天下の 人心 自ら 一定す へしと 因て 平生 子 遠と 密議す る 所の 尊攘 堂の/ 
議と 合せ 掘 江 に 謀 y 是 4* 子 遠 U 任す る こと 1C 决す子 遠 若し 能く 同志と， 
議リ內 外 志を 協へ 此 事 ^ して 少しく 端緖あ らしめ (t 吾の 志と する 所 も 
亦笳 せす と 云 ふへ し 去年. 勅 is 綸旨 等の 事一跌 すと 雖も 尊皇攘夷 苟も B 
L へ 吾 1- 非れ It 又 善 術 4. 設け 前緖 4» 繼紹 せ すん It める へから t 京 ® ^ 
校の 論 亦奇な らす *や 

小 林 民 部 云 京師の 學習院 は定口 ありて 百姓 町人 1; 至る 主て 出席して 講' 
釋 か 聽聞す る 1 4* # さる講 日に 11 公卿 方 出 坐 1- て 講師 管 家 淸家及 ひ 通 


下の 儒者 相 温す ろな り然ら U 庇 甚 it 因て 更 II 斟酌 ^ 加へ It 幾 等も负 箱 
あるへ し 又 懷德 堂 !- (t 靈元 上皇 宸筆 勅額 あり 此 基 U 因り 更じ 一堂 4- 興’ 
す も 亦 妙な りと 小 林 云へ リ小絲 は ! 8 司 家の 諸 太夫 にて 此度 遠島 罪科 1; 
處せら る 京師 諸人 中 罪 貴 極て 重し 其 人多材 多藝唯 文學 に 深から マ處事 
の才 ある 人と 見 ゆ 西奧 揚屋 1: て 余と 同居す 後 東口 II 移る 京 肺 1- て吉田 
の 鈴 鹿 石 外 同筑州 則て 知己の 由 亦 山 口 三 翰 も 小 林の 爲めに 大 U 周旋し 
r: れ It 鈴 鹿 か 山 口 かの 手 ^ 以て 海外 まても 吾 同志. の 士 通信 ^ なすへ し 
京師の 事 1: 就て (t 後 來必す 力を 得る 所 あらん 

一！ S の 高 松の 藩士 長 谷川 宗 右衛門 年來主 ：君 4. 諫 •め 宗藩水 家と 親睦の 事 1; 
就て 苦心せ し 人な リ朿奧 揚屋 1: あり 其 子 速 水 余と 西奧 1: 同居 マ 此 父子 
の 罪科 如何 未 7-: 知へから す 同志の 諸 友 切に 紀念 ぜふ予 初て 長 谷川 翁 ^ 
1 見せし とさ 獄吏 左右 1: 林立す 法® 語な 交 ふる S を 得 t 翁 躅語 マる も 
の、 如くして 日 寧 爲 レ玉碎 0 勿 二 爲レ瓦 全 1 吾 甚 t: 其 意 U 感 す 同志 共 之な 察 
cf i 

一右數 條余 徒！ 2 書 t る 1: あらす 天下の 事 ^ 成す It 天下 有志の 士と忠 ：通 
する 1- 非れ it 得 ' T 而して 右數 人は 余此 IB] 新 U 得る 所の 人なる ^ 以て ^ 
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4- 同志に 告示す るな リ又勝 野 保 三 15 早 巳 L： 出 牢す就 て 其詳 4* 問 知す へ 
し 勝 野の 父 豐作今 潜伏す と雖も 有志の 士と 聞けり 他日 事 平く を 待 V、 物 
色す へし 今日の 事 同志の 諸士 戦敗の 餘 、傷殘 の 同志 4» 問 訊す る 如くす へ 
し 一敗 乃 挫折す る 豈異士 の 事な らん や 切 u_ -f 切に 囑 す. 

一越 前の 橋 本左內 二十 六歲 1- して 誅 せらる 實 1: 十月 七日な り 左 內東奧 U 
坐 ' t 五六 日の み 勝 保 同居せ り 後 勝 保西奧 1- 來り 余と 同居す 余 勝 保の 談 
を 聞て 益 ス左內 と 半面な きか 嘆す 左內幽 ，囚 邸 居 中資治 通鑑を 讀み 註を 
作り 漢祀を 終る 又 獄中 敎學 工作 等の 事 ^ 論？ し 由 勝 保 余に 是 な 語る 獄 
の 論大一 i 吾 意 4* 得 r: リ益 ス左內を起して一議 4» 發せんことを思ふ嗟夫 
〔眞 1. 同 嘆の 至り 1- 堪へす 〕 

1 淸 狂の 護國 論及 ひ吟稿 口羽の 詩稿 天下 _ 志の士 じ 寄 示し ?: し 故 U 余是 
を 水 人 鮎澤 伊太 夫 1- 贈る ことを 許す 同志 其れ 吾 1- 代て 此言も 踐まは 幸 
甚なリ  • 

一同 志 諸 友の 內小田 村 中 谷 久保久 阪子遠 兄弟 等の 事 鮎澤 堀江 長 谷川 小 林 
勝 野 等へ 告知し 置ぬ 村 塾の 事須佐 阿月 等の 事も告 置けり 飯 田 尾 寺 高 杉 
及 ひ 利 輔の事 も 諸人 U 告 置し ^ り是皆 吾 か 苟も是 4» なすに 非す 


か 吾つ け 終りて 後 

心なる ことの ? J 々か. き 置きぬ 思 ひ 殘せ しこと なかり けり 〔安心〕 

呼 ?: しの聲 まつ 外 II 今の 世に 待つ へき 事の 無り ける かな 〔澄 神〕 

討れ T: る われ 4* あ (t れと 見ん 人 It きみを 崇めて 夷拂へ i 〔尊王攘夷〕 
愚かな ろ 普 ^ も 友と めつ 人 (t わか 友と もとめて ふ 人 ひと 〔汝等 相愛せ る 
七 r: ひも 生か ヘリつ、 夷 ^ そ 接 It んこ 吾れ 忘れめ や 〔七生 滅賊〕 

十月 二十 六日 黃昏書  二十 一同 猛士 


三 八 二 

松 陰と 國體論 

公人と して 彼の 主張は、 國體を 顯揚 する にあ 6 き 〇國 民を して、 我： 
か 世界 無比の 國體 を自覺 せし むる は" 第一 著 也 ◦此の 自覺 心を 事業 
に 施し、 國 威を 海外に 輝かし" 國勢を 四 表に 張る は、 第二 著 也 ◦此 
れか爲 に、 個人の 禍福 利益 5: 度外視して、 君國に 盡す 、是れ 第三 著. 
也 ◦而 して 之を 一 串す るに、. 皇室 中心 主義を 以てす 〇 若し 近世 的 名 
詞を以 孓 約言 すれ は" 第一は 國民的 自覺也 ◦第二は 帝國 主義 也 ◦第 
三は 獻 .身 的 精神 也〇 舊き眞 理 は、 新 らしき 名號を 帶 a て、 世界の 活 
題目と な $ つ、 あぅ 〇而 して 松 陰 は" 五十 年 前に 於て" 旣に 其の 豫 
言 者に て あぅ き〇 

彼は 此 0 大 主義に 於て、 最 名 其 0 家 學の祖 、山 鹿 素行に 負 ふ 所の 多 


大なる 乙と を、 吿 白した^ NQ 吾人の 見る 所を 以てすれ は" 彼の 一 生 
を 通して、 彼に 感化を 及 ほせし 個人を 擧くれ は、 家庭 敎育に 於け る、 
父と 玉 木 叔父は、 數ふる 迄 もな く〇彼 の壯 年に 於て、 國務經 綸の書 
策に 就て は、 佐 久間象 山 ?: 推す 可く  〇 彼の 始終を 通して、 知己の 念 
に 感激せ しめたる は、 其の 藩主なる 可く 〇然も 其の 尊攘の 眞骨 頭と" 
死生の 大關 門を 擂 破す るの 大作 用と に 至うて は、 山 鹿 素行の 遺敎に 
埃つ もの あ 6 しを、 斷 言せ すん は あらす 〇蓋し 彼は 軍學 者と して、 

山 鹿 素行を 見る ょう も" 天下の 人物と して、 之を 見た-:: VQ 彼は 山 鹿 
流軍學 の紹述 者ょう も、 素行の 大 主張、 大 主義の 宣傳 者を 以て 自か 
ら 任した うき 〇  3 れは 彼を 最も 動した るは、 彼の 『武敎 全書』 にあら 
すして、 寧る 其の 自傳 とも 云 ふ 可き、 眇然た る 『配所 殘 筆』 な 6 き 0 
而して 吾人は 實に 、松 陰の 『留 魂錄』 を 以て、 素行の 『配所 殘 筆』 It 對 
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照す るを 已 む 可ら 3 らしむ 〇 蓋し 兩 人の 性格、. 人品は、 各 I 其の 小 
册 子の 上に、 活躍 すれは 也 ◦誰か 自晝 自賛と 云 ふ、 己を 知る は 己 n 
に 若く はなき を 知らす や 0 

彼 か 安政 三年 八月、 家に 錮せ られつ、、 家 學敎授 の 許を 得て、 開講 
したる は、 山 鹿 素行の 『武敎 小學』 なぅ き〇 此の 書や實 に 武士の 心得 
を、 極めて 簡約に 指示し /2 る ものにして、 所謂る 武士道 要訣と も稱 
す 可き もの 也 〇松陰 開講の 劈頭に 日く、 

吾 も 人 も 貴き 皇國 に 生れ、 特に 吾々 は、 武門 武士た る 上は、 其 職 
分なる 武道を 動め、 皇國の 大恩に 報す へきは、 論に も 及は ぬ Z1 と 

4  〇 . 書物 も 古今に 多き 者なる に、 何故 佘か 殊更に 先師の 書を 

信仰す るか なれは、 . 先師 曾て 北條 安房 守の 宅へ 召 出 3 れ〇赤 

德調 居の 命を 承られ * る 時の 事を 見ても、 先師 平日の 覺悟 筋を 知 


•.る：^ し〇又 赤 穂の 遺 ts e: 君の 仇を 復 したる 始末の 處置を 見ても， 
大石良 雄 か、 先師に 學得 たる 所 知る 可し ◦國 恩の 事に 至て は、 •先 
師滿 世の 俗儒、 外國を 貴み、 我 邦を 賤ひる 中に 生れ、 獨彡卓 然と 
して、 異說を 排 し、 上古 神聖の 道を 窮め、 中 朝 事實を 選は れ たる 
深意を 考て 知る 可* し〇 

松 陰と 素行の 關 係、 松 陰と 國體 論の 關係 、而 して 松 陰と 武士道の 關 
係、 自から 其の 自ら 語れる 所に 於て 分明なら す や。 

松 陰 又た 日く、 

國體と 云は、 神州は 神州の 體 あぅ 〇異國 は 異國 の體あ ぅ〇 異國の 
書を讀めは、兎角異國の事のみを善と思ひ〇我國をは却て賤みて、 
異國を 羨 〇 欉に成 行く Z. と、 學 者の 通 患に て、 是れ 神州の 體は、 
異國 の體と 異なる 譯を 知らぬ 故 也。 
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彼は 確かに 國 家に 國性 あるを 知れ 60 彼は 國家 R 獨自 一己なる もの 
あるを 知れう ◦而 して 之を 自覺 する を 以て、 國民 たるの 第一義と な 
せ 6 ◦彼は： g 黙に 於て 素行を 祖述した 6 と 雖も 、决 して 素行の 蘇 音 
機に あら 3 うき ◦彼は 其の 啓發の 端緒を、 素行 {(: 得た る も •其の 之 
を 自得す るに 到うた るは、 偏へ に 彼の 見識に * ら すん は あらす 〇彼 
其の 坐 獄日錄 R 於て 語 5 .て 日く、 

吾 幼 R して、 漢籍に のみ 浸淫 して、 尊き 皇國の 事には、 甚た疎 
けれは， 事々 に 恥 思 ふ も 多 けれと 〇試に 思 ふ 所と" 見聞す る 所と 
を擧 て、 自ら 省み、 且は 同志の 人々 へ も 示すな 30 抑 皇統 綿. ダ 
千 萬 世に 傳$ て、 變易な きこと、 偶然 (C 非す して 〇即ち 皇道の 
基本、 亦爱に あるな 60 蓋 天 照皇太 神の 神器を、  天孫 瓊卜杵 
尊に 傳玉 へる や ◦寶祚 之隆與 ，天 壤 一無ぃ窮 の 御 誓 あう 〇  3 れは 漢土 天 


竺の臣 道は、 吾 知らす 0  皇國に 於. ては、 寶祐 素ょ $ 無窮 なれは、 
臣道も 亦 無窮なる 乙と、 深く 思を 留む 可し ◦更に 又 祈年祭の 祝 ^ 
に 謂へ る、 狹國は廣く、峻國は平く、島の八十島墜事無0ま /2 遠 
國 は、 八十 網打掛 て 寄 如 事な とい ふ rj と、 徒に 考 ふへから す 〇  S 
道 S かにを と 問は、、 天 押 日 命の 乙と たてに 海 行は 水つ く 屍、 丨 11! 
行は 草む す 屍 大君のへ R こを 死なめ、 のと R は 死なし 〇 是 なん 臣 
道な らん 0 

是に 由ぅて 之を 觀れは 、彼 か 國體論 も、 帝國 主義 も、 武士道 も、 自 
力ら 一 串の 主義ょ ☆出て 來ぅた る Z1 と 疑 ふ 可ら す 〇其の 主義とは 何 
そや、 皇室 中心 主義 是れ 也〇 

松 ^ は 君 E の e R 就て は 孔孟の 行動に 對し て、 大不滿 な. cn き 〇皮 
は 講孟剳 記 (安政 二 年 六月) R 於て" 喝破して 日く、 
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經 書を 讀 〇 の 第一義は、 聖賢に 阿ねらぬ 乙と 要な 60 . 孔孟 生 

國を 離れて、 他國に 事へ 給 ふ Z. と濟爻 ぬ ことな 60 . 我 邦は 上 

天朝ょ. CN 下 列藩に 至る ^ て、 千 萬 世に 襲して 絕ぇ 3 る 乙と、 中 
々漢土 钚の 比す 可き に 非す Q 故に 漢土の 臣は 、譬は 半季 渡ぅ の 奴 

婢の 如し 〇其 主の 善 惡を擇 て轉 移す る ZL と、 固 其 所な ぅ Q . 聞 

く 近世 海外の 諸蠻 、各 其賢智 を推擧 し、 其 政治を 革新し、 駸 々然 
.として、 上國を 凌 侮す るの 勢 あ 60 我 何を 以て か是を 制せん Q 他 
なし、 前に 論す る 所の 我國體 の、 外國と 異なる 所以の 大義を 明に 
し 〇闔國 の 人は、 闕國 の爲に 死し" 闔 藩の 人は、 闔 藩の 爲に 死し、 
臣は 君の 爲に 死し、 子は 父の 爲に 死す る 志 確乎たら は、 何を 諸蠻 
を畏ん や。 願く は 諸君と 茲に從 事せ ん〇 
被は 實に 此の 國體 論を 提け て、 天下の 人心を 警醒し、 天下の 民情を 


統一し、 以て 外國に 當 らんと 欲した 6 ◦故に 彼の 國體 論は、 古典. 學 
者の 考證 論 R あらす して、 當 今の 國民 をして、 三百 年來 長夜の 眠を 
破う、 新奇の 時 態 R 應酬 せしめん とする、 血 あう、 生命 あ. CS、 铉 力 
あるの 政綱な b 刍〇 
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松 陰と 帝國 主義 

當 今の 時に 當ぅ 、砲 臺を 築き、 砲門を 鑄て、 海岸 防 ® 、 異賊 手當な 
と 罵る 位の 怯 儒に ては、 迎も 神州の 保全は、 岀來 ぬな り ◦早く 偸安 
の 習を 止め、 四 夷 出征の 策を 定め すん は ある 可ら すとは 〇是れ 彼 か 
武敎 講錄の 終局に 於て、 切言した る 所る 也 ◦彼の 國體論 か、 籠城 的 
の鎖國 策に あらす して、 開國 進取の 上に、 國是 を 措か S れ は、 一國 
の獨立 3 へ P 覺束 なしとの 旨 意、 隱 約の 際に 看取す る. を 得 可し 0 
吾人は 更に 具體 的に、 之を 觀 察する の 必要な からす 〇彼 か蹈 海の 一 
躓ょり して、 野 山の 獄に投 せらる、 や、 彼は 幽囚 錄を 著して 正を 象 
山に 請へ ぅ 〇 其の 一節に 日く、  • 

謹按 。上世 聖皇 。威 懾； 一 殊方一 恩 P 異類 4 英圖雄 略。 炳 ® 于萬 世 -- 0 


而其虛 芑 納 鉍。 採 A 長 -- 〇 而 補，， 己 短 一 P 彼 有 "-〇 而 贍_,我無 —0 _懷偉度〇、 

蓋 亦 後世 之 所 師法 I 也 

と ◦是 れ豈に 開國 進取の， 皇 .謨 を、 國史の 上ょぅ 援  き來 h たる ものに 
あらす や 〇彼は 徒らに 賤外 尊內の 偏見に 陷ら すして、 他の 長を 採り 
て、 我 か 短を 補 ふ 可き を說く ◦彼は 此の 一 黯に 於ても、 尋常の 國體 
論者と、 其の 眼界の 廣狹 、高下を 同 ふせ 3 る 也。 吾人は 更に 進ん て" 
彼 か當今 に處 する の經綸 ?: 吟味 せんと 欲す 〇 幽囚 錄の一 節に 日く" 
日不 k 升則昃 。月不 k 盈則虧 。國不 k 隆則替 。故 善 保， 國 者。 ^ 徒 無^^ 其 
所， 有。 又 有％ S 所 鋤。 今 急務 „ 武備 -- o il 略 具。 礮略 足。 則宜 蝦 
夷 —0 封建諸侯一乘翻奪，加摸察加、隣都加 ~0 諭，琉球 —0 朝覲會同。比， 
內 諸侯 >-0 責， 朝鮮 - *0 納賛奉 貢。 如 =古盛時 —〇 北割„滿洲之地 --0 南收„臺灣、 
呂宋 諸島？ 漸示逢 取 之 勢？ 然後愛 良養 ± 。愼守_,邊圉 —0 則可讀，善保， 
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國矣 。不鉍 。坐-： 于群夷 爭聚之 中 - 0 無，， 能 擧 远搖 ¥ 。而國不 # 者。其 
幾 與。、 

是れ 安政 元年、 彼 か 二十 五 歲の著 論 也〇當 時の 俗論 者は、 之に 對し 
て 恰も騮 淵談 天の 感を なした るなら む 〇 然も 五十 餘 年後の 今 H に 於 
ては、 彼 か豫 言の 一半は、 實 行せられ た 60 吾人は 必ずしも、 此の 
如き 思想の 獨造 '者 / 2 る 信用を 擧 て、 彼 一人に 歸せ すと 雖も〇 彼 や 其 
の 中に 信す る 所 あぅ、 外に 見る 所 あ $0 而して 理想と して、 之を 書 
かす、 實策 として、 之を 說きた るの 一事は、 吾人 か 之を 彼に 許す に 
吝か なら 3 る 所 也 G 

惟 ふに 帝國 膨脹の 思想は、 本 多 利 明、 佐 藤信沏 の 徒を 始めと して、 
德川氏 中世以 來、 一部の識者間に醱酵したる一大現象也 0- 3れは松 
陰に 於て、 此の 思想を 見る は、 決して 奇 とする に 足ら S る &  ‘钱も 


1 姑 永、 安政の 時勢に 於て は、 屠 龍の 術を 誇 6 たる 學者 も、 策士 も 0 
薔寵を 好める 葉 公 か、 眞 龍を 見て、 惶恐擧 措を 失しなる か 如く ◦外 
國の. 軍 監 、我 か 海門に 來 6迫るに際しては〇唯た當面の措置に汲々 
として、 海外 彭脹坏 は、 夢 R も 之を 見る 乙と なか h き ◦此咩 に 於て 
昂々 乎と して、 本朝 建 國の淵 原に 溯ぅて、 開國 進取の 皇謨を 恢宏に 
せんとす 〇吾 人は 是に 於て、 松 陰の 見地の、 自 から 他と 同一視す 可 
ら S る もの あるを 信せ すん は あらす。 

彼 か 留魂錄 に 於 •て、 未見の 友人と して、 嘆美、 悵 恨の 言を 手 向けた 
る〇而 して 其の 獄 .を 共に し、 其の 死を 同ぅ したる 橋 本左內 か、 安政 
四 年に、 其の-友人 村 田 氏 壽に與 へたる 書中の 一節を、 引證 せしめょ。 

當今之 勢、 日本の 事務、 國內の 御 處 置と、 外蒂御 待遇との 二 作 1: 可 M 奉 
# 候 0 外審御 待遇 r- 付て It 海外の 事愦第 一 御 推察 冇之度 候。 方今の 勢 U 
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行々 It 五大洲 I 
相 運 候 はんと 奉 
眢 は 沈 K 嚴 整、 

偖 B 本は is も獨 
せ、 且亞墨 利 加 
此は當 今は 甚六 
附掛 居候 0  其 上 
覺朿候 間、 却て 
置 候 も不苦 候へ 

ルレス」口上 !: も 

英 ぶり @ 4> 伐 兜 
_ 候歟〇  又 (t 從 
其譯は 魯 It 信 あ 
螯我を 德とマ へ 
西洋 同盟の 諸國 
it 了然 1- 候 0  然 


圖に 同盟 國に相 成、 盟主 
存候〇  右 盟主は 先英膂 の 
何れ 後一 一は® へ 人望 可歸 
立 難 相叶睽 〇  獨立 一一 致 ^ 
洲或は 印度 地內 r- 領 な 不 
ヶ敷候 0  其譯は 印度 It 西 
今 It 力不足、 迚も 西洋 諸 
今の 內 1: 同盟 國に 相戎 ^1 
典、 英朁 は 雨雄不 並立 國 
歴然、 其 上 近來爭 鬪の迹 
手 ^ 賴候歟 0  又は 蝦夷 筘 
ひ候欺〇 定策可 有 之 事 0 
リ膦 境な り、 且膂と 我と 
く 候 0 左 すれは 英怒リ 可 
じ 敵 對は .難 致、 瞀の後 接 
れ It 此一戰 我 弱 4- 强 |: 轉 
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相 立 候て、 四方の 干戈 相 泳 可 申 
內に可 有 之 候 0  英 It 懔悍 貪欲、 
奉存候 a 

には、 山 丹滿洲 之邊 朝鮮 國 4» 併 
持して It 、 迚も 望の 如なら す 候 0 
洋 被領、 山丹邊 は魯 國一 一て 手 4 
國の 兵 1: 敵 對して 比 年連戰 t 無 
然候〇 然る 處亞國 其 外諸國 (t 交 
故甚以 扱 兼 申 候 0 其 意は 旣に 「ハ 
にて 明白に 御座 候 〇 依 之、 後 n 
誼 借吳候 旨 P1 願 候 0 其時斷 然と _ 
小 拙は 是非® 1: 從ひ 度奉存 候 〇 
は 唇齒 の國〇 我魯に 從ひ候 は、 
伐 我、 庇 我 願な リ〇 我 孤立に T 
有れ It 假令敗 る、 も 皆 滅 に卞 至 
し、 危を 安に 變候大 機關に 御陵 


候て、 此 i り B 本 も眞 の搔國 と 可 相 成 候 0  其 上 其 戰爭迄 I- (t 、  是非膂 國 
36 亞 國ふリ 人を 倚 ひて、 我 國の大 改革， 始、 水 軍 陸戰北 ハ 精 勡可爲 致と 率 存 
候 0  偖 右樣膂 の親昵 か 得 候 L1 I1 、  所謂 itl 報 之 恩 無 之して U 不相濟 候。 © 
國へ我 又り 使節 4» 以て 和親 4- 乞 候 積、 其 段には 種々 心算 有 之 候. 得 共、 筆 
It て (t Ili 述候〇  偖膂じ 國 を 託し 候 迄に It 外 ふり 擾亂被 致 候て It 不相成 候 
故、 其 迄は亞 墨 利 加な 賴 付、 英 夷の 跋尶强 梁 等 U 成 丈 拒 貰 候 事 0  此亦色 
々の 工夫 も 御座 候 得 典、 何も 應答 言辭の 間！- 一な くして は、 口 じ も 難述奉 
存候事 Q  依 之 交易 1:. ミニ ストル 指 置の 二 個 條相 許、 其 中 交易 U 矢 張 官府 
交易 1; 致 度 候 間、 勝手 交易 II 相 斷申度 候 事 ◦•阿片 M 借地の 事は 斷リ淺 it 
堺、 神奈 川、 箱舘、 S 崎 之 四 個所 位 1: 極 置 度 事 0  何分 亞か 一個 之 東 藩と 
见西洛 を 我 所 屬と思 ひ、 瞽 4* 兄弟#® となし、 近國を 掠 略す る 事、 緊要 
W 一と 奉 存候〇 

是れ實 に 日露 同盟 論 也。 當時 英國の 淸國に 對する 行動に 就て は、 頗 
る惡 評を 招きた n は Q 其の 抗英親 露 論は、 或る 一部の 識者 問に li 
唱道せられ 〇 、 あぅ 〇現 に大槻 盤 溪の如 & も、 其の 一人た 6 き 0 
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も 橋 本の 意見に 於て、 注目す 可き は、 其の 露に 依うて、 帝國の 獨立 
を 維持す る R 止ら す 〇此の 同盟を 後楣 として、 大 S に 膨脹 政策を 實 
行す 可し と 云 ふの 一勲に あう ◦乃ち 此の 一勲に 於て は、 假令 其の 手 
段を 同う せ 3 る も、 松 陰の 目的と、 期せす して 符合す る ものな くん 
は あらす。 要するに 彼等 兩人は 、滔々 たる 開港 論、 鎖國 論の 範圍外 
に 超 逸して、 帝國 主義の 本旨を 發 揮す 可き、 頂 天 立地の 位置を 占め 
たる 也〇而 して 松 陰に 至うて は、 最も 其の 立 塲の堅 確なる を 見る 0 
何と なれは、 彼は 之を 以て 一時の 方便 視せ す、 帝國列 聖 の皇謨 なる 
ことを 看破し たれは 也 0 


松 陰と 武士道 

彼は 君臣 一體 、忠孝 一致を 以て、 社會 組織の 大經 大法と なせう 〇而 
し. て 君臣の 義 、講ぜ S る もの 六 百 餘年〇 學の學 たる 所以、 人の 人た 
る ^ 以、安くに在るかなと疾呼したう〇.3れは彼か皇室中心主義を 
以， て、 自から 一生を 始終し、 幷せて 之を 以て 其の 周圍を 鼓吹した る 
は、 彼に 於て は 必然の 事の み 〇旣に 皇室 中心 主義なる に 於て は、 彼 
の 眼中、 上に 一天 萬乘の 天皇 あり、 下 R 日本 國民 あう 〇時勢 未た 
封建 割據に 際して、 彼の 眼孔、 夙く も 國民的 統一に 徹した るは  M 
れ亦た 固ょ 〇 當然の 事の み Q 

彼 日く、 『方今 外 夷 四面ょう" 我 ® 隙を 伺 ふ 〇此 時に 當て 、六十 州の 
人心を 一塊 石と なし、 以て 彼 小 醜を 懲らし、 海 波を 靖めん 乙と 尤願 
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ふ 所な と 〇是れ 五十 年後、 三十 七 八 年 役に 於て、 我 か 國民か 實驗 
したる 所に あらす や 〇又た 日く、 

吾 曾て 水府に 遊 a 桑原 幾太郞 を訪ふ ◦桑原 余 か爲め に 云 ふ、 諸 
藩の 士を觀 るに、 大抵 m 奥へ 夷 船の 見ぇた るは、 筑 紫には 患へ す 0 
北陸へ 夷人の 來 $ たる、 南海には 憂へ 3 る 者 多し ◦何を 自ら 卜； 
し 自ら 私する 甚しき や ◦凡を 神州に 生れ ^ る 者は、 切に 此 念を 除 
去し、 共に 神州を 憂 a 、 四海同胞の 如く あぅ 度 乙と な 60  S ゃ 夷 
虜の 害、 獨 6 東の みに して、 西は 關ら す〇獨 6 北の みに して、 南 
は 關ら 3 るに 非す 0 一旦 事變 起ら は、 東西を 分つ ことなく、 又 南 
北を 限る 乙と なし 〇神州 一同の 大患な $、 思は 3 るへ けんやと 〇 
佘 乃ち 起て 謝す 

と 〇然ら は 則ち 彼は 何を 以て、 此の 國艮的 I 致の 下に、 固 力を 發揮 


せんとす る乎〇 日く  士道の 興隆 是れ也 ◦士道とは 何 そや G 

先 〇 士道と 云は、 無禮 無法 粗暴 狂 悖の 偏武 にて％ 濟 ます 〇 記誦 詞 
章 浮華 文 柔の偏 文に て も濟 ます ◦眞 武眞 文を 學 ひ" 身を 修 心を 正 
ぅして、 國を 治め 天下を 平 R する 乙と 是 士道 也 
と 〇然ら は 則ち 此の 士道の 骨髓は 何を や、 日く 義也 ◦當 今の 言葉に 
て 云へは、 獻 身的糈 神 也」 彼 日く、 『先師 (山 鹿 素行) 武士へ 施 3 る、 的 
劍、 全く 義の 一字 It ある rJ と 也』 と。 蓋し 彼の 一生の 受用は 、約し 
來れは 、義の 一字に あぅ 〇彼は 日本 國民 の國 民た る rr 以 、唯た 義に 
勇 1/ を 以て、 其の 特色と 爲 すと 確 ft した^^ 故に 彼 か 武士道の 說敎 
は、 千緖萬 端なる も、 一として 義に歸 著せ 3 る ものな き 也 Q 
義の實 行に 就て、 彼は 一步を 進めた 日く 義の存 する 所、 生死 論 
するに足らす0故に何時 /2 $とも其の覺悟を懈る可らす0彼は日く" 
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f 敬の 宇は" 主 一 無 適な と、 註し、 道學 先生は、 高 上なる 事に 說 とも、 
敬は 乃ち 備なぅ ◦武士道に ては、 是を覺 悟と 云』 と 0 何 そ をれ 說き得 
て 明白、 痛快なる Q 敬を 釋し て覺 悟と 云 ふに 至 6 ては、 眞に此 中の 
泞 息を 解した る ものに あら 3 れは 、固ょり f 得す 可ら す、 况んを 道 
破す るを や 〇然ら は 則ち 其の 覺 悟は 如何 0 

武士た る 者は、 元日 i* ぅ 大晦日 迄、 日夜 朝暮動 靜語默 常に 一死を 
以て" 心 上に 措て、 ^ 其 一 死を 又 徒らに 成らぬ 如く 持 詰る ◦譬へ 
は悍 拇 を 弓留て 、立つ るか 如し 〇而 して 眞に心 .一死を 存 する 人 {C 
非 n は、 守る の 一字は、 合 熙 行ぬ ことな 6 
と〇而 して 其の 覺悟 の內に 充ち 、外に 溢る、 や 如何 〇彼 日く、 『此人 
一人 國中 にあれ は、 闔 國の氣 之か爲 めに 增盛 し、 弱 國も轉 して 强國 
となる 者な^ N』 と ◦彼 か內に 於て、 士道を 鼓吹す るは、 外 (C 向て 國威 


を 伸張 せんか 爲のみ Q 彼は 國 力の 養成は" 先つ 個人の 志操を 養成す 
るに あるを 看取したり 〇彼か 砂た る 松 下 村 塾よ-^ して、 天下を 動か 
3 んと欲 したる は、 由來 天下を 動かす の 勢力は、 此の 如き 方法を 以 
て、 此の 如き 塲 所よぅ 出て 來る 可き を 確 知した れ は 也。 

吾人は 彼 か 如何なる 熙迄 、山 鹿 素行に 負 ふ 所 あるかを 詳 にせん か爲 
に、 其の 『配所 殘 筆』 の 一節を 引用せ しめよ。 

我等 事 以前 i り 異朝 之 書物を 好 日夜 勤 候而近 尔新® 之 書物 It 不 •存 十ヶ年 
以前 迄 異朝 i リ 渡し 候 書物 大方 不殘令 一 覽候依 之不覺 異朝 之 事 4- 諸 事宜 
# 候 本朝 IX 小國故 異朝に It 何事 U 不及 聖人 も 異朝 1- こそ 出來 候へ と # 候 
此段 は 我等 計 1- 不限 古今の 學者皆 左様に 心得 候て 異朝 4» し ' f: ひ 學ひ候 近 
顼 初而 御存知 入て 甚誤 成りと 知 候 信 耳 不信 目棄近 而取遠 候 事不及 是非 誠 
It 學者之 通 病睽 儀に て 中 朝 事實 1. 記 之 候へ 典大槪 4* 爰 1- 記 置 候 本朝 者 天 
照 大神之 御 苗裔と して 神代 ムり 今日 迄 其 正統 一代 t 違 不給藤 原 氏 輔佐 之 
臣迄世 々不斷 して 攝 S 之 臣相續 候事亂 E 賊子 之 不義 不道成 事 無 之 故 ^ り 
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是仁義 之 IE 德甚 厚成 候 故 1- あらす や 次 Ll 神代 ふり 人 王 十七 代 迄悉 聖德之 
人君 相續 あり 賢 聖の臣 輔佐 奉りて 天地 之 道 4* 立 朝廷 之 政事 國郡之 制な 定 
め 四 K 之 作法 日用 衣食 家宅 冠婚 喪祭 之禮 Li 至 まて 各 其 中庸を 得て 民 や t 
く國 平！！ 萬 代 之 規模 立て 上下 之 道 明 成は 是聰明 聖知之 天德に 達せる にあ 
らすや 况武爯 之 道 ^ 以い (t v 三韓を 平け て 本朝へ 貢物 4» あけ 高麗 4- 貴て 
其 王城を 落し 入 m 本之府 4» 異朝 U 設て 武威 ^ 四海 1: か V やかす 事 上代 ム 
り 近代 迄然リ 本朝 武異 異國 まても 恐れ 候 得 dh ハ 終に 外國 ムリ 本朝を 攻取候 
事 It さて 置 ーヶ所 も 彼 地へ ぅば わる V 事 ^ くされ It 武具 馬具 劎. 戟之類 兵 
法 軍法 戰略之 品々 彼 •國の 及處に あらす 是武異 之 四海 U まされる に b らす 
や 然者智 仁 勇の 三は 聖人 之三德 也 此三 德ーッ も かけて It 聖人の 道に あら 
す 今 此三德 4* 以 本朝と 異朝と ^ 一々 其卬 4. 立て 校 量 t£ しむる U 本朝 II る 
か 1: 勝れ リ誠 Li まさしく 中國 とい ふへ き 所 分明な り是 更に 私 !: 云， lb ら 
す 天下 之 公論な リ 

吾人は 松 陰の 國體 論、 國力 膨脹 論、 士道 論、 而して 之を 一 串す る皇 
室 中心 主義の、 實に 其の 淵源を、 能 處 R 發 見し / a るを 覺ゆ ◦然も 素 


■行は 之を 論し、 松 陰は 之を 施す 〇素 行は 之を gi へ、 松 陰は 之 k 櫥く〇 
素行と 松 陰とは、 其の 周 園の 時勢、 同から さるの みならす、 其の 人 
格に 於て も、 亦た 各 I 其の 特色な くんは あらす 〇吾 人は 唯た 素行 0 
爲 R 、 百 八十 餘 年を 隔て、、 此の 如 B 有爲 、有力なる 相 續 者を 得 ね 
るを 至 幸と 爲す のみ 〇 


m 
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交友に 於け る 松 •陰 

:義 卿は 情人 とは、 彼か自 から 評した る 一句 也 〇彼は 同情の 大塊 
也。 彼は •ストィック 派の 哲學 も、 三舍を 避く る嚴 正、 剛毅なる 士道の 
鼓吹者 なれと も ◦彼の 全身には、 總ての 物を 溶解す る 熟 火 燃ぇつ、 
あ- CS き 〇彼か 父兄に 處し 、弟妹に 處し 、師友に 處し 、門人に 處 し、 
•交友に 處す るを 見れ は 〇彼は 確かに 日本 ^ 兒の 典型と も 云 ふ 可き、 
優美、 敦厚、 眞率 、忠誠" 多情、 多感に して、 且つ 偏 私なら 3 る、 
-無我 的なる、 情趣に 饒み たるを 知る に 餘 6 あらむ 0 
彼は 其の 見 界の大 なる か爲 に、 其の 胸襟の 大を 致せし 乎。 其の 胸襟 
の大 なる か爲 に、 其の 見 界の大 を 致せし 乎 Q をは 吾人 か 臆斷を 下た 
.す 所に あら S れ 知 も〇 彼の 人に 接し、 物を 待つ に 於て" 恒に 自己の 


立塲ょうも、相手の立塲ょう考へたるは、吾<:の竊かに嘆美するを 
禁 する 能は 3 る 所 也。 英 人の 語に、 紳士とは、 相手の 都合を 計 6 て 
自己の 不都合を. 顧慮す るに 遑 あら 3 る ものと 云へ う。 松 陰の 如きは、 
國家に 對して 、大 なる 獻身的 精神を 發 揮した るの みならす、 日常の 
行事、 一として 然ら S るは なかう き ◦吾人は 是に 於て、 彼は 偉大な 
る 頭腦の 人と 云は んょ办 も、 寧ろ 偉大なる 心 腸の 人と 云 ふの、 適當 
なる ^ - 見る 也 Q 

彼は 自己の 主張を 貫徹す る爲 に、 反對 論を 擊破 する には、 固ょ 6 餘 
力を 剩 3、$ き〇而 して 其の 餘 波の 延 s て 其 人に 及 a しは、 決して 
稀 有なら S りき 。されと 彼は、 彼を 幕府の 手を 藉 6 て、 毛 利 家の 爲 
に、 後患を 除かん としたる 長 井雅樂 に對 して 3 へ、 其の 不見識を 憐 
み ^ る も、 更に 怨讎の 念を 加へ 3 うき 〇彼は 同志 者の 不甲斐な きを 
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罵 6しも、之を羼$しは"寧ろ彼等を愛したれは也0彼は日く、 

佘 深く 水 府の學 に 服す、 謂ら く 神州の 道斯に 在う と〇 然と も其異 
端 邪說を 論す るに 至て は、 頗る 放 豚を 追 ふ ic 近き 者 あ AO 蜂蠆尙 
毒 あう、 况や佛 法の 如き、 皇國に 行は る、 乙と 弥已に 千 三百 年 0 
人心の 歸依 する 所、 圍師 は必闕 くに 非 すん は、 安ん 仑窮鼠 却て 猫 
を 嚙 嗦3 るを 知らん や 〇佘水 府の諸 先 £ 此義を 論 せんと 欲す 〇而 
して 身 幽囚に あ 6、 由な きのみ 

と 〇是れ 單に 佛敎に 對 する 態度の みならす、 總ての 問題に 對し て、 
，彼は 虛心 にて 之を 待遇した う 〇蓋し 彼は 或る 意味に 於て は、 嚴 疋 な 
る 差別 論者 / 2 う* しも、 其奧 には 一切 平等 觀を有 したう き〇其 の處低 
.の 方針に 日く、 『佘 寧ろ 人を 信す るに 失する とも、 誓て 人を 疑 ふに 失 
する 乙と なからん と 欲す』 と 〇又穴 日く、 『學者 中道に 志す は 固ょ 6 な 


れ とも、 其 次は 過て 取らん ょ 6 は、 過て 與 へんに 如かす ◦過て 生— 
んょ b は、 過て 死 せんに 如かす』 と。 彼は 實に •此の 如く 自 から 行へ 
60 是を以 て 彼は、 隨處に 其の 知己を 得た う、 同情者を 得た う、 親 
友を 得た う〇 獄に 在れは" 囚徒 も 獄吏 も、 彼の 門人と なれ 60 家に 
あれょ、 老幼、 婦女 も、 皆な 彼に 懷けう 〇旅行 すれは、 到處の 志士， 
皆な 其の 胸襟を 彼の 爲に 開け 60 而して 彼等の 有する 最善の 物を 傾 
け盡 して、 彼の 快 取に 一任した 6 ◦是れ 彼 か 然るを 期せす して、 自 
から 致した るの み。 

彼は 自己を 恒に 債務者の 位地に 措け 60 彼は 何物を も 人に 求めす b 
て、 唯 * 其の 自 から 負 ふ 所、 且つ 負へ うと 信す る 所を、 辨償 する (C 
汲々 た 6 き ◦彼 か 感謝、 報恩の 念に 殷んな る、 死に 抵る 迄已ま S  5 
き〇 彼は 恒に 吾師象 山に 眷 々たうき 〇 其の 象 山に 與 ふる 書中の 一節 
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矩方之見，先生 --0 小林虎三實爲，，矩方，行ビ謁。虎三年齒與 ^ 方_相齊。而 
名 稱亦與 ffi 方， 偶 同。 但虎 三才 華。 而矩 方則才 粗。 是爲 S (耳。 終， 之. 
虎三 因„ 先生-獲 JT 而矩方 則 ^ 罪累， ，先生： 先生 天下 之士 也。 矩方不 そ 

獨 負-- 先生？ 又 負 1 天下一 也。 . 去年 九 n 十八 日。 出， 115 街獄？ 詣， ，奉行 署， 

受 ，斷。 笋 別時。 官吏 滿 坐。 言不％ 一拜而 去。 今 及 II 隔地 三百 an 
每 ，聞， 一鶴唳 雁 語 •- 〇 俯仰 低徊。 不 ，能 i 措 -- 〇 
と ◦吾人は 今日に 於ても、 紙上 聲ぁ るを 覺ゅ〇 其の 蹈 海の 伴 g、 金 
子 重輔の 行狀の 一 節 R 日く、 

重 輔好諷 日晚途 遠。 佘方深 念 無 」言9 重輔輒 P 啻詩 ，日。 今夜 不 Y 
知何處 宿。 平沙萬 里 P 人烟 ― 0 嗚呼 如，， 重輔 3。 無 所 fe 死。 苟非 大 
手 筆， 而傳 ★之。 亦何以 慰„其靈魂一.而慊__友生之心蕺。 


と ◦吾人は 此に よりて 金子 其 人を 知る のみなら す 〇 又た 如何 •に 松 陰 
か 暴虎馮河の 胃險 者に あらす して、 其の 蹈 海の 如き も、 實 に 萬 ^ の 
m 愛を犧 性と したる 結果なる か k 知る に 足らむ 〇惟ふ に 『深 念 無 fe』 
の 四 字は、 實に傳 神の 筆に あらす や 0 

村 01 翁の 逝く や、 彼は 土屋蕭 海を 慫慂 して， 其の 行狀を 撰せ しめん 
とした 60 鳥 山、 永 鳥 等の 病に 斃る 、や、 彼は 中心より 之を 哭した 
り ◦彼は Is に 宮 部に 拳々 た 6 き 〇彼か 如何に 同志の 士  若く は P 人 
に對 して、 深厚なる 好意と 愛情と を 有した るかは、 彼 か 安政 六 年 十 
nhb 日附 にて、 江戸 獄中より、 高杉晋 作に 與へ れ る T- 書、 之を S 
して 遺诚な からし 1T 〇 

僕此度 之 災厄 老兄在 江戶あ りしの み ^ て. 大 U 仕 合 申 候 御 厚情 幾久敷 惑 銘 
仕 候 急 L1 御 歸國と あれは 殘念な り 然共此 間の 檬子 父兄 明 友へ. 御 話 被 下 候 
は、 又 喜 ふへ し是 望外 之大 幸 tj: リ〇爱 1- 一  少の御 面倒 之 御 願 あり 何卒 小 
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生 ^ 中 御 體認被 下 御 計 ひ 可 被 下 饑其 事件は 別 1- 致 小 林艮 部の 一 翰な り _ 
途京师 へ 御 立 t リ此節 御 屆可被 下 候 鈴 鹿 筑石兩 人は 小 林の 知己の 人な リ 
此事別 紙に Ji 、 す 〇 口羽 病死 ( t 如何 •しも 痛哭な リ諸友 中小 田 付 大， U 進歩 1L 
..深 知 足下 與語 るへ し 杉 藏學問 さぞ 進むな るへ し 弟 和 作 敏才學 問 も 進む へ 
し傳輔 と H 人在獄 ■可憐 小生， 一件 落着 まて 待 居れと 御® へ 實甫必 有 il 境但 
才勝て 動き 易し 能々 御 添 心 可 被 下候久 保は 不動心 吏 事 練達なら ん德 民不. 
負 平生 髑一〗 作 間 後進 中屬 望の 者な リ鼓舞 し 玉へ 福 原 又 四 郞必有 進境 變し 
it す 主い 岡 部 富 太 ® 亦 足用輕 挑 4» 以て 是 4- 捨 るは 偏な り榮 太と 天 野 I 同， 
志 中 1; て も 別つ ものな り老兄 深く 顧みて 吳玉へ .天 野 少しく 才 i 貢み 勉强 
せす 是可 惜滎 太の 心中 誠に 可憐 渠自 日不忍 復見 慈母 淚眼矣 其 言 甚可残 也 
而して 才智 あり 唯 小生 一面して 志 4 言は さ S 事殘念 なり 此間 多少 位 涙の 
談あり 吾愛榮 太 如 昔日 滎太晋 の 愛する 所と ^ るは 却て禍 极 r: る 』同§ レ 
て吾 4» 疏せんと.欲晋深く榮太か心事を知0とも榮太遂じ棄_し舊腦斤四 
夜 コゥ セ〆 4. 一杯 呑. て滎 太と 別れし It 永訣 かも 知れさるな り〇 同志の 事 
時 X 胸中な 往来して 難 忘然れ とも 僕 大いに 趣向を かへ ?: とへ 歸國 する g 
ありても 同志 中々 同志に 弗す 唯 老兄 1; 一言し 度 事の あるの みなり'  しかし 


諸 友と 一言す ると 又. 吾 •.一' 同す るか も 知れ 不申候 一 咲''  〇孝兄 •歸國 1- 付 
則に 言 ふ 事な し 且短景 多用 何分 行 屆不申 候只甌 くは 愚兄へ 御面會 小生 安 
全の 事 御申庳 11 U 奉 願 上 候 也 

十月 十七 B  松  陰  萍 
高 杉暢夫 兄  足下 
御 道中 寒冷 中 御 自重 專，〗 に 奉存候 

是れ實 に 彼 か 死に 先つ 十日 前の 書簡 也 〇若し 夫れ 彼 か、 如何に 思； S 
遣ぅ の 深 かぅ しかは、 左に 揭 くる 彼 か 入江 兄弟の 母に 與 へたる の 1 
書、 之を 悉せ 60 

そ もじ 子供 兩人 ともに 御氣 のどく の 次第 拙者 取 計 ひの 宜から $ る L 一 もめ • 
らん 去な から 此 度の 一け ん勿 11 なく も  御上の 御大 事に か、 り 候へ U 吾‘ 
々一命 さし 上 候 ! t て U 相す み 申さぬ 義理 1- てこと l 一大 原 三位 卿な とやぐ 
となき 御 方も此 度の 一件に て 一命を 果し可 申 か 事と、 の (t され (t 出家 致 
すへくの御决心の趣承及候此事も元來杉藏事最初 1; 三位卿へ御見通リ致 
其 後は 和 作 事 追 ス御 見通り の 上 拙者な との 事 御 聞 及 候ての 御 事 r- 候へは. 
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此時 じ 相 成 杉藏和 作且 |1 拙者なと一命を惜み三位_を空しく出家なと？ 
せ 候而 it ざう も 武士の 道 相 立不申 兼而の 友達と もへ 此趣 申さと し 候へ 共 
流石 命 (t おしき もの 義理 も 士道 も 目 (1 付不申 故 致 か ?: なく 晋ら H 人の み 
II て かく  U 取 計 ひ 候な り そ もじ 老人の 事 嘸 かし 御氣 U も 懸り可 申 候 U ん： 
誠 1- 胸 L： こ T: へ 候へ 共此 期！！ 至りい かん tf ん打 返し 相考 候へは そ もじ 雨 
人の 男子 II 皆 御上の tt め X 義理の ?: め {; 一命 さし 上け 候へ ii 亡夫へ 御對 
し 候 而も 御中 譯 け は 有 之 事い つれ 御 奉公 申 上 候から (t 男子 It 母親の 膝元. 
1: つ さ 添て 世を 送 y 候樣 11 のみは 相 成 か ?: 吾は 武家の 習と 御 あきらめ 被 
成へ し莊四 郎な と實 U 人面 じう 心の 所爲そ もじ 1- も 莊四駆 C とき子 供御 
持】 生の 榮 花 ^ 盡され 候 事 定めて 御 本意！ i lt ある ましく と 存候故 一筆 中 
進 候 也 先日 些御 病き の I し 氣遣候 所 昨日 孫 助 參り承 候へは 御 快氣の ムレ 
安心 致 候 隨分御 用心 專 l lt 存候 可視 

十 1 良安 政 六 年 三月)  松  陰 

是れ 入江 兄弟 か、 松 陰の 要駕 策を 行は んか爲 めに、 其 兄 入江 杉藏 は、 
留まうて 母を 養 ひ〇 其 弟 野 村 和 作 代 6 て 之に 任し、 脫 走して 京都 ^ 


赴き 〇而 して 事 志と 違 a 、 兩人 共に 揚屋に 入うた るに 際し、 松 陰 か 
獄中ょう、 彼等の 母を 慰 せんか 爲に與 へたる 一書 也。 書中 莊四郞 云’ 
云と あるは、 野 村を賣 うて、 其の 企畫 を、 漏洩し / 2 る 田 原 莊四郞 也 9 
彼 か 檻 輿 東行す る や、 門人 舊故 、彼に 贐 する もの あ 30 彼 悉く 之を 
擧けて 、品 川 彌二郞 に附 七て 日く" 

此 行吾不 鉍瀹二錢〗有=人致 ^ 。皆附 ^ 思父〗爲=和作償金- 
と。 彼は 獄中に 於ても、 傭 書を 事と し 〇甚た しきは 三 合の 飯を、 二 
合に 减 し、 他の 一 合を 賣 却して 〇野村 か 家祿の 幾分を、 要 駕策擧 行 
の 費用に 供した る、 辨償に 充て 〇若し 更に 餘剩 あらは、 之を 他日 勸 
王の 資に備 へんと 欲した うき。 而して 彼は 死に 赴く の途夾 に 於て 3 
へ も、 其の 他人 身上に 關 する 思 a 遺り を、 斷念 する 能は 3 る 也 Q 

四 ニニ 


書生と L ての 松 陰 

三餘讀 J 日 者。 七生 P 賊之本 也。 七 生滅 者。 三餘讀 # 之. 效也 。無萁 
本， 而 有 %: (效 ，者。 未， 之 有 * 。 r 其 本 M 無，， 其效 ，者。 宇 之 有 也。 ? 諸 天地 1 
質 H 諸 鬼神 - * 〇 吾 之 自信 如 P 是而已 とは、 彼 か 其の 自信を 告白した る 語 ^ 
あらす や 〇彼は 實に讀 書生な うき 〇彼は 其の 修養の 一半を、 11 1 卷の. 
中ょう 得來れ 3 れと 彼は 讀 書の 爲に 、讀 書を 愛した るに あらす 0 
彼の 口占に 日く、 『古き 文讀 めは く  3  思 ふな- 0\、か、らん時4、 
吾れ 生れは や』 と ◦彼は 古人を 今人と して 親め $、 彼は 歷史を 現在の 
政治と して 解釋 したう。 彼 か 孫子を 讀む は、 之を 當世 の對外 政略 及. 
a 軍略に 資せん か爲 なう き ◦彼 か 李 氏 焚書を 讀 ひ は、 之を 自家 眞骨 
頭の 築造 (C 供せ A か爲な 3 さ。 彼は 多く 讀め 6、 廣く讀 め 6,、 且 〇 


切に 讀め $、 精し く讀め 60 而して 苟も讀 りき 0 
彼 か 如何なる 程度の 勉强 家れ 6 しかは、 彼の 西遊 日記、 之を 證して 
至れぅ、 盡せ AQ 彼は 嘉永 三年 九月 十四日" 平戶に 著した 其の 
一節に 日く、 

浦の 町に 至て、 旅 宿を 求む るに 皆 辭す〇 因て 直に 葉 山佐內 先生の 
宅 R 至 i 拜 謁し 〇其 命に 因て 紙屋と 云 ふに 宿す ◦傳 習錄及 ひ 其 著 
す 所の 邊備摘 案を 借 h、 夜間 摘 案を 謄寫す Q 是夜雨 降る 
と 。をれ 旅装を 卸す の遑 もな く、 直ちに 讀書 抄寫に 從 事す ◦彼の 寸 
陰を 愛しむ や、 知る 可き のみ 〇又た 日く、 

ナ B 朔日晴 、必讀 .書目 錄 g  一 g 洋 A 日本 S 事 | 瓶 5 g | H 
瞄 ほ S 抑 以ル高橋景保譯(文化戊辰孟秋40一>和蘭紀略、 漉 川 氏 稿本 C5 北 
陸祀 憂、 餌 侮紀 事、 共 東 浑鲲叟 著 (四) 諳 厄利亞 人性 倩 志 文政 八 年 乙 酉 夏 月) 

*  四 一 五 


♦  四 一六 
瓣 % 元% 鶴へ 5 內戍 異聞、 高© 景 保！！、 附錄 同述、 1 ‘ 耐 和！^ 戰記 (文政 
九 年 丙 戌) WS 影 M 譯 (六) 泰西 錄 話、 洞菴古 賀煜 撰、 西洋 諸 夷 略 表 (明應 八 年に 
起り 弘化 元年 1*- 終る〕 某氏 (七〕 愼機論 (疑 天 保 八 年 作) 田 原 藩 某 著、 極論 時事 封 
事、 精 里 古賀樸 撰、 (八) 蒸氣船 略說 、某氏、 _、 © 片 始末、 齋藤 馨子德 撰、 

防 海 策  佐 藤百祐 .著、 (九」 上書 松 本 斗 機藏 (天 保 九 年 十二月)、 愚意 上書 (蓋 弘 
化 三年 午 七月 十八 日)、 中島 淸 司、 海防 五 策、 (即齋 藤 拙 堂 作〕 某氏 撰、 和 蘭 
國王 書翰、 (天 保 十四 年 十二月 甘 七日 じ 當る 日と 云 ふ y  (十) 瞀西亞 國書翰 
(文化 中 子〕 授眢 西亞 使節 信 牌 ( 寛 政 五 年 六月 廿七 H)、 論® 瓯 亞 使節 書 二、 眢 
西 亞屬國 伊 兒哥都 蛤 酋長 書 (文化 十 年 y 諭 魯西亞 國王甲 必丹二 へ 文化 十 年 九 
月)、 魯西亞 國甲必 丹 奉 約 書 (文化 十 年 九月〕、 上 執政 相 公 閣下 書、 上地關 書、 
共 平 山 潛士龍 撰、  • 

彼 は 此の 如き 書籍を、 平戶の 士豐島 氏ょ 6借6 受けて、 讀 A つ 少し 
た 6 ◦而 して 未た 十日を 經 3 るに、 彼は 讀 了して、 之を 返却した， v o 

十月 翳、 豐島に .至り 必讀 書 ^ 返す 初 謂 必讀書 十册に 止る と而 して 又 七 & 
あり 權平 出して 之を 貸 マ 目錄 (十一〕 海防 策 三 編 1 (  1( 十一 C 海防 私 策 (防 海 私議 


海防 ^ SS とも 五 •月 A 日の 策 文 U 付て なろ へし W 龐倾财 娜僻獻 }?. 微衷 ハ 亦 ^ り 

nj 可： .  3  J  -11 上海 堡篇陸 戰 篇水戰 篇憐好 篇 IJ1 :T 大 (十三〕 對策 (亦 ^ り) 一綱 (十 
•己 酉 十月 初 三日) 槻淸崇 著 仙 臺人通 稱平殆 號盤溪 广寸三 t  f 」 糌藏 1 

S 內密問 公： 書 上下 (亦然 り〕%%  J^) 一雜 (十五) 對策 I 名 (十六) 嘉永二 酉年 十 

二 月卄 九日 御 達 大目 付え」 □ 達 之覺」 筒井 紀伊守 愚 # 申 上書 付」 (十七) 法備芻 

.言 軸'  S」 梁 山 1. 至の 新 論 ^ 見 芯篇 名國體 上中下 形勢 虜情守 禦長計 五 篇七篇 

也 終 1: 文政 乙 酉と あり 

，彼 か 時務 的 知識を、 吸 集す るに 熱心なる、 以て 其の】 斑を 卜す 可し。 
然も 彼の 讀 書の 範圍は 、決して 之に 止ら S うき ◦彼は 一方に 支别古 
典の 隨 一なる 尙書 を讀む と 同時に、 他方には 百 幾 撒 私 臺塲電 覽炮臺 
槪言を も讀 めう。 彼は. 或る 意味に 於て は、 其の 精神的 食糧に 饜かす 
ん は 木 ^ S うき ◦然も 遂に ® く 所を 知ら さりき 0 

皮の艮 崎に 滯在 したる は、 十一月 八日ょう 同廿 九日 迄な りき ◦而し 
t セの 三 週間は、 彼 tt 取 h ては、 實に 多端 多忙の 日子な う Bs o 彼は 

四 一七 


四 一八 

觀 察す 可く、 見聞す へく、 幾多の 社交、 幾多の 訪問を 事と した A 
, 而して 其 間に 幾許の 讀書 をな したる 乎 0 
長 崎 滯留 中讀書 


穀堂文  •  三册 
新 策  四册 
國姓爺 忠義 ® 五册 
海國 見聞 錄  一册 
南郭文  四册 
冼心洞 剳 記  四册 
漂流 人 申 口  四册 
夢物語 (高 野 長英)  一处 


此の 如しと 爲す ◦而 して 彼は 例に 侬 6 て、 隨 讀隨抄 したぅ 〇彼 li 一.' 
方に 卷を披 けは、 他方には 筆を 手に する を、 殆 と常規 とした 6 き。 
彼 か 一 生の 讀書 は、 半は 抄寫の 功と 伴へ 6 〇而 して 其の 等. 身の 著述 


0 


なる もの、 槪ね 其の 結果たら 3 るは なし 〇其 の槛 輿 JK 行 (C 際し、 讀 
餘雜埗 に跋 して 日く、 『此十 册素便 „ 自觀 ― 〇 他人 觀 ，之 不％ 解 也。 然 平生 
苦心。 全 在 ¥ 茲 ― 〇 作文 論爭 。皆自 一 此册一 出』 と。 彼の 尋常の 讀 書生たら 
35 しや、 是 を 以て 其の 約 略を 見る 可し 〇 

彼は 記誦 詞章の 學を 、擯斥した う 〇彼は 浮 文 街學 を、 嫌惡 した 60 
3 れと 彼や屹 然として、 一大 文宗 たう 〇惟 ふに 維新 前後に 於て、 明 
快、 暢達、 簡實 、雄勁、 能く 其の 言 はんと 欲する 所を 云 ふの 文字に 
於て、 誰か 能く 彼の 右に 出つ る ものを ◦然も 其の 粉飾な きと 同時に" 
毫も 粗榮 、鄙 野の 體な く、 堂々 たる 大家の 步趨を 失は す。 其の 小品 
文字の 如き、 半句 一言、 直ち R 其の 正鵠に 命中し、 單刀直 入、 其の 
急所を 刺す に 到うて は 〇畢生 文字を 以て、 生命と なす ものと 雖 も、 
容易に 企て 及 ふ 所に あらす Q 人 或は 日く、 文體 即ち 人格 也と 〇此語 


四 二 〇 

果して 眞理あ うとせ は、， 松 陰に 於て、. 最も 之を 然 5 と爲す 〇/若 し 失 
れ 詩歌の 如きは、 其の 餘事 たるに 過き 3 れ とも、 其の 或 者は 國民的 
詩歌と して、 長へ R 國 民の 猛志を 鼓吹す 可し .0 其の 絕命詞 の 如きは、 
古今に 互うて、 絕命詞 中の 最も 高調の | なら すん は あらす 0 
彼 や 筆を. 揮 ふ劍を 揮 ふか 如し 〇 其の 目的 や辭達 而已矣 〇  3 れは其 の 
翰. を 揮 ふ 飛 ふか 如く、 別に 草案を 起 S す、 直情 直筆した る や、 固ょ 
$ 疑 を容れ す？ ® して. 斯る 文字と して、 比較的に 其の 疵瑕の 多から 
さる も、 亦た 彼 か 思想の 明哳 なると、 其の 人物の 直諒に して、 一勲 
瞹眛の 黙な きと、 而して 之を 言明す るに 足る、 文字の 素養と に 歸せ 
すん は あらす0 

彼 や 文を 作る に 意な か A しと 雖も 、其の 素養は 深厚な うき 〇彼 や淼 
田 節 齋の項 羽 本 紀の講 を 聽き〇 手つ から 項 羽 本紀を P 寫 したる. もの、 


四 回に 及 a たぅと 云ふ〇 彼に して 若し 文章を 以て、 世に立ん 乎、 惟 
ふに 必らす 一代の 文豪た ぅしなら む ,0 彼 や 能は 3 るに あらす、 爲 S 
3 るの み 〇文士 たるを 層と せ S るの み 0 

彼の 著述は、 眞に 等身の 語に 副 ふ 〇吾 人は 其の 繁を 厭は す、 其の 書 
目を 揭 けんと 欲す 0  ^ 

松 陰 先生 遺著 目錄  ： 

〇 未 焚 稿  四卷 C 松 陰 先生 JB 5} •しあり) 

〇未忍 焚 稿  一卷 (松 陰 先， 生 遺著に あり) 

先生 私 著 目錄 1- 付記して 日く 兩稿 五卷. 皆 幼' 時： 詩文 故紙 斷簡 不足 觀也 
と然れ とも 先生 十七 歲以 後の もの It して 其 立志の 源を 見る 1- 足る へ 
き 重要の 遺稿 也 

〇 上書  三卷 合本 (松 陰 先生 遺著 1- あ y) 

舊抄  二 卷  / 

西遊 日記  一卷 (續松 陰 先生 遺著 に あり). 
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卷 卷 
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と 刊圯 


し 行 行 木 
てす 4 •板 
刊 木附活 
行 板し 版 

す あ ニニ 

轺リ卷 種 

S  * 

释ヮ 

i: 陰 
あ 先 
リ生 
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卷卷 卷卷 
S 合 
卷本 
と S 
し 松 
て 陰 
刊先 
行 生 
す 遺 
木 著 
版 II 
h あ 

U 四 

S 巨 

上 


卷 (刊行、 


I 卷 S 卷 として 刊行す 木 极あリ ) (同上) 
一卷 (同前) 

六卷 c 十卷 として 刊行す 木 板 あ リ) 

一卷 (松 陰 先生 遺著に あり) 

一卷 (續松 陰 先生 遺著に め リ) 

一卷 

ii  棚？ __fl3 a l s 

十卷  : 丨 

一卷 C 松 陰 先生 遺著に あり； > 

七卷  S 


廻 浦 記 ^ 

束 遊 日記 

〇 東牝遊 日記 
屏居讀 書抄 
〇 幽囚 錄 
〇 回顧 錄 
〇 孫子 評註 
〇武敎 全書 講錄 
〇荣 元明鑑 紀 奉使抄 
〇 講孟剳 記 
〇野山 文 稿 
〇淸國 成豐亂 IB 
〇叢 棘隨筆 
〇 野 山 雜著四 種 
〇讀 餘雜抄 
賞 月雅草 
〇廿 1® 叢書 


/E 辰 T 卷丁 巳 1: 卷 (松陰先生遺著に吻り ^ 汗卢卷) 
(己 未 二 卷戊午 己 未 ^ 六卷 として 节行す 木 板 あ V」 

一卷 C 松 陰 先生 遺著 L1 あり) 

一 怒 (續松 陰 先生 遺著 1- あり) 

U 卷 
一卷 

S 

一 卷 (刊行 木 板 あり) 

I 卷 (刊行 活版) 

以 bi. 先生の 自ら 定められし 目錄 にして 其 後 じ 書して 日く* 圏 潜® 
係 不可 繁之册 と 〔黑圏 代 朱 圏〕 


〇 幽室 文 稿 
〇松陰 詩集 
〇討賊 始末 
登 波 一件 
外史 蘩材 
吉田 .語 略 
〇鴻鵠 志 
〇外蕃 通 略 


九數 乘除圖 
癸丑 遊 歷日錄 
S 崎 紀行 

史記 前後 漢書叨 偷抄 
左 氏 兵 戰抄 
吉 P 錄 


一枚 (刊行 絕 板) (松 陰 先生 遺著 1- あ y 
一 卷 C 同前 )( 續松陰 先生 遺著 •しあ y) 
一卷 (松 陰 先生 遺著に あり) 

I 卷 (刊行 木 板 あり) 

J 卷 (刊行 鞄 板) 

•一® C H 松 陰 先生 遺著 1- あ リ) 
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辛急證 李 
亥 務綱氏 
筆 四鑑焚 
記條錄 書 
抄 


玆卷 卷卷 


譁 餘漫錄 
抄 .制度 M 
泰平 年： 表 抄 
■.睡 餘事錄 

幽窓 隨筆 
抄錄輯 
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I 卷 

一 卷 (刊行 活阪〕 

一: 卷 (刊行 絕板) . 

一一 © 

一 卷 

一 卷 

r 卷 

二 卷 

合本 一 卷 C 續松陰 先生 遺著 U あり) 
一: 卷 

一: 卷  ， 

一卷 


■明 史 列傳抄 
St 坡策 批評 
辑+ 省錄  ：： 
注文 抄 
拙 抄 
通 P 抄 

李 氏續藏 ，書 抄 


縛 坐 照 新 
吾獄祯 聞 
m 日錄雜 

m  m 


狡 松 集 
留魂錄 
東下雜 m 


一 卷 

合本 一卷 (刊行 木 板 あり〕 (松 陰 先生 遺著 1. あり) 
一 卷 (刊行 木 板 あり) 

1 卷 (同前) 

一卷 (刊行 木 板め り) (松 陰 先生 遺著 ^ あ リ) 

二 卷 C 抄錄松 陰 先生 遺著 U あり) 


叢書  十五 卷 

先生の 没後 門人 先生の 手抄を 拾集し f: る もの じして 拾遺、 別種號 外 
等の 名な 附せ y 

吾人は 其の 書目の 夥多なる に、 喫驚して、 其の 或 翁は 眇然 たる 小册 
子に 止る M とを 忘る 可ら す 〇乃ち 忘る 可ら すと 雖 も、 然も 其の 夥多 
なる は、 實に爭 ふ 可ら す 0 

彼は 學者 的頭腦 を 有せす、 又た 有する を 欲せす 〇  3 れと 其の 讀 書、 
硏究 、自 から 一隻眼を 具備せ す / I は あらす。 彼 曾て 日く、 『離 k 而無" 


人。 & A 而無 k 事。 論， A 事， 者。 自_, 地理， 始』 と 〇是れ 地 人の 關 係を 說く ic 
於て r る 要領を 得た る ものに あらす や 〇若し 夫れ 彼 か 山 鹿 素 斤 0 
武 敎小學 を講述 したる 『武 敎講錄 』 の 如きは、 其の 原文に 七して、 更 
に 一層の 痛快、 親切を 見る ◦天下 武士道の 敎科 書と して、 之に 加 ふ 
る もの 幾許 か ある Q 其の 『講 孟荆 記』 に 至 6 ては、 孟子 あ A て 以來、 
未た 此の 如く 適切、 直爽 なる 釋_ あらさる 可し 〇人 或は 其の 平凡な 
るを 嫌ふ〇 然も 平凡の 中、 自から 精 光、 英氣の 人を 壓倒 する もの あ 
るを覺ぇし0〇吾人は眞に松陰其人と案を敏ねて、孟子を讀むの心 
地せ すん は あらす 。『孫子 評註』 に 至$ て は、 兵學 者た る 松 陰と、 經 
學者 たる 松 陰と を發 揮して、 毫も 遺 慽な きに 庶幾し 〇然も 皮 5: 不朽 
ならしむ る ものは、 實 ic 一篇の 『留 魂錄』 にあぅ 〇古今 大人の 垂死の 
遺言 狀 V」 して、 此の 如く 光明、 從容 なる もの それ 幾許 か ある 〇 日本 


男 兒 末期の 覺悟 、唯た 之に 適恰す 可き" 嘆美 崇 欽の辭 なきを 恨む 0 
，乃ら 日月と 光を 爭 ふと 云 ふ も 不可な き 也 0 
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家庭に 於け る 松 陰 

吾友宮 部鼎藏 、國を 憂 a 君に 忠 し、 又 善く 朋友と 交う 言 あり 〇 其 
懇篤 {C して 剛毅と 云 ふへ & 人 也〇予 素ょ 6 其 人を 異 とす 〇後果 して 
其 藩に て 孝行の 名 あう、 官府ょ h 稱揚 せられた 60 予是に 於て 擊レ 節. 
て 云く、 鼎藏唯 懇篤 剛毅の 性、 君には 忠 、友には 信、 而し て is ; 事 ■ 
へて 孝た 然らは 則 忠孝 信義 果して 二心な きな AO 豈嘉稱 せ 3 る 
へ けんやと ◦是れ 宮部 に關 する の 言なる も、 其實 は自 から 語る もの 
と J1 て 可也 ◦彼 力 家庭の 兒 たるを 知る ものは、 亦 如何に 彼 か 家庭 こ 
於け る 生活を 知らむ 〇彼 か社會 R 於け る 生活は、 猛風 惡浪の 生活な 
彼 か 家庭に 於け る 生活は、 春風 百花を 扇く の 生活な うき 0 
彼 か 短命なる 生涯の 三分の 一は、 成 童 以後 生活の 過半は、 旅 厅と囚 


獄£ に 於 t 經過し た 60 然れ とも 日 葵 か恒に 太陽に 向 ふ 如 {、磁針 
か恒に 北を 指す 如く、 川 流の 恒に 海 K 入る 如く、 彼の 心 ば 恒に 家庭 
亿向て 驄 '-n 5 ° 

家，庭こ於ける彼を見れは、恰も天人を見るか如きの想ひあう 彼は 
其の. 全心を 捧けて 父母を 愛せう、 兄妹を 愛せ 6、 叔娃を 愛せう 〇彼 
は 思 ひ 切- ^ て 藩 籍を脫 せ*^ 〇然れ とも 其の C 邸の 初夜に 於て 彼の 
夢 こ 入 6 しは、 彼の 父母 兄妹なら Q 彼は 萬里蹈 海の 策を 企てた & 〇 
然れ とも 彼は 此際亿 於て、， 兄に 面 別す る R 忍 a す、 兄 か 寓 する 長 州 
邸 門前を 徘徊して 淚を揮 ひ、 空しく 去れう 。彼は 『積 裡征人 三十 萬。 
一時 回， 首 月 中 看』 の 詩を 罵 & て 日く、 是れ豈 に 丈夫の 本色なら む やと。 
然れ とも 彼は 故 鄕を懷 へり、 故鄕の 父母は、 恒 R 彼の 心に 伴へ 60 
彼は 死を 決して 間 部を 刺 S んか爲 ^ 、 同志を 率ゐ 京 « ) に 馳 せ丄ら 
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ん とす Q  ® して 其の 父、 母、 叔 、•兄 S  くる f 於て、 人 it 
むる を禁 する 能は S うし 也 0 

彼の 家庭に 於け る 生活は、 聖—活 也、 溫か なる 生活 也。 彼の 家庭 
は眞 個に 日本 S ける 家庭 QI 也、 模範 也。 It 日く、 『謹ん 
て 吾 か 父母 伯叔を 觀 るに、 忠厚勸 f 以て 本 4 す』 と。 吾人 か 前き 
に 描— と 彼の §1 の 風 f  f 彼の 自— 
所 0 1题ひ3るを知らむ〇 

彼と 彼の 兄との 關 係は、 其の 人物の 點に 於て、 必 すし— 虫と 子瞻 
との 彼の 兄は 好個— 人に して、. 民政 S す诉 
パノ カら す。 爲に民 治 . 0 名を、 藩主ょ A 賜は うし 程な うき ◦而 して 其 
の 友愛 S 情 5 名は、 二 蘇の 關係 4 f? き ◦『朝日 3 す 汗 
端の ff にけ う、 吾 か 故 鄕の梅 5 くらむ』。 是れ 獄中 1 


して、 兄に 寄す るの 歌、 吟 し來れ は 無限の 情 思、 此の 中よう 湧く に 
あらす や 〇是れ と 同時に、 彼 か 獄中よう 兄 R 與 ふる 賀正の 書 あう Q 
新年 之 御吉慶 目出度 奉存候 

尊大 人 樣大孺 人樣な 初め 御 滿堂宜 敷 御超歲 奉 大賀候 獄中 も 一夜 明け 候へ 
は# めき 申 候 別紙 二 書初、， S 詞 、御 笑 正 奉 希 候 先 新禧爲 拝賀 如此 1- 御座 

、候 恐 惶 謹言 

安政 二 年 IE 月朔旦 1 具 

•  寅次邡 

家 大兄 案下  、 

尙 M 幾重 も 目出度 奉 存候不 相替拜 JE の 儀 東西 御 奔走 奉 察 候 渚 今朝 食雜 
煮 遣 リき れぬ 事山亭 1- ての 如し 是赖 S の 初 初 笑々々 有 詩 日 眠 足 何 ) n p l 
新 正 i- 煮 滿腹腹 雷鳴。 耍レ知 新 ¥ 吉兆 處 。且聞 善哉 萬歲 聲。 

家庭に 於け る 彼 か、 如何に 小兒 らしき よ 〇彼は 獄中に 於、 て 雜 煮を 喫 
しつ、、 をの 少年の 日、 兄と 護國 山麓の 舊 家に 於て、 雜 煮を 健 淡し 
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たる 當時を 想 a 出し、 爲に斯 る 天： 眞 爛漫、 佳謔善 笑の 文字を 寄せた 
るな からん や Q 

健全なる 家庭は、 男女の 道に 於て 最も 健全な ぅ 〇彼は 獨身 者な ぅ、 
彼は 國 家を 以て 最愛の 妻と なせ ふ 〇然れ とも 彼は、 夙に 婦人の 家に 
於け る 大切なる 地位を 知れ 6、 又た 社會に 於け る 大切なる 位地を 知 
れ 60 彼の 蹈海 失敗 後、 野 山の 獄 只 拘せら る、 や、. 其の 同 囚富永 $ 
隣を慫 慂して 、曹 大家 女誡を 譯せ しむ 〇彼 日く、 『男子 何程 剛腹に し 
て、 武士道を 守る とも、 婦人 道を 失 ふ 時は、 一家 治らす 。子孫の 敎 
戒 亦廢絕 する に 至る、 豈愼ま 3 る 可ん や』 と〇彼 又た 日く、 『節 母 烈婦 
あ b、 然ぅて 後 孝子 忠臣 あ. CN、 楠、 菊 池、 結 城、 瓜 生 諸氏に 於て、 
之を 見る』 と〇獨 -〇 彼 か 眼識の 尋常 有志 家に 比して、 及 ふ 可ら 3 るの 
みならす、 其の 人品の 崇高 純潔に して、 堅實 健全なる 0 .酒： を飮み 氣 


を 使 ふ 無 賴漢に して、 有志 家の 名 1: 僧す る 徒輩に 比し、 天-淵 啻なら 
さるを 見る 可し Q 

試みに 左に 揭 くる 書簡を 見ょ、 是れ彼 か 安政 元年 十二月、 野 山の 獄 
中ょ 6 して、 其 妹に 寄せた る ものな ぅ ◦〔細 註 ! 1 記者の 挿 人 1- 係る〕 

十一月 廿七 a と 日つ け 御座 候 御手 紙 幷九年 母み かんかつ なぶし とも ^ 昨 
晚 相と、 きか こ ひ內 II ともしく らく 候 得 共大か い 相 fc> かリ候 〔獄中の 情景 
视るか如し〕表、そもじの心の中 4» さつしやリなみだが出てやみかれ夜着 
4» かぶりて ふせ リ候得 共い ふ^* 淚じ むせ ひつい 1- 夫れ なり ^ 鹿 入 候 得 
共 まなく 目 かさ V5- ふ もす から 寢 入リ不 レ .^ 1 色々 ^ る. 事 思 ひ 出し 申 候 〔松 陰 其 
人懷 ふへ し〕 そ もじ や 父母 樣 や あ 1- 樣の御 かげ |« てき もの も あ f: v か •レ 铪 
物 t ゆ t: か！- 一め 表つ さへ 筆紙 書物 まて 何ーッ ふそく これな く 寒 $ 1- もま 
け不中 候 間 御 安心 可 被 成 そ もじ 御 家ぉぱ さ 先 も 御な くな りなされ 候 事な 
れ は そ もじ 萬 t: ん心懸 候 It て It 相す 吏ぬ 事 こと U お •ち 5 羡 も年圭 し 御 i 
b い 高く 被 爲成事 ゆ 表 則して 御 # 養 4* 盡 し ' f: ベ かし 又 萬 子 も n 々ふとり 
可 中 候 得は 心 4- 用 ひて そ r: て 候へ 赤 穴の ば あ $灸は 御主め 1- 候 哉 御 老人 
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の 御 事 萬事氣 4- つけて 上け 候へ か、 ろ 御 老人 It 家の 童 寶と中 もの に て 金 
1. も 玉 1- も か へらる V もの U 無 之 事 そ もじ 事 It いとけ なき 折 ふり 心得‘ 
5 しきものと おも ひ 一し ほ 親く 思 ひし か此 ほ と 御文萍 しいら さる 事 主て 
申 遣し 候な リ 

別 に く t: ら S 事 三四灸 いし f: v ve> つかは し 候 間 おと、 さま か 梅兄樣 L： 讀 
ふき 樣 に 寫 しもら ひ 少しは 心得の 種 •しもな リ可申 候 扨 御 ?: ムリの 中に も 
手 習 ふみ ものな と ( t 心 かけ 候へ IH 月に ( t l 日 ( t やぶ 入り 出 來可申 哉 ぁ !; 
樣の御 休日 ^ 表ら び 參リ 候て 心得！！ なる ® r とも 聞 候へ 拙 も 其 日 分 y 候は 
、昔噺 しなり とも 認め 遣し 可 申 〔情 思 懇篤〕 又 正月 Li lt いつく もつ 表らぬ 遊 
ひ 事 ^ する こと 1- 候 間 それ 何 か 心得 1- なる li んなリ とも 讀て もら ひ 
候へ 貝 原 先生の 大和 俗訓家 道訓な と (t 丸き 耳 一! も I  く 聞 ゆる ものに 候 又 
淨瑠 y ほん ^ とも 心得 ぁりて 聞# 候へは 隨分 役に ?: つもの 1. 候 扨 又 別 一一 
認め T: る 文 Li 付ぅ ' r: 4- i み 喉 こ VLL しるし 侍りぬ 
賴母 しや 誠の 心 通 ふらん 文 見ぬ‘ さきに 君 4* 思 ひて 
右し 7: 、め ?: るはそもじ 4» 思ひ候ふり筆をとりぬるか其夜そもじの文の 
到來 せ しは 定めて 誠の 心 文 I り 兜 U 參リ ?: る 哉と t: の もしく ぞ んし候 ま 


は 氣と きる V) のさる の. 父な へ 凡 
習な 思 V 子 給- 主と か 家は す1 こそ 
は 得 ふ も 形べ 眼 マせ 庭 お 乍ム人 
すでへ せ 體も菩 へに 敎 ご 去る の 別 
教形 けす 正の 聖き マ 育 そ 男 事 子 紙 
へ なれ 物し 杯 人 I こへ I こか 子な の n 
マ挤 ともく  I この あか 大 I こ 女 リか以 
しへ も 言… 器 至 作ら ら切 母子 就し 下 
ィ天こ U 量る 法す すなは と 中、 一 
ぬ 地 U. ぬ 人 主 I こ. 只 併る しも 男き 篇 
然 の 道 もじて u 正 し菁 す： に 子 もの 
持 正 理の膨 萬 胎し其 然し 十は お 女 
f 呈しも ゆる 事敎き 敎 は父歲 多る 訓 
る 会 知 系と 心 どな と 子は 以 く かと 
逍理 n 母な か 申以 いの 常 下は なし 
理か故 か リ 用事 て ふ 賢 I こ は 母る = 
灯 得 合 行 物 ひめか も 愚 外 母 のも讀 
リて點 正 し 正り ん十善 I 二 のを 又む 
ゆ心ゅ し らし 子ず 歲惡 出敎 しき PJ 
急〜 かくぬ か 胎る以 I こて をへ もと 
I 二挤 ぬし 人ら 內の 下關 母 受か も 
母へ な す: の 灯に 外 小 す はく 受し 
のす: ij り 心： 事 舍ち兒 る 常る くき 
行る 凡と 1こ 力： れ るの 所 「-ころも 
正 も 人て てきは へ 事な 內 とこ 大 
H しのは な胎樣 母 かなれ1 こ 一とて 
五1 けな 天 と內 I こは られ . U めし 主い 
れれ地 かじす 言 文は 母れ ほれ 父 
l:t  It の. 通 舍れ語 家 言の は 多 其 母 
由 正正 マれ は 立 庭語敎 なく 大の 
然し しへ る、 生居敎 I こ へ 叉 或が を 
かき さき みれ ふ 育 て. ゆ 母は いし 


かく 1み ?: ル〔友情濃至〕兰日 
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んする事更！2疑ふへき 1- あらマ是 4» 正しき；惑すると ^ ^ リまして生れ 
出て 目 も 見え 耳 も 聞え 口 も 物い ふ 一一 至リて u t: とへ 小兒 なれ It とて 何と 
て 正しき LL 惑せ さるへ きそ 扨 表 ' f: 正しき II 人の 持 前とは 申 ti とも 人は 至 
て さとき もの ゆ 表 正しから ぬ 事！！ 感する も 亦 速 かなり 能々 心得へ きこと 
なら t や 因て 玆 1- 人の 母 r: る もの V 行 ふへ さ 大切なる こと ^ 1E す 此 他ち 
いさな 事 IX 記さす とも 人々 辨ふ 所な れ は 畧し置 ぬ 

いろ u t: とへ にも 氏 1リそ ?: ちと申事あり子 4» そ^ 0 6ことは大切な 
る 事な り 

一夫 か 敬 ひ 鼻 姑 11 事 ふるは 大切なる 事 U -C 婦 ? : る 者の 行 之 れじ過力る事 
なし 然と も是 は誰 しも 心得ぬ VQ ものな れは申 さすと もす むへ し 扨 肝要 It 
元祖 以下 代々 の 先祖な 敬 ふへ し 〔祖先を 敬す る It 、  家風を 保つ 所以、 家 も 
亦 r: 國の 如く 歷史 あり、 砠先を 敬 マる It 、  其の 家聲 4 墜 さ、 る 所以〕 先 a 
4* ゆる かせに すれ U 其 家 必衰 ふるものな リ凡 人の 家の 先祖と 申す もの It 
或 It 馬に 乘 y 槍 ^ 提 IT 數 度の 戰場 1- 身命 か 擲ち 主恩の 爲 •し 働き t: るか 或 
It •數十 年 役義を 精勵し 尋常なら ぬ 績を立 て ?: るか 或は 武藝人 じ 勝れ r: る 
か 文學 世一一# こえ t: るか 何 1- もせ ふ 一方ならぬ こと ありて I そ 百 石 ^ 9 


全十石なり知行を賜り子孫 1- @ ふ5なリ其以下の先祖と中ものも夫々® 
奉公 其 筋 4* 遂け t: れは： そ 元祖 同樣じ 知行 ^ 賜り JQ る 事な りこの 處 4 能 
々考 へこの 一粒 も 先祖の 御蔭と 申を ^ 寢て も覺 めても 忘る、 事な くその 
JH 月き 命日 u (t 先祖の 事を 思 ひ 出し 身 4* 潔くし tl を 淸め是 な 祭り 奉りな 
.とすへ し 又 一事 4* 行 ふ LL も 先祖へ 告 奉りて 後 行 ふ樣 1- すへ し 左 すれ (I 自 
我 ^ 事 ^ くす る 事な す 事 皆 道理 1- 叶 ひて 其 家 自ら 繁昌 マる 者な り 若し此 
. > f# なく 己 か 心 Li まかせて 吾 儘  一 It いな 働きな It 如何で 其 家 衰微せ さら 
ん や 聖 A の敎 |1 死去りて世 1* 居玉はぬ親先祖 |- 事ふろ現在の親祖父 1. 事 
ふ 如くす へしと あ y 今 親 祖父 現在し 玉へ (t 何事 も 思 召な 伺て こそ 行 ふへ 
き 1- 世 ^ 居 玉 (t ぬと て 先祖の 御 心 も 察し 奉らす 吾 儘許リ 働く u 是 4» 先祖 
冬 死せ りと 申し 勿體な き 事と もな り 

婦人 U 己 か 生れ 1: る 家な 出て 人の 家 1. ゆき t: る 身なり 然れ U 己 力 生れ 
t: る 家 It 先祖の 大切な ろ 事 U 生れ 落る とき ムリ 辨へ 知る へ けれと や、 
も マれ It 行き t: る 家 (t 先祖の 大切な ろ ^ 思 ひ 付ぬ 事 も あらん 能々 心得 
へし 人の 家 レ 行き t: る 家が 己 か 家な り 故 1: 其の 家の 先祖 It 己 か 先祖な 
衫ゆるか乜にマる事なかれ又先祖の行狀功績等をも委しく心得置さ子 
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.供 等へ 昔 ®? の 如く ® f し 聞す へし大 に 益 あ S ことなり 〔家庭 敎育に » ける 
手近き 修身 科〕 

1 神明 4. 崇め 尊 ふへ し 大日 本國 と申國 (t 神國と 申 奉て 神々 欉の 開き 玉へ 
る 御 國 ^ リ然れ It この 尊き 御國 一一 生れ ?; る もの (t 貴と なく 賤とな く ^ 々 
樣 ^ おろそか！ I して (t すまぬ 事な り 併し 世俗に も 神信心と 

いふを 4» する 

人 も あれと 大てい 心得 違 ふな リ 神前 U 詣リて 相手を 打ち立て 身 出世 4» 祈 
り ?: リ長命 富貴 ^ 祈 y t; リす る U 皆大 間遠 ひなり 神と 申す もの It lH 直 ^ 
る £ を 好み 又淸淨 なる J を 好み 玉 ふ 夫 故 神 4* 萍むに は 先 己 か 心を 正直に 
して 又 己 か II を 淸淨 一一 して 外に 何 心 もな く  nv 謹み 拝む へし 是 を 誠の 神 
信心と 中すな リ其 信心 か 積り 行け It 二 六 時 中 己 か 心 か 正直に て體 か淸淨 
•.なる 是 ‘ 德と 申 T ^ リ菅 相丞の 御 歌に 

心 ?: 1- 誠の 道 一一 かな ひな II 祈らす とても » や 守ら 0 
又 俗語 !: 神 (I 正直の 頭に 舍る とい、 信 あれ It 德あ y とい ふ 能々 考 、て 見 
るへ し 扨て 又 佛と申 ものは 信仰す る U 及は aQ 事な リされ と © B 人に さか 
らふて そし K? も 入ら >0 事な リ  v 

J 親族 ^ 睦くす る 事大 切 % り.， 是も大 てい 人の 心得 ?: る 事な リ從兄 弟と 申 
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る じ 世の中 從 兄弟と ^ れは 
と _は父母 1- は姪なり祖父 
母の 心！- 一な りて 見れ (t 從兄 
弟のぅと きと 申 It 元來 父母 
へきなリ凡そ人の丈と思ュ 
弟な きもの li 從 兄弟 1. しく 
て U 師匠 i リ敎 4» 受けし 書 
如く 計 ふ li 皆 他人 -U て 屆 く. 


す 人 子 ニナ 人 あ リ病氣 大切 
の 矢な とリて 折. れ翦 利延こ 
と y て 折れ 慕 利延 折る こと 
折 やすし 數本 集れ It 折リか 
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事な リ是か 子供 か 育つ は 大切なる 事な り 父母 r: る もの 此行ぁ れ は 子 
ft は 誰敎へ ると なく 自ら 正し 吾 事 ^ 見習 ひて かし： くも ふくもなる 者 C 
り 扨 ま T: 子供の 成長して 人の 申、, とも 耳に 入れ 候樣卩 成からは 右 等の 事 
を 本と し 古今の 種々 なる 物語りを 致しき かすへ し 子供の _ 聞. たる 事は 年 
を 取ても 忘れぬ ものな れ は 埒もな き 事 4» .中 聞る ふりは 少なり とも 善 吾 事 
を 聞す る 1: しくは なし 〔人の 親た る もの 能く 記憶せ i 杉の 家法に 世の 及 ひ 
か ?: き美事あリ第一には先祖4%ひ玉ひ第二には神明 4» 崇め玉ひ第三に 
— 親族 ^ 睦 しくし 玉 ひ 第 四 i: lt 文字 4 好み 玉 ひ 第五には 怫 法に 惑 ひ 玉は 
す 第 六！！ it 田 白 田の事を親らし玉ふの類なり〔松陰家庭の活ける寫眞〕是等の 
事 吾み な 兄弟の 仰 吾 法 念へ— なり 皆々 能心懸 くへ し 則 孝行と 申 もの 

是、 れ實に 彼 か 二 十五 歲の 時に ものした る もの、 其の 深き 言外の 眞情 
は 斯く迄 家庭の 事に 濃 かなる 思を 凝し. /2 るょ 0 

又た 安政 六 年 四月 十三 日、 同し く 野 山の 獄中ょ べ营 妹に 與へ $ 
る 書簡 あ- CNO 


此 間 It 御文 下され 觀音樣 の 御せ ん来 三日のぅ！ 铽 進 1; てい n  > き 候 ^ と 
の 御 事 御 深切の 御 こ、 る さし 惑 入 申 候 精進 潔 齋な と It 隨分心 の 堅 まり 候 
もの LL て 宜敷 事と •そんし 候 1: 付 拙者 も 二 月廿 五日 i リ三 月晦〇 まて 少々 
志の 候へ It 酒肴 典 一向 給不申 其の 間 一度. 靈神樣 御祭の もの 頂戴 致 候 it か 
りに て 御座 候まして 三日の 精進は 左 まて 六 ヶ敷 事 1- も 無 之 御 深切の 事 1- 
候へ it 相果し 度 存候得 共當 所 1- て It 當リ 前の 精進の 外 1: 圭た精 進と 巾 候 
得 It if: 中 又 It 番人 共 何故かと 怪しみ 導つ n 候 1- 付 夫を 夫と 相 こ T: へる 事 
面， W ぅ 1: 存候 八日 II 幸 御 精 日 ^ れ は 其の 日 一同 1- い f: ぐき 屮候 •〔赤子 0 心 
を 見 S か 如し、 松 陰の 天眞爛 漫 t: る處、 此 1- 在り〕 抑 觀昔樣 信仰 乜 i との 
仰 It 定めて 禍をム け •る f: め 一一 あるへ く是 1- は 大吾 r- 論 ある 事 1: 候 得 It 委 
細 申 進へ く 候 拙者 未 r: 觀音經 it 讀不申 候 得 4 £ 法 華經 第二 十 2iu の卷 # 門 品 
と 中篇 1: 悉く 觀音 力と 申 事 尊大 1- 陳て有 之 候 大意 it 觀音 4* 念し 候へ U 繩 
目 1. か 候 得共忽 ち ふつ^^ と繩か 切 n 人屋へ 捕 はれ 候へ It 忽ち 錠 鍵 
か It づ fl 首の 座へ 直り 候 得は 忽ち 刀 かちん t 一一 折れる ものと 中て これ 
あり 候是 It 拙者 江戸の 人屋！！ て 此經は 幾度 もくり 返し 讀て见 候 得 共 始終 
此趣 U て 夫 故 凡人は 是ふ y 難冇 事は ない と 信仰す る も 無理 It なく 候 去り 

四 四 一 


叫 四 二 

なから 佛 の 4* しへ It 奇鉍な 仕置 1: て 大乘小 乘と二 つ 分ち て 小 乘は下 こん', 
の 人の 敎大乘 It 上 根の 人へ 敎へと 定め 有 之 候小乘 1- て 申 候 得は 觀音 U 右 
の經 文の 通りの ものと 心得 r: もの 信仰 さ マる に 御座 候 是は人 こ 言 ^ 越さ 
する 爲なリ 信を を こさ マる と U 一  心に 難 有事 じ やとの み 思 込み 餘念 他處 
な吾事にて一心不亂と申も此事なり人は二心不亂になリさへす -^ は何事 
に 臨み 候ても ちつと も 頓着 ft なく ® 目 も 人屋 も 首 0 座 も 平氣 1- な a ‘候^ ； 
ら世の 中に 如何 l- li M 苦 患の 候ても それ じ 怠 轉して 不忠 不孝 無禮 無道 燊 
仕る 氣 遣 U ない されと 初から 凡夫 1. 一心 不亂じ やの 不 '怠 轉じや のと 中間 
せても さつ ばり 耳に 入らぬ も： の 故に 假 リに觀 昔樣を 掎て 人の 信を 起さ - Ef 
ろ敦 .11 御座 候是を 方便と も电候 是に 於て 法 華 經の都 上の t; とへ を 之至蟬 
面-白 候 得 共 長 けれは 畧 申候掇 又 大乘と 申 候 時 (t 出世 法と 申 事 か 肝耍 1: て 
御 坐 候 出世と 申 候ても 立身出世な と 申 事 U は 無 御座 候 其 初め It 釋迦 か 乇 
竺 王の 若殿！-! 候處 若き 時から 惑 心の つムき 人 ^ て 老人 4* 見れ (I 吾 扇 も往 
先 [t 老人 に 成る かと悲 み 死人 4» 見て It 吾 J も往 先 II 死のぅかと 悲しみ Ik 
けらの 死んだ の 草木の 枯れ t; のまて に 悲しみ 4» 起 L 是弗 !: 生 老病 死 か 庇 
世の 習な れ は. 此. 世 か 出れ はす 念 わ と 志を 立て 年 一一 十五の 時 位 ^ 1 ；! て山へ： 


入り. 右 0 生 老病 死 4- 免.. れ i 修行 4. しじ 參られ 候 
是 1- も色々雛有話あ.れ.とも事長けれは略す 
左 候て， 三十 出 山と て 僅か 五 年， の 間 1- 生. 老 •病死 か 免 かれる 事 
せ n lt 老もせ す 病 も 死 も d: ぬ 事を 悟て 出て 來て 夫から 世の 
れ ?: 是か 出世. の 法 じ や 故 1- 出世せ n lt 濟世か 出來ぬ と 申 も 
と、ふは則此.世の人も濟度.する事 1- 御座候 » 其死な 20 と申 
釋迦 0 孔.子のと申御.方じ |1 今日まて生て御座>故入か尊と 
有が リも おそれ も 1 果して 死なぬ て it ないか 〔一種 靈魂不 
L 子の 敎 もやは リ此 通り 1- 候# 典 事甚 けれ It 略す 
E ょぬ 人な れ U .」 繩自 .も 人. 屋も. ，首の 座 も 前 じ 申觀 音經の 通 y 
か 楠 正 成 公 じ やの 犬： 石 茛雄じ やの’ と 申 人 l^ lt 忍 もの 1- J 4. 
今以て 生て •こさる の U 刀の ちん V ん 1- 折れ ?: 證據 て ごさる 
とい ふ 事を 御 さとりが； 名し く候禍 U 福の 種 il lt 禍の 種 1- 
翁 馬. Li 御座 候 
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出來已 の爲 人の T; め 後の世へ も 殘リ且 死なぬ 人々 の 仲間 人 も出來 候得潘 
福 此上 もな. い 事 U て S 個の 樂天主 S 人屋 4* 出て 候 得者禍 のこ や、 っやら 知 
れ不申 U 勿論 其禍の 中 1. 又 福 も 交り 候 得 共 所 ti ん 一生の 間 難儀 さへ マれ- 
は 先の 福が ある 事な り 何の 效 けん もない 事 1: 觀音へ 賴て 、福 4. 求める 樣の. 
事 (1 本本 無益 1- 存候 尤も 右の 通 yu 巾 候へ 11 肩 勝手 ^ 申 分 不孝な 申 分と- 
も 御存が あるぅ こ VU 又 論が あ 5 易の 道 (t 滿盈と 中 事 ^ 大 1; きら ふな y 
某 I : 七 人 兄弟 中 11拙者は罪人芳は夭死敏は啞 |: 否樣の惡樣なものなれも 
跡 四 人は 可な り 11 世 4* 過ら n 特 じ 兄樣そ もじ 小 田 村は 兩人づ V も 子供 か. 
あれは不足 |1 申されぬ世の中の六七人も兒弟のある家 4. 、見くらべム是铎 
•しも 參らぬ 家 (t 多い もの 近く U そ もじの 家！！ て も 高 須樣 -U て も 兄弟 内 U 
(t 否 樣の惡 い 人 も 隨分あ 5 もの然 れ は 父母 兄弟の 代 y じ 拙者 芳敏の 三 A 
か禍を かば ふ ?: と 御 思 ひ 候 得 者 父母 樣 0 御 心 もす める ip て 御座らぬ か且 
つ 杉 It 隨分基 福の 家な れは 拙者の 身上 ふりは 却つ て 杉 か 氣遣ひ ^ もの じ 
やない か 拙者 身上 It 前 U 申 通りつ めが 牢死 牢死しても 死なぬ 仲間な れ は 
後の世の 福 (t ずゐ ぶん あるが 杉 (I 今て It 御 父子 も 御 役 LL て 何も 不足の な 
い 中な れ は 子供 等が いつも 此樣な ものと 思 ふて 昔 山 宅 1- て 父樣母 樣の畫 


夜 御 苦勞な され ' f; 事 4- 話して 聞か ti て も眞 と It 思 It ぬ 程 なれ It 此先 五 t 
年 七十 年の 事 ^ 得と 手 4» 組ん て 案し -' C 見やれ 氣 遣 ^ ものて u ^ いか 〔忠孝 
の 言、 忠孝の 人〕 去年 も 端午の 客の 多の r- 人は 目出度 目出度と 嬉貌 t  n と“ 
拙 皆 It 先の. 先 か氣 遣で f: まらん から 始終 稽古 瘍へか V んて 人の 知らぬ 所 
こては獨リ落淚した程の事てぁリ5家庭 1» 於ける松陰 0 本色〕若9萬一小 
太 耶ても 父祖 LI 似ぬ やぅな 事 か 有 t: ら 杉の 家 も危い 危い 父母 樣の御 苦勞 
も 知て 居る もの 兄弟 1. て も そ もじ まて じ や 小 田 村 V さへ 山 宅の 事 It ふく. 
は 覺ぇ 主い まして 久坂な ん と (1 尙以 ての 事され 11 拙者の 氣遣 に觀 音樣な 
念す るふ y lt 兄弟 かいめいの 間へ 樂が 苦の 極 福 It 禍の 本と 中 事 4* 得と 中 
してき かせる 方 か 肝要 じ やそして 又 一つ 拙者 不幸な から 孝 1- 當る事 かめ 
る 兄弟 內 LL 1 人ても 否 樣の惡 い 人 か あると 跡の 兄弟 自然と 心 か 和て 孝行 
て もす る樣に “ る 兄弟 もむ つましくなる もの じ や 夫 < 是から It w 游 It 兄 
弟の 代 LI 今の 世の 禍 4- 受合から兄弟中は拙者の代リ 1- 父母，孝行して禺 
れるか i い 左樣ぁ れ II 縮る 所 兄弟 中 も 皆 i  くな y て果 は 父母 樣の御 仕 合 
又 子供 か 見習 ひ 候 得 U 子孫の 爲是程 H 出度 事 II ないて li ないか 〔聖賢の 心 
地、 家庭！！ 於け る 松 陰 此の 如し〕 能々 御勘辨 U て f 田 村久 坂なん とへ も邱 
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文 4見せ佛法信仰 |1 ぶい事じやか餺法にまぶはぬ樣に心學本なリと折々 
御 見 候 かし 心 學本に 

.長閑 さ. ょ 願 ひなき 身の '# 詣 
神 願 ふぶ りは 為で 行 ふかぶ ^ しく 候 
十三 日 

是れ彼 か 三十 歲の 波風 荒き 生涯を 終.^ 死に 就かん として、 江戸に 
赴く 1 月 前の 書簡な 6 とす 〇洵に 以上の 二 書簡は、】 部の 女子 敎訓 
にして、 家庭の 金誡な 60  .其-の 言は 取捨せ 3 る 可ら S る％ のな きに 
あらす VJ gt も 其の 精 轉は 何人も 服膺せ さ. る 可ら S る 所な 60 
彼や& i 海 策 破れ、 I 身を 抛て 國難を 濟はん とする の 念、 益 {從橫 
す。 惟 H に 其の 方寸の 胸間、— の 焰 炎天— く 大火 山の 如くなる 
可し ◦知らす 何の餘 裕ぁれ は、 斯 く迄懇 到慇懸 、其の 諸 妹を 敎誡す 
るの 文字を 作 4 たる そ。 惟 ふに 此の 二 個の 書簡は、 分明に 家庭 k 於 


.ける 松 陰を 描き出して、 遺 ® なかる 可し 0 

彼 か 檻 輿 江戶の 死獄に 送られん とする や、 其の 諸 妹に 與へて 日く" 
fv D あれ や、 •人の 母た る 人達ょ、 か、 らん 事は 武士の 常』 と。 是れ勇 
士は 其の 元を 喪 ふを 忘れ § る大 決心を、 彼等に 鼓吹した る ものに あ 
らす や。 而して 彼は 更に、 左の 如き 書簡を 諸 妹に 與 へた 60 

拙者. 義此度 江戸 表へ 行かれ 候 由 如何 ^ る事歟 趣は 分 リ不申 候 得 共 何れ 五 
年 十 年 歸國可 相 成 事と も 不存候 得 * 先 It 再歸不 仕と 覺悟 4* 詰し 事に 付 何 
かと 中 S へき 處ある 可き 樣 1- 候へ 共 先日 委細 申 遣 置 候 故 則 11 申 1- 不及候 
拙者 此 度® 令 一命 差捨 候共國 家の 御爲じ 相 成 事 1- 候 It v 本望と 中 もの 1: 
候 雨 親 檬へ大 不孝の 段 It 先日 申 候 樣其許 達 被 仰 合 拙者 代 y i- 御 II し 可 被 
下 候 併 兩親樣 へ 孝と 申 候 共 其 許 達 各自 分の 家 有 之 事 1: 候 得 者 家 4» 捨て 實 
家へ 心. 力 ^ 被 盡候樣 の 事は 却て 道 1- あらす 候 各 其 家くな 齊へ 夫 ^ ®: ひ 
子 ^ 敎へ 候て 親 樣の肝 なやかぬ 樣に する か笫 一也 婦人 II 夫 ^ 敬 ふ 事 父母 
同漦 . 1- する か 道 尨り 夫を 輕く思 ふ事當 時の 惡 風 也 又 奢 y か甚惡 い 事 家 か 
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四 四 八 

貧 {- 成 5 のみなら す 子供の そ r: ち 主て 惡 しく 成 也 心 學本 間合^^に ^ て 
見る Rr し 高須の 兄上欉 1: 讀んて 貫 ふ 可し 高須 樣は從 兄弟 中の S 者 ^ れ は 
大切 1: せ n n なら 2 御 方 也 

五月 十四日 夜  寅  二 
兒玉 お方樣 
小 田 村 お 方樣 
久坂お 方檫 

參 る 

尙々 時 も あら u 又々 巾 遣へ く M 

彼 や 其の 叔父 玉 木に 書を 與へ 、以て 家族 婦人の 敎 養を 托せ 50 

詩經に 豈無二 膏沐一 誰 適 爲レ容 とか 申 二 句 曾て 何 心なく is ^l- 候 處後曹 大家 女 M 
專心 の篇を 見 候 得 (t 上下の 文 ありて 中に 出 無二 冶 容二人 無 こ廢 飾て ••… 此則 p a 

心 正色 一 矣とあ り 又 上下の 文め りて 入 則 亂髮瓌 形 出則窈 窕作レ 態 . 此謂 レ不 

レ 能 こ 專心 正色 一 矣と有 之候侬 て 相考 候 It 詩の 語 も 徒らに 夫の 居ざる i 嘆く の 
事 I - 非す 膏沐 は偏に夫 |: 事ふろ禮に而他人へ見过もの |: 致すに |1: 拖之當 
it て 詩語の 禮意 かと 奉. 存候 當今少 婦輩內 に而 は亂 髪壞 形し 外に 而者窈 Sr 


令 S 當り 前の 事と 考候樣 相 見候是 s ， 叶は さ i 存 候此說 M 
¥1 は 心 付 候 得 共 未 i の 碓證も 不得又 先輩へ .i 不中 故人 f  i 

尤もと 思 召 候は、 家族 中 婦女 共へ 此趣御 講談 奉 鼯候閨 門は 正 家の 
本 候へは S の S 匕 不 及して 人々 講究の 事とは 奉 存候得 共 訣語中 上 

^  m  犯 姪 寅 二 
五月 十九 日 

玉 木 丈人檬 

女 誠 七篇後 漢書 i リ抄 錄讀 餘雜抄 四の 册の F- l s i  U 
•是 れ豈 に？ 歲 前後の 壯 年の ■者、 然& 死に 向て 奔る もの、 懷じ 
及 ふ 所な らん や 〇彼の 婦人に 關 する 用意の 周 匝 懇篤なる、 今日の 所 
謂る 女子 敎育 家を して、 忸 泥たら しむる も m らす ◦彼の 
家庭に 於け る 位地 も、 亦た 分明なら す や 0 

彼 か江戶 獄中に て、 愈 < 死刑の S 一決した るを 漏れ聞く や、 彼は 
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四 五 © 

實に 其の 父母に 向て、 左の 歌を 贈れ 60 
親を 思 ふ 心に ま S る 親心 

. • ! マ''.  - 

け ふの 音つ れ 何と 聞 くらむ 

と？ 彼は 死に 抵^ 迄、 其の 父母を 遺る ゞ能は 36 し 也 ◦否、 死す る 
に 際して： 第 | 彼の 念頭 K 上ぅ し 者は、 其の 父母に て あ $ し 也〇自 
ら父母 を懷 ふの みならす、 父母の 己を 懷ふ 乙と、 更に 己 か 父母を 懷 
ふょ 6 も 幾 層殷 なる に 想 著し、 今日の 音 〇 れ 何と 聞 くらむ と 云 ko 
『親を 恩 ふ 心 R ま 3 る 親心』 の 一句、 實に 世間 幾千 萬、 人の子た る 者 
か、 親に 對 する 至情の、 最後の 琴線に 觸れ來 6 たる 者に して 〇 彼の 
方 孝 友 か、 方 孝 孺と與 に 死に 就く に 際' し、 『阿兄 何必淚 潜々。 取 _ 成 
fc 在 一- 此間 I 華表 柱頭 千載 後 〇 夢 魂 依 fe 到-- 家 山 〇 の】 詩を 將て 之に 比 
すれは、 更に 其の 深 情、 濃感 、蕰藉 、渾 厚、 一讀 人を して 涕を零 3 


しむる に 到る ^ 」 覺 ゆ？ 斯の 如き 人に して斯 の 如き 事を 作す、 不思議 
なる か 如しと 雖 も、 期の 如き 人た るか 故に、 能く 斯の 如き 乙と ?: 爲 
し 得るな- 〇。 所謂る 忠臣を 孝子の 門に 求む るの 語、 吾人 實に 其の 眞 
なる を 疑 ふ 能は す Q 

家庭の 光明は、 光明の 中に 於て 最も 美妙なる ものな 60 吾人は 今此 
り 光明 中ょ-^ して 松 陰を 見る、 恰も 是れ 銀婉裡 に 雪を 盛る 也。 


四 五 二 

翥 龍點睛 

0 

吉田松 陰は、 何人を や 〇彼か 公人と しての 生涯 1: 見、 彼 か 交友に 於 
ける 生涯を 見、 彼 か 讀書學 問に 於け る 生涯を 見、 而して 彼 か 家庭に 
於け る 生涯を 見れ は、 彼の 何人た るかは、 旣 R 解說の 必要な き 也 0 
乃ち 必要なし ビ雖 も、 尙ほ書 龍の 黙 睛 として、 一言 已む 可ら 3 る も 
のなから す 0 

• • : 心  C  ..  ..  •  '  .  ?  :  • *: .二：： 1  r  /  •  V:  *  . み •  j;. 

彼は 一面に 於て は、 最も 胃險を 好む 者に 似た 60 自から 品 題して 0 
く 『吾 性 迁練堅 僻。 於 n 世事， 無 k 所龜曉 ― 0 獨知 = ^ 身先 ^ 。以 ^ 艱胃“險而 
巳』と0又日く、『爲入所禾龍鉍。.言„人所，ヂ能 % 。弇佘無“其人_也。舍レ是 
無， 一佘事 一也』 と。. 其の 亡 邸、 蹈 海、 要 擊 、その他 一として 彼 か 生活、 
是言を 自證せ さるは なし ◦彼の 獄中に ある や、 自から 詠して 日く、 


.『死 已無茗 生 亦懶 。英雄 有 fe 訴 ^ 天-』 と。 其の 懊惱 、不 息の 情、 掏 
す 可き にあら す や。 彼 か 安政 六 年 四月 一一 十五 日、 書を 佐 久間象 山に 
與へて '、丈夫 死所 何 處最當 VJ 問 ふたる か 如き、 則ち 蒼天に 訴 へたる 
所を 以て、 其の 師友に 訴 へたる のみ 0 

然も 彼は 胃 險の爲 に、 胃險を 好 {/ 者に あらす。 彼 や 其の 留魂錄 に 於 
て、 自か ら白狀 して 日く、 『吾 性 激烈 怒 罵に 短し、 務て 時勢に 從 ひ 人 
險 に 適する を 主と す』 ど ◦又た 其、 の 二 十一 回 猛士說 に 日く、 『吾 卑微而 
孱弱。非'以>一虎猛一爲$師。安得赛 ± 』と0彼は生れなからにして猛士にあ 
らす 〇 瞌を用ひ3る可ら3る塲合に於て、猛士たらんと期せしのみ〇 
彼は 一切の 危險 も、. 不安 も、 艱難 も、 悉く 知ぅ 盡く して、 而 して 後 
自か ら已 〇 に已 まれぬ 塲合に 於て、 奮 ふて 之に 投 したる のみ。. 彼豈 
に單 純の 胃險 をな 3 んや 〇胃險 は 結論の み、 前提に あらす。 
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彼自 から 記して 日く、 『前日 某氏 之 別 筵。 1 老生。 佯作 =醉態 --0 抗俠： 品 
題 坐 客 I 日。 某 十 萬 石 侯 也。 某 十五 萬 石 侯 也。 各 有 „低昂一 自， 頭 到 复。 
最後枯 n 出 一 寅 次 名 I 日。 是不 ^5\過„ 三千 石 - >0 過 則叛矣 。嗟 呼 一老 生。 及 
其 主其賓 。皆佘 平生 所 v 謂 知己。 老生 醉語 。主賓 醉聽 。何 有，； 道理 J と Q 
是れ彼か滿腔の不平を爐べたる也。然れとも吾人を以て之を見れは、 
一老 生の 言、 實に彼 か 急所を 刺す もの あるを 覺ゆ ◦嘉永 六 年 彼 か 二 
十四 歳の 時、 露 艦 搭乘の 志を 懷き 、西遊の 途次、 熊 本に 徑 し、 橫井 
小 楠の 塾を 過く  〇 門人 彼 か 年少に して 風 釆揚ら 3 るを 見て、 彼を 輕 
易す。 彼の 去る や、 小 楠 門人に 語け て 日く、 若し 彼を して 一 萬 石の 
城主たら しめは、 天下の 大事 t 惹起 せん 者は、 必らす 他人なら すと 0 
吾人は 實に其 言の 確 的なる を 疑 ふ 能は す〇 彼は 如何なる 瘍 合に 於て 
も、 爲す あるの 人 也。 彼は 如何なる 塲合 に 於ても、 爲 3 、る能は3 


るの 人 也〇彼 日く、 『人間 僅か 五十 年、 人生 七十 古來 稀、 何 か 腹の い 
ぇる 欉な 事を 遣て 死なね は、 成佛は 出來 ぬを』 と 〇是れ 實に彼 力 最後 

の 白 狀也〇 

彼は 靜坐 せね はなら W 獄中に 於て すら、 無事なる 能は す〇獄 中の, 
を敎 化し、 獄則を 改良し、 或は 獄卒、 監守、 典獄の 類 迄、 之を 辰 化 
して 自家の 門弟たら しむる 也 ◦其の 獄中ょ 6 兄に 與る 書中に も S 
中は 多 閑の 地に 候 所、 讀書に 取 か、 ぅ 候 得は、 却て 多忙に 苦み 中 候』 
と Q 彼 又た 日く、 『佘 一間の 室に 幽閉し、 日夜 五大洲を 幷呑 せんこと 
を 謀る 〇人皆 其の 狂妄を 笑は S るな し〇 天下の 人、 六十 六國の 外 
叶 ® 海に 下る Z. とを 得す 〇 故に 其覩る 所、 僅に 六十 六國に 止る。 狹 
窄と 云へ し〇佘 獨 & 一室に 傲 睨し、 古今を 達觀 し、 萬 國を通 視す〇 
蓋し 佘 他人と 其 智能 大小 あるに 非す、 獨 $ 其 居の 廣狹 あるの み』 と〇 
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彼は 身實に 獄中に あ 6 て、 心魂 世界に 飛揚した 6 き 0 
然も 彼は 空想を 描きて、 沾 々自 から 喜 ふ 者に あらす 〇彼 ゃ晝夢 者と 
しては、 餘 3 に 事と 物と、 情 V」 勢と を 顧慮した ぅ Q  S れは 彼は、 佐 
藤 信 淵の lit 界 併呑 策に 對し ては、 其の 誇大なる か爲に 、却て 其の 烕 
嘆の 情を 起す 能は S らしめ たぅき 〇彼か 獄中に 於け る、 傭 書 檄の一 
句に 日く、 『一日 守 k 死。 守 二日 之 職 —  〇 一身 保笙 。保 二 身 之 善」 ¢0 是れ 
豈に漫 ;•: 無事に 苦しむ 壯士 の. 言なら んゃ〇 吾人は 業に 旣に此 中に 殉 
道 者の 敎訓 あるを 見 S 也。 苟も 斯 心を 存 す、 區令 たる 貫 高 何ん を較 
するに足らひ0乃ち哲人ソク>テスの心神も、此れ以上に翔る能は 
S る 5: 見す や Q 

吉田松 陰は、. 如何なる 人を 〇彼は 哲學 者に あらす、 實 行者 也 〇然も 
彼は 實 行者に して、 理想を 有し、 理想家に して、 實行的 本能を 有す 〇 


彼の 精神的 立塲 は、 不朽に ぁ 60 彼の 七生 1 說に 日く 

天之茫 々夕有 J 理， 存焉 。父子 祖孫之 綿々。 有 二 氣 -屬焉 。人 之 生 也。 
資- 斯理 -以爲 “心。 禀。 斯氣- 以爲 1 。 體私 也。 心 公也。 役 軚殉谷 者。 爲 
大人 4 役 ^ 殉缸 者。 爲 /h 人 -- 〇 故 小人 者。 體 滅氣竭 ° 則 腐爛 潰 敗。 
不苛 _,復 收一矣 。君子 者。 心與 a 通。 體 滅氣竭 。而 理獨異 古今- P 天 
壤 ― 〇 # 甞暫歇 一也 

と〇是 れ彼か 不朽の 註 脚 也 ◦彼は 斯の 如く 語る のみなら す ◦此の 如 
く 信し、 且つ 此の 如く 行へ iQ 彼は 信念 堅固、 道心 不拔也 ◦彼は 敬 
虔なる 獻身的 精神を 以て、 其 身を 國 家と 其の 道と する 所と— に献〜 
彼は 徹底 一の 『殉』 字を 會 得した る もの、 而して 彼は 到頭 一の 殉字に 

断 ち § る もの 也し  • 
其の 『身許， 家 國一兮 。死生 吾久 齊 1 ひ、 其の 『身は 穴と へ 武藏の 野 邊 
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は 朽ちぬ i も" 留め置か まし 大和魂』 と 云. a 、 『我 今爲崮 死。 死 不&一 君 
親 —  0 悠々 天地 事。 鑑照 在，； 明 神 j ど 云 ふか 如き 〇皆な 直覺的 宗敎か を 
顯彰 する ものに あら 3 るは なし 〇彼は 誠實な $、 畏る 可き 程 誠實な 
30 其の 曾て 人に 吿 くるに、 『天下 大物 也。 非 ! L 朝 奮激 所。 能動 一 矣 。其 
唯 積 誠 動 ^ 。 然後有 細焉耳 j と 云 a 、 其の肯 像 自賛に、 『至誠 不 翻兮。 
自レ古 未 i: 有- J と 云 a 、 其の 同志 諸 友に 訣別の 辭を與 へて、 『雖 ぃ然 此別〇 
想當 n 永訣 - *0 無 包佘有 J 護身 符 ~o 孟子 云、 至誠 而不 ，動 者 未 ^ 有， 也。 其 
是而已 。其 他 千 萬 言語。 雖 k A 十一 鱗 —  0 苟非 ffi lj 睛 ― 〇 遂 是非 k 也』 と 
云 ふか 如き 〇 則ち 知る 彼 か 一生の 勲睛 は、 至誠の 二字に 存 する 乙と 
を〇而 して 彼は 最後に 到る 迄、 特に 最後に 於て、 此の 二字を 受 用し 
得た る 乙と ■を 〇彼や 大胆の 橫着漢 にあら す、 彼 や 其の 胸中 惕若 とし 
て、 小心 翼々 たる 人 也 ◦  S れと 其の 行く 可き 道を 行く 爲には 、死す 


ら辭 せす 〇何 となれ は 彼 か 信す る 所は、 死ょう も 重 けれは 也。 故に 
日く、 大胆の 事を 爲すは 、小心の 人 也、 傍若無人の 事を 爲す は、 至 
誠にして 自 から 欺か S る 人 也 ◦彼の 胃 險的行 動は、 此の 如くし i: 始 
めて、 正しく 解釋 する を 得 可き なれ。 

今 夫れ 惟一の 眞誠 なう、 赤心な り〇 父母に 對すれ は 孝と なう ◦兄妹 
に 對 すれは 友愛と な 60 朋友 •に對 すれは 信義と な 60 君に 對 すれは 
忠とな 6 ◦國に 對すれ は 愛國 とな 道に 對 すれは 殉道 となる 〇其 
本は 一にして、 其 末は 萬な う？ 萬 種の 動作、 只 穴】 心に 會受る ◦彼 
か 彼た る 所以、 唯 * 此の 一誠 以て 全心を 把持す るか 故に あらす や〇 
彼は 村田淸 風の 手書に 係る、 司馬溫 公の 『吾 無-過 X 者 -- 〇 但 平生 所赛。 
未 T 甞有鉍 A 不％ J 一日 爽 耳』 の 語を、 守 袋に 入れ、 常住 坐 臥、 其膚を 離 3 
36 しと 云 ふ〇亦 以て 彼 か 功夫の 存 する 所を 察る へし 〇淸 風の 所謂 
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.  四六〇 

る 『少壯 P 心 膽 ― 〇 至誠. 字 上來』 もの、 彼に 於て 之を 實驗す 0 
吉 B 松 陰は、 如何なる 人を。 彼自 から 語 6 て 日く、 『僕 面貌 無， 一足 I 者 - 0 
軀幹孱 弱。 語 聲卑瑣 。蓬 頭 襤褸。 以 女飾„ 其 身， 耳』 と。 又た 日く、 『佘平 
素行 篤 敬なら す、 言 忠信なら すと 云へ とも、 天性 甚柔 懦迀 拙なる を 
以て、 平生 多く 人と 忤は す？ 又 人の 惡を 察する 乙と 能は す、 唯 人の 
善の みを 見る 〇 故に 宗族 鄕黨ょ 6 朋友 故舊に 至る 迄、 多く 佘を 怒嫉 
する 者 あらす』 と〇前 者は 彼の 外貌を 描き、 後者は 彼の 內 心を 撮す 0 
彼 や眞に 英雄的 容貌を 具せ す、 然も 人の 惡を 察せす、 善の みを 見る 〇 
是れ彼 か 空拳 赤手、 天下に 橫 行して、 而して 隨處に 主と なる を 得た 
る 所以に あらす や 〇彼は 時勢に 於て、 爲す 可ら 3 る 時勢な きを 信す 
ると 同時に、 人に 於て 與みす 可ら 3 る 人な きを 信した 60 彼は 自か 
ら殉道 者の 如く、  一身を 其の 所信に 獻 け、 一大 精進 * を 有した ると 


同時に、 其の 氣品も 亦 ^ 狗道 者の 如く、 和 光 同 塵、 衆生 濟 度の 一大 
慈悲 6 を 有した-^ き 〇彼は 軍 に 維新 志士の 典型た るの みならす、 日 

本男兒 の 典型た ぅ。 

本文の 著者、 甞て 維新 前の 故老を 訪 a 、 以て 彼 か 風 丰を聽 く 5: 得 / 2 
••云 ふ、 彼れ 短驅癯 骨、 枯皮瘠 肉、 衣に 勝へ § るか 如く  ◦甞 て宮 
部 鼎 藏と 相伴 a、 東北 行を 爲す や、 屢！ t 店の 老婆の 爲に 、誤つ て賈 
客視 せらる 〇宫部 戯れて 日く、 君 何を 其れ 商 骨に 饒む 一に 此に 到る 
と〇 彼れ 艴然刀 柄を 擬 して 日く、 何を 我を 侮辱す る やと 〇 彼れ 白 痘 
滿顏 、廣額 尖 頤 、雙眉 上に 釣り、 兩頰卞 に 殺く 〇 鼻梁 隆起、 口角. M 
m 、 細目 深 瞳、. 唯た 眼睛烟 々、火 把 0 如きを 見る のみ ◦彼れ 人に 對 
L て 眞率 、漫に 邊幅を 飾らす 〇然れ とも 廣人稠 座の 裡 、自ら  一 fir の 
正孩 、人を 壓 する 者 あ 6 しと 云 ふ。 亦た 以て 彼か自 から 描く 所に # 
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輯せ 3 らん や Q 

彼 居常 他の 嗜好な し、 酒を 飮 t す" 烟を 吹かす 〇 其の 烟を吹 か S る 
は、 彼 か 斷管吟 の 詩に 徵 して 知る 可し ◦書畫 、文 房、 骨董、 武器、 
一として 彼の 愛を 經る ものな し〇 衣服、 玩好 、遊戯、 一 も 彼の 嗜を 
惹 くもの なし。 机上 一硯、 一筆、 蕭然 たる 書生の み 〇最 も讀 書を 好 
，み、 手に 卷を釋 てす、 其の 抄録した る もの、 四十 餘卷ぁ 6 と 云 ふ 0 
其の 讀書無 功は、 謙辭 に屬 する も、 樸學 三十 年は、 事 實直叙 と 謂は 
3 るを 得す Q 

彼 や 一生 娶ら す、 聲 色の 如きは、 殆と思 ふに 遑ぁら 3  6 し 丛〇 但 % 
菓 物と 餅とは、 平生 頗る 嗜ひ 所、 故に 今に 到 6 て、 祭 時 必らす 之を 
供す と 云 ふ Q 彼の 友人なる 維新 前の 故老 日く、 人 誰か 過失な からむ、 
但た 彼は 余を して 其の 缺點を 忘れし むと Q 彼 も 亦た 人 也、 _ん そ缺 


點な から 1; ◦然れ とも 彼は 人 5: して、 其の 缺熙を 忘れし むる 程の" 
眞誠 なる 人物な 6き0彼の赤心は、斯く迄深く人に徹せし也〇彼ゃ 
實に 至誠を 學ん て" 至誠を 得 * 


四六ゴ 1 


四 六 四 

結  論 一 

『眞 個關西 志士 魁。 英風 鼓，， 舞 我 邦， 來。』 是れ彼 か 高弟 高 杉 東行の 彼を 賛 
したる 句に あらす や。 是れ實 に 彼 か 事業の 斷案也 ◦彼は 單に關 西 志 
士の 魁の みならす、 日本 志士の 魁た るに 愧 ちす 〇唯 一の 魁 / 2 ら 3 る 
も、 魁 中の 一た るに 愧 ちす 〇彼の 事業は 短 けれと も、 彼の 敎訓は 長 
し。 維新 改革の 健兒 としての 彼の 事業は、 或は 歷史の 片影に 埋るこ 
とも あらむ ◦然れ とも 改革者の 模範と して、 日本 男兒の 典型 S して、 
長く 久しく 國 民の 心を 燃す 可し 3 彼の 生涯は 血 ある 國民的 詩歌な 
彼は 空言を 以て 敎 へす、 實行を 以.、 y 敎へた AO 彼は 理路を 以て 誨へ 
す、 至誠を 以て 海へ た 6 ◦此の 敎訓に して 不朽な ちは、 彼 も 亦た 不 
朽也〇 即ち 松 m 死す も猶ほ 死せ - 5 :5 也〕 


彼は 日本 男兒の 典型の みならす 〇又た 維新 改革 時代に 於け る 代表的 
人物 也 0 故に 吾人は 彼に ょぅて、 維新 改. 革. 時代の 精神を 見る か 如く、 
又た 維新 改革 時代の 精神に ょぅて" 彼を 見る を 得る 也 〇彼は 時代の 
權化 也、 縮圖也 ◦擴 けて 彼を 知ん と 欲せは、 勢 CA 維新 改革 時代の 精 
神 K 原ね 3 る 可ら す 〇吾人 か 本論の 終結に 於て、 一般的に 維新 改革 
時代の 精神に 就て、 一二の 觀 察を 試みる は、 單 K 彼 か 改革 的 事 功の 
効果を 顯揚 する 所以に 止ら すして 〇更ら に 彼 か 如何なる 氛圍氣 の 中 
に 生活した る 乎、 又た 如何なる 氛圍氣 を 鼓吹した る 乎、 併せて 彼 か 
如何なる 人物な $ しかを 照 撮す るに 於て、 小 補な くんは あらす 0 

%  氺氺 
*  永  氺氺 

一言に して 謂へは、 維新 改革 時代は、 日本 國民 か、. 君 國の爲 に、 其 
の 獻身的 精神を、 最高 度に 發 揮し / 2 る 一時な りき Q 別 語を 以て 解す 
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れ は、 日本 國民 か、 超越 的 活動の 時代な 6 き〇日 本の 歷史あ $て以 
來 、個人と して、 獻身的 精神を 發 揮し / a る もの、 何 / 1 そ 其れ 限^ 〇 あ 
らむ ◦然れ とも 國民 として、 日本 全土を 擧け て、 此の 如く 獻身的 精 
神 * 5: 發 揮した る 時代、 焉く にか ある。 文 永、 弘 安の 役の 如き も、 其 
の 異常なる 感動、 刺激を 人心に 與へた るに 拘 らす〇 其の 衝動の 區域 
は、 寧ろ 鎌 倉 以西、 極言 すれは 鎭西. の 一部に 限 局せられ た 6  §o 其 
他 幾多の 事變 ある も、 寧ろ 地方 的に 止まぅ、 國民 的たら S  6 き 〇而 
して •其の 國民的 活動、 否な 單に 活動に あらす、 超越 的 活動は、 實に 
維新 改革 時代を 以て、 其の 隨一 と爲す 也 9 蓋し 國史の 上ょ. CS 縱觀す 
れは 、大和民族の 獻身的 精神を、 其の 協同 生活 體 なる 日本 帝 國の爲 
に、 發 揮した る 最高 頂は、 實に 此の 時代に あ $ とす 〇是れ 固ょ $ 邑 
去に 就て 云 ふ 〇將來 に 至ぅて は、 吾人の 知る 所に あらす 0 


.如何なる 時代た うとて、 招かる、 者は 多く、 擇は る、 若は 少し 〇國 
民 的 活動と て、 擧國 民の 一人を も殘ら す、 活動す るを 意味せ す〇唯 
た 其の 塲％ を 問は す、 階級を 論せ す、 國民の 全部に、 此の 擇はれ た 
る 少数者 か 行き渡る の 日は、 則ち 國民的 活動の 日 也 ◦維新 時代は 實 
に 此の 如く あう き〇志 士は鎭 西に あう" 中國 にあう、 朿奧に あ 6、 
北陸に あう、 五畿 、七道、 何れに も是れ なきは. なし 〇志士 は 幕府の 
親 藩に も あり、 僧侶に あう、 神官に あ 6、 士族は 勿論の 事、 鄕十 R 
も あう、 農夫に も ^ $、 商人に も あみ 〇假令 其の 中樞 は、 士族に 存 
したる も、 決して 所謂る 士族の みに 止ら 36 き。 而して 此の 如く、 
國民的 活動を 振起し 來 6 たる 所以は 何を や。 日く 國民一 的 自覺楚 のみ。 
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結  論 一一 

.日本 國民 は" 國 民的觀 念の 素養に 於て、 決して 缺乏せ 3  6 き Q 1!: (の 
.自國 中心 主義を、 極端 迄開展 して、 他を 夷狄 禽獸視 する か 如き 事は 
.なかぅ しも 〇他 國と對 立す る 上に 就て は、 決して 一步 も 假借せ 
き〇 彼の 推 古 朝に 於て、 ■聖德 太子 か 『日出 處 天子。 致 # 日沒處 天子 J 
との 書を 裁して、 隋主に 遺 6 給 CA しを 見ても、 其の 自國 の立塲 には、 
深甚なる 用意の 存 したる を 知る 可し 〇 降ぅて 太閤 か 明の 封 册を裂 & 
、たる か 如き も、 亦た 此の 精神の 發露に 外なら す Q 

S れは 其 ^) 外 m の # 至を 豫 想して、 若く は 目擊 して、 國民的 精神を 
.喚起した るは、 是 れ當然 のみ、 是れ 自然の み、 是れ 必然の み ◦彼等 
•.は 從前 無意識に、 此の 精神を 養成し つ、 あ $ き ◦然も 一た ひ 幾多の 


'外 國 と、 相 a 對 峙し來 る。 其の 國民的 精神を 自覺 する や、 ® 氣の銅 
線を ® るか 如けむ Q 要する R 德川 治世 三百 年は、 德川氏 中央 集權の 
'制度 R 於て、 朱子學 の獎勵 に 於て、 神道の 復興に 於て、 國學 の硏究 
に 於て、 其 他 各般の 社會的 事情に 於て" 此の 國民的 精神を 醱酵 せし 
むる 溫室た るの 趣 &あ 6 き ◦本 居宣 長の 歌に 日く、 『.3 し 出る 此 日本 
の 光ょ $、高麗唐土も、舂を知るら 1/ 』と0措辭從容として迫らす、 
.毫も 慷慨の 熱 腸ょり 吐き出し たる 痕跡な し 〇是れ 唯た 硏究的 精 # の 
.充滿 したる 國學 先生 か、 自然に 其の 胸臆を 叙へ たるの み 〇然名 其の 
自然の 吐囑 か、 却て 如何に 國民的 精神の 醱酵 しつ、 あ $ しかを 知る 
に 於て、 有力なる 證 案たら すん は あらす。 

日本 國 民は、 其の物 質的 準備に 就て は、 寧る 甚 た 不充分な $ き 〇  3 
れと 其の物 質的の 不足は、 精神的 •の 充實を 以て、 之を 償 ふて 餘 A あ 
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ちき ◦彼の 布恬廷 や、 彼の 彼理 や、 實に我 か國民 的 精神の 橫溢せ ん 
'とする" 即ち 何時 ^ て も 相手と なる 可く、 待ち設けた る 最中 R 來 6 
.たうき 〇彼 等は 招かれ 3 る 客な れ とも、 决 して一 精神的 準備ょ うす 
れは一 不意 打の 客に あら S うき。 乃ち 此の 機會 は、 n 本國 K に 取 6 
て、 再 CA す 可ら 3 る 機會に して、 日本 國民 は、 正しく 此の 機會に 投 
して 起て 6 0 則ち 日本 國民 として 起て^ S、 日本 國民た る 自覺を 以て 
.起て AQ 國民的 精神の 存在は 固有の み ◦然も 其の 自覺に 至うて は、 
.外物の 刺激を 須つ ものな くんは あらす ◦吾人は 繰り返して 言 ふ 〇 外 
.患の 爲め に、 我 か 國民的 精神は 發 生した るに あらす、 唯た 之を 自覺 
せしめた るの みと ◦此の 如くして 大和民族は、 長夜の 眠ょり 醒覺し 
，たる 巨人の 如く 活動し 穴 而して 今尙ほ 活動し つ、 ある 也 Q 


結  論 三 

國民的 自覺は 、尊王 心の 醒覺を 意味す 〇旣に 日本 帝國を 自覺 すれは！ 
其の 帝國を 統一す る 元首を 醒覺せ S る 可ら す ◦旣に 大和民族を 自覺 
すれは、 大和民族の 首長を 醒覺せ 3 る 可ら す ◦吾人は 尊王 心の、 國 
民 的 精神の 如く、 固有なる を 知る 〇然 も斯心 を 國民 一般に 醒覺 せし • 
めた るは、 實に炖 の 機會た ぅし 乙と を斷 言す るに 遲疑 せす。 此の 機 
會と は、 則ち 外患 沓 至の 機 會也〇 

翻て 之を 觀 察すれ は、 我 か 國民的 精神 か" 最も 晦濛せ られ たる 時に. 
際し. て も O  H 本 帝國を 代表し、 且つ 大和民族を 代表した る、 皇室は 
不滅の 燈明 として、 其の 暗黑 時代を 照らした 3 き〇 我か國 民は、 舉 
室を 仰望して、 始めて 日本 帝國 と、 大和民族との 存在を、 朧氣 なか. 

四 七 一 


四 七 二 

らも 記憶した $き0 故に 極言 すれは、 皇室の 存在は、 國民的 精神の 
泉 源 也 ◦吾人は 國民的 精神の 自覺に ょうて、 尊王 心を 醒覺 すると 同 
時に、 其の 國民的 精神の 由來 する 所、 實に此 に 存 する ことを 銘記せ 
3 る 可ら す Q 

惟 ふに 彼の 維新 時代に 於て" 尊王 佐幕の 論紛々 たうし と 雖も 、其の 
論 端は、 唯た 幕府 制度を 全廢 する 乎、 改造す る 乎の 二 翳に して、 要 
する に # 進、 漸進の 差に 過き す〇 其の 歸著 する 所は、 固ょ i 尊王に 
於て、 二 致な か 6 し 也 ◦是れ 維新 改革の 偉業の、 多くの 血を 流 3 す 
して 成就せられ たる、 一の 重 もなる 理由な うとす 0 


結論 四 

尊王 心の 向 ふ 所" 火の 原を 燎くか 如し 〇  天皇の 下， 幕府な し、 it 
藩な し 〇唯た 日本 帝國 あるの み 0  天皇の 下、 將軍な し、 諸侯な し Q 
武士 もな く、 平民 もな し 〇唯た 日本 國民 あるの み。 幕府の S 解、 廢 
藩置縣 、士族 解職、 是れ 論理的 必然の 結果の み 〇但た 此の 必然の 結 
果に 到達せ しむる は、 決して 尋常 一樣の 業に あらす 〇是れ 維新 改革 
時代の 志士に 須〇 所の、 多大な 6 し 所以 也 ◦而 し -C' 彼等は 何を 以て" 
之を 成就した る、 何に 據ぅ て、 之を 成就した る Q 唯た超越的活動に. 
ょぅて 然るの み ◦超越 的 活動は、 宛 も 李將眾 か鑛の 石に 徹した るか 
如し 〇義經 の八艘 飛の 如し 〇 自ら 然るを 期せす して 然るの み Q 
吾人 li 維新の 志士に も、 幾多の 人品 あ. るを 知る o 5t の淸濁 一なら す、 
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其の 高下 一なら す、 其の 文 野 一なら す、 其の 純’ 駁 f ならす 〇然れ •と- 
も 若し 彼等に 通有性 あ 6 とせは、 其 一は 自己 不 中心 主義 是 n 也 〇即 
ち 己を 捨て、 君國に 殉 ふる 主義 是れ 也。 彼等は 國と 家と を 一 視せ &、 
國 民と 家族と を 一視せ 6、 君と 親と を 一視せ 6 ◦彼等は 日本 天皇と 彳 
日本 帝國 0 爲めに 、何物を も 愛惜せ §6 き〇彼 等は 總 ての 物を、 之 
に 向て 竭すを 以て、 其の 本分と 確信した う〇 即ち 彼の 智勇 辯 力、 爭 
を 好み、 亂を喜 a " 名に 殉へ 、利に 向 ふの 徒 も" 一た a 此の 氛圍氣 
中に 投せら るれ は、 乍ち 其の 時代 的 精神に 同化 せらる 〇 而 して 彼等 
は 是を以 て 其の 義務と なした るの みならす、 實に 其の 偸 快と なした 
うき 〇田 中河內 介の 歌に 日く、 『大君の 御 旗の 下 ic 死して 乙を、 人と， 
生れし 甲斐は あう けれ』 と〇是 れ殆と 維新 時代 志士の 赤心を 謠 a た 
る もの 也 ◦淡泊に 語れは、 彼等は 皆な 斯く 思 CA 込みた うき 〇蓋し 天： 


皇 御® の 下に 死す るを 以て、 人生 第一 快 心の 事と なした るは、 維新’‘ 
志士に 初 ^ ぅしに あらす ◦神武 天皇以 來 、日本 國 民の 大經 k して.、 
『©行は 水つ く 屍、 山 行は 草む す 屍、 大君のへ にこ そ 死なめ、 のとに 
は 死なし』 と、 萬 葉 歌人の 詠した る も、 其の 義に 於て I 固ょぅ 一也 y 
然も 此の 精神の、 個人の みならす、 國民を 通して 活動した る、 維新 
時 ^: の 如きは、 殆と 其の 匹類少 きを 見る ◦人 唯た 維新 大業の 成就を 
以て、 自然の 勢と 云 ふ。 然も 勢を 導く 者は 誰を" 勢を 率ゐる 者は it 
を、 勢を して 目的を 達せし むる 者は 誰を 〇 
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四 七 六 

結  論 五 

彼等は 單に死 せんか 爲に 、死す るに あらす Q 其の 目的を 達せん か爲 
R 、 死を も辭せ き ◦目的とは 何を や、 王政復古 是 れ 也、 王政 維 
新 是れ也 ◦維新と 云 a 、 復古と 云 ふ も、 唯た 名目の 和 違の み" 其實 
は復古即ち維新&、維新即ち復古也。固ょ6復古論若にして、古に 
泥み 今に 通せ 3 る 者 あぅ ◦維新 論 渚に して" 今に 拘 6 .古に 達せ 3 る 
もの あ 6 ◦然も 雨な から 非也〇  一方は 頑迷なる 攘夷 黨とな 6、 他方 
は輕 薄なる 醉歐黨 となる ◦然も 維新 大業は、 兩極に 偏せ すして、 其 
の 中' M にあ^ No 中庸 は、 復古 的 維新 也、 維新 的 復古 也。 

尊王 心の 醒覺と 同時に、 歷代的 情趣は、 油然と して 湧き出て た 60 
彼等は日本國を如何にす可きやと硏究すると同時に、日本國は曾て 


如何なる ものな $し乎マ」、 溯源す るを 禁 する 能は S 6 き Q 是に 於て 
か 彼等の 或 者は、 直ちに 本源に 溯纟 て、 神武の 皇謨に 則る 可し との 
見識を 發 し來れ う〇 日 下部 伊三次の 詩に 日く、 『屋 斗闌 干月滿 k 八。 書 
窓 深 坐不鉍 fe。 欲 知 ® 運隆興 兆 --0 神武 東征 戌 午年』 と ◦是れ 蓋し 安政 
五 年戊キ の 年を 以て、 神武 東征 戊 午の 年と、 聯想 しれる ものなら む〇 
彼等 必 すし も史學 者に あらす ◦  3 れと 彼等の 史情は 、旣 に 安政 年間 
ょう 溯うて、 神武 東征に 達した うき 〇 

聞 說岩倉 公 か、 玉虫 操を して、 維新 大政の 綱領を 草定 せし むる に 際 
し 〇 公か須 らく 建武 中興に 則る 可し ど 云 ふや ◦玉虫 毅然として 日く" 
•不可 也、 宜しく 神武 創業の 大謨に 準せ S る 可ら すと ◦是れ 維新 時代 
の 精神を、 道破した る ものに あらす や〇吾 人は 神武 創業の 當時に 就 
て、 徵す 可き 精詳 なる 文獻を 有せす ◦然も 今を 以て 古を 見る、 猶ほ 
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四 七ぶ 

古を 以て 今を 見る か 如けむ ◦維新の 大業は、 日本 帝國彼 自身 か， 霉 
、越 的 活動の 一時な ぅしを 思へは、 其の 帝國の 運命を 導きた る 志士 か、、 
$改革の典型を、皇祖の古に求めたるも、決して阆然こ套>丨0 

今 夫れ 神武の 上古に 復 ると 云 ふ、 之れ に 加 ふる 復古な かる 可し 〇然. 
も炖の 復古の 爲め に、 幕府を 廢し 、諸. 侯を 廢 し、 ± の 常 職を 廢 し、 
總て の國 民を、 法律の 前に 平等なら しめ、 全國 皆兵の 制を 定め、 全 
國兒童 就學の 制を 定め、 而して 國民參 政の 制を 定む〇 是れ豈 に 維新 
の 尤なる ものに あらす や 。然も 此の 維新 や、 神武 創業の 當 時に 復古 
する 所以の 途次た る 2. とを 遺る 可ら す 0 


.安政の 大獄ょ ぅ、 伏 見、 鳥 羽、 會津 、五稜郭の 役に 至る \ 中間 僅か 
に 十箇 年に 過き す Q 然も 其 間の 波瀾 洶湧、 一波 捲き 去れは、 一波 捲 
き來 るの 狀あ 60 而して 其 間に 於て、 一の 特異なる 現象は、 比較的 
血を 見る 乙との 多から 3  5 し 事是れ のみ 0  一方. tc 於て は、 割腹を 以 
て、 武士の 恒と心 得る 時代 R 於て は、 他方に 於て、 人を 殺戮す る 乙 
とを 意と せ 3 るは、 決して 不思議の 事に あらす Q 而して 寧る 之に 反 
したる 現象を 見る は 何を や Q 

吾人は 斯る 切迫なる 時代に 於て、 寬裕 の精轉 の 存在す 可き 餘 地の 有 
無を 疑は 3 るを 得す 0 然も 事實に 於て 然るは 何を や ◦今 夫れ 江戶城 
の 受授は 、南 洲と海 舟との 間に、 談笑の 間に 行は れた办 〇會桑 藩主 
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•  四八〇 

の 如き も、 嚴科を 免 かれた ぅ Q 最後の 抵抗を 試みた る、 援 本、 大鳥 
の 徒、 亦た 寬典 R 處せ られた 60 是れ其 故 何を や〇彼 等は 敵と して 
取扱 はれす して、 寧ろ 反對黨 として 取扱 はれた 办〇 固ょ 6 各藩、 各 
事件に 就、 て 質 3 は、 多少 慘 酷の 事實も あ. らひ 〇 され と 大體に 於て、 
維新 改革は、 寬裕の 精神を 以て、 始終した 云 ふ も、 决して 誣言 
.にあら す 〇其故 何を や 0 

是れ 蓋し 日本 國 民は、 何れも 天皇陛下の 赤子に して" 其の 趨向の 
異同を 論せ す、 悉く 皆な 同胞た 6 との 觀念存 すれは 也 Q 即ち 皇室を 
家長に 戴く、 一家 族と し. て、 相互に 待つ からには 〇縱令 如何なる 行 
き掛 6 あ 6 とも、 决して 敵讎の 念を 逞 ぅする 能は ' S る もの あるか 諉 
にあら すや〇 吾人は 故 福 澤諭吉 氏 か、 瘦 我慢の 說を 草して、 幕臣 か 
:容 易 R 歸 順した るを 以て、 日本 武士道 頹 敗の 張 本と 諷し 穴る を 見 


モ 、其の (1U 界の甚 た狹 きを 嘆せ 3 るを 得 3  6 き 〇斯る 論鋒は、 敵 國 
.に 對 する 際に、 用 ふ 可し o til 來 口本國 K の 間に 於て、 然も 幕臣 か、 
，帝 國 統一の 大勢を 看破し、 區 々の 利害を 犠牲と して、 朝廷に 歸 順し 
-た るか 如 & は、 是れ 偉大なる 獻身的 行 爲 也、'  况や 幕臣と て も、 朝廷 
の臣に あらす や O  H 本を 世界と し、 割據を 本旨と し、 國內 互に 相鬩 
'く 時代に 於て は、 兎も角 7PO 帝國統 一の 劈頭に 於て、 區 令の 瘦我慢 
を 事と する か 如きは、 實に 大義に 晦き 者に あらす や。 吾人は 維新 志 
士獻身 的 精神の 中には、 寬裕の 精神の 宿した る 2. どを 疑は す。 而し 
て 此の 寬裕の 精神 も、 要するに 獻身的 精神の 一片に 外なら 3 る 也 0 
何とな n は 此の 如き 寬裕の 精神は、 唯た 國 家を 本位と し、 皇室を 中 
.心 ビし 、國 民を 同胞と する か 故に" 始めて 出て 來 るを 得 可れ は 也 0 
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四 八 ii 

結論 七 

〔旣に 神武の 皇謨 R 復せん と 欲す 〇 其の 同胞 相 待 〇 の寬裕 なる のみな 
らす 、他に 對 する 政策の 開豁 濶達 なる は、 論な きのみ ◦吾人は 甞て 
大和 義擧の 志士、 松本奎 堂の 詩を 誦し、 彼の 所見の 決して 尋常 攘夷 
家たら 3 るを r?: とした $ き Q 

人間 萬 事 如 M 驛 --〇 福變爲 k 禍爲 is 。 禍福 更至 無 rr 適。 請 看 明月 如 
彼圓 。虧缺 已萠三 五 夕。 請 看 寒艸如 钕衰 。春塘 U 暖翠 可， 掬。 鄂艦 
雖 ，牢 終淪沒 。多少 艨艟 無 j 隻 4 汝國雖 ，弊 猶可备 。盍 ，役，， 此 機， 行， 更 革； 
東海西洋本無三。五州渾是一圈畫。强立，彼我_„睽意 —0 須 ^ ，天涯爲_ 
咫尺 I 

.と ◦則ち 知る 彼等の 攘夷論は、 之を 機會 として、 國內の 弊政を 更革 


せんと 欲した る 乙と を 〇- 而し て是れ 啻に 一奎 堂の みならす、 幾多の 
志士、 槪ね此 感を懷 か 36 しもの なか ぅしなら む 〇故に 知識を 世界 
に 求む るの 1 事は、 維新 精神の 發 作の 一也 ◦言 a 換ふれ は、 神武 創 
業の 皇謨に 則らん と 欲せは、 須 らく 先 〇 智識を、 世界に 求め 3 る 可 
ら 3 る 也 ◦單に 知識を 求む るの みならす、 列國 交際の 上に 於ても" 
大國の 襟度を 以て、 之を 待つ 可き は、 是れ 維新の 精神の み 0 
如何なる 識者 も、 自國の 他 國に對 する 關係は 、自他の 勢力を 衡 量し 
たる 上に 於て せ 3 れ は、 其の 正鵠を 得る 能は す ◦吾人は 日本 國民 か、 
時に 或は 自 から 買 被ぅ、 時に 或は 自 から 卑下し、 其の 適當 の立塲 を 
自覺 する に 於て、 隨分 苦心した る 事を 知る 〇 維新 志士と 雖も 、此熙 
に 明白なる 見解を 有した る もの ビて は、 甚た 多から 3-CV しに 似た-^  〇、 
3 れ と 彼等を 通して、 J の 確信を 有した 々さ。 を li 大日 本 帝 國の運 
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四 八 四： 

命に f) する 確信な うき 〇彼 等 fi 大 .3 本 # 國の 偉大なる 可き を 確信し 
たうき 〇大 日本 帝國 0 將來の 有. 望なる 可き を 確信した うき Q 彼等は 
大和民族なる もの か" 決して、 決して、 世界の 兢塲 R 於て" 第二 流 一 
に 降る ものと して 許容す る 能は さ 6  唯 / 2 llt の 希望 あ 6  此の ®: 
信 あう 〇是を 以て 克く 大國の 襟度を、 國家 危急の 際にた も" 開 張す 
るを 得 ^ b し 也 0 


斯る 確信と 希望とは、 如何なる 塲合に 於ても" 人を して 厭世的なる 
能は 3 らしむ 〇吾 人は 維新の 志士に 於て、 彼等 か餘 うに 死を 輕ん し、 
時としては 死を 待 〇 I との、 太た 切なる を 見 ^ io 久阪 玄瑞の 歌に 

日く、 

今日 も ^ た 知られぬ 露の 生命 もて 

千載を 照らす 月を みる かな 

ミ、 是れ實 に 短歌の 絕唱也 ◦然も 其の 露の 生命ょう 見れ は、 厭 ffi の 
如く、 千載の 月ょう 見れ は、 然ら r& るか 如し 〇要 ずるに 彼等は、 一 
身に 取 6 て、 時に 味氣 なき 感に襲 はれ たれ ども、 國 家に 對し ては、 
特に 國 家の 權 化た る 皇室に 對して は、 疆う なき 尊榮 と、 隆昌と を 確 
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我國の 志士は、 德川 氏以來 南宋の 學 問に 養成せられ" 所謂る 靖獻遺 
言の 感化に 浴す る 乙と、 最も 甚 しかりき Q  S れは 維新 志士の 口吻の 
時として、 亡 國 志士に 類す る もの あるか 如き も、 其の 自 から 然るを 
覺 交す して、 然 6 しなら むの み 〇さ れと是 n 唯た 其の 一 小 部分に 過 
きす 〇若し 其の 全體 R 就て 槪言 せん 乎、 彼等は 其の 死す る も" 笑を 
含ん て 死した ぅき 〇何 となれ は、 彼等は 是を以 て 絕 望の 死と なさ、 
§ しを 以て 也 0  1 の 志士の 死は、 他の 志士の 賴起を 意味した りと 確 
信し たれは 也 ◦縱令 彼等 か 土 室に 於て" 文 天 祥正氣 歌 1: 吟し犮 れは 
とて、 彼等は 寧る 幸福なる 安心と 希望と 1: 以て 吟 した々 ◦何と なれ 
は 天祥の 一死は、 死して 國に 補な きも、 彼等の 一死は、 國家 興隆の 
犧姓 たる ことを 確信した れは也 〇南洲 句 あぅ、 日く、 『一死 何 疑天附 


•與 。願留 a 魂魄 I 護 i 城 J £ 。 彼等の 死を 見る 歸す るか 如きは、 此の 希望 
と 確信と あ 6 たれは 也 Q 

彼等は 單純 なる 愛國 者と 云 ふょ 6 も、 寧ろ 殉道 者の 趣き あぅ き 〇故 
に 時として 死を 待つ 太た 切なる か 如き 觀ある も、 をは 殉道 者の 然る 
か 如くして 然$ し 也。 乃ち 其の 死 や、 希望の 死 也、 生命の 死 也〇若 
し 彼等に して、 厭世的 <£: 云 a 、 絕望 的と 云は、、 幾多の 殉道 者は、 
皆な 斯く稱 せ S るを 得 3 る 可し 〇是れ 豈 R 通理な らん 哉 0 


te 八 - t 
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結論 九 

彼等 か 死生の 間に 在る、 旣に覺 悟の 前 也 0  3 れは 其の 塲合に 於て、 
如何に 日本 男兒の 面目を 發 揮した るかは、 吾人の 想像に も猶ほ 及は 
§ る ものな くんは あらす 。吾人は 今 試みに、 元 治 元年 甲子 七月、 如 
何に 松 陰門 下の 士か 、京都 鷹 司 邸の 戰塲に 於て、 最後を 遂け穴 るか 
を觀 察せ A と 欲す 〇 

久阪及 入江 君 等の 率 ゐる境 町 御門の 軍 も 亦 利 あらす 0 君 〔入江 弘毅〕 
は 久阪寺 島 V」 鷹 司 殿中に て 相 謀 A、 兩人は 天朝 及 吾 公 〔毛 利 家〕 の 
爲に 死して、 臣 子の 本分を 盡し 、君は 軍を 率ゐて 再 a 天王山に 集 
$、 後擧を 謀る 可き に 決す 〇久 阪將に 君に 別れ 〇 とする に當 
悲 賁に堪 へす して、 數 行の 淚を 下せ 60 君 之を 見て 笑を 含み、 


甲 


冑の 間ょ 一片の 櫛を 取り、 久阪に 向 CA 、 卿の 髮太穴 亂 る、 僕 
請 ふ 之を 理め むと、 久 阪の鬢 毛を 梳 つられ 穴 60 
是れ當 時の 目撃者 河北 俊弼 氏の、 親しく 入江の 弟、 野 村 子爵に 語る 
所なら す や 0 

河北 又予 〔野 村 子爵〕 の爲 めに、 家 大兄 最後の 狀を 語ぅて 日く  ◦入 
江 君已に 久阪 、寺 島と 別れて、 軍士と 共に 圍を衝 き、 天王山に 走 
•らむ と 欲すれ とも、 敵 兵 已に鷹 司 •邸の 四面に 充滿 し、 我 軍 蹰躇進 
ベン ^ す。 君 之を 見、 命して 後門を 開かし め、 手つ から 鎗を把 {、吶 
:臧 して 先つ 進み、 敵 兵を 刺す ◦而 して 君 も 亦 眼球を 傷つく 〇此機 
に 乘 し、 我 軍. 均く 圍を 潰して 出つ る ことを 得た 6 ◦君 已に ..傷 ヒ蒙 
り、 退きて 邸內 土 ffl の 側に 坐し、 自ら 兜の 紐を 解かん とし 玉 ふ も 
のく如し 0. 二卞之.を見て走$到办、介錯す可きや否ゃを問ひしに". 
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着 已に聲 を 發 する 能 li す〇唯 手を 以て 予を 推し、 速に 去る へき こ 
とを 示 S る Q 予は 敎に從 ひ、 倉牟圍 を衝て 走 6、 其 終焉を 見 3  0 
しは、 今に 至る 迄遺慽 已 む乙と能は.す 
と o ®f 師に して、 斯 等の 門人 あぅ ◦吾人 li 彼等 か 死に 莅 んて、 其の 
從容 たるに 感嘆す 〇是れ 豈に 一朝 憤激の 能す る 所な らん や 〇惟 ふに 
彼等 か 平 昔の 素養と、 其の 熱誠とは、 凝ぅて 此の 如き 壯 且つ 美なる 
一塲の 悲劇を、 演出した b しなら ひのみ 〇而 して 維新 志士、 悉く 皆 
な セの 如しと 斷言 する 能は 3 る も、 少く とも 維新 志士の 典型は  此 
處に 於て、 之を 見る を 得る に 庶幾し 0 


結論 十 

如何なる 世の中に も、 僞の豫 言 者 あぅ 〇吾 人は 維新 志士 ひ 面目、 精 
神を 叙し 來り て、 彼等の 總てか 此の 如しと 確言す る ものに あらす 0 
乃ち 一個の 志士 K して％、 時に 淸士穴 {、時に 俗士 たる 乙と あ 60 
始終 一貫、 畢生 不 欺の 大人に 至办 ては、 如何なる 國 、如何なる 時代 
に 於ても、 決して 多から す〇 吾人 豈に 維新 時代に 於ての み、 斯る大 
人の 輩出を 期待す 可ん や Q 但た 何人も、 時代の 精神に 支配 せらる。 
而して維新時代か、眞に此の如き超越的活動の時代たるを知らば0 
此の 時代の 人物 か、 幾分 か 其の 感化を 被る ことを 免 かる、 能は 3 る 
も、 亦た 知る 可き のみ 〇而 して 吉田松 陰の 如きは、 半は 其の 英雄的 
精神を 鼓吹し、 半は 之れ に 鼓吹せられ た •る、 維新 志士 中の 模範的 人 
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物の 1 と 爲す也 0 

日本 國民 は、 如何なる 程度 迄、 獻身的 飛躍を 倣し 得る 乎〇 日本 帝國 
は、 如何なる 程度 迄、 超越 的 活動を 傲し 得る 乎 〇之を 個人に 於て は、 
松 陰 及 a 其 他の 維新の 志士に 於て 之を 見、 之を 時代に 於て は、 維新 
改革の 時代に 於て 之を 見る 〇而 して 明治 四十 餘 年間の 事、 1 として 
此の 國 民の 凝結した る、 獻身的 精神の 發揚 に藉ら 3 る ものな し ◦歷 
史 .は 繰ぅ 返す のみなら す、 又た 繼續 す。 廢 藩置縣 、憲政 施設、 條約 
改正、 二十 七 八 年の 役、 三十 三年の 役、 三十 七 八 年の 役、 孰れ か此 
の 精神の 成就す る 所たら 3 る 可き 〇吾 人は 單に國 民の 獻身的 精神と 
云. はす、 國民的 に， 凝結した る國 民の 獻身的 精神と 云 ふ 〇詳に 言へは、 
個々 別々 の 獻身的 精神 R あらす、 日本 國民 として、 國民 的に 一致し、 
協同し、 戮 力す る獻身 的 精神、 是れ のみ t 唯 ^ 此の 精神 あぅ、 小國 


をして、 大國 /2 らし 〇 〇貧國 をして、 富國 穴 らしむ 。世界に 孤 獨な 
る國 をして、 世界 {C 最も 友邦 多き 國 た らし 0 0 其の 强國 雄國 
たらし 〇 る や、 固ょ $ 言を 俟た す〇而 して 吾人は 何に ょぅて" 此の 
如き 精神の 凝結を 得 可き 乎〇唯 た 日本 帝國を 本位と し、 過去、 現在、 
未來を 通して 斯國に 君臨し 給 ふ、 我 か 皇室を 中心 ビし て、 之に 向 
て國民 忠愛の 丹誠を 統一 綜合す るに あるの み 〇松陰 先生を して、 今 
日に £ らしめ は、 復た 決して 斯 言を 易へ 3 る 可し。 是れ 蓋し 松 陰の 
.# を 以て、 後人に 殉へ 穴 る 遺訓 也。 
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著者は 第 百 版の 卷首 U 掲錄 せる 二 十 頁！！ 亙る 新 序 1- 於て、 『出版 以來 未 /； 一年 4- 經ざ る r. 
百 版の 刊行を 見 t: る事實 1- 就き、 敢て江 湖旣見 未見の 知己 諸君 1- 向て 感謝 止む 能 It ず』 と 
謂ひ。更 |- 最近 1- 於ける世畀の大勢11論及して、日本國民の大氣魄、大精神、大雅量、大見讖 
を 要請し -X 局な 結べ リ〇蓋 し 此の 新 序一篇 、著者 慨時の 餘 1: 成る もの、 江湖の 一讀を 促す。 
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□本書は 大正 新政の 劈頭に 於て、 著者が 思想 經綸 の大經 大綱 r 提 
■げたる 大 論文に して、 著者が 全く 立言 者と して、 本分を 竭くす 
□可く 決心した る、 最初の 產物 なり ◦其の 識見は 以て 一世を 指導 
■し、 其の 文章は 以て 一代の 鉅觀 たり。 而して 我が 日本 國民 が、 內 
□外の 情勢に 對應 し、 內國民 的 勢力の 充 實を圖 り、 外 帝國の 威信 
■を 發揚 し、 以て 我が 大和民族の 信念を 實 行し、 志望を 實現す 可 
□き 大方 針と 經綸 とは、 斷じて 本書の 趣旨 以外に 出ヴ可 からず。 
■而 して 本書の 趣旨は 意外に も、 剴切 痛快なる 歐洲大 戰爭て ふ、 動 
□かす 可から ざる 實物 にょりて 實證せ られ 、今後 益々 效驗 あらん 
_ とす。 蓋し 我が 帝國 存立の 要義、 此を 措いて 他に 之 無し。 
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□本書は 『時務 一家言』 の 趣旨を、 現 時國際 政局の 事相に 照らして 
闘說 明した る ものにして、 近古 未曾有の 歐洲 大戰を 秩序 的 綜合 的 
□に 觀 察し、 最近 五十 年間 世界 大勢の 變遷 推移、 各國 民の 消長 盛 
圔衰 "主動的 人物の 企 畫經綸 を詳叙 し、 以て 日本 帝國の 將來を 達観 
□し、 日本 國 民に 至大の 暗示と 警吿 とを 與へ たる 世界的 名著 t る 
鼷を は、 識者の 推 獎已ま ざる 所 也。 特に 今囘增 補した る一篇 は 『一 
□年 有半の 世界の 變局 J と 題す る 二 •十餘 頁に 亙る 長文に して、 本 
圏 書 脱稿 後 最近 一年 有半に 至る 歐洲 大戰 亂の經 過、 列强の 軍事、 
□外交、 政治 各方 面の 情勢を 明に し、 米國の 現状を 説き、 日 支の 關 
■係に 及び、 更に 國 論の 統一と、 國 民の 努力と を 切論せ り Q 
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